

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「うわああああ!?　プテラノドンだ！　プテラノドンが飛んでいる！　ここは群馬県か!?」

「あれはワイバーンだ。落ち着け、ヘンな踊おどりを踊おどるなシエル」

「あーあー聞こえない！　もっと大きな声で喋しやべれ、レナああああ！　うわ、うわ、うわぁ」

「いや、お前がヘッドホンを外せよ？」

　これでは会話にならない。突とつ然ぜんの事態にパニクって、生まれたてのひよこのように「ぴよぴよ」と細い身体からだを小刻みに震ふるわせる謎なぞムーブを続けるシエルの肩かたを、俺は背後から押さえ、頭から遮しや音おん性せいが高い大型ヘッドホンを外して取り上げた。

「みぎゃあああ!?　なにをする？　私の聴ちよう覚かくは繊せん細さいなのだ、プテラノドンの鳴き声を聞いたらきっと正気を失ってしまう！」

「それはマンドラゴラな。そして、あの翼よく竜りゆうはワイバーンだ。異世界ファンタジーで序じよ盤ばんにエンカウントしがちな強キャラモンスターだ」

「愚おろかなことを言うなレナ。異世界など実在しない。なぜなら、異世界など実在しないからだ」

「そのシエル構文やめろ」

　シエルは頑がんとして目の前の事態を認めず、こんどは目を瞑つぶったが、現実は非情である。

　ここは、ファンタジーマンガに出てくる架か空くうの群馬県と見まがう、緑に覆おおわれた秘境。

　眩まぶしい青空には、想像上のモンスター生物・ワイバーンが飛とび交かっている。

　どうやら俺たちは、ほんとうに飛ばされてしまったらしい。

　そう。「異世界」に──。

　瞬しゆん間かん、俺の脳のう裏りに駆かけ巡めぐる焦しよう燥そう感かん。

「まずい。夜が明けたら出社してタイムカードを押さないと給料を引かれてしまう！　こんな危険な世界に出張しているというのに」

「レナは骨の髄ずいまで社しや畜ちくだな。社しや畜ちくという字は、会社の家か畜ちくと書くのだぞ。要は奴ど隷れいだ」

「ほっとけ」

　俺が背後から抱だきしめたので、パニックに陥おちいっていたシエルは落ち着いたらしい。

　もうプロのマンガ家だというのに、子供の頃ころと変わらない。まったく手がかかる奴やつだ。

「知っているかレナ。タイムカードという文化は古代エジプト時代に既すでに存在していた。当時のピラミッド建築に従事していた労働者たちは、ホワイトな職場で手厚い福ふく利り厚こう生せいを受けていたという。彼らは住すみ心ごこ地ちのいい家族住居に子供の高等教育、そして肉やビールなどの最高級の食事まで保証されていた。現代の独身男性社しや畜ちくとは大おお違ちがいだな。ところで」

「今はその話やめろ」

　シエルは独特の喋しやべり方かたをする。天使のような愛らしい声なのに、どこかロボットもしくはＡＩっぽい、感情がこもっていないぎこちない口調。そしてなによりも、会話中に絶対に相手の目を見ない。常に、明後日あさつての方向を眺ながめながら独り言を呟つぶやくように喋しやべる。

　その上、話題が逸それる。逸それまくる。

　大好物の歴史ネタを喋しやべりはじめると、永遠に止まらない。

　しかもこいつは、いったん安心するとすぐに調子に乗る。

「はっ閃ひらめいた？　エウレカ～！」

「こらこら、手をぐるぐる振ふり回まわすな！　ワイバーンを挑ちよう発はつしてどうする」

「そうだ！　異世界が描かけないなら、異世界に来ればよかったのだ！　レナ、これで問題解決だな！　現地を直接取材すれば、私にも異世界マンガが描かけるぞ！」

「やっと現実を受け入れたか……いや、おかしいだろ！　なぜ召しよう喚かんされたかもわからないのに、どうやって元の世界に帰るんだよ!?」

「……ふっ。天才のこの私に任せておけ。なにしろ私は、異世界に造ぞう詣けいが深い」

「俺が強制的に、二時間ほど異世界アニメを見せただけだろうが」

「それは違ちがうぞレナ。異世界コミック、異世界小説の消化を含ふくめれば三時間三十四分だ」

「どっちだって一いつ緒しよだよ。この異世界素しろ人うとめ」

　俺とシエルが異世界に召しよう喚かんされてしまった原因は、八時間前に遡さかのぼる──。




☆




　八時間前。

　自己紹しよう介かいが遅おくれたが、俺は、大卒新人編集者の保ほ父ふ星ぼし玲れ那な。

　妙みような名字だし、それ以上に女の子みたいな名前だが、男だ。見た目も中身も普ふ通つうの社しや畜ちく男子だ。髪かみ型がたも普ふ通つう。黒くろ髪かみ。ラフな格好で会社に来るのがマンガ編集者あるあるだが、俺は常にスーツとネクタイを着用して「男」アピールと「社しや畜ちく」アピールを欠かさない。

　とはいえ、ブラック大手出版社に入社したての一年目で、研修と現場でのサポート業務を数ヶ月こなしたばかりのド新人。

　まだ見習い同然で、担当するマンガ家を割り当てられた経験はない。

　そんな俺がこの日、いきなり身長２メートル体重１００キロの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたガタイにドレッドヘアというコワモテの編集長に呼び出された。

　編集長は四十歳になったばかりの現場からの叩たたき上あげ組ぐみで、恐おそろしくエネルギッシュでワーカホリックな男だ。いつも椅い子すに座りながら、せかせかと貧びん乏ぼう揺ゆすりを欠かさない。目つきは、朝も昼も夜もらんらんとしている。気力体力が有り余っているのだろう。

　そして──とても怖こわい。常に命令はトップダウン。わが編集部の、専制君主である。

「新人の保ほ父ふ星ぼしだったな。お前、手が空いているだろう」

「はい」

　超ちよう多た忙ぼうな編集長との打ち合わせは、十分以内に終わるのがデフォだ。無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまはない。

「俺は忙いそがしい、手短に用件だけを伝える。『くぅぱぁ丼どん』先生は知っているな」

「はい。歴史神話や古代文明を題材に、美少女ヒロインの旅行記を描かくという作風の持ち主。かわいい絵え柄がらとディープな歴史ネタの組み合わせでマニアックなファンを獲かく得とくしている、わが社期待の新人若手作家です」

　いつ編集長にどんな質問をされても即そく答とうできるように、この手の情報は全て押さえてある。

　くぅぱぁ丼どん先生のデビュー作は、二年以上連れん載さいが続き、最近惜おしまれつつも連れん載さい終しゆう了りようした「れきじょっ！」。

　歴オタの女の子が、お一人様で日本や世界の古こ墳ふん・城じよう郭かく・戦せん場じよう跡あと・ストーンヘンジやピラミッドなどを訪おとずれて独自の歴史解かい釈しやく・神話解かい釈しやくを閃ひらめき、自分の素すっ頓とん狂きようなトンデモ仮説を証明する証しよう拠こを探すために違い法ほう盗とう掘くつをしたり違い法ほう盗とう掘くつをしたり違い法ほう盗とう掘くつをしたりするという、独特の歴史旅行マンガだ。

　そういえばだいたい毎回違い法ほう盗とう掘くつしているな。まあ、マンガだからいいんだが。通つう称しよう・仁にん徳とく天てん皇のう陵りように突とつ撃げきしようとしてとっ捕つかまる話はギリギリだった。

　だが、入社したての俺ですら「あの先生だけは担当しちゃダメだぞ」と複数の先せん輩ぱいから忠告されている。くぅぱぁ丼どん先生は恐おそろしく気難しくて超ちよう面めん倒どう臭くさいという事故物件作家伝説が、社内に蔓まん延えんしているのだ。

「保ほ父ふ星ぼし。先生は感かん染せん症しよう恐きよう怖ふ症しようで二年前から外出できなくなって取材不可能となり、やむなく『れきじょっ！』の連れん載さいを終しゆう了りようし、以後極度のスランプに陥おちいった。いくら待っても、新作の企き画かくがあがってこない」

「難あり作家の扱あつかいが得意なベテランの担当編集さんが上う手まくコントロールしていたのでは？」

「ああ。前の担当は今朝、『探さないでください』という書き置きを残して夜よ逃にげした」

「ええっ!?」

　内にコワモテ編集長、外に難あり厄やつ介かい作家。もしや編集者人生に疲つかれ果はてたのか？

「そして、くぅぱぁ丼どん先生は面めん倒どう臭くさい性格なので、誰だれも後任を引き受けない」

「……いったいどれほど面めん倒どう臭くさい人なんですか……？」

「保ほ父ふ星ぼし。お前、今日から『くぅぱぁ丼どん』先生の担当をやれ」

「えっ？　『くぅぱぁ丼どん』先生の担当ですか!?」

「そうだ」

「ですが俺は新人で、担当経験がなく」

「これは決定事じ項こうだ。俺の命令に背そむく者は許さん。倉庫番に左さ遷せんされたくなければ、イエスと応えろ。いいな？」

　編集長がまるで筋すじ者もののような鋭するどい眼光を飛ばしながら、圧をかけてきた。

　完全にパワハラじゃないか。今時の会社じゃないぞこのブラックさは。

　だが、この編集長に逆らえば俺の社員人生は一年目で終わる……売れっ子作家を多数輩はい出しゆつし、莫ばく大だいな売り上げを稼かせぎ出だすという大正義な結果を叩たたき出だしてトップまでのし上がってきた編集長の命令は絶対。

　俺は観念した。この編集部で働く編集者たちは全員、この編集長に使し役えきされる社しや畜ちくなのだ。

「……承知しました」

「グッドだー。では、本日直ちに先生とオンラインで顔通しするように」

　このご時世だし、くぅぱぁ丼どん先生は絶対に会社に来ないから、リモートで顔合わせということになる。だが、いきなり今日なのか？　性急すぎるだろうこの編集長。

「引ひき継つぎ事じ項こうは、なにかありますか？」

「ある。新作のジャンルは『異世界転生』だぞ。いいな！」

　えっ？

「異世界転生ですか？　くぅぱぁ丼どん先生は、歴史神話ネタしか描かいた経験がないのでは？　異世界ジャンルに適性があるんですか？　商業誌で描かいたことは一度もないはずです」

「知らん。うちはこれから、異世界転生で行くと決めた。時代は異世界だ、うちの編集部もこのビッグウェーブに乗るしかない。これは決定事じ項こうだ」

「そんな無茶な!?」

「お前にとっては初耳でも、先生には一ヶ月前に伝えてある」

　新作の企き画かくがあがってこない理由の一因が、俺にもわかった。

　野球選手にサッカーをやれと言っているようなものだ、編集長のこの無茶振ぶりは。

　先代の担当編集者は恐おそらく、この独裁者編集長と変人難物作家の板いた挟ばさみになって──。

　しかし、先代の心配などをしている場合ではなかった。

　編集長が部下を追い込む圧とスピード感は異常。

「保ほ父ふ星ぼし。三ヶ月後の企き画かく会議までに、先生から第一話の原げん稿こうと三話までのネームを取れなければ、お前は首だ」

　編集長は、口元にお愛あい想その笑えみを浮うかべつつも、「絶対に口答えは許さん」という鋼はがねの意志を籠こめた恐おそろしい視線で俺を睨にらみつけていた──。

「……了りよう解かいしました。異世界ものの新作原げん稿こうとネームを取ってきます」

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえると化したかのように、俺は唯い々い諾だく々だくと全てを引き受けさせられていた。

　担当経験ゼロ、相手は若くして伝説クラスの厄やつ介かい作家、しかも門外漢の若手作家に「異世界もの」を要求してくるコワモテ編集長。

　ありとあらゆる要素が、「ミッション達成は不可能だ」と俺に告げてくるのだった。

　どうすれば、いいんだ……。




☆




　六時間前。

　編集長からいきなり振ふられた、突とつ然ぜんのくぅぱぁ丼どん先生とのオンラインミーティング。

　会社から支給されている安物のノートパソコンは絶不調で、オンラインミーティングには使えない。ミーティングルームに据すえ置おきされている専用のパソコンは空いてない。

　なにしろ、「今すぐ先生と会え」と突とつ然ぜん振ふられたのだ。

　俺は、自宅アパートのデスクトップパソコンでくぅぱぁ丼どん先生との顔合わせを実行するべく、地下鉄に飛び乗って急いで都内下町のわが家へと急いでいた。

（まずいぞ、まずいぞ。あと一時間だ）

　約束の時間が迫せまっている。急がなければ、初手で「遅ち刻こく」をやらかしてしまう。

　くぅぱぁ丼どん先生は、異常に「時間」にこだわる作家で、待ち合わせ相手の一分一秒の遅おくれですらカウントするのだという。

　数度の遅ち刻こくは許されるが、先生には「三時間三十四分」という独自のタイムリミットがあり、この持ち時間を使い切った編集者は、以後、先生とのエンカウントを一いつ切さい拒きよ絶ぜつされるのだとか。

　まがりなりにも連れん載さい作家が、そんな偏へん執しつ的てきな性格でいいのだろうか。

　いったいどうやってマンガ家稼か業ぎようを続けていたんだ？

　などと「くぅぱぁ丼どん先生の事故物件作家列伝」に戦せん々せん兢きよう々きようとしながら自宅アパート前に到とう着ちやくした俺を待っていた光景は──。

　こんがりと焼けて廃はい墟きよと化していた、築二十年のわが１ＤＫのアパートの成れの果てだった。

「……これは、現実なのか……!?　よりによって今日こんなことが起こるのか!?」

　俺は、断だん捨しや離り好ずきな草食系の男。モノを増やさない主義。もともと室内はスカスカだった。しかも、「どうせ夜戻もどってきて寝ねるだけだ」と家賃を節約して空き巣多発地帯に住んでいたので、通帳や判子、契けい約やく書しよなどは常にスーツケースに入れて持ち歩いているし、各種保険にも加入している。われながら無む駄だに用心深いな。

　だから、家が焼けても社会人生活の続行は可能。少々面めん倒どうな手続きが発生しただけだ。火事の事後処理は、とりあえず保険会社に丸投げしておけばなんとかなる……と思う。

　しかし──ミーティングに使うためのデスクトップパソコンが焼けてしまった！

（打ち合わせ開始まであと三十分を切った!?　どうする、どうすればいい？　ネットカフェはこのあたりにはない。そもそも次の物件を確保するまでずっとネカフェ生活は無理だ。ただでさえ俺はあの編集長に日夜社しや畜ちくとして酷こく使しされているのに。身体からだが壊こわれる）

　パソコン確保がてら会社に舞まい戻もどって、しばらく会社に住み着くか？　それも無理だ。

　行政からうちの会社に最近、ブラック労働環かん境きよう改善勧かん告こくだかなんだかが入って、夜22時になると全員強制的にロックアウトされるシステムにされてしまったのだ。住めない！

　ならば緊きん急きゆう的てきにホテル暮らしか？　新入社員の俺にそんな金はない！

　考えれば考えるほど八はつ方ぽう塞ふさがり。行き着く先は左さ遷せん解かい雇こ。視界が真っ暗になっていく。

　そんな俺のスマホに、見知らぬＳＮＳメッセージがいきなり飛び込んで来た。

『私がくぅぱぁ丼どんだ　お前が新担当だな』

　メッセージの発信者は、ひよこのアイコン。

　先生のほうから連れん絡らくが来ることはまずないと聞いていたのに？　俺は急いで返信した。「三時間三十四分」のタイムリミット消費を阻そ止しできる、絶好の機会ではないか。この悲ひ惨さんな状じよう況きようを正直に訴うつたえれば、あるいは先生だって多少は持っているだろう人間の情が動いて──。

『はい　先生の新担当です　今ちょっとしたトラブルに巻き込まれていまして　実は先ほど自宅アパートが火事で全ぜん焼しようしたんです　事後処理で数日潰つぶれますので　オンラインミーティングの開かい催さい日びを延期してもらえれば──』

『ダメだ』

　や、やっぱりね。絶対にいかなる理由があろうとも遅ち刻こくも延期も認めない、全て「遅ち刻こく」として扱あつかう。それが、くぅぱぁ丼どん先生。編集者の天敵。一名を妖よう怪かい「時間きっちり」。

『ですがパソコンが手て許もとにありません　オンラインミーティングは物理的に不可能です』

『じゃあ今すぐ　うちに来い　住所は○○○区○○町○○マンションの６６６号室だ　さっさと来い　遅ち刻こく時間カウント開始まであと三十分を切ったぞ』

『えっ　ちょっと待ってください　先生のご自宅に担当編集者が入っていいんですか　今まで前例がありませんが』

　くぅぱぁ丼どん先生は必要以上に編集者との距きよ離りを保とうとする厄やつ介かい作家で、自宅どころか自宅近くの喫きつ茶さ店てんやファミレスでの打ち合わせすら拒きよ否ひするのだという。

　そんな面めん倒どうな作家がなんで、顔も知らない俺をあっさり自宅に招き入れるんだ？

『あと二十七分と三十五秒だぞ　今すぐ来い　私は腹が減った　最も寄より駅えきからマンションへ向かう途と中ちゆうにバーキンがある　ハンバーガーを買ってこい　ワッパーの期間限定のやつで、オーダー可能ならオールヘビーだぞ　サイドメニューはオニオンリングだ　私の注文通りに差し入れをよこせば　有能と認めてしばらくうちに泊とめてやる』

『あっ　泊とめるって　えっ　あのっ　そのっ』

　……

　……

　……

　待てど暮らせど、レスが来ない。

　俺のセイウチみたいな返事に、既き読どくがつかない!?

　一方的に言いたいことだけ送信して、スマホを放りだしやがった!?

　待て。落ち着け。これは好機だ。ごちゃごちゃしたオーダーを出されたが、この通りに買って持ち込めば、担当との接せつ触しよくを嫌きらうくぅぱぁ丼どん先生のマンションに泊とめてもらえるのだから。

（うん？　オールヘビー。オニオンリング。昔どこかで同じことを言われたような記き憶おくが？）

　なにか腑ふに落ちないが、いきなり焼け出されて貯金もない俺に選せん択たく肢しはなかった。

　超ちよう厄やつ介かい事故物件作家のマンションへと、俺は直行していた──。




☆




　五時間前。

　最も寄より駅えきに到とう着ちやくするなり、駅前のバーキンで先生のオーダー通りの注文をテイクアウト。ところが、期間限定バーガーが複数ある!?　激げき辛から、チキン、ベーコン特盛りの三種展開だと？

　なんだってえっ？　これは、どれをチョイスするのが正解なんだ？

　たぶん、ハズレを引いたらアウトだ。窮きゆうしてＳＮＳで先生に尋たずねてみたが「食べたこともないのにわかるわけがないだろう」と、正論なのだが理り不ふ尽じんな反応。

　いきなり俺のセンスを試ためしてくるだとっ!?　既すでにはじまっている、担当適性試験が！

　こういう時は「激げき辛から」チョイスが無難なはずだ……たぶん……甘あま党とうだったらどうしよう。期間限定激げき辛からバーガーをゲットした俺は大急ぎで、くぅぱぁ丼どん先生が暮らしているマンションに。

　迷めい路ろみたいに妙みように複雑なマンション内部で遭そう難なんしながら、部屋の前に到とう着ちやくした。

　そして──天あまの岩いわ戸とが──開いた。

　いったいどれほどのレベルの変人なのだろうかと怯おびえていた俺の前に現れた、伝説の事故物件厄やつ介かい作家・くぅぱぁ丼どん先生は、天使のような美声の持ち主だった。




「ゴゴゴゴゴ。どうやらわれわれは運命の眠ねむれる奴ど隷れいらしい。ようこそ、わがスタンドよ」




　ただし言っている台詞せりふは、意味不明。っていうかジオジオじゃねーか。

　だがそんなことよりもなによりも──若い女性だった。男じゃなかったのか!?

　しかも。

　小こ柄がらで童顔で瘦やせている。オーバーサイズのダボダボ白Ｔシャツには「敵は本ほん能のう寺じにあり」というおかしな書き文字。顔だけは美形。小さな頭には重量級のヘッドホン。そして、喋しやべりながらも俺と目を合わせない。明後日あさつての方向を見ながら喋しやべっている。

[image: ]

　極きわめつけは、ジオジオ立ちのつもりだが全然真ま似ねできていない、ヘンなポーズ。足あし下もとは生まれたてのひよこのようにぴよぴよフラフラしている。

　間ま違ちがいない。

　彼女は、俺の幼なじみだ。四歳下の従妹いとこだ。

　東京で会ったのは、今回がはじめてになる。

「お前、シエルじゃないか？　桜さくら小こう路じシエルだろ？　俺だよ。従兄いとこの──」

「ああ、宇宙剣けん士しレナだな」

「違ちがう。保ほ父ふ星ぼし玲れ那なだ」

　なんだよ宇宙剣けん士しって。

　そうだ、俺のアイコンは素す顔がおの写真だ。こいつ、最初から新担当が俺だと知ってたのか。

「シエル、久しぶりだな？　お前、全然変わってないな。中学生に見えるぞ」

「フッ、波は紋もんの使い手は老化しないのだ。わが好みのハンバーガーを買って現れるとは、さすがはわが幽ゆう波は紋もん。そうそう、初見バーガーは激げき辛からが正解だ。辛からければ、ベースの味がハズレでも辛から味みに上書きされてわからんからな」

「俺はお前のスタンドじゃないからな？」

　この種の突つっ込こみ台詞ぜりふを、過去に俺は何度繰くり返かえしてきたことか。

　シエルがマンガ家になると言いだし、単身上京してからもう三年以上経たったのか。

　変人ぶりに磨みがきがかかったというか、以前より悪化している。ひよこのように小刻みに震ふるえて踊おどるヘンなムーヴは以前より大きくなり、マンガのオノマトペや謎なぞの造語を口にする癖くせも相変わらず。

　そしてなにより目立つのが、小顔のシエルには重くて辛つらそうな大型ヘッドホン。シエルは雑音が苦手だから遮しや音おん目的で装着しているのだが、昔はカナル型イヤホンだったぞ。

「お前、くぅぱぁ丼どん先生のアシスタントをやっているのか？　その……よく務まっているな」

「は？　アシスタントなどいない。私が、くぅぱぁ丼どん先生だ」

　えっ!?

「お前が、くぅぱぁ丼どん先生!?　いったいどういうことだ？」

「忘れたのかレナ？　私は『プロマンガ家になる』と宣言しただろう？　そして、なった」

「キンクリ構文で過程を省かれても、さっぱりわからない。どうやってなったんだ？」

　くぅぱぁ丼どん先生のデビューは約三年前。正確には二年十ヶ月前だ。マンガを描かいた経験がないシエルが突とつ然ぜんマンガ家になると言いだして上京したのが、三年三ヶ月前。

　つまり、ド素しろ人うとが半年足らずでプロマンガ家デビューして、そのまま二年以上連れん載さいを続けていたということになる。

　有り得ない。その発想はなかった。

　そもそもシエルは中学校で「奇き行こう種しゆちゃん」と渾あだ名なされるほど超ちよう面めん倒どう臭くさい性格で──

　たとえば、食べ物の好みだ。シエルは極度の偏へん食しよく家かで、同じものしか食べない。好物はバーキンの期間限定ワッパー、可能ならオールヘビー、サイドは必ずオニオンリング、フライドポテトは「美お味いしい」と言いつつなぜか避さける。

　たとえば、生活のルーチンを乱されること、予定を狂くるわされることを忌いみ嫌きらう。故ゆえに、極きよく端たんすぎる時間厳げん守しゆ癖ぐせの持ち主。一分でも遅ち刻こくすると激げき怒どする。あまりにルーチンを乱す相手に対してはストレスがかかるらしく、限界が来ると唐とう突とつに人間関係をリセットする。おかげで幼なじみの俺は、子供の頃ころから遅ち刻こく厳禁の社しや畜ちく精神を修得できたのだ。

　たとえば、他人とは距きよ離りを保つ。接近されることを苦手とする。異常なレベルの潔けつ癖ぺき症しようで、常にウィルスや細さい菌きんに怯おびえている。自宅にプラズマクラスターを十台設置したことも。そんなシエルなら、新型感かん染せん症しようが流行した途と端たんに取材旅行に出られなくなったのも当然だ。

　そもそも幼い頃ころから、シエルの趣しゆ味みは「歴史・神話・古代遺い跡せき」だった！　一度歴史ネタトークをはじめると止まらない。運動はさっぱりだし音楽も家庭科も赤点だったけれど、国語と歴史は常に満点だった。興味があるものに関してはサヴァン症しよう候こう群ぐんとおぼしき天才的な記き憶おく力りよくと集中力を発揮するが、興味がないものは一いつ切さいできない。

　そういう、得意不得意が極度に隔へだたった凸でこ凹ぼこ能力者。協調性が絶望的に皆かい無む。およそ今時のマンガ家になれるような性格では……待てよ？　くぅぱぁ丼どん先生の事故物件厄やつ介かい作家伝説は全て、シエルの行動パターンの特とく徴ちようと一いつ致ちしているではないか!?

　そうだったのか。

　美少女キャラばかり描かく作風から男だと思い込んでいたけれど、シエルだったのか。

　ほんとうに、夢を叶かなえたんだな。

「愚ぐ問もんだなレナ。どうやってなかったか、だと？　私が、歴史的天才☆だからだ！」

　相変わらず、あらぬ方向を見つめながらシエルは胸を張り豪ごう語ごしていた。

　だが、彼女が他ならぬ俺に語りかけてくれていることだけはわかった。

　だって俺は、幼い頃ころから桜さくら小こう路じシエルと一いつ緒しよに過ごしていたのだから。
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　従妹いとこの桜さくら小こう路じシエルに懐なつかれたのは、俺が小学六年生の年だった。シエルは小学二年生。

　シエルは親しん戚せきの間でも、ちょっと変わった子供という噂うわさだった。

　風ふう貌ぼうは大人びていて、フランス人形のように整った綺き麗れいな顔立ちだったのだが──。

　親しん戚せきの集まりでも、家でも、学校でも、いつも本を読んでいて誰だれともほとんど喋しやべらない。

　声をかければ返事はするが、相手の言葉のオウム返しだったり、素すっ頓とん狂きような歴史蘊うん蓄ちくトークしかもエンドレスだったり、空気を読まない言ってはならない皮肉だったりする。

　しかも人と喋しやべっている時、相手と目線を決して合わせない。

　運動はまったくダメで、鉄棒の逆上がりどころか前回りもできない。

　極度の偏へん食しよく家かで、母親が作ったハンバーグ弁当と食パンしか食べない。

　教室では授業などまったく聞いておらず、授業中はノートに風景画や建物画ばかり描かいているのに、特定の分野ではテストで常に１００点を取ってしまう。

　まあ当然というか、学校では虐いじめられる。

　とりわけ、教師に煙けむたがられた。

　桜さくら小こう路じ家けは母子家庭だった。母親が、ＡＳＤ（自閉スペクトラム症しよう候こう群ぐん）の疑いがあるとシエルを心配し、専門の病院で検査を受けさせたが、結果は「正常」。ややＡＳＤ傾けい向こうが強めだったが、確定診しん断だんは下りなかった。ＩＱが１６０を越こえていたために「この子は天才だから正常範はん囲い」と判断されたのだろうか。診しん断だんを避さけたかったシエルが一世一代の無理をして、面接中ずっと臨床心理士の目を見続けるという苦行に奇き跡せき的てきに耐たえきった可能性もある。

　ある日そんなシエルが、教室でのお弁当の時間に愛用の「マイお箸はし」を忘れた。

　担任の女性教師が割わり箸ばしを与あたえたが、シエルは「割わり箸ばしでは食べられない」と謎なぞの拒きよ絶ぜつ。

　これに女性教師が切れて、幼いシエルを相手に「割わり箸ばしで食べる・食べない」で口論となって大おお騒さわぎになった。「割わり箸ばしも使えないのに日本人を名乗るな、日本から出て行け」とまで暴言を吐はかれてもシエルが折れないので、午後の授業もはじまらない。ついに、シエルが弁当を食べるまで授業をやらないと担任が言いだして、職務放ほう棄きしてしまったのだ。

　八歳の児童相手に酷ひどい話だが、なおもシエルが折れず騒そう動どうが一向に収まらないため、とうとうシエルの従兄いとこで六年生の俺がクラスの垣かき根ねを越こえて臨時召しよう集しゆうされたのだった。

　俺の担任が、俺ならば問題児の従妹いとこの扱あつかい方かたに詳くわしいだろう、と思い込んだらしい。

（さんざん顔は合わせたけれど、ろくに喋しやべったことないよ。あいつはいつも本を読んでいる）

　シエルの自宅に戻もどれば「マイお箸はし」があるかもしれないが、学校からは遠い。それに、自宅にももうないかもしれない。紛ふん失しつした可能性がある。

（シエルは利口だ。理り屈くつさえ通っていれば聞き分けてくれる。理り屈くつで納なつ得とくさせずに感情をぶつけるとパニックに陥おちいるんだ。暴言を吐はくなんて論外だ。心を完全に閉ざしてしまう）

　下準備を整えた俺は、教室の自分の席に座ったまま「割わり箸ばしでは食べられない」とぽろぽろ泣いているシエルのもとにそっと近づいた。

　猫ねこみたいな奴やつなので、驚おどろかせるのは一番いけない。感情的に恫どう喝かつして追おい詰つめたら、混乱してパニックを起こしてしまう。この時のシエルがそうだった。

「シエル。学校の向かいのバーキンでハンバーガーを買ってきたぞ。これなら食えるだろう」

「……ぐすっ……ハンバーガー……？　食べたことない……」

「でも、ハンバーグは毎日食べているだろう？」

「うん。毎日食べている」

「パンも食べるよな」

「うん。パンも食べる」

「これは、ハンバーグをパンで挟はさんだ料理なんだ。ハンバーグと同じ食べ物だ。しかも、お箸はしが要いらない。手づかみで食べられる優すぐれものだ」

「……なるほど、理解した。ハンバーガー、食べられる」

　泣なき止やんでくれたシエルは「優すぐれものだ、優すぐれものだ」と俺の言葉を反復しながら、バッグから取り出したアルコール殺さつ菌きんスプレーをハンバーガーに吹ふきかけはじめたのだった。

「こら待て、殺さつ菌きん消毒するな！」

「手て摑づかみするから、かんせんリスクを避さける」

「包装紙だけにしろ、ハンバーガー本体にはかけるな。こらこら、ピクルスを抜ぬくな！　しかもさんざん衛生がどうとか言っておきながら、ピクルスは手づかみかよ？」

「わたし、きうりが嫌きらい」

「きうりじゃない、ピクルスだ。それが一番美う味まいのに！」

「はい。レナにあげる」

「おう、ありがと……すっぱ……単体で食うものじゃないな」

「へへー。ほら、やっぱり美お味いしくない」

　はじめて見たシエルの笑え顔がおは、誇こ張ちよう抜ぬきで天使のようだった──視線は、俺の肩かたのあたりを見つめていたけれど。

　その日から、俺はシエルに懐なつかれてしまったのだった。

　俺が中学に進学しても高校に進学しても、シエルが奇き行こうを起こす度たびに俺は「シエル係」として呼ばれるようになった。たまたま、小中高一いつ貫かん教育の学校だったことが災わざわいした。

　もっとも、「奇き行こう種しゆちゃん」と呼ばれてクラス中を困こん惑わくさせ続けたシエルが無事に中学を卒業できたのだから、結果的にはよかったのだろうが。

　ところが中学を卒業した直後。シエルは、急病で亡なくなった自分の母親の葬そう儀ぎの途と中ちゆう、親しん戚せき一同の前でいきなり「私はプロのマンガ家になる」と空気を読まない謎なぞ宣言を告げた。

　皆みなが啞あ然ぜんとしているうちに、シエルは「うんせ。うんせ」とオノマトペを口ずさみながら、巨きよ大だいなスーツケースを引きずって葬そう儀ぎ場じようからタクシーに乗って去ってしまったという。

　俺はその年、既すでに東京に引ひっ越こして大学に通っていた。シエルの母親の葬そう儀ぎに出席できなかったのは、急きゆう没ぼつだったことと、折おり悪あしく春休みを利用しての海外旅行中だったことが理由だ。だがまさか、シエルが謎なぞの「プロマンガ家宣言」をかまして忽こつ然ぜんと消えてしまうとは。

　幸いＳＮＳは繫つながったままだったので、母親を失って天てん涯がい孤こ独どくになったシエルが心配でＳＮＳでのやりとりは続けた。一人で上京したところまでは動きを摑つかんでいた。せっかく東京に引ひっ越こしてきたんだから直接会おうという話も進んでいた。

　しかし、ある日ＳＮＳでの連れん絡らくが突とつ然ぜん途と絶だえた。

　どうもシエルが気分を害したらしく、ぱったりとレスを返してくれなくなった。

　タイミング悪く、地頭がよくないのに無理をして難関大学に入学した俺は、単位取得と就職活動に忙ぼう殺さつされていて、そこに新型感かん染せん症しよう流行も相まって大苦戦する羽目に。日本では就活と新人期に失敗したら人生終しゆう了りようだからな。それでどんどん後手後手に回って……。

　などと言い訳してみたが、要はシエルのレスがいつまでも戻もどってこないので、再度連れん絡らくするタイミングを逃のがしてしまったのだ。シエルを怒おこらせることをうっかり書いてしまったのだろう。俺と会うのが嫌いやだったのかもしれないが、だとしても理由がわからん。

　気がつけば、シエルからのＳＮＳ連れん絡らくを待っているうちに三年が経過してしまっていた。もうこうなると「三年間も怒おこり続つづけてるのか」と気まずくて、俺から連れん絡らくするのは無理な状じよう況きように。

　そして、唐とう突とつに桜さくら小こう路じシエルと再会して現在に至る──。
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　衝しよう撃げきを受けて一いつ瞬しゆん時間が巻まき戻もどってしまったが、現実に戻もどろう。

　ここは、くぅぱぁ丼どん先生の自宅マンション。すなわち、シエルの家のリビングだ。

「バーキンの宅配ご苦労。さすがはわがスタンドだ」

　妙みようなポーズを取りながら、シエルはゴゴゴゴゴ……と得意のオノマトペを発してジオジオになりきっている。推おしはジョセフだっけ条じよう太た郎ろうだっけ。まあどっちでもいい。

　しかし小学二年生の頃ころは大人びた顔立ちだったのに、まさか18歳になっても当時と変わらない童顔のままだとは。そうそう、令和シエルコソコソ話。シエルは早生まれだぞ。

「レナ。バーキンではちゃんとオールヘビーを注文してきたようだな。偉えらいぞ」

　おいシエル。俺はこっちにいるぞ。そっちは窓だ。まったく、こいつは野の良ら猫ねこだな。

「お前こそ一人暮らしだからって、これ幸いと同じものばかり食べてるんじゃないだろうな？　感かん染せん症しよう自じ粛しゆくと称しようして、もう二年もろくに外出していないんだろう？」

「ああ。この二年、カレーと焼きそばとラーメンと餃ぎよ子うざと炒飯チヤーハンとハンバーガーしか食べていない。パスタはナポリタンとミートソースだけはいけるぞ。レンジで茹ゆでられるので便利だ」

「まるで成長していない……！　子供舌のままじゃないか。栄養が偏かたよるぞ」

「アメリカからマルチビタミン剤ざいを通つう販はんで取り寄せているし、ベランダで毎朝日光浴もしているから、栄養は問題ない。ああそうだ、ピザだって食えるようになったぞ？」

「ひきこもりが手を出したら一番ダメなやつじゃないか。太るぞ」

「私はいくら食べても太らない。ほら、レナにもご褒ほう美びでアスパラをやる。私からのプレゼントだ、受け取れ」

「こらこら、ピザからアスパラだけ抜ぬくな。ピクルスの時と同じじゃないか」

「ピクルスなら、中一の時に食えるようになったぞ」

「知ってるよ」

　と、いうか。

「なあ、空腹でハンバーガーを買わせた件はどうなった。なんでピザを食ってるんだよ？」

「腹ぺこで我が慢まんできなかった。レナが早く到とう着ちやくしないからだぞ」

　あまりにも理り不ふ尽じんだ。

「とにかく、今日編集長からお前を担当しろと命令を受けた直後に自宅が燃えてしまったのは、ほんとうに偶ぐう然ぜんなんだ。貯金もないし、しばらく泊とめてほしい。頼たのむ！」

　俺はシエルに「くの字腰こし折おれ社しや畜ちく式しき謝罪」ポーズを取った。あまりにも胡う散さん臭くさい偶ぐう然ぜんが重なっていて、噓うそにしか聞こえないからな。

　ところが。

「そうか。偶ぐう然ぜんなら仕方ないな。これがわが家の合あい鍵かぎだ、やる」

　軽っ!?　昔から簡単に騙だまされる奴やつだったけれど、だいじょうぶか!?

「いいのかよ」

「ああ。レナは私を騙だまさないからな」

「お、お前っ、お年とし頃ごろなのにガードが甘いぞっ!?」

　俺は年下の従妹いとこのシエルを異性として意識したことはないが、ここまでストレートに信しん頼らいされるのも気き恥はずかしいな。ピュアな奴やつめ。

　でもそれじゃあ、三年間音信不通だったのはなんだったんだ？　さっき知ったが、スマホのメアドや電話番号まで変えてるじゃないか。それほど俺に激おこだったのでは？

「レナ、もちろん寝しん室しつは別だぞ」

「そうだな。お年とし頃ごろの異性だからな、当然だ。お前もちゃんと常識を身につけたんだな」

「違ちがう。私は一人きりじゃないと眠ねむれないからだ」

　そういえばそうだった。一度、家族旅行で同室した時に「寝ね息いきが荒あらい」「レナの気配が気になる」「歯ぎしりするな」「眠ねむれない」と大おお騒さわぎだったっけ。って、そんな理由かよ。

「部屋は四つあるが、レナには一番狭せまくて使っていない物置部屋を貸してやろう」

　アスパラのお裾すそ分わけといい、ケチ臭くさくね？

「お前、一人暮らしだろう？　なんでこんなに部屋が多いんだよ」

「雑音対策だ。仕事部屋の隣となりに隣りん人じんがいない間取りを探していたら、ここしかなかった」

「そうか。お前、雑音が苦手だったもんな」

　まして集中してマンガを描かくとなると、高い遮しや音おん性せいが求められるのか。

　カナル型イヤホンが大型ヘッドホンに進化した理由も、わかった気がする。

「私は一度集中力が切れると、戻もどすのが苦手だ。平日午前九時から午後五時までの執しつ筆ぴつ中ちゆうは静かにしろ。ＳＮＳで許可を取らずに無断で話しかけるな」

「安心しろ。その時間帯は出社してるよ」

「フッ。このご時世に、週に一度もリモートワークしないのか？　模も範はん的てきな社しや畜ちくだな」

　その人を小馬鹿にするような目つきやめろ。あと、今お前が見下しているそれ、俺が買ってきたオニオンリングな。

　どうやらシエルは俺に感情的なわだかまりなど持っていないか、もう忘れたらしい。

　これでとうぶん、夜よ露つゆは凌しのげそうだ。助かった……などと一いつ瞬しゆん油断してしまった俺は、シエルがどれほど面めん倒どう臭くさい奴やつかを失念していたらしい。

　桜さくら小こう路じシエルと同居するなど、苦く役えきに等しい無む謀ぼうな行こう為いなのだということを。

「ただし、レナ。私と同居する以上、毎日万ばん全ぜんのウィルス感かん染せん対策を徹てつ底ていしてもらう」

　顔は能面みたいに無表情だが、シエルの細い身体からだがぷるぷると小刻みに震ふるえている。

　これは、「恐きよう怖ふ」の感情だ。

　そう。シエルは、幼い頃ころから感かん染せん恐きよう怖ふ症しようだ。新型感かん染せん症しようが流行して以来、取材旅行を断念して二年間部屋にひきこもっているのも、全ては感かん染せん恐きよう怖ふ症しようのため。

「レナが感かん染せんを隠かくしてわが家に上がり込むはずはないから、今日は安心安全だ。だが、お前が毎日定時出社する社しや畜ちくである以上、今後いつ外で感かん染せんするかわからない」

「確かに、それはそうだな」

「最悪の場合、さっきバーキンでレジ待ちしている間に間ま抜ぬけにも感かん染せんした可能性も」

「それはお前の命令に従ったんだろうが」

「いいか。新型感かん染せん症しようでもっとも恐おそろしいのが家庭内感かん染せんだ。お前が感かん染せんしたら、わが家は全ぜん滅めつだぞ。よって毎日の感かん染せん対策ルーチンを今すぐ教えるので、頭に叩たたき込こむように」

　シエルは完かん璧ぺきな感かん染せん対策ルーチンを確立しているらしく、てきぱきと機械のように「実演」してみせた。当然、俺も同じルーチンを反復させられた。面めん倒どうすぎて、そもそも外出する気が失うせそうだ。

「玄げん関かんに到とう達たつしたら、まず備え付けのアルコールスプレーで手を消毒してから、ドアノブをアルコールティッシュで拭ふき取とるように。この時に握にぎったアルコールスプレーも拭ふき取とる。財さい布ふやスマホも同様。アルコールを使うと変色するものはファブリーズで除じよ菌きんしろ」

　喜々として実演している。こいつはほんとうにルーチンをこなすのが好きだな。

「スーツの上着もネクタイもスプレーで消毒して、玄げん関かんのハンガーに吊つるす。部屋の中には持ち込まない。ズボンも玄げん関かんで脱ぬいで消毒して吊つるせ。今日は替かえの部屋用ズボンを準備していないから、特別に免めん除じよしてやろう」

　玄げん関かんでのルーチンが、長い長い。いつリビングに戻もどれるんだ？

「次は洗面所だ。洗面所では必ず、最初に手洗い。ハンドソープをたっぷり使え、ぬりぬりぬり。次に洗顔。ぱしゃぱしゃぱしゃ。続いて喉のどうがいだ。がらがらがら。次が鼻うがい。水道水を鼻に注そそぎ込こむと粘ねん膜まくをやられて生いき地じ獄ごくを味わうから、専用の洗せん浄じよう液えきを使うこと。最後に目洗いだ。目を洗う理由は、目からウィルスに感かん染せんする危険があるから──」

　長いよ！　いちいち実演しなくてもわかるよ！

「手の消毒と手洗いが被かぶってね？」

「やれやれ。レナ、人間は一日の間に二千回から三千回、自分の顔を触さわるのだぞ。手は、どれだけ消毒しても消毒したりない。それほど危険な部位なのだ」

　部位って焼き肉じゃないんだから。

「さて。ここまで終わったら、残りの服を全部脱ぬいで洗せん濯たく機きに放り込み、即そく座ざに洗う。念のため、身体からだ全体も汗あせ拭ふきシートで丁てい寧ねいに拭ふいて消毒する」

「こらこら、脱ぬがせるな！　俺のパンツまで脱ぬがせようとしてるだろ、お前!?」

　しかも、服を脱ぬぐところは実演しないのかよ。俺だけ裸はだかにひんむこうとは、ずいぶん都合がいいなおい。いやまあ、別に脱ぬがなくていいけどな？

「問題ない、スタンドの裸はだかに興味はない。私には感かん染せん対策のほうが大事だ。お前は、鳥インフルに感かん染せんした鶏にわとりの処分を躊ちゆう躇ちよするのか？」

「酷ひどい！　俺だって適てき齢れい期きの男なのにっ!?」

　鶏にわとり扱あつかいかよ？　スタンドのほうがまだいいよ！

「なあシエル。ほとんど外に出ないお前ならこれで充じゆう分ぶんだが、俺は外にいる時間が遥はるかに長い。もっと効率よく身体からだを除じよ菌きんする方法があるぞ」

「ほう？　それは？」

「シャワーだ！　全部脱ぬぐならいっそシャワーを浴びるから、リビングに戻もどってろ！」

「おおー。私は毎朝必ず朝シャンして寝ねる前に必ずお風ふ呂ろに入るから、帰宅即そくシャワールーチンの追加は思いつかなかった。採用だ」

　しまった。大量のルーチンを押しつけられているのに、自分でルーチンを増やすとは。

「だがレナの下着を洗っている間、替かえの下着がないな」

「俺はいつどこへでも出張できるように、替かえの下着は持ち歩いてる。靴くつ下したも予備のネクタイも、カッターシャツもだ」

「この、ブラック出版社に飼い慣らされた社しや畜ちくめ。家の中ではカッターシャツはやめろ。私は、オフィス空間の雰ふん囲い気きがとても苦手だ。胃が痛くなるし動どう悸きが激しくなる」

　たぶん、教師に虐いじめられていた学校の教室や職員室を思いだすんだろうな。シエルがリラックスできそうな部屋着を買っておくか。

「おお、そうだ。私のダボダボＴシャツを売ってやろう。きっと、のっぽさんのレナにサイズが合うぞ？　太うず秦まさ村むらで購こう入にゆうした、この『人間五十年』シャツはどうだ？　戦国武将の織お田だ信のぶ長なが公こうを『日本史上の特異点的英えい雄ゆう』として崇すう拝はいする私の一番のお気に入りだ。今ならなんと、たったの三万円で……」

「いや、貸せよ」

「やだ、もったいない」

　はあ。これから毎日いちいちこんな感じなのか？　面めん倒どう臭くせぇ上に、絶ぜつ妙みようにケチ臭くさい！

　しかし今は、なによりも仕事だ。

　このままズルズルとシエルのペースに巻き込まれないためにも、初日から担当編集としてシエルをピシッと働かせなければ。




☆




　四時間前。

　シエルの仕事部屋は、リビングルームを兼けん任にんしている広い部屋だ。大型有機ＥＬテレビやごろ寝ねソファーといった誘ゆう惑わくが多々ある部屋でよくマンガが描かけるなと思うのだが、仕事道具のパソコン自体が誘ゆう惑わくの塊かたまりなのであまり関係ないそうだ。

「仕事の話か……う、う。頭が痛い……明日にしよう、レナ。今日はホームパーリーを開かい催さいして、ぱーっとピザを食おう。ピザをな」

　シエルはデスク前のアーロンチェアに腰こし掛かけながら、自分の頭を両手でぱたぱたと叩たたいている。パニックに陥おちいりかけているサインだ。少しかわいそうだが、今は俺とシエル、二人の人生が終わるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだからな。

「なあシエル。三ヶ月以内に第一話の原げん稿こうと三話までのネームを取らないと、俺は首だ。俺が飛ばされたら、お前の次の担当候補はもういない。恐おそらくお前も事実上の戦力外だ」

「なんだと？　ぐぬぬ。あの邪じや悪あく編集長め～。パワハラ訴そ訟しようを起こされて更こう迭てつされろ～」

「編集長を呪のろってる場合か。指定されているジャンルは、異世界モノだったな。この一ヶ月、どんな新作アイディアを構想していた？」

　シエルならば、自信満々に「天才の私に描かけないジャンルなどない」と豪ごう語ごしてくれる。

　そう思っていた時期が、俺にもありました。

　ところが──。

「……異世界モノは私には描かけない。アイディアと言われても、なにも思おもい浮うかばない」

　シエルは自信なさげに萎しおれながら、パソコンのマウスをカチカチとクリックしはじめた。

　異世界は苦手なジャンルだろうとはわかっていたが、なにも思おもい浮うかばないだって？

　どうしてだ!?　マンガを描かいたことがない素しろ人うとが「マンガ家になる」と宣言して半年足らずでプロデビューして連れん載さいを続けたんだ。歴史的天才☆だろう？　この☆はなんだ？

「ええと、シエル。お互たがいに深呼吸して落ち着こう。なぜ描かけないのか理由を話してくれ」

　俺がマンガ編集者になった理由。それは、創作の苦しみに悩なやむクリエイターをサポートしたい、お助け軍師キャラになりたいというささやかな夢だ。

　もしかしたら子供の頃ころ、シエルに「三さん国ごく志し」ネタをさんざん見せられた結果、自分とキャラが被かぶっている苦労人軍師の諸しよ葛かつ孔こう明めいが好きになったせいでは？　考えるな負ける！

　今こそ、シエルのスランプの原因を解き明かして、話し合って、助言して、そして一いつ緒しよに解決しよう。

「なぜ私が異世界を描かけないか？　理由は簡単だ」

　さあ。どんとこい、クリエイターのお悩なやみ相談。

「私は、異世界を実際に見たことがない。だから、異世界に興味がないのだ」

　シエルさん？　異世界を直接見たことがある人なんか、どこにもいないよ……!?

「だってレナ。そもそも、異世界とかそんなものが現実にあるわけないだろう？」

　それ、マンガ家が言っていい台詞せりふじゃないぞ。

「実際に存在したもの」にこだわる、歴史マニアのシエルらしいといえばらしいが……。

「異世界と言っても、そんな難しいものじゃない。要はゲーム世界だよ。簡単だろう？」

「ゲームは、ＥＩＫＯゲームとＳｉｖしか知らん」

「えーっ!?」

　まさか、王道ＲＰＧも有名アクションゲーも、あの国民的育成ゲームもプレイしたことがないのか!?

　言われてみれば、シエルは昔からずっと「信のぶ長なが公こう戦記」と「三さん国ごく志し」ばかりを繰くり返かえし繰くり返かえし遊んでいた。

「なあシエル？　いったいこの一ヶ月間、企き画かくも考えずになにをしてたんだ？」

「『信のぶ長なが公こう戦記天てん下か布ふ武ぶ』をずっとプレイしていた。今作は地方の大名が不利すぎて、どうしても島しま津づで信のぶ長ながに勝てない！　毛もう利りを滅ほろぼした頃ころにはもう手て遅おくれだ！」

　って、おい。シエルがさっきからマウスをカチカチ触さわっていたのは、仕事のファイルを開いていたんじゃなかった。

　こいつ、俺と仕事の話をしながら「信のぶ長なが公こう戦記」で遊んでいただと……!?

　だが俺はシエルのスタンド、いや、従兄いとことして飼い慣らされている経験者だ。シエルは悪気はないんだ、悪気は。ただちょっとばかり意識を「信のぶ長なが公こう戦記」に支配されているだけで。

　大好きな歴史ネタとなると際限なくのめり込むからな、シエルは。特に織お田だ信のぶ長なが。

「シエル？　むしろ今までどうやってマンガを描かいてたんだ？　遺い跡せきや城じよう郭かくを取材しても、ストーリーまでは拾えないだろう？　自分自身でストーリーを考えていたはずだぞ」

「神話歴史ネタなら、いろいろ妄もう想そうできるから描かける。現地取材を繰くり返かえしていると、その土地の歴史記き憶おくがだんだん私の脳内に蓄ちく積せきされていくから」

　土地の歴史記き憶おくってなに？

　もう突つっ込こみが追いつかないよ？

「私の脳内に蓄ちく積せきされた土地の歴史記き憶おくが一定レベルに達すると、突とつ如じよとして新たな歴史ストーリーが閃ひらめく。気がつくと私は、手をぐるぐる回しながらエウレカ～と叫さけんでいる」

　現地でなにをやってるんだ。

　もう社会人なんだから、「奇き行こう種しゆちゃん」と呼ばれないようにな。

　あと、土地の歴史記き憶おくってなに？

「するとアルキメデスが現れて、私の目の前に空想のＡＲ空間が展開し、私が閃ひらめいた過去の歴史ストーリーがリアルに眼前に再現される。それを描かけば、マンガの完成だ」

「歴オタなのに、ＡＲとかそういう知識は微び妙みようにあるのな」

「アニメで覚えた。あーこれ私が時々見るやつだ、って共感した。ストーリーは忘れた」

「忘れるなよ……いやちょっと待てよ。『アルキメデスが現れる』ってなんだ？」

　あ、しまった。歴れきオタ癖ぐせが炸さく裂れつしてアルキメデストークが止まらなくなるぞ。やばい。

「アルキメデスとは、私の二体目のスタンドだ。歴史マンガのアイディアが閃ひらめいた時に発現する。エウレカという言葉はそもそも、古代ギリシャの科学者だったアルキメデスが風ふ呂ろに入っている時、王から出された難題の解決方法が突とつ然ぜん閃ひらめいて思わず叫さけんだ言葉で、『わかったぞ』という意味だ──アイディアって、仕事机に座って考え込んでいても閃ひらめかないのに、お風ふ呂ろにぼーっと入っている時に突とつ然ぜん思おもい浮うかんだりするが、あれはなぜだろうな。ところで、このアルキメデスに関して実に興味深い逸いつ話わが──」

「幻げん覚かくでは？」

「む。レナは私のスタンドだが、幻げん覚かくではないだろう。よってアルキメデスも幻げん覚かくではない。証明終わりだ」

　ふう。危あやうく怒ど濤とうの歴オタトークを止めることに成功した。

　新たな突つっ込こみ待ちみたいな言葉をぶん投げられたが、もう打ち返す気力がない。

　俺はもう突つっ込こみのマシンガントークに疲つかれたよ、パトラッシュ……。

「初はつ連れん載さいの歴女旅行マンガが連れん載さい終しゆう了りようした理由は、感かん染せん症しよう流行のために取材旅行に行けなくなってしまい、取材ネタのストックが尽つきたからだ。現地を丹たん念ねんに取材しないと、アルキメデスもエウレカも発動してくれないのだ」

「あれ、遺い跡せき盗とう掘くつマンガだったぞ？」

「いや、歴女旅行マンガだ」

　要は、元ネタを現地取材できないと描かけないということか。

　中学生の頃には、城じよう郭かくだの古代の磐いわ座くらだの戦せん場じよう跡あとだの由ゆい緒しよある神社だのをあちこち連れ回されたっけ。俺はご当地飯目当てで付いていったが、シエルはどこへ行ってもお母さんの手作りハンバーグ弁当を食べていたな。あれ、あの頃ころのシエルはアルキメデスの幻げん覚かくなんて見てなかったぞ？

「お前が感かん染せん恐きよう怖ふ症しようなのは知っているが、仕事なんだから外出しろよ。取材旅行を続けていれば、前作の連れん載さいは終わらなかったはずだ」

「りょりょりょ旅行？　むむむ無理だ。ウィルスに感かん染せんしても若くて基き礎そ疾しつ患かんのない私が死ぬ可能性はほぼないが、後こう遺い症しようガチャでハズレを引いてブレインフォグになったらどうする？」

　ブレインフォグ。確か、集中力が失われて仕事をこなすのが難しくなる後こう遺い症しようだったか。

「最悪の場合、ＩＱが30くらい下がるのだぞ？　そんなに知能が落ちたら、私のマンガ家生命が終わってしまう。ＩＱ１３０のバカが見ている世界など、私には想像もできん」

「仮にお前のＩＱが30落ちても、まだ俺のＩＱより20高いんだが？」

「そうか。レナのＩＱは１１０か。確かに日本では並程度だが、赤道ギニアなら天才扱あつかいだ。下には下がいるのだから、元気を出せ」

「シエルお前、しれっとそういう発言をするから敵を作るんだぞ？」

「どうしてだ？　全て統計データとして提出されている事実だ」

「事実陳ちん列れつ罪ざいだ」

「……しかし、ＩＱが50も離はなれているのにどうして私とレナは会話が成立しているのだろう。30違ちがうと会話が困難になるはずなのに。これは現代の奇き跡せきだな」

　それは！　俺が！　お前に！　ものすっごく合わせているからだよ！

「とにかく取材旅行ができないこの危機的状じよう況きようで、横暴編集長が『次は異世界転生を描かけ』と勝手に決めてしまった。異世界転生モノは見たことなくて、さっぱりわからん。助けろ」

　声が震ふるえている。こいつはこいつなりに、悩なやんでいるのだな。

「なるほど。そういうことなら、解決方法はある」

「ほんとか？」

「ああ、ある。シエル、ここからは真しん剣けんにやるぞ」




☆




　三時間三十四分前。

　仕事場兼けんリビングルームに鎮ちん座ざしている大型有機ＥＬテレビの正面に、シエルをちょこんと座らせて、俺は特訓を開始していた。うわっ。動画サイトのオススメが、これでもかと歴史もので埋うめ尽つくされている。仕事なんだから、アニメも見ろよ。

「確かに、知らないものは描かけないよな。だから城じよう郭かくや遺い跡せきの代わりに、今日から異世界転生アニメを見るんだ」

「うにゃ～。サムネイルもタイトルも同じに見える。どれを選べばいいのかすらわからん」

「俺のファーストチョイスは『異世界おばさん』だ！　異世界に転生した中年のおばさんが、その容よう貌ぼう故ゆえにゴブリンに間ま違ちがえられてさんざん苦労するという、一周回ったメタ異世界ものだ」

「ほほう、メタジャンルか。そういう捻ひねった作品は好きだぞ」

　よし、シエルが食いついた！　目をらんらんと輝かがやかせながら、テレビ画面を食い入るように見入っている。お約束をことごとく覆くつがえす予測不能の展開だからな、「いせおば」は。

「おおおお、面おも白しろいではないか！　凄すごいなレナの目め利ききは！」

　倍速再生で、休むことなく１クール一気見完走！

　勝った！

　そうとも。シエルは食くわず嫌ぎらいなのであって、決して異世界転生がダメなわけでは──。

「どうだ、異世界転生の基本設定やお約束を覚えられたか？」

「ああ。ＳＡＧＥの敗北の歴史を勉強させてもらった。原作者のＳＡＧＥ愛と知識は凄すごいな。私はゲームソフトにしか興味がなかったが、ゲームハードにも深い涙なみだと哀かなしみの歴史があったのだな。ああ、湯ゆ本もと専務……私はあなたを『信のぶ長なが公こう戦記』の新武将に登録したい」

「ＳＡＧＥの歴史を覚えてどうするんだよ!?　異世界パートを見ろよ!?」

「うん？　異世界パートなんかあったか？」

　異世界おばさんはＳＡＧＥマニアで、唐とう突とつに異世界転生という本筋を離はなれて迸ほとばしるＳＡＧＥ愛を暴走させるキャラなのだが……そこしか見てなかったのかよ!?

「つ、次の俺のお勧すすめは『異世界転生おばさん』だ！　さあ倍速でさくさく見るぞ！」

「んみゅ～？　『異世界おばさん』とどう違ちがうのだ？　まるでわからんぞ？」

「『異世界おばさん』は普ふ通つうの異世界転生もの。『異世界転生おばさん』は乙おと女めゲームの悪役令れい嬢じよう転生ものだ。美男子ばかり出てくるだろう？」

「うみゃ～。乙おと女めゲームとはいったいなんだ、レナ？　聞いたことがない」

　なんですと？

「ヒロインが王子様や貴族の御おん曹ぞう司しにモテまくって、誰だれかを選んで交際して結けつ婚こんしたら攻こう略りやく完かん了りようという、女性向け恋れん愛あいゲームだよ」

「ゲーム世界ならば『異世界』ではないのでは？　あと、悪役令れい嬢じようってなんだ？」

　ダメだ。シエルの世界には、「恋れん愛あい」という概がい念ねんがないらしい。

　確かに四年前までのシエルは、恋れん愛あいに全然興味がなかった。

　でももう18歳なのだから、多少はそういうジャンルに興味を抱いだいているはずだという俺の甘い予想は、ここに覆くつがえされた。

　そういえば、前作「れきじょっ！」でも恋れん愛あいエピソードは一いつ切さい描かいてなかったな。美少女しか出てこないので、「作者は百ゆ合り好ずきおじさん」と噂うわさされてたっけ。

「私には異世界ものはどれも同じに見える。中世ヨーロッパ風の世界観だが、なにかが違ちがう。敢あえて表現するなら、時代考証をスルーした『昔のヨーロッパっぽい謎なぞの世界』だ」

　今時の若者の反応じゃないぞ……人生を西洋史の研究に捧ささげてきた高こう齢れい大学教授かよ。

「なあシエル。異世界転生の『異世界』とは、わかりやすく言えば『ＲＰＧゲーム風世界』のことなんだよ。頼たのむから、歴史上の中世ヨーロッパとは切きり離はなして考えてくれ」

「だったら、タイトルに『ＲＰＧゲーム風世界に転生した』と明記するべきではないか」

　だから、それを略して「異世界転生」と呼ぶんだよ。

「はあ。男子向けの異世界転生は無理でも、乙おと女めゲーム異世界になら惹ひかれるはずだと思ったんだがな……」

「私が？　恋れん愛あいゲームをプレイする？　んん、有り得ない」

「……少々聞きづらい話だが、リアルで恋れん愛あいした経験は……？　嫌いやなら答えなくていいぞ」

「は？　他人と視線も合わせられない私が、恋れん愛あい？　できるわけがない。できるわけがない。できるわけがない。三度言ったぞジャイロ。あと一回言ったら、私はリタイアだな」

「いや、四度その台詞せりふを言ったら覚かく醒せいしろよ。あと反復言語はノーカウントな」

「そもそも私は、普ふ通つうの殿との方がたには興味がない。戦国武将及および新しん選せん組ぐみ隊士以外の男と交際するつもりはないな」

「生しよう涯がい独身確定じゃないか」

　その俺の言葉に不意に「ぴくっ」と反応したシエルは、ふと物もの憂うげに表情を曇くもらせると、俺の胸のあたりに視線を移してきた。

　ほんとうは俺の目を見たいのだな。珍めずらしいな。なんだ。どうした？

「……れ、レナは謎なぞの宇宙剣けん術じゆつ『保ほ父ふ星ぼし流りゆう』の後こう継けい者しやだから、不ふ逞てい浪ろう士しを成敗する実績を積めば、新しん選せん組ぐみ隊士相当と認めてやらなくもない。わ、私の恋れん愛あい対象候補になるぞ？」

「ふ、不ふ逞てい浪ろう士しを成敗ってなんだよ？」

「は？　天てん誅ちゆうの嵐あらしを繰くり広ひろげる反幕のテロリストを、ご公こう儀ぎの名のもとに斬きり捨すてることに決まっているだろう。剣けんでは不足なら、ミニエー銃じゆうやゲベール銃じゆうも使っていいぞ」

「殺人だ、それは。そもそも成敗しなくても銃じゆう刀とう法ほう違い反はんな」

　どうやら俺は永遠にシエルの恋れん愛あい対象候補にはなれないらしい。

　確かに俺の実家は、保ほ父ふ星ぼし流りゆうという誰だれも知らないマイナーな剣けん術じゆつ道場を代々経営している。弟で子しは俺一人。俺は子供の頃ころから、厳しい父から後こう継けい者しやとしてさんざん鍛きたえられてきた。シエルも、保ほ父ふ星ぼし流りゆうの歴史に興味を抱いだいて調べた時期があった。だが──。

「うう、黒歴史を思いだしてしまった。保ほ父ふ星ぼし流りゆうの源流をいくら調べても謎なぞだったー。歴オタの私をもってしても、出自不明の謎なぞの剣けん術じゆつ。江え戸ど時代末期に突とつ然ぜん現れ、西洋剣けん術じゆつとも一いつ切さい無関係。まず得物が日本刀じゃなくて、謎なぞの巨きよ大だい剣けん。しかも刃はがついていないという、逆さか刃ば刀とうよりも意味不明の代しろ物もの。巨きよ岩がんに深々と刺ささった大たい剣けんを、片手だけで引ひき抜ぬく動作をえんえん反復するという、居い合あいのようだが全然違ちがう意味不明の修しゆ行ぎよう内容。まるでシュメール文明の如ごとき歴史の特異点。ああ、私にとっては保ほ父ふ星ぼし流りゆうの歴史調査への挑ちよう戦せんと挫ざ折せつは、歴史的敗北だ」

「そうそう。あれってわけのわからん剣けん術じゆつだよな、修しゆ行ぎようが辛つらいだけで実用性のかけらもない……って俺の道場の話は、今はいいから！　話を異世界に戻もどすぞ」

「うにゅ～」

　まったく油断も隙すきもないな。いつ何時、歴オタトークが炸さく裂れつするか予測もつかない。

　まあ俺も剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようで謎なぞの忍にん耐たい力りよくだけは養えたから、シエルの相手やら社しや畜ちく生活やらにも耐たえられるメンタルは身についたとは思うが。

「さて、アニメを２時間も一気見して疲つかれただろう。オノマトペも増えてるしな。ここからはソファーにだらだら寝ねながら、人気の異世界転生マンガを読もう」

　まだだ。まだ終わらんよ。

　三番目のジャンル、「転生出オチ」。異世界が苦手なシエルでも、人気キャラと異世界をコラボさせた「転生出オチ」ものなら描かけるかもしれない。

「『異世界論破王』？　なんだこれ、同人か？」

「公式だ。今はこういう異世界転生コラボものがいろいろあるんだよ」

「論破王を異世界に転生させて、なにか意味あるのか？　王様を論破なんかしたら斬きられるのでは？」

「異世界に既き存そんマンガの人気キャラを転生させるジャンルがあるんだ。たとえば、列れつ海かい王おうとか島しま豊ほう作さくとか」

「ししし島しま豊ほう作さくが異世界転生!?　公式がそんな世界観崩ほう壊かい作品を？」

　ぷるぷるぷる。ソファーに腹ばいに寝ねそべってタブレットで異世界マンガを読んでいたシエルの小こ柄がらな身体からだが、小刻みに震ふるえはじめた。しかも、細い足をぱたぱたさせだしたぞ。

　まずい。これは──激しく絶望しているサインだ。

「……そ、そ、そんなの、私が知ってるマンガと違ちがう……！　それは……大おお喜ぎ利りだ！」

　シエルは涙なみだ目めになって、自分の頭を抱かかえ込こんでしまった。しかもそのまま枕まくらに顔を埋うめて、足だけをぱたぱたと振ふり続つづけるのだった。

　原作の世界観を崩ほう壊かいさせてしまう「転生出オチ」は、作品世界観の歴史的連続性に固こ執しつするシエルにとっては完全に逆効果だったようだ。

　どうやら「歴史と違ちがう」という意識が常に干かん渉しようしてしまって「１００％仮想の世界」に集中できない筋金入りの歴オタのシエルには、「異世界を実際に見せる」以外に興味を持たせる方法はないらしい。

　特に異世界は、シエルが好きな中世ヨーロッパが世界観のモデルだから、かえって考証的な差さ違いが気になって集中できないのだろう。

　唯ゆい一いつの解決方法は、「土地の歴史記き憶おくの摂せつ取しゆ」。つまりシエルに異世界を直接取材させて、アイディアやインスピレーションが閃ひらめく瞬しゆん間かんを待つしかない。

　それが、俺が導き出した結論だった。

　そんなの、実現不可能な難題じゃあ、ないか──。

　家は全ぜん焼しよう。原げん稿こうは取れない。俺は解かい雇こ。シエルは干される。

　明るい未来がまったく見えてこない。俺は（どうすればいいんだ）と途と方ほうに暮れていた。




　そして──運命の五分前。

「そうだレナ。異世界と言えば、以前海外旅行のお土産みやげで『異世界に繫つながっているシュメールの合わせ鏡』を買っていたんだった」

　やっとパニック状態を脱だつしたシエルが、ぴょこんと跳はね起おきて物置部屋（今日から俺の寝しん室しつになる部屋）に飛び込んでいった。

　さんざん異世界転生を見せられた反動で、どうしても歴史の話をしたくてたまらなくなったんだな。

「これだ、これこれ。バアア────ン！　なんと！　５０００年前の古物だぞ！　凄すごいだろう！」

「いくら払はらったんだよ。騙だまされてるよお前。しかも二枚セットとか、阿あ漕こぎな商売だな」

　５０００年前の古代のお宝が、観光客用のお土産みやげショップで売り買いされているはずがないだろう。まったく、シエルは騙だまされやすいな。俺はお前が心配だよ。

「古代シュメール文明は、約６０００年前に古代メソポタミアに突とつ如じよ誕生した謎なぞ文ぶん明めいだ。複数の都市国家を形成し、楔くさび形がた文も字じ、法律、文学を発明した。世界最古の神話『ギルガメシュ叙じよ事じ詩し』もシュメールで書かれたのだぞ。作品が現存する地球上の最初の作家はシュメール人というわけだ。さらには60進法を発明して、天文学にも精通し、星座も発明したという。それなのに出自が一いつ切さい不明。謎なぞすぎる浪ロ漫マン文明なのだ。保ほ父ふ星ぼし流りゆうに匹ひつ敵てきする謎なぞだろう？」

「……ああ、その話は何度も聞いたよ……そろそろシュメール蘊うん蓄ちくを語りきったか？」

「まだだ。シュメール人は、自分たちは神によって『労働力』として作られたと言っている。このためにオカルト業界でもさんざん擦こすられていて、シュメール宇宙人説も！　私は非科学的なオカルトは信じないが、マンガ的には面おも白しろいのでアイディアの元ネタとして重宝している」

「その話も何度も聞いたから。その鏡をどこに置くんだ、落とすなよ？　足ががくがく震ふるえてるぞ、シエル」

「うう、確かに二個も持つのは重いな。レナ、片方を持て。鏡と鏡の間に挟はさみ込こまれたら異世界に転移してしまうから、鏡側をお腹なかに向けて持つように」

「オカルトは信じないんじゃなかったのか？　ああー、実は怖こわいのか？　異世界に転移しちゃったらどうしようって。異世界が実在する可能性を少しは信じているわけか」

　意訳：妄もう想そうでもオカルトでもなんでもいいので、どうか異世界の存在を信じてください、お願いします。

「むっ。私がそんなお子さまだと思っているのか、お前は？　そんなはずがあるか。自ら合わせ鏡の間に挟はさまれてやろう！　ただしレナ、お前も一いつ緒しよに挟はさまれろー！」

「うわ、眩まぶしい！　あれっ……シエル？　お前、身体からだが透すけて……」

「レナの身体からだも透すけはじめてるぞ!?　まさか!?　うわああああ、うわあああああ!?　やめろ、やめろやめろやめろやめろおおおお！　どこへ連れていかれるんだ私たちは？」

「落ち着けシエル、光の加減でそう見えているだけだ。パニックを起こすな──！」

　だが、目の錯さつ覚かくではなかった。

　シエルと俺の身体からだは──シュメールの合わせ鏡に自らの身体からだを挟はさみ込こませた直後に、マンションから忽こつ然ぜんと消えていた。

　俺たちは、ほんとうの異世界に転移してしまったのだ。
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　ということで、現在──。

　俺とシエルは異世界の山やま奥おくに転移し、いきなり宙を舞まうワイバーンと遭そう遇ぐうしている。

　安心安全な自宅では天てん上じよう天てん下が唯ゆい我が独どく尊そんなお姫ひめさま気分のシエルだが、知らない土地に突とつ然ぜん放りだされると、途と端たんに豆とう腐ふメンタルになる。即そく、パニックを起こした。

「うわああああ!?　プテラノドンだ！　プテラノドンが飛んでいる！　ここは群馬県か!?」

「あれはワイバーンだ。落ち着け、ヘンな踊おどりを踊おどるなシエル」

　群馬県の皆みなさん、すみません。たぶんなにかの映画かマンガでプテラノドンが飛とび交かう秘境群馬を見た影えい響きようで、悪気はないんです。

「あーあー聞こえない！　もっと大きな声で喋しやべれ、レナああああ！　うわ、うわ、うわぁ」

「いや、お前がヘッドホンを外せよ？」

「みぎゃあああ!?　なにをする？　私の聴ちよう覚かくは繊せん細さいなのだ、プテラノドンの鳴き声を聞いたらきっと正気を失ってしまう！」

「それはマンドラゴラな。そして、あの翼よく竜りゆうはワイバーンだ。異世界ファンタジーで序じよ盤ばんにエンカウントしがちな強キャラモンスターだ」

「愚おろかなことを言うなレナ。異世界など実在しない。なぜなら、異世界など実在しないからだ」

「そのシエル構文やめろ」

　シエルがパニックになった時の応急措そ置ちとして、後ろから肩かたを抱だいたり身体からだ全体をハグするという方法がある。

　あの小生意気なガキんちょだったシエルももうお年とし頃ごろだから、少しだけ躊ちゆう躇ちよしたが、今はシエルのパニックを抑おさえることが最優先だ。

　頼たのむから地上に降りてくるなよ、ワイバーン。あの鋭するどい爪つめの殺傷力は危険すぎる。

「はっ閃ひらめいた？　エウレカ～！」

「こらこら、手をぐるぐる振ふり回まわすな！　ワイバーンを挑ちよう発はつしてどうする」

「そうだ！　異世界が描かけないなら、異世界に来ればよかったのだ！　レナ、これで問題解決だな！　現地を直接取材すれば、私にも異世界マンガが描かけるぞ！」

　なるほど。「シエルに直接異世界を見せる」という実現不可能なミッションが、期せずして達成されたわけか！

「やっと現実を受け入れたか……いや、おかしいだろ！　なぜ異世界に飛ばされたかもわからないのに、どうやって元の世界に帰るんだよ!?」

「……ふっ。天才のこの私に任せておけ。なにしろ私は、異世界に造ぞう詣けいが深い」

「俺が強制的に、二時間ほど異世界アニメを見せただけだろうが」

　しかもお前が記き憶おくした知識は、ＳＡＧＥの涙なみだと屈くつ辱じよくの歴史だけだ。

「それは違ちがうぞレナ。異世界コミック、異世界小説の消化を含ふくめれば三時間三十四分だ」

「どっちだって一いつ緒しよだよ。この異世界素しろ人うとめ」

「素しろ人うと言うな」

「で、どうする？　異世界に造ぞう詣けいが深いなら、的確な行動を選せん択たくできるよな？」

「足あし下もとに穴を掘ほって隠かくれよう」

「もう間に合わないし、シャベルもないよ。生きる努力をしろよ」

「やだ。怖こわい」

　天敵に遭そう遇ぐうした野生の小動物みたいな行動をナチュラルに選せん択たくするんじゃない。

「仕方ないな。俺がなんとかする──あ。道場の剣けんを持ってきていない」

　父親から譲ゆずられた保ほ父ふ星ぼし流りゆう独特の剣けんは、アパートごと燃えてしまった。

　仮に燃えていなくても、くぅぱぁ丼どん先生のご自宅に剣けんを持ち込むはずはないが。

「丸まる腰ごしっ？　どうする、どうするレナ？　もう私たちは終わりだあああ、恐きよう怖ふの巨きよ大だいトカゲの餌えさにされて頭ず蓋がい骨こつだけ野ざらしにされるんだあああ。うわああああ。うわああああ」

「だから落ち着け、大声を出してワイバーンを刺し激げきするな」

　ところが、俺とシエルは幸運にもワイバーンに襲しゆう撃げきされなかった。

　ワイバーンは上空を旋せん回かいしながら、古くなった爪つめを切きり離はなして地上に「ドスン」と落とすと、俺たちには興味はないとばかりにさらなる山の奥へと飛び去っていったのだった。

「ヒャー!?　爪つめが落ちてきた？　危なかった、串くし刺ざしにされるところだったぞレナ」

「……なんだ。爪つめが生はえ替かわるから、捨てに来ていただけだったのか……」

「はっはっは。無む駄だな抵てい抗こうをしなかった私の高度な理性の大勝利だな、ぶいぶい」

「お前は穴も掘ほれずに、しゃがみ込んで頭を抱かかえていただけだろうが。いいか？　異世界でなにかに遭そう遇ぐうした時には、行動を停止して情報を遮しや断だんする癖くせはやめろ。死ぬからな？」

「危険な時はとりあえずしゃがんで頭を守れと、いつもテレビのニュースで聞いている」

「それは、緊きん急きゆう地じ震しん速報が出て強い地じ震しんが発生した時の行動だ」

　待てよ？　モンスターの素材が高く売れるのは、異世界では定番だ。

　このワイバーンの爪つめは、きっと町の商店でそれなりの値段で売うり払はらえるぞ？

　これで当座の生活費は確保できた。まるで初心者チュートリアルのためにサービスで登場してくれたようなワイバーンだったな。

　今後は二度とこんな幸運はないだろうから、ここからは慎しん重ちように行動しよう。

「シエル。爪つめを売りに町へ出るぞ。換かん金きんしたら食堂に席を確保して、情報収集だ」

「やだ。異世界の見知らぬ人たちが怖こわい……」

「俺がついているから、心配するな。さあ行くぞ。日が暮れる前に山を下りないと遭そう難なんするぞ。夜になれば恐おそらく、ワイバーンより危険なモンスターが出てくる」

「……ううう。怖こわくておしっこ漏もれそうだから脅おどすなよレナ～。わかった……行く」

「シエルももう18歳なんだから、そういう子供言葉を使っちゃいけません」




☆




　山から町までは、山道に沿って下り坂を小一時間歩いて到とう着ちやく。

　凄すごい秘境感が漂ただよっていたが、思ったよりも麓ふもとに近い位置に転移したらしい。

「んみゅ～。中世ヨーロッパ風なのに一部の建物のデザインが微び妙みように近世的だったり、キリスト教っぽいけど微び妙みように違ちがう宗派の教会が建ってたりする～。頭が混乱してきた～」

「ああ。シエル、ここはまさしく『異世界』だ」

「明らかに人間じゃない種族が大勢歩いているけれど、彼らはどこの星から攻せめてきた侵しん略りやく者しやなのだレナ？」

「宇宙人じゃない。異世界ではおなじみの異種族な。アニメで見ただろう？」

　商人には俺たちの服装を奇き異いな目で見られたが、爪つめは予想以上の高値で売れたので、町で一番流は行やっていそうな食堂でテーブル席を確保。

「あわわわ。おかしいではないか。どうして日本語が通じるのだ？　ここは、やっぱり群馬では？」

　シエルは異世界食堂の椅い子すに座っても、まだパニクっていた。

「ここは断じて群馬じゃない。異世界だ」

「ほんとうにここが異世界なら、私が免めん疫えきを持っていない未知のウィルスが蔓まん延えんしているのでは？　グエー死ぬ、死んでしまう～！　新型感かん染せん症しよう対策で二年間もひきこもった私の努力が一いつ瞬しゆんで無む駄だに……無む駄だ無む駄だ無む駄だぁ～！」

「そういう危険は、異世界にはないから」

「なぜ断言できる。レナだって異世界を訪問したのははじめてだろう？　どうして異世界には検けん疫えきがない？　私たちが不用意に持ち込んだウィルスが、異世界の住民たちを滅ほろぼしてしまう危険性もあるのだぞ？　たとえばアメリカ大陸の先住民の多くは、ヨーロッパ人が持ち込んだ天てん然ねん痘とう・麻疹はしか・ペストなどの未知のウィルスによって……」

「ストップ。普ふ通つうに呼吸できるんだから、この世界は俺たちにとって無害なんだよ。逆もまたしかりだ。異世界とは、そういうものなんだ」

「それはフィクションの話だろう？　現実世界では、免めん疫えきのない未知のウィルスほど危険なものはないぞ？　やはり山やま奥おくに穴を掘ほってこもろう。お互たがいのためだ」

「いやでも、ここ、明らかにナーロッパだし。異世界転生アニメでいつも見ている光景だぞ？　そんな世せ知ち辛がらい事態は起こらないよ」

　うにゅ～世界観が論理的じゃない～納なつ得とくいかない～とシエルが唇くちびるを尖とがらせるが、異世界に来てまでウィルス史を考えるな負ける。

　確かに異世界にも病気はあるだろうが、魔ま術じゆつで治ち癒ゆできるはずだ。魔ま術じゆつ師しっぽい杖つえを持っている客もちらほらいる。魔ま術じゆつ師しが多いなこの世界。

「ほらシエル、取材しよう取材。客層を見ろ。人間も多いが、異種族も大勢いるぞ」

「うひゃあ怖こわい怖こわい怖こわい。聞いたことのない種族名を連呼されても、覚えられんぞ」

「あのなあ。今日リビングで、三時間三十四分なにを見ていたんだよ？」

「うむ。ＳＡＧＥの歴史について学んでいた。新しい歴史への興味の扉とびらが開かれて、実に爽さわやかな気分だ。一言で表現するなら……達成感？（かわいい笑え顔がお）」

「違ちがう、そうじゃない！」

「ふむ。あの髭ひげが濃こくてずんぐりむっくりした面々は、熊くま襲そだな。大和やまと朝ちよう廷ていにまつろわない、九州の縄じよう文もん系けい戦せん闘とう民族だ」

「ドワーフな」

「あの手足がひょろ長くて顔色が悪い連中は、土つち蜘ぐ蛛もだな。彼らも大和やまと朝ちよう廷ていにまつろわない先住民族で、山に穴を掘ほって暮らしていたという。討とう伐ばつを受けて衰すい退たいし、後世には妖よう怪かいにされてしまった。確かに妖よう怪かいっぽい見た目だ」

「オークな」

「あそこのテーブルを囲んでいる連中は、頭がトカゲだったりワニだったりと、見た目はてんでバラバラだが、政権転てん覆ぷくとか企たくらんでいそうな武装集団だ。関東・東北で執しつ拗ように大和やまと朝ちよう廷ていに抵てい抗こうした、蝦夷えみしだな。縄じよう文もん系けいが祖だが、様々な民族から構成されていたとか」

「魔ま族ぞくな。たぶん元々は魔ま王おうに仕えていた連中だ」

「魔ま王おうとはなんだ？　織お田だ信のぶ長なが公こうのことか？　天てん下か布ふ武ぶの野望のためならば叡えい山ざんも一いつ向こう一いつ揆き衆しゆうも無む慈じ悲ひに焼やき討うちにする、第六天てん魔ま王おう──！　おお、恐おそろしい。でも、かっこいい」

「信のぶ長ながじゃねーよ！　異世界には必ず魔ま族ぞくを率いる魔ま王おうがいるんだよ。で、たいていは人間と戦ってるんだ」

「なぜだ？」

「お約束ってやつだよ。理由は作品にもよるし、一いつ切さい説明されないことも多い」

　んみゅ～。そんなの理り屈くつになってない、とシエルは納なつ得とくいかなさそうに自分の頭をぽかぽか叩たたいている。

「お待たせ致いたしました。見かけない旅人さんたちですね。お客さま、ご注文は？」

「ひゃっ？　……つ、つ、土つち蜘ぐ蛛もに話しかけられた。どうすればいい、レナ？」

「こらこら失礼だぞシエル。このウェイターさんはオークだからな？」

「はい、わたくしは蜘く蛛もではございません（怒）。では当店のお勧すすめメニューをチョイスしてお持ちしますね（怒）」

　ちょっと怒おこってるじゃないか。まったくシエルの奴やつ。「土つち蜘ぐ蛛も」とか「熊くま襲そ」とかいちいち歴史用語に変へん換かんしないと固有名詞を覚えられないのはいいが、ろくな呼び名じゃないんだから本人に言うなよ？

「お待たせ致いたしました。こちら、本日のお勧すすめランチコース料理となります」

　お、意外と早いな。下山中に小腹が空いていたんだ、助かる。

「やった～お料理が来た～。って、ひゃああああっ!?　ななななんだこれっ？　レナ、これはほんとうに料理なのかっ？　目玉が巨きよ大だいな深海魚十三匹びきの兜かぶと盛もりゼリー固めとかっ？　巨きよ大だいで青いお蚕かいこ様さまの蒸むし焼やきとかっ？　こんなの無理だ、食べられない……！」

　確かに、エグい……もう少しフツーっぽい料理を出してくれる店を選べばよかった。

「シエル。み、見た目はアレだが、食べてみると超ちようイケるんだよ。それが異世界料理だ」

「嫌いやだー嫌いやだー。私はイギリス人でもなければ長野県民でもないんだぞー!?　鰊にしんパイもどきも、昆こん虫ちゆう食しよくもどきも、む～り～！」

　イギリス人と長野県民の皆みなさん、悪気はないんです。

「わかった、わかった。ウェイターさん、ハンバーガーを頼たのむ。牛肉パテのやつで」

「申し訳ございません、お客さま。当店のハンバーガーは、ヘルシーで環かん境きように優やさしい炎えん熱ねつ砂さ漠ばく地じ獄ごく大サソリのパテを使用しております」

「さささサソリっ？　やだやだ！　異世界の料理、怖こわい～！　うわああん！」

　ああ、シエルがギャン泣きしはじめてしまった。食事にはトラウマが多数あるからなあ。

「う、ウェイターさん、あとは俺がなんとかするので、あちらのテーブルへ」

「かしこまりました。こんなに美お味いしそうな料理なのに、よほど遠い国から来たのかな……」

「ぐすぐす。土つち蜘ぐ蛛もが京都人みたいな陰いん湿しつな性格じゃなくて助かった～。でも、今はぶぶ漬づけでいいから出してほしい～！」

　オークと京都人の皆みなさん、ほんとうに悪気は……もう面めん倒どうだからフォローはやめた。

「エグい食材は全部俺が食べるから、シエルはゼリーとか無難な食材だけ食べろ。ほら、皿に取り分けてやるから」

「む～り～。取り分けてもらっても、巨きよ大だい深海魚とお蚕かいこ様さまの味と匂においがうつってる～」

　さすがに、今後ずっと異世界で食べられない料理ばかりをお出しされるのはかわいそうだな。餓が死しするぞ。どこかに、シエルの口に合う料理を提供してくれる店はないかな？

　おや。エルフの男がテーブルに寄ってきた。なんだ？　エルフにしては派手な身なりが妙みようにゲスくていかにも成なり金きん商人っぽいが、耳が尖とがっているからエルフだろう。

「ふ、ふ、ふ。旅のお嬢じようさん？　この町の食事が苦手なようですな。私は、諸国の料理を契けい約やく者に提供する『毎日食べ放題サブスク』サービス業を行っているダークエルフでございます。この契けい約やく書しよにサインを頂ければ、毎日三食、お嬢じようさんがご希望するご当地料理を提供致いたします」

「聞いたかレナ？　するする！　サインする！　食は命より大事だからな。書き書き……」

「よろしい。あとは、ご拇ぼ印いんを。それで契けい約やく成立です」

　あ。まずい。シエルは簡単に騙だまされるんだ。この男、明らかに怪あやしい。

「ちょっと待て！　シエル、こういうのは契けい約やく書しよにちゃんと目を通してからにしろ！　見ろ、これは食べ放題サブスクの契けい約やく書しよじゃない！　確かに一日三食の提供をうたってはいるが、次のページを読め──捺なつ印いんしたら、お前は近々開かい催さいされる奴ど隷れいオークションで売られる羽目になる。これは『奴ど隷れい契けい約やく書しよ』だ！」

　危なかった！　一いつ瞬しゆんで、シエルが異世界の奴ど隷れい市場に売りに出される危機に陥おちいるとは。

　俺が目の前にいながら、この即そく落おち。俺がいなかったら、どうなってしまうんだ……。

「奴ど隷れい契けい約やく～？　疑うたぐり深ぶかいぞレナ。そんなもの、現代の文明社会にあるわけないだろう」

「ここは異世界だと言っているだろうが。異世界に奴ど隷れいはつきものなんだよ。そもそも見た目からして怪あやしいじゃないか、この男」

「なにを言っているレナ。この人はバルカン人だぞ？　バルカン人は知性に優すぐれていて、論理を重んじ、自らの感情を抑よく制せいできる素す敵てきな宇宙人だぞ？　地球人よりも信用できる」

「オカルトは信じないのに宇宙人は信じるのか」

「子供みたいなことを言うなレナ。バルカン人は、あくまでもスタートレッキの設定だ。でもほら、この男は耳が尖とがっているし眉まゆ毛げも釣つり上あがっているだろう？　バルカン人だ」

「ここはＳＦ世界じゃない、ファンタジー異世界だ。こいつはダークエルフだよ。エルフは総じて高潔な種族だが、ダークエルフは奴ど隷れい商売に手を染めたりもする」

「ふうん？　ダーク要素なんか、あるか？　やはりバルカン人だ」

　勝手にスタートレッキと異世界転生を混ぜるなよ。そんなキメラ世界があるか。ＳＦにまったく興味がないのに、どうしてバルカン人にだけはこだわりが強いんだ。

　怪あやしい奴ど隷れい商人の男は「パートナーさんのガードが堅かたくて厄やつ介かいですな。上玉の奴ど隷れいを手に入れたと思ったのに、惜おしい」と悔くやしがっている。

　俺は、伊だ達てに長年シエル係を勤めてきたわけじゃないからな。ここが危険な異世界ならば、なおさらのことだ。

　その時──奴ど隷れい商人の背後から、女児ファンタジーアニメに出演してそうなマジカルラブリーなコスチュームを着た女の子が、気き恥はずかしそうにぴょこんと顔を出してきた。

　杖つえを持っているから魔ま術じゆつ師しだろう。耳が尖とがっている。童顔のシエルとはタイプが違ちがうが、お嬢じよう様さま然ぜんとした綺き麗れいな顔立ち。この子もエルフだな。たいていのエルフは美形なのだ。
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「ほんとうにごめんなさい、お父さんは奴ど隷れい商人なんです。お父さんの商売が阿あ漕こぎなので、わが家は気高いエルフサロンから追放されてダークエルフに降格されたんです」

「こらこら娘むすめよ、余計なことを言うな。お前はいつも私の仕事の邪じや魔まばかりして……」

「うわあ！　かわいいコスプレだあ！　見ろレナ、魔ま法ほう使つかいだ！　かわいい～！　ぷいきゅあ、がんばえ～！」

「きゃっ？　ど、どうしてペンを振ふり回まわすんですか？」

　シエル。お前は相手の話を聞けよ。いきなり魔ま法ほう少女を応おう援えんするな。歴史要素ないぞ。

「旅人さんたち。この町では、冒ぼう険けん者しやギルドでクエストを請うけてまっとうに稼かせぐのがお勧すすめです。自力で稼かせがないと、いずれお父さんみたいな悪い人に捕つかまって奴ど隷れい堕おちしてしまいますからね。大変ですけれど、が、頑がん張ばってくださいね？　ファイトです」

「……おおー。なにかメンターの助言みたいなことを言っているような？　かわいい上に親切な魔ま法ほう使つかいさんだな、レナ。ほらほら、やはりバルカン人は理知的で信用できる」

「エルフな。いいから、このお嬢じようさんと直接会話しろよ。いちいち俺を中ちゆう継けいするな」

　シエルはもともと人見知りが激しいが、異世界人が相手だとより酷ひどくなるな。まあ相手は人間じゃないし、未知の世界が不得手なシエルの性格を考えればわからなくもない。

「ふん。こいつらは放っておけ娘むすめよ。余計な入いれ知ぢ恵えなどするな。行くぞ」

「は、はい。お父さん」

「少し待ってほしい。レナ、エルフの祖先は絶対にバルカン人のはずだ。太古の昔に別の惑わく星せいから移住したという神話がエルフ族にあるかどうか、魔ま法ほう使つかいさんに質問してくれ」

「横着せずに自分で聞け」

「別の惑わく星せいから移住？　ち、違ちがいますよ？　エルフは、この星の土着の種族です」

「いーや、そんなはずはない。忘れ去られているだけで、なにか手がかりがあるはずだ。レナ、エルフにはダークエルフ以外にどんな亜あ種しゆがいるのかを聞いてくれ」

「いいから、自分で聞け。あと、ダークエルフは亜あ種しゆというより社会階級っぽいぞ」

「うーん。エルフ史は長いですし、一言では語りきれませんね……」

「娘むすめよ、いったいなんの話をしているのだ。もう行くぞ、オークションの準備がある」

　レナはまだまだ魔ま術じゆつ師しの娘むすめに聞きたいことがあったようだが、エルフ＝バルカン人説に固こ執しつするのはなぜだ。他に質問すべきことがたくさんあるだろう。

「あっ、そうでした。もう少し素そ朴ぼくでポピュラーな家庭料理でしたら、向かいの宿屋で頂けますよ？　きっと、お二人のお口にも合うと思います。ふふっ」

　魔ま術じゆつ師しの娘むすめは、最後にそう告げると、父親を追って食堂から去っていった。

「さらばだ魔ま法ほう使つかい。長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを！」

「バルカン式挨拶ヴアルカン・サリユート、やめろ」

「非ひ接せつ触しよく型がた挨あい拶さつとして海外で流は行やりつつあるのに。さすがバルカン人、衛生対策も地球人の先を行っている」

　最後まで親切な女の子だったな。話し方も立たち居い振ふる舞まいも上品なお嬢じよう様さま。出会って五秒でシエルを奴ど隷れいにしようとした父親とは大おお違ちがいだ。娘むすめには高等教育を施ほどこしたクチかな？

「さて。食事も（俺が）平らげたし、それでは早さつ速そくギルドでクエスト受注だな」

「レナ、ギルドとはなんだ？　傭よう兵へい稼か業ぎよう斡あつ旋せん業者か？」

「冒ぼう険けん者しやの組合だよ。あの魔ま術じゆつ師しの女の子が言う通り、どのみち金は必要だ。それに」

「それに？」

「クエストをこなして大金を稼かせげば、シュメールの合わせ鏡みたいなマジカルアイテムが手に入る可能性もあるだろう？」

　なにしろ、ここは異世界だからな。なぜ現実の世界にあんな代しろ物ものがあったのかは謎なぞだが、この世界になら異世界転移アイテムだって普ふ通つうに存在しているはずだ。きっと。

　そう信じないといずれ俺のメンタルが折れてしまい、シエルは奴ど隷れい堕おちだ。

「そうか！　古物商からあれと同じ効果を持つ家宝を買えば、おうちに戻もどれる！」

　シエルが希望に満ちた笑えみを浮うかべて、ぴよぴよと「歓よろこびのダンス」を踊おどりはじめた。

　恥はずかしいから、食堂では「ゴゴゴゴゴ」とオノマトペを発するな。

「おうちに帰れば、ビーフパティのハンバーガーを食べ放題だ！　未知のウィルスに感かん染せんする前にギルドに行こう。早く、早く！」




☆




「レナ。やっぱり、ギルドに入るのはやだ。よく考えると怖こわい」

「うきうきで踊おどりながらギルドの入口に到とう着ちやくするなり、お前は突とつ然ぜんなにを言いだすんだ」

　シエルは、学校の校門や、会社のオフィスビルのエントランスが苦手なのだ。食堂なら食欲が勝つから平気なのに、基準が我わが儘まま……いや、独特すぎる。

「ギルドの運営資金は、どこから出ている？　実は裏で怖こわい仕事をしている悪の組織なのでは？　たとえば、奴ど隷れい商売とか……さっき奴ど隷れい商人を見たじゃないか」

「ギルドは反社じゃないよ。冒ぼう険けん者しやたちの組合だよ」

「ほんとにぃ～？　怖こわくない？」

「怖こわくないし、最初は簡単なクエストを請うければいいんだ。ほら、入るぞ」

　シエルは目をきゅっと瞑つぶりながら「この道を行けばどうなるものか。迷わず行けよ、行けばわかるさ」と謎なぞの呪じゆ文もんを詠えい唱しようして、ギルド内部へと足を踏ふみ入いれていた。コケるなよ？　歩く時は目を開けろ。

「……おおお……やっぱり怖こわいじゃないか。壁かべのあちこちに武具が装備されている！　暴力団の事務所みたいだ。しかもタコ頭のいかつい組長が、悪役っぽい椅い子すに鎮ちん座ざしてる！」

「こらこら。彼はギルド長だし、それ以前に人間だ。土つち蜘ぐ蛛もとかタコとか呼ぶなよ？」

「よう、いらっしゃい。あんたたち、変わった服を着てるな。新人さんだね？　うちでは、壁かべに飾かざっている安い武具と防具をレンタルできるけど、どうだい？　安くしておくよ？」

　年は五十前後か。頰ほおに大きな疵きず痕あとがあるが、ギルド長は社交的で親切な親おや父じさんだった。

　若い頃ころはパーティを率いて歴戦の勇者として活かつ躍やくしていたのだろう。

「はじめまして。俺は冒ぼう険けん初心者のレナで、こいつはバディのシエルです。時々踊おどりだしたり妙みような擬ぎ音おんを発したり失礼なことを言ったりしますが、こいつの村ではそれが普ふ通つうなので気にしないでください」

「レナ。私は村出身者ではないぞ、政令指定都市生まれだ。それに、私の性格は私独自の個性だ。病院でも問題なしとお墨すみ付つきを頂いている。噓うそはよくないな」

「いいから、いちいち話をややこしくするな」

「俺はギルド長のギースだ。あんたら、新人にしてはずいぶん息が合うコンビだなぁ。気に入った。冒ぼう険けんではチームワークが最重要だからな」

　生しよう涯がいを異世界での傭よう兵へい稼か業ぎように費ついやすつもりはないぞ、とシエルがまた言わなくてもいいことを呟つぶやいている。

「うちで扱あつかっているクエストにはこういうものがある、好きなのを選んでいきな」

　ギルド長が、ファイルブックを開いてくれた。内容は、受注可能なクエスト一覧だ。

「うん？　おかしいぞレナ。この未知の言語は、単語も文法もなにもかも、凄すごく英語っぽい!?　初見なのに割と読めてしまう、なぜだ？」

「そういう世界なんだ、慣れろ。ふむ……かなり難易度が高いクエストが多いですね」

「おかしいではないか、『楽市楽座』がないぞレナ！　初手でこなすべき政策なのに！」

「戦国時代じゃないから、ここ」

「美お味いしいクエストは朝一番で埋うまってしまうんでな、この時間帯はあまりいい仕事がないんだ。明日の早朝ならもっといいクエストを斡あつ旋せんできるが、どうするね？」

　明日まで待つと、会社への復帰時期がどんどん遅おくれるな。だが無理をして死んだら、もうコンティニューできん。ここは焦あせらずに、明日まで待って簡単なクエストを選ぼうか。

「レナ。私はこの傭よう兵へい稼か業ぎようがやりたい。面おも白しろそうだ！」

　あ、こら。シエル、勝手にクエストを選ぶな。限りなく英語っぽい異世界文字を読めても、単語が異世界用語塗まみれだから、中身はよくわからないだろうに。

　シエルが指定したクエストを一いち瞥べつしたギルド長が「おおっと」と青ざめた。

「レナ。『魔ま王おう』と推定できる単語が入ってるから、これにする」

「クエスト『魔ま王おう城じように潜せん入にゆう』を受注かい、お嬢じようちゃん!?　こいつはたまげた度胸だ！」

「初手最難関やめろ」

「度胸は買うがね、あんたたちのレベルじゃ無理だよ。死ぬぜ？　魔ま王おう城じようには、白しろ魔ま術じゆつの達人にも解除できない危険な罠わなが無数に仕し掛かけられているそうだ。手て練だれの冒ぼう険けん者しやたちに、王国や教会の使者。かつて魔ま王おう城じようへ向けて旅立った者の多くが、永遠に帰らぬ身となっちまったのさ。かつての俺の仲間たちもな──」

「レナ、レベルとはなんだ？　ファンタジーとゲームを混ぜるなとタコ組長に言え」

「ギルド長、こいつの発言は気にしないでください。ひよこがぴよぴよ鳴いていると思って受け流してください、どうか寛かん大だいな心でお願いします」

「はっはっは。気にするな、孫みてえな子供に本気で怒おこるような歳としじゃねえよ俺は」

　中学生に見えますが、実は18歳なんですけれどね。黙だまっていよう。「私はこのタコ組長の孫ほど幼くはないぞ、誤解は解かなくてはならない」とか言いだすなよシエル？

「レベルとは、クエストを達成するごとにアップしていく通算経験値さ。冒ぼう険けん者しやの強さの目安になるんだ。うちは冒ぼう険けん者しやのレベルを示すバッジも支給している、よろしくな」

　冒ぼう険けん者しやの実績を示す数値か。バッジは勲くん章しようみたいなものだな。

　空中にステータスウィンドウが開いてレベルアップするゲーム系世界だったら「どうして物理法則を無視して空間にこんなものが出るのだ、おかしいではないか」とシエルがいちいち騒さわぐだろうから、少しだけ楽できそうだ。

「あんたたちクエスト未達成の初心者はレベル１だ。魔ま王おう城じように潜せん入にゆうするなら、最低でもレベル２００はないとなあ。それでも生せい還かんはまず無理だがね」

「レナ。コツコツ経験値稼かせぎなんかしてられんぞ、私はお腹なかがぺこぺこだ！　じゃあ別の傭よう兵へい稼か業ぎようを受けよう！　これだ、こっちのほうが簡単そうだ」

「なっ……お嬢じようちゃん？　あんたのクソ度胸は、どこまで凄すごいんだ……おっかねえ……!?」

　ギルド長の顔色がいよいよ真っ青になり、身体からだはわなわなと震ふるえはじめた。

「クエスト『魔ま王おうに会う』を選ぶだと!?　こいつは過去２０００年、どんな無む謀ぼうな冒ぼう険けん者しやも請うけたことがない『達成不可能クエスト』だ。魔ま王おうに会うには、まず魔ま王おう城じようを攻こう略りやくしなきゃいけないからな。王国が率いる大軍団ならまだしも、フリーの冒ぼう険けん者しやパーティにできることじゃねえ」

「ぶーぶー。レナ、会ってお茶するだけなら私にでもできるもんと組長に言ってやれ」

「論外だろ」

「いーや。魔ま王おうにスマホを見せれば、興味を抱いだいて仕官させてくれるのだぞ。簡単だ」

「それは、戦国召しよう喚かんものの織お田だ信のぶ長ながの話だよ……」

　過去２０００年、誰だれも受注していないって……凄すさまじい地じ雷らいクエストだな。

「ギルド長。俺たちは今日、田舎いなか村むらからこの町に着いたばかりで、今の戦せん況きようも魔ま王おう軍ぐんとの戦いの歴史も知らないんですよ。実は、魔ま王おう城じようの場所さえ知りません」

「ああ、このカナの町は魔ま王おうと戦う教団発はつ祥しようの地で、魔ま王おう城じよう攻こう略りやくのための要よう塞さいとして築かれた大教会の周囲に人々が定住して発展した『対魔ま王おう城じよう最前線都市』さ」

　国境沿いの国際都市か。だから人間に混じっていろいろな種族が暮らしているんだな。

「魔ま王おう城じようは山をひとつ越こえた向こう、北の極ごつ寒かんの大地にある。人類と魔ま族ぞくは一万年前から戦っていたらしいが、大昔のことはわからねえな。２０００年より昔は『暗黒時代』さ」

「ここは歴史を記録する文化もない世界なのか。蛮ばん族ぞくの群れだな、レナ（ひそひそ）」

「『ひそひそ』とオノマトペを付けても、声が大きい。ギルド長に丸聞こえだからな」

「はっはっは！　蛮ばん族ぞくは酷ひどいなお嬢じようちゃん。２０００年前に教団と国家が手を結んでからは統治が安定してな。以後の歴史はちゃんと記録されているぜ？　ギルド制度が発ほつ足そくしたのもその頃ころだ。戦記や勇者の伝記はクエスト攻こう略りやくの参考になるぞ。図書館で閲えつ覧らんできるぜ」

「図書館!?　歴史書!?　この異世界の歴史が、書物に？　行こう、今すぐ行こうレナ！」

「俺たちは歴史を調べに来たんじゃない。クエストをいくつかこなしてからな」

「ぶーぶー。レナには歴史の重要性がまだわからないらしいな。どんな異国に来ても、まずは歴史を調べる。歴史を知らなければ、名所を観光しても意味がわからんだろう？　土地の歴史記き憶おくも蓄ちく積せきできん。これは旅行の基本だぞ？　まったく、不ふ肖しようの従兄いとこだな」

「お前は、図書館にこもったら一ヶ月は住み込むじゃないか。資金が尽つきるだろうが」

　もう「土地の歴史記き憶おく」については突つっ込こむのをやめた。話の脈みやく絡らくから推察するに、「ご当地の歴史に関する知識」という程度の意味の、シエルの造語だろう。

「残念だったなお嬢じようちゃん。今日は図書館はあいにく閉館しているよ。ただ……」

　ただ？

「前世紀には、二度の人じん魔ま大戦が起きて世界滅めつ亡ぼう寸前まで行ったんだがな。その反動か、今の魔ま王おうは戦争を好まねえんだ。最近の世界はしばらく小康状態さ。魔ま族ぞくとの間で小こ競ぜり合あいは起きても、大きな戦争は起こらない」

「なるほどなレナ。魔ま王おうにも、石こく高だか開発や商業振しん興こうを実行して国を富ませる内政期は必要だ。今は、来るべき大戦争に備えての準備中なのだな。わくわくしてきたぞ」

「だから、異世界の魔ま王おうは織お田だ信のぶ長ながじゃないからな？」

「戦争がないから、今の時期はとんでもねえ難易度の達成不可能クエストと、地元ローカルの小さなクエストがほとんどなんだ。小さなクエストをお勧すすめするぜ」

「やれやれ、注文の多い組長だな。それではレナ、クエスト『大教会で、伝説の勇者の剣けんを岩から抜ぬく』はどうだ？　大教会までは徒歩三分だぞ。楽だ」

　アーサー王伝説以来のお約束だな、「抜ぬけない剣けんを抜ぬく」イベントは。

「レナは、刃はもついていない大たい剣けんを引ひっこ抜ぬく無意味な修しゆ行ぎように青春を捧ささげてきただろう？　保ほ父ふ星ぼし流りゆうの技術が運良く通じて剣けんを抜ぬけたら、古物商に高く売れるぞ？　レナの虚むなしい青春だって、賽さいの河原かわらで小石を積むような無む駄だな苦く役えきではなかったことにできる」

　やめろその発言は俺に刺ささる。

「シエル、そんなものを抜ぬいたら厄やつ介かいだろ？　絶対に、教会の聖職者から『勇者』に認にん定ていされて魔ま王おうを退治させられるやつじゃないか。地じ雷らいだ、罠わなクエストだよ」

「ふふーん。地じ雷らいだの罠わなだの、なんだかんだと理り屈くつをこねてクエストを請うけないつもりだな？　レナは怖こわがりさんだなー」

「違ちがう。そもそも抜ぬけないだろ。異世界で、都合よく保ほ父ふ星ぼし流りゆうが通用するわけがない。あれはたぶん剣けん術じゆつじゃなくて、田舎いなか村むらの土ど俗ぞく信しん仰こうの儀ぎ式しきが剣けん術じゆつに変質したものだよ」

「レナ。それは昔、私が考えた仮説ではないか。諦あきらめたらそこで試合終しゆう了りようだぞ？」

　ギルド長が、「盛り上がっているところ悪いが、こりゃ無理だ」と首を横に振ふった。

「このクエストも達成不可能クエストさ。抜ぬけた者は過去２０００年間、一人もいねえ。失敗してもペナルティはないが、『あいつは自分を伝説の勇者だと思っていたのか』と国中の笑いものになるぜ……俺ぁ若い頃ころに三度挑ちよう戦せんして三度も笑いものになったからな……」

「レナ。失敗しても笑われるのはレナだから私は一向に構わんと、組長に言ってやれ」

「俺は構うからな？」

「面おも白しろいな。あんたたち、ほんとうになにも知らないんだなあ。よく冒ぼう険けん者しやを志したもんだ。心配で見てらんねえから、常識レベルの情報ならいつでもただで教えてやるぜ」

　コワモテだが親切なギルド長によれば──。

　２０００年前、強大な魔ま族ぞくに苦しめられていた人類を導く「予言者」オモネカが現れ、「ヒイロ教会」という教団を結成。信しん仰こう心しんによる団結力で人間が統すべる国家をサポートしつつ、「いずれ勇者と大だい賢けん者じやが現れて魔ま王おうを倒たおすだろう」という未来予言を広めたそうだ。

　その予言者が「抜ぬいた者が勇者となる」とこの町の大教会に設置した聖なるアイテムが、伝説の勇者の剣けん。で、その剣けんを未いまだに誰だれも岩から抜ぬけない。

　絶対に抜ぬけないからこそ、いよいよ「予言」の信しん憑ぴよう性せいは年を経るごとに高まっているとか。

「んにゅ～。レナなら抜ぬけそうな気がするが、じゃあ別のクエストにするか。『世界を滅ほろぼす暗黒ドラゴンを召しよう喚かんして、退治する』。これなら簡単だな」

「待て待て。そんな危険なモノ、そもそも召しよう喚かんしちゃダメだからな」

「ふふふ。レナは怖こわがりさんだなー。古今東西の神話に頻ひん出しゆつするドラゴンの正体はな、ただの大だい蛇じやか大トカゲだ。私は虫も殺せないかよわい乙おと女めだから無理だが、レナなら退治できる」

「異世界のドラゴンは違ちがうからな？　ドラゴンはマジでドラゴンだからな？」

　さっきワイバーンに遭そう遇ぐうしてギャン泣きだったくせに、もう忘れたのか。

　さすがのギルド長も、シエルの無む謀ぼうな選せん択たくの連続にさすがに困ってきたらしい。「どうしてピンポイントで地じ雷らいばかり踏ふみ抜ぬくんだ」と言いたげな表情になっている。

「お、お嬢じようちゃん。暗黒ドラゴンはタブー中のタブーで、魔ま王おうですら触ふれない禁きん忌きだぜ？　召しよう喚かん方法はわからねえが、もしも召しよう喚かんしたらこの世界は一日も保たずに滅めつ亡ぼうしちまう。頼たのむからやめてくれねえか？」

「おおー組長がビビってるぞレナ。ヘイヘイヘーイ」

　すみません、悪気はないんです。でも、こいつはそろそろ𠮟しかられてもいいと思う。

「お嬢じようちゃん。このクエストはどうだ？　難易度は高めだが、これなら達成できるかもしれないぜ？　報ほう酬しゆうも高額だし、今日残ってるクエストでは一番のお勧すすめだ」

「騙だまされるなレナ！　奴ど隷れい契けい約やくに違ちがいない！」

「だからギルドは奴ど隷れい商人とは無関係だ。クエスト『村の石せき碑ひが召しよう喚かんする悪あく霊りようを封ふう印いんせよ』か。ローカルなクエストだが、確かに難易度は高そうだな……」

「あんた方の村にはなかったようだが、世界の各地にこの種の謎なぞの古代石せき碑ひが点在してるんだ。で、そいつがその土地に悪あく霊りようを呼んで災わざわいを起こすのさ。しかも破は棄きや撤てつ去きよを試みると必ず祟たたられるから、いつまでも動かせないってわけだ」

「うおおおお？　動かすと祟たたりがある謎なぞの石せき碑ひだと？　まるで大おお手て町まちの平たいらの将まさ門かど公こうの首くび塚づかだー？　歴れきオタ魂だましいが炸さく裂れつするう～！」

　あ、シエルが食いついた。ギルド長は、からくも異世界をシエルから守まもり抜ぬいた。偉えらい。

「面おも白しろそうだな！　これにしよう、レナ！　絶対にこれ！」

「わかった。これで頼たのむ、ギルド長」

「ああ。だが解除できなきゃ、あんた方二人は命の危険に晒さらされる。無理そうなら撤てつ退たいしろよ。失敗しても世界は破は滅めつしねえし、魔ま族ぞくとの戦争も起こらねえからな」

　シエルを放置していたら、魔ま王おうだの暗黒ドラゴンだのを弄いじって異世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにする。少々危険でも、ギルド長は世界を滅ほろぼさないクエストを受注させてしまわないとな。

　レベル１のド素しろ人うとパーティと、この世界。どちらかを選ぶとなれば、そりゃ世界だ。

　それでも、ギルド長はやっぱり親切な男だった。

「初心者サービスだ。ほれ、ポーションをくれてやるよ。これで命だけは守まもり抜ぬけよ？　生きてさえいりゃあ、もっと楽なクエストを回してやれるからよ？」

「ポーションですか？　これは、ありがとうございます！　助かります！」

　商人と取引した際に見たが、致ち死しのダメージを喰くらっても一度再生できるポーションは超ちよう高額だ。これがあれば、シエルの命を守れる。ワンミスまでならリカバーできるぞ。

「レナ、ポーションとはなんだ？　なんだその邪じや悪あくな色の液体は？　毒ではないのか？」

「おいおいお嬢じようちゃん。デビューする前に冒ぼう険けん者しやスクールにでも通ったほうがいいんじゃねえか？　本気で心配になってきたぜ。石せき碑ひの悪あく霊りように取り殺されるんじゃねえぞ？」

「ギルド長。意味不明の呪じゆ文もんを詠えい唱しようしますが、こいつに悪気はないので気にしないでください」

「はっ？　もしかしてこれは、ステロイドとかヒロポンの類いなのか？　私は使わないぞ、危ないお薬ダメ絶対！」

「ああもうフォローが追いつかねえよ！」

　仮にもプロのマンガ家がポーションもギルドもクエストもよく知らないとは、凄すごいな。

　そもそも転移前に異世界転生モノをいろいろ見せたのに、全然記き憶おくに残ってない。

「石せき碑ひがある村までは遠いぜ。日も暮れてきたし、今日はもう宿を取って休むんだな」

「ありがとうございます。こいつは、俺が責任を持ってちゃんとした冒ぼう険けん者しやに育てますので。この御ご恩おんは忘れません。ほんとうに、ほんとうに重ね重ね失礼致いたしました」

「ああ、いいってことよ。俺も若い頃ころはやんちゃだったからな。あんた方には、なにか光るものがある。いいパーティになる、そんな予感がするのさ。頑がん張ばれよ若わか僧ぞう」

「レナ。魔ま法ほう使つかいちゃんが言っていた宿屋に泊とまろう。普ふ通つうの料理が食べられるそうだ」

　いいからギルド長にお別れの挨あい拶さつをしていけ。猫ねこよりも手がかかるなこいつは。




☆




　いろいろあった、異世界初日の夜。

　魔ま術じゆつ師しの娘むすめが勧すすめてくれたリーズナブルなお値段の宿屋に部屋を取った俺とシエルは、宿屋の食堂で、異世界ご当地のポピュラーな食事にようやくありつけた。

　ジャガイモっぽい野菜と鶏とりっぽい肉を煮に込こんだポトフ風のスープとか、パスタっぽい麵めん料理とか、現実世界のものと大差ないフルーツの盛り合わせとか。

　これだよ。これこれ。これぞ異世界料理だよ。

　俺がチョイスした食堂は、豪ごう華かだが独創的な魔ま界かい風ふう料理を出すことで有名な人気店だったそうだ。料理長がトロールだとか。異世界初心者が入れるような店ではなかったんだな。

　それでもシエルは「未知の料理」を苦手にしているので、

「見た目はフツーだが、きっと食材が微び妙みように違ちがうんだ。それに香こう辛しん料りようの香りがおかしい。これは、食べたらアレルギーでお肌はだに発ほつ疹しんが出るパターンだ」

　と怯おびえていた。

　慣れない異国の香こう辛しん料りようは鬼き門もんだ。シエルは味覚・聴ちよう覚かくに加えて嗅きゆう覚かくも過か敏びんで、台たい湾わんに旅行に行った時は「町が八はつ角かくの匂においで充じゆう満まんしているう～」とＮ95マスクを着用していた。

　よくわからない食材にアレルギーが出ることも多い。だから未知の料理に怯おびえるわけで。

　台たい湾わんでは、見た目は完全にラーメンだった台たい湾わんの麵めん料理にアレルギーを喰くらって、泣く泣くご当地カップラーメンに切きり替かえたらまたアレルギー発はつ症しよう。

　以後、台たい湾わんでインド人が開いているカレー屋に帰国当日まで日参する羽目になった。

　アメリカ旅行から帰国した時には、自分の町に戻もどるなり「醬しよう油ゆ臭くさっ!?」と卒そつ倒とうしていたし。アメリカでは、食事に悩なやむことなくずーっとハンバーガーばかり食ってたな。雑で素そ朴ぼくなアメリカ料理が合うんだろうなあ。素材を丸ごとお出ししてくるから安心だし。

「シエル。ポトフは味付けが薄うすいからいけるだろう。あとフルーツな」

「うう～。私は葡ぶ萄どうアレルギー、メロンアレルギー、キーウイアレルギーだぞ」

「はいはい。緑のフルーツが危険なんだよな。セーフそうなフルーツを試食してみろ」

「うむ。わがソムリエスタンド、ご苦労」

「俺は人間な」




　夕食を済ませた後。

　宿屋の温泉で入浴を終えた俺とシエルは、異世界の部屋着に着き替がえて部屋のバルコニーに。そのまま寝ねそべりチェアに並んで、一いつ緒しよに星空を眺ながめることに。

　シエルが「寝ねる前に、異世界の星座がどういうものか調査してやろうではないかゴゴゴゴゴ。星座を見れば世界観の作り込み具合がわかるからな。設定のアラを探してやる探してやる」と妙みようなことを言いだしたから、なのだが……。

「レナ、お腹なか空いたー」

　シエルちゃん、さっき食べたでしょ。

「夕食を半分しか食べてないからだな。身体からだが保たないから、飲み物で必要カロリーだけでも摂せつ取しゆしろ」

「やだ。甘い水、苦手。炭酸水がいいー。せめて黒くろ烏ウー龍ロン茶ちや」

「どっちもゼロカロリーだろうが」

　ハンバーガーばかり食べる子供舌のシエルなのに、コーラは苦手なんだよな。なんでだ？　わからん。「舌にネチョつく感かん触しよくがダメ」らしいが、なんのことだ。

「いいから星空を見ろシエル。星の光の眩まぶしさが、俺たちの世界の星空とは桁けた外はずれだ」

　おびただしい数の星が光ひかり輝かがやいている。少し怖こわいくらいだ。大気が綺き麗れいなのか、もともとこの世界の星が眩まぶしいのか？

「おおー。これは凄すごいな！　まるで、ハッブル宇宙望遠鏡で見る星空だ。肉眼でこんなに解像度の高い星空を見られるとは!?」

　よし。シエルの、異世界への興味がアップした。星空ってロマンがあるよな。保ほ父ふ星ぼしというヘンな名字のおかげで、俺はこうして星を見るのが好きだったりする。保ほ父ふ星ぼしという星が実在するのかどうか、シエルと一いつ緒しよに調べたこともあった。

「とはいえレナ、星の光はただの過去から来る光だ。たとえばオリオン座のベテルギウスは地球から５５０光年離はなれているから、私たちは大昔のベテルギウスの幻まぼろしを見ているに過ぎない。本体はもう、超ちよう新しん星せい爆ばく発はつして消しよう滅めつしているかもな」

「お前はまた、そういうことを」

「ただし、神話と結びつけられている星座を探すのは好きだぞ？」

　あ、まずい。シエルの歴オタスイッチが入ってしまった。

「星と星を線で繫つないで星空に絵を描かき出だす『星座』という概がい念ねんを発明した種族は、古代メソポタミアのカルデア人だと言われてきたが、最近ではシュメール人が星座の発明者だという説が有力になりつつある。当然、私はシュメール起源説を推おす。人類文明の大半は、シュメール人が突とつ然ぜん発明したのだ。シュメール……この、ケムール人みたいな響ひびきが好きだ」

「ちょっと冷えてきたな。そろそろ寝ねようか、シエル」

「いいから聞け。北半球と南半球では見える星が異なる。大航海時代にヨーロッパ人が世界中に進出したことで南半球の星座が一気に増えたが、星座の基本は、古代ギリシャの学者プトレマイオスが、ケンタウルスやカシオペアといったギリシャ神話と結びつけた星座群から厳選した『48星座』だ。星といえば、北ほく斗と七しち星せいプラス死し兆ちよう星せい、南なん斗と六ろく星せい、水すい滸こ伝でんの好こう漢かん百ひやく八はつ星せい、我は行くさらば昴すばるよだが、プトレマイオスの48星座がもっとも体系的で優すぐれている」

「うんうん、プトレマイオスは最高だよな。星座は48個あれば充じゆう分ぶんだよ。うんうん。さあ、明日は朝早いからそろそろ寝ねような」

「いや、現在の星座は１９３０年に国際天文学連合が定めた88星座だ。メシエカタログの１１０の星雲・星団・銀河も含ふくめて、全部暗唱してやろう」

「そうだな、今は88星座だな。暗唱しなくていいから、そろそろ寝ねような」

「もっとも、私はギリシャ神話のゼウスの女好きは苦手だがな！　そもそも人類最古のシュメール神話では──」

　ダメだ。シエルの歴オタ蘊うん蓄ちく暴走スイッチが、この目ま映ばゆい星空に触しよく発はつされてガッツリと入ってしまった。いったいいつ眠ねむれるんだよ俺は。誰だれかシエルを止めてくれ。

「せめて目の前の星空を見ようぜシエル。せっかくの異世界の星空だぞ？　取材調査しろ」

「うー、わかった。未知の星空はちょっと怖こわいけど、頑がん張ばる」

「偉えらい偉えらい。頑がん張ばれ」

　隣となりに俺がいても、シエルはふとしたことで自分だけの世界に入り込んでしまう。歴史蘊うん蓄ちくが爆ばく発はつしている時は特にそうだ。

　俺はその度に、なぜか酷ひどく孤こ独どくを感じることがある。

　俺にとってシエルは、目の前で眩まぶしく輝かがやいているのに決して手が届かない、過去の星の光のようなものなのかもしれないな。なにしろ、視線を合わせることがないのだから。

　こんなにすぐ側にいるのに。三年も俺との連れん絡らくを断ってしまっていても、シエルにとっては二、三日会ってなかった程度の感覚だったみたいだしな。

　あれ？　なぜだろう、凄すごく寂さびしい。

　……って、俺はなにを考えているんだ。アパート全ぜん焼しようからの異世界転移で疲つかれているな。

「おおーレナ。あれを見ろ！　あの暗黒星雲の形、ドラゴンに見えないか？」

　シエルが身を乗り出して、星空を指さしていた。星とは視線を合わせられるんだよなあ。

　ドラゴン？　そんな形の星雲があるわけ……あったよ!?　望遠鏡を使わなくても肉眼ではっきりと見える！　意外とでかいぞ!?　異世界の星空、半はん端ぱない。

「ほんとうだ。心しん霊れい写真の顔のようなもので偶ぐう然ぜんドラゴンに見えるのだろうが、凄すごいな」

「黒々しいダークな色合いといい、禍まが々まがしい形状といい、真の暗黒星雲だなあれは」

「暗黒星雲か。怖こわい呼び名だな」

「宇宙は怖こわいからなレナ。リアルコズミックホラーだ。古代人は仮想の星座を星空に描えがくことで、怖こわい星空を怖こわくなくしたのかもな。私はどの星座よりも、オリオン座暗黒星雲の馬ば頭とう星雲が好きで─」

　ああ、馬ば頭とう星雲。

　幼い頃ころから、何度レナに馬ば頭とう星雲の話を聞かされ続けたことか。

　要は、馬の頭に見える暗黒星雲なのだが、「星座などは人間が星々を好き勝手に線で繫つないで描えがいた妄もう想そうだ」と星座を科学的に無む根こん拠きよなものと言い張っていた幼いレナが、「星空しゅごい！」と星座や星雲に夢中になるきっかけを作った偉い大だいな星雲である。

　なにしろ、黒々とした闇やみの暗黒星雲の形状そのものが馬の頭にしか見えないのだから、人じん為い的てきに星空に描えがいた星座とはリアリティのレベルが違ちがったのだろう。

「知っているかレナ。諸もろ星ほし第だい二じ郎ろうの『暗あん黒こく伝でん説せつ』では、オリオン座の馬ば頭とう星雲の正体はな──」

　その話はもう何度も聞いたよ！　しかも俺が「暗あん黒こく伝でん説せつ」を読む前に懇こん切せつ丁てい寧ねいに全部ネタバレされたよ！

「シエル、ストップ！　馬ば頭とう星雲の話は今夜はやめろ。またこんどな」

「わかった、レナ。こんどとは、いつだ？」

「こんどは、こんどだよ」

「だから、いつのことだ？　何日何曜日の何時だ、正確に日時を指定しろ。東京の電車の電光掲けい示じ案内板には『こんど』と『つぎ』が表示されるが、あれはどっちが先に来るのかわからない。いったいどっちが先なんだ……」

「あれはややこしいよな。上京した時には面食らった。出発時刻が早いほうが先じゃね？」

「ほら。やはり時刻を正確に指定しないと。こんどという日は永遠にやってこないのだぞ？」

「名めい台詞せりふっぽく言うな」

　桜さくら小こう路じシエルは18歳になっても桜さくら小こう路じシエルだな。俺がふとため息をつくと。

　不意に、シエルが「わ、私がプロマンガ家を目指したきっかけを知っているか、レナ？」と俺の顎あごのあたりに視線を向けてきて、ぎこちなく囁ささやいてきた。

「お、急にどうした？　なんだったっけ？」

「うう。覚えてないのか、寂さびしいぞ。私が昼休みや授業中に描かいていた風景画や建築画を、レナはまるでプロだと褒ほめてくれただろう？　それが、私がプロになると決めた動機だ」

「俺が？　そうだったのか……いや待て。お前は中学を卒業するまで一度もマンガを描かいたことがない。だってお前は風景や建物は描かけても、人間を描かけなかっただろう？　故ゆえに俺は、お前の『マンガ』を見たことがなかった。褒ほめたのは風景画と建築画だ」

「うむ。しかし今時、画家では食えない。絵で稼かせぐならイラストレーターかマンガ家だ。私の性格を考えれば、クライアントの注文が多いイラストレーターより、自分で作品内容をコントロールできるマンガだ。だから、急病で病院に緊きん急きゆう搬はん送そうされたお母さんを安心させるために、私は『プロのマンガ家になる』と約束した」

「……そうか。お母さんはどう言ってた？」

「ふふ、描かいたことがないのに、いきなりなにを言いだすの？　でも、あなたならできるわと笑ってたな」

「……あの人らしいな」

「お母さんが息を引き取る直前に、私は歴史的天才☆だから必ずなれる、と宣言しておいた」

　シエルの母親は、ちょっと、いや、かなりの変人のシエルにいつも優やさしかった。学校でシエルがどれほど𠮟しかられても、「風変わりだけれど優やさしくて純じゆん粋すいで、とても頭のいい子だから」とシエルを守っていたっけ。

　親からすら虐いじめられても仕方のない凸でこ凹ぼこ能力者のシエルがまっすぐに育って卑ひ屈くつな性格にならなかったのも、才能を発揮できる場を摑つかみ取とれたのも、母親の理解があったからだ。

「だが瀕ひん死しのお母さんが私の最後の言葉を聞き取れたかどうか、微び妙みようでな。だから私はお母さんの葬そう儀ぎ場で、お母さんの遺骨に向けて正式にプロ挑ちよう戦せんを宣言した」

　ああもう。その時の光景がわがことのようにはっきりと見える。胃が痛くなってきた。

「それで親族一同からひんしゅくを買った。またヘンな子供がヘンなことを言いだしたとか、自分の母親の葬そう式しきなのに涙なみだも見せないのねとか、人間の心がないとか、いろいろ囁ささやかれて怖こわくなって、思わず葬そう儀ぎ場じようから逃にげだしてしまった。それきり故郷には戻もどってない」

　シエルには、ちゃんと人間の心があるよ。シエルの心は、他の人間たちよりもずっと繊せん細さいで脆もろくて、だからちょっとばかり自分の気持ちを他人に伝えるのが苦手なだけだ。

　幼い頃ころからずっと一いつ緒しよだった俺は知っている。

　もちろん、シエルのお母さんだって。

「そんなことがあったのか。その場に俺がいればな。ごめんな、シエル」

「いや。私は衆しゆう愚ぐどもを豚ぶた小ご屋やに閉じ込めるという非効率を極きわめた学校に通うよりも、一人で部屋にこもって好きなことだけをやるほうが性しように合っていた。東京で一人暮らしを開始してから、半年足らずでデビューできたからな。やはり私は歴史的天才☆だな！　ぶいぶい！」

　お前はいつどこで「男組」っぽい台詞せりふを覚えたんだ。リアル会話で使うのはやめろ。

「シエルは凄すごいな。その……ＳＮＳの連れん絡らくを三年も途と絶だえさせてごめんな」

　レスをやめたのはシエルだが、シエルはコミュニケーションが苦手だし、連れん載さいマンガの執しつ筆ぴつで多た忙ぼうだったのだろう。俺が勇気を出して再度メッセージを送るべきだった。

「もう三年も経たってたのか？　以前、スマホを無くしてレスを返せなくなってな。新機種を買い直す際に番号変へん更こうした時に、旧機種のデータが全部消えてしまったのだ」

「そんな理由で三年放置？　なんだそれ、脱だつ力りよくした！」

　ＳＮＳ途と絶ぜつの原因は「スマホを無くした」だと？　会いたくなかったとかじゃなく？

　番号を変えてもデータは引ひき継つげるはずだが、興味がないことには疎うといシエルだからな……今日突とつ然ぜん三年ぶりにＳＮＳが飛んできたのは、編集長から俺の社用メアドを伝えられたからか。なんだよもう。あれこれ悩なやんで損した。やっぱりシエルは猫ねこだ猫ねこ。

「ふふ。こうして一いつ緒しよにファッションホテルに泊とまってやっているのに、なにを脱だつ力りよくしている？　光栄に思え、お前以外の殿との方がたとはファッションホテルになんぞ絶対泊とまらん」

「な、生々しい言い方はやめろ。ファッションホテルじゃなく、異世界の素そ朴ぼくな宿屋な」

「やれやれ、お前は時々よくわからないことを言いだすな。明日の傭よう兵へい稼か業ぎよう挑ちよう戦せんでは頼たよりにしているぞ、わがスタンドよ。ゴゴゴゴゴ」

「よくわからないことを言いだすのはお前だよ。あと傭よう兵へい稼か業ぎようじゃなくて、クエストな」

　ここは危険に満ちた異世界。元の世界に生せい還かんするまでは、俺は二度とシエルと離はなれられない。なにしろ、ほんの数秒で奴ど隷れい堕おちしてしまうくらいに騙だまされやすい奴やつだからな──。




☆




　翌日、俺とシエルは呪のろわれた石せき碑ひがあるという、のどかな田舎いなか村むらに移動した。

　問題の石せき碑ひは、村全体を見み渡わたせる丘きゆう陵りように建っていた。

「神しん木ぼく」と呼ばれる樹じゆ齢れい３０００年の大木の根元に建こん立りゆうされていて、石せき碑ひの高さはおよそ３メートル。幅はばが約１メートル。

　いつの時代に建てられたのかは不明で、過去２０００年の歴史に由来の記録がない。つまり、かなりの年代物。忘れ去られた古代文明の遺い跡せきなのだろう。

　出発前にギルド長からパーティ用の武具と防具をレンタルしてきたので、見た目は普ふ通つうの異世界パーティに多少近づいた。

　俺のいでたちは、サラリーマンスーツと異世界で愛用されている防ぼう御ぎよ服ふくの悪あく魔ま合体。否いや応おうなしに労働意欲をかき立てられる。やはりスーツとカッターシャツとネクタイは、気分を引ひき締しめてくれる。社しや畜ちく労働に比べれば、異世界クエストのひとつやふたつ、どうということはない！　……もしかして、会社の新人社員研修で洗脳されているのか、俺は。

　シエルは「人間五十年」Ｔシャツを着たまま、上から超ちよう軽量の防具を羽織っている。ありていに言えば紙かみ装そう甲こうだ。シエルに重量がある上着を着せると、すぐに体力が尽つきるからな。慎しん重ちようにガードしないと。ほんとうは村の食堂で待機していてほしいのだが……。

　俺たちの胸に輝かがやく「レベル１」の銅バッジを見た村人たちや教会の司祭たちは、

「あの石せき碑ひに近づくと災わざわいが……レベル１では攻こう略りやくは無理です。やめたほうがいいですよ」

「あれは、古代の魔ま族ぞくが築いた呪のろわれた石せき碑ひだと噂うわさされています。人間の魔ま術じゆつ師しにも呪のろいは解けないのです」

　と俺たちを心配してくれたが、シエルは「歴史的天才☆の私と、わが便利スタンドに不可能はない。ぶいぶい」と根こん拠きよもなく自信まんまん。

　もしかしなくてもお前は、古代石せき碑ひが見たいだけだろう。

　村人たちは「どうしてあの娘むすめさん、明後日あさつての方向を向いて喋しやべってるんだ？」「右に左に揺ゆれながら立っているが、熱でもあるのだろうか？」「石いし畳だたみから石いし畳だたみまでジャンプしながら移動している……あの歩行法にどういう意味が？」とシエルの妙みような行動パターンに戸と惑まどっていたが、皆みな、クエストに向かうシエルを心配してくれる善良な人々だった。

　現代世界だと虐いじめやからかいの対象になりがちだからな、シエルは。

　なんだかほっこりしてきたが、（もしかしてそれほど石せき碑ひが危険だということでは？　彼らは、帰ってこなかった冒ぼう険けん者しやを数多く見送ってきたのでは……）と俺は気づいた。

　だが、後こう悔かいしてももう遅い。

　シエルが「早く行こう、石せき碑ひが見たい見たい」とせかすので、安物だが頑がん丈じようさには定評がある巨きよ大だいな木製の盾たてを（俺が）構え、二人で丘きゆう陵りようを登りはじめたのだが──。




　僅わずか数分後には、シエルはパニックを起こして自分の頭をぎゅーと両りよう掌てのひらで押さえながら「うわあああ。うわああああ」と丘きゆう陵りようの中腹に蹲うずくまって悲鳴を上げていた。

「れれれレナ、無数の石いし礫つぶてが～!?　激しい突とつ風ぷうがあ～？　スコールみたいな大雨があ～？　雷かみなりがゴロゴロ落ちまくってるぅ～？　やだやだやだ、うわああうわああうわああ～!?」

「丘おかの外は晴れ上がってるのにな。古代石せき碑ひの祟たたり、半はん端ぱないな。さすがは異世界だ」

「おかしいぞ、数分前まで青空だったではないか。異世界の気象庁にクレームを入れてやるぅ～！　うわ、うわ、うわうわああああ～」

「落ち着けシエル。この巨きよ大だい盾たてがあれば石せき碑ひまで到とう達たつできる」

「ひい、すぐそばに雷かみなりが落ちた？　おへそ取られるぅ？　レナ、石せき碑ひは物理的に破は壊かいできないのではなかったか？」

「確かに今まで壊こわせた者はいないが、それは祟たたりを恐おそれてのことだろう？　それこそ平たいらの将まさ門かどの首くび塚づかと同じだ。一刻も早く出社してタイムカードを押したいこの俺には、通じない」

「うにゅ～。タイムカードのためなら命も賭かけるのかレナは。この社しや畜ちくめ～！」

　社しや畜ちく上等。今こそ、働けど働けど給料が上がらず物価と税金ばかりが上がり続ける生いき地じ獄ごくのような社会でデモもストライキも起こさずに羊のように死んだ目で黙もく々もくと働く、そんな日本のサラリーマンの社しや畜ちく魂だましいを見せてやろう。

　異世界よ、これが社しや畜ちくだ。

「石せき碑ひの背後に神しん木ぼくがあるだろう？　あの神しん木ぼくを真正面に据すえて移動すれば、石せき碑ひの攻こう撃げきを最低限に抑おさえられる。神しん木ぼく方向からは、枝葉が邪じや魔まになって石いし礫つぶては飛んでこない」

「あの木が動きだして襲おそってきたら終わりだぞ。ああいう木がお化けになる映画を、昔観みたぞ。ロード……なんだったかな？　ロード・オブ・キング・オブ・ジパング？」

「ロード・オブ・リングでは？　もしも動きだしたら、反転して撤てつ退たいしよう」

　俺はあちこちから襲おそってくる石いし礫つぶてから、うわ～ひえ～ふぇ～と大おお騒さわぎするシエルを庇かばいつつ、丘きゆう陵りようをじりじりと登った。

　一時間ほどかかったが、死ぬ思いで石せき碑ひに到とう達たつした。

　シエルを置いてきたほうが楽だった気はするが、とにかく無事に登りきった。盾たてはもうボロボロだが……買い取らされないよな？

「おおーさすがレナだな。忍にん耐たい強づよいぞ、見上げた三み河かわ魂だましいだ」

「俺たちは三み河かわ出身じゃないだろ」

　俺が忍にん耐たい強づよいのは、保ほ父ふ星ぼし流りゆうの意味不明の修しゆ行ぎようと、シエル係を長年勤めてきた経験の賜たま物ものだ。シエル係の習性なのか、シエルをこうして危機から庇かばっていると恐きよう怖ふ心しんも湧わいてこないしな。シエルが危なっかしいから、そんな余よ裕ゆうがなくなるのだ。

「あとは、この石せき碑ひをハンマーで破は壊かいするだけだ」

「うーん。レナに、ほんとに壊こわせるのか～？　無理だと思うぞ？」

「悪あく霊りよう的てきな攻こう撃げきはしてくるが、石せき碑ひは石せき碑ひだ。祟たたりを恐おそれない現代人の俺なら壊こわせるさ」

「では、やれ。だがその前に石せき碑ひの文字を見て丸暗記しておく。これは町で見た英語風の文字とはまったくの別物だ。やはりこの異世界では、歴史に断絶があるのだな……んん、興味深い」

　シエルには、見たものを一いつ瞬しゆんで映像として記き憶おくする写しや真しん眼がん能力がある。惜おしむらくは、大好きな歴史神話ネタ限定能力だということだ。

「よし、五秒経たった。もう覚えたなシエル？　壊こわすぞ？」

「うむ。寒くて怖こわくておしっこ漏もれそうなので、許可するぞわがスタンドよ」

「それでは、石せき碑ひを破は壊かい！　喰くらえ、社しや畜ちくハンマー！」

「メメタアッ！」

「そのオノマトペ、要いらないから」

　……

　……

「あ、あれ？」

「うわ～、壊こわせないではないかー！　保ほ父ふ星ぼし流りゆうはひたすら剣けんを岩から抜ぬくだけの中二病剣けん術じゆつだったのか～！　傷ひとつ付けられないとは、それでも私のスタープラチナか!?」

「おかしい。全力でハンマーを振ふるったのに、当たった感かん触しよくすらない。見えないバリアが張られているかのようだ」

「やはりな。レナ、これはきっと結界の仕業だ。平安陰おん陽みよう師じものでよくあるやつだ。やはりこの石せき碑ひは、物理的に破は壊かいできないのだ」

「……祟たたりが怖こわくて壊こわせないのではなく……ほんとうに破は壊かいできない代しろ物ものだというのか？」

「だから、タコ組長がそう言っていたから、そうなんじゃないか？」

　ギルド長の言葉は『破は棄きや撤てつ去きよを試みると必ず祟たたられるから、いつまでも動かせない』。

　だが俺は、この言葉を『祟たたられるから、誰だれも破は棄きや撤てつ去きよを試みない』と無意識のうちに勝手に読よみ替かえていたらしい。

「私はそんな過あやまちは犯おかさないが、人間はすぐに言葉を自分に都合よく解かい釈しやくするからな。言葉は一言一句弄いじらずに字義通りに捉とらえるに限るぞ、なんのための言語だ」

　うーん、返す言葉もない。なんでも字義通りにしか捉とらえられないシエルのほうが、かえって異世界では生き残りやすいのかも……詐さ欺ぎ師しに騙だまされやすいリスクもあるが、こういう無意識の思い込みによるポカはやらかさないだろうからな。

　待てよ？　破は壊かいを試みてしまったから、今までよりも強きよう烈れつな反はん撃げきが返ってくるのでは!?

　結界イコール祟たたりではないはずだ。ここから来る攻こう撃げきが、真の『祟たたり』だ！

「シエル、俺から離はなれるな。盾たてと俺の身体からだの間に挟はさまれ！　石せき碑ひの本気の攻こう撃げきが来るぞ！」

「あわ。あわわわ。いきなり抱だっこするなレナ。わわわ私に触ふれる時には許可を得ろ～！　私は、触ふれられるのが超ちよう苦手なのだ。知ってるだろう!?」

「悪いがそれどころでは……うおおおおおっ!?　ネズミだあああ!?　ネズミの大群が集まってきたあああっ!?　どこから出て来たんだ、こいつら!?」

「ふむ。丘きゆう陵りようのあちこちに巣穴を掘ほって寝ねていたらしい。プレーリードッグに近い種族だな。や～んかわいい～……って、ギャー!?　あっという間に身体からだに張り付いてきた～!?」

「シエルっ!?　だいじょうぶか？　張り付くな、お前ら！　しっ、しっ！」

「みぎゃあああ！　やめろーっ私を齧かじるなーっウィルスや細さい菌きんに感かん染せんしてしまうーっ！」

「えっ？　ウィルス？　まさか……いやでも、野生のネズミだから……持ってるのか!?」

「レナ。古代や中世の人間が恐おそれた『厄やく災さい』や『祟たたり』には、天災だけでなく『伝でん染せん病びよう』も含ふくまれているのだぞ？　奈良時代に聖しよう武む天てん皇のうが大仏を建こん立りゆうしてまで鎮しずめようとした『祟たたり』の本体は、政権を担になっていた藤ふじ原わら家けの四兄弟を全員殺し、日本の全人口の三割を大量死させた天てん然ねん痘とうだ。つまり、この石せき碑ひの『祟たたり』の本体は──」

「そうか！　この野ネズミ軍団は、早く追い散らさないと食い殺されるし、追い散らしても嚙かまれたらウィルスに冒おかされるという絶対に助からない攻こう撃げきか!?　まずいまずいまずい！　手持ちのポーションは一本だけ。一人分しかない！　撤てつ退たいだ、撤てつ退たいするぞシエル！」

　まさかシエルが一人でわあわあ怖こわがって騒さわいでいたウィルス攻こう撃げきを、古代石せき碑ひが齧げつ歯し類るいを介かいして駆く使ししてくるとは。

　この異世界にはウィルスという概がい念ねんがないから、丘きゆう陵りように棲すみ着ついた野生のネズミに嚙かまれて感かん染せんすると「祟たたられた」ということになるのだろう。

　命のない石せき碑ひが明らかにこいつらを操あやつっている点はいかにも異世界だが、これはまさしく「厄やく災さい」であり「祟たたり」だ。異世界人には、悪あく霊りようの仕業にしか見えない。

「すまないシエル。こんな危険な場所に、お前を連れてくるんじゃなかった。俺が野ネズミたちの囮おとりになって足止めする。坂を駆かけ下おりて逃にげろ。ほら、ポーションはお前が使え。強く握にぎりしめろ、落とすんじゃないぞ？　約束だぞ」

「ばかっ、自分から死亡フラグを立てるなレナ！　歴史的天才☆の私が、私もレナも守ってみせようではないか！　ポーションなど捨てろ！　メメタァ！」

　え─────っ!?　一本しかない貴重なポーションの瓶びんを、レナがぶん投げて割ってしまっただとーっ？

　ちょ、待てよ？　噓うそだろお前？　いったいなにをやって……!?

「フ。人間は死を覚かく悟ごすると、脳が活性化して一いつ瞬しゆんだけ覚かく醒せいするのだ。『走そう馬ま灯とう』とは、死地に追い込まれた人間の脳が人生全ての記き憶おくを再生して、生き残るための可能性を瞬しゆん時じに探さぐる『最終防衛機能』だという説がある。私はこの仮説にかけた！　〆切り直前になるとなぜか突とつ然ぜんマンガのアイディアが閃ひらめくという経験則からな！」

「マンガの〆切りと、リアル異世界の石せき碑ひの攻こう撃げきを、一いつ緒しよにするんじゃあない！」

「お。今の台詞せりふの言い回し、ジオジオっぽくてイイゾ～レナ」

　なに言ってんだよ。もうダメだ、終わった！　シエルを、守りきれなかった……！

　だが。

　この時、奇き跡せきが起きた。シエルにとっては「計算通り」だったのかもしれないが。

　ドオオオオン……！　と石せき碑ひの背後からいきなり爆ばく発はつ音おん。石せき碑ひが砕くだけた？

　いや違ちがう。煙けむりの中から──某ぼう阿あ部べさんみたいに濃こい顔の古代人男の幽ゆう霊れいが現れただと？

　あれ？　今、幽ゆう霊れいのおっさんが、「へウレカー」と叫さけんだ!?

　いったいどういうことだ、これは？　誰だれだ、こいつ!?

　同時にシエルは、俺に抱だきしめられながらぐるぐると両手を回転させはじめた。痛い痛い。俺の顎あごを殴なぐるな。痛いって。

「エウレカ～！　閃ひらめいたぞ、レナ！　歴史の謎なぞに私が触ふれた時に出てくるアルキメデスのスタンドが召しよう喚かんされた！　これで古代石せき碑ひの祟たたりに勝った第三部完！」

「このおっさん、アルキメデスなのかよ!?　って、どうしてシエルの妄もう想そうのアルキメデスが、俺にも見えているんだ？　異世界の魔ま力りよくの影えい響きようか？」

「レナ、ネズミを私の身体からだから払はらってくれ。この古代石せき碑ひは、かのナポレオンがエジプト遠えん征せい時に発見したロゼッタストーンによく似ている。石せき碑ひ上部に描えがかれた十二頭身の人物画は意味不明だが、下部に記されている神聖文字は読めるぞ！」

「さすがに、異世界の古代文字が古代エジプトの言語と同じわけないだろう？」

「完全に同じではないが、構造がよく似ているのだ。この異世界は、私たちの世界と文化的な共通点が多い。そもそも異世界の現行の言語も、英語そっくりだろう？」

　む、一理ある。ここは、まるで現代人が過去の歴史を参考に創造した世界のようだ。

　メタ的には異世界転生は創作物なのだからそれが当然なのだが、いざ実際に来てみると「なぜだ」と違い和わ感かんもある。この異世界は仮想世界ではなく現実に存在する世界だから。

　だが、俺自身が言ったように「異世界とはそういうもの」なのだろう。

「見ろ。古代エジプトの象形文字ヒエログリフと、文字の形や文法などが似ている。この古代語は、表意文字、表音文字、決定詞。３種類のヒエログリフから構成されている。しかも読む方向が常に一定なので、読む方向がぐちゃぐちゃの本家よりもずっと簡単だぞ」

「お前の言葉の意味がさっぱりわからんが、それって閃ひらめいたんじゃなくて、自力で言語を解読してるだけじゃね？」

「この石せき碑ひがロゼッタストーンに似ていることに気づいたのが、閃ひらめきだ。単語の意味がわからないので文章の具体的な内容は謎なぞだ。だが、恐おそらく悪あく霊りよう封ふう印いんの呪じゆ文もんだと思う」

「こいつは、悪あく霊りようを呼び出して土地に仇あだを為なす石せき碑ひじゃなかったのか？」

「歴史の闇やみに埋うもれて今では解読不能になっているが、この石せき碑ひに取り付けられた緊きん急きゆう停止装置のようなものだろう。人間が発音できる母ぼ音いんと子し音いんのパターンを組み合わせて全部試ためそう。可能性があるパターンを総当たりして、片かたっ端ぱしから高速詠えい唱しようするぞ」

「総当たりかよ。いったい何パターンあるんだ？」

「聞かないほうがいいと思うぞ。異世界人の発音を聞く限り、たぶんだいじょうぶだ。人間も土つち蜘ぐ蛛ももタコ組長もバルカン人も、なぜか発音領域に関しては私たちと共通している」

「わかった、急げ！　ネズミたちが盾たてを齧かじりはじめた！　盾たてが壊こわれたら、お前も俺もネズミの渦うずの中に吞のみ込こまれる！」

「全集中する。私の頭にヘッドホンを付けてくれ、レナ」

　シエルが目を瞑つぶりながら、一心に呪じゆ文もんを詠えい唱しよう開始した。凄すさまじい早口な上に謎なぞの古代言語なので、俺にはシエルがなにを呟つぶやいているのかまるで理解できない。だが、次々といろいろな発音のパターンを試ためしていることだけは声の響ひびきからわかる。中国語っぽい発音からドイツ語、ロシア語、スペイン語、フランス語、英語、どこかで聞いたことがある発音の数々。なによりも速い。ほんとうに、高速詠えい唱しようだ──凄すさまじい集中力と語学力だ。

　ああ。集中して自分の能力を駆く使ししている時のシエルの横顔は、ほんとうに……。

「よし。当たりを引いた！　終わったぞレナ」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　古代石せき碑ひが発生させていた怪かい異いが、噓うそのようにぴたりと鎮しずまった。

　大雨も。暴風も。石いし礫つぶても。雷かみなりも。あと、アルキメデスも。

　大量の野ネズミたちも、何事もなかったかのように巣穴へと戻もどっていった。

　頭上には爽さわやかな青空が戻もどって来きて、涼すずやかな風が丘きゆう陵りように吹ふき上あがってきた──。

「……ほんとうに……止まったのか？」

　危き機き一いつ髪ぱつだった。シエルの偏へん執しつ的てきな歴史マニア癖ぐせが、クエスト達成に役立つとは。

「スタンドガード、ご苦労。頼たよりになるバディだな、レナは。もしもお前が逃にげだしていたら私は今いま頃ごろ、ネズミに食くい尽つくされてしゃれこうべだったぞ」

「お前を放りだして逃にげるわけないだろうが。ギャン泣きされたら目覚めが悪くなる」

「ふふ。私は客観的な事実を言っただけだぞ？　レナが私を置いて逃にげるわけがない、逃にげるわけがない、逃にげるわけがない、逃にげるわけが」

　四回言っても、異世界の大自然に黄金長方形は見つからないからな。

「さてと、この古代石せき碑ひはもう安全だ。戦利品として持って帰って、高値で売うり払はらおう。私物にしたいが、でかすぎて置く場所がないからな」

「いやいやもう一度壊こわしてみるか、無理なら地中深く埋うめよう。いつ再起動するかわからないからな。どういう理り屈くつで石せき碑ひが災さい厄やくを発生させる装置として動いているのか、謎なぞのままだろう？」

「ふむ、そうだな……時間が経たてば再起動する可能性は確かにあるな」

　外し終えて首にかけたヘッドホンを弄いじりながら、シエルが明後日あさつての方向を見つめつつ呟つぶやいた。

「ここは魔ま術じゆつが実在する世界だから、この石せき碑ひには『土地の歴史記き憶おく』が『魔ま力りよく』として実際に封ふうじられているのかもな。古代の自動魔ま術じゆつ発生装置というわけだ」

「だから、そのお前の造語の『土地の歴史記き憶おく』ってなんだよ？　せっかく自己解かい釈しやくして片付けたのに、またわからなくなったじゃないか!?」

「レナ。ここは、とても面おも白しろい世界かもしれない。町に戻もどったら図書館に通かよい詰つめるぞ。２０００年以前の古代の歴史が、図書館のどこかに残ってないかな？」

　どうやらシエルは、異世界の歴史を発はつ掘くつできるクエストに夢中になってきたらしい。

「さあ、はじまった。図書館の本を全部読むとか言うなよ？」

「もちろん全部読む。歴史ネタに変へん換かんして記き憶おくすれば丸暗記できるから、すぐに終わる」

「まず帰る方法を考えようぜ。タイムカードを押せないし、いつまでも出社しないと俺は解かい雇こされる。シエルだって、マンガの原げん稿こうを描かかないと」

「この社しや畜ちくめ。早く帰りたいのなら、それこそ歴史調査が最優先だ。文ぶん献けんから帰き還かん方法を発見できるかもしれないだろう？」

　一理ある……のか？

　ともあれ町に戻もどる前に、村人たちに「終わりましたよ」と報告しなくてはな。みんな、足取りすらひよこのようにおぼつかなくて怪あやしかったシエルを心配している。
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　村の広場に戻もどってみると、賑にぎやかな祝賀会が開かれていて、俺とシエルは村人たちから熱ねつ烈れつ大だい歓かん迎げいされた。特に、呪じゆ文もんを詠えい唱しようして石せき碑ひを止めたシエル。

「おかえりなさい、冒ぼう険けん者しや様たち！」

「石せき碑ひを封ふう印いんして頂き、どれほど感謝してもしきれません！」

「あたしゃ、この娘むすめさんが魔ま術じゆつで守護精せい霊れいを召しよう喚かんして石せき碑ひの悪あく霊りようを封ふうじた瞬しゆん間かんをこの目で見たんだよ。いやあ、そりゃもう顔の濃こい立派な守護精せい霊れいだったねえ。男前でねぇ」

　見物人がいたのか。丘きゆう陵りようの一歩外は、無風快晴だったからな。でもあのアルキメデスは、守護精せい霊れいとかそういう大それたものではなく、シエルの妄もう想そうですよ？

「杖つえすら使わずに、すらすらと呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていたよ。その呪じゆ文もんの長いこと長いこと」

「このお嬢じようさんは２０００年前に予言されていた、魔ま王おうを倒たおす大だい賢けん者じや様かもしれないな！」

「あんたは村の救世主だよ、ほんとうにありがとうね」

「みぎゃあああ。おばさんが抱だきついてきた～!?　助けろレナ～!?」

「あら、ごめんなさいね。そうね、あなたは膨ぼう大だいな魔ま力りよくを持つ大だい賢けん者じやだものね。あたしに自分の魔ま力りよくが流れ込むことを心配してくれているのね。なんて優やさしい子なのかしら!?」

　シエルは、接せつ触しよくされることを極度に苦手にしているだけですよ？

「この子がわしらと決して目を合わせないのは、魔ま力りよくが強すぎて一ひと睨にらみでわしらの精神を支配できてしまうからじゃろうな。常にわしらの安全を気き遣づかってくださっているのじゃ」

「いやあ奥ゆかしい賢けん者じや様だなあ。こんなに愛らしい幼子が、すげえ自制心だ！　尊敬するぜ！」

　シエルは、他人と視線を合わせるのが苦手なだけで……誤解が連れん鎖さしているな。

「あの呪じゆ文もんは、石せき碑ひに刻まれた古代文字だったのですね？　私どもはあの古代文字を読めるお方に、長い信しん仰こう生活ではじめてお会いしました」

「法皇猊げい下かや魔ま術じゆつ学園の教授たちですら読めない古代文字を、一いつ瞬しゆんで解読してしまうなんて」

　村の教会に勤める司祭たちも、手放しでシエルの偉い業ぎようを褒ほめ称たたえている。

　あの古代遺い跡せきを止めるクエストはそれほどの難業だったのか。道理で、今朝のギルド長が「どれでも好きな防具と武具を持っていきな、二に束そく三さん文もんで貸してやる。ポーションをもう一本あげたいが、在庫切れでなぁ」とやけに親切にしてくれたわけだ。

「あなた様は大天才です。ぜひ、大教会で猊げい下かの謁えつ見けんを──紹しよう介かい状じようを書きますので」

「……うぐ……うぐぐぐぐ……」

　シエルが緊きん張ちようして固まっている。これほど人々から感謝されてちやほや褒ほめられた経験がないから、どう反応していいのか戸と惑まどっているんだな。混乱したシエルがパニックを起こして逃にげださないように、そっと背後に立ってスタンドのように見守っておこう。

「大だい賢けん者じや様、どうぞお納めください！　これは、わしら村人からのせめてもの謝礼です」

「今や世界的にも希少種となった食肉植物ザラセミラの鉢はちです。この村の特産品で、飼育は簡単です。週に一度、筒つつ状じようの葉の中に生の鶏とり肉にくを一ひと欠かけ片ら落としてやってください」

「ぐえっ食肉植物？　こいつ踊おどってるぞレナ。指を突つっ込こんだら食われそうだな、コワー……」

「こらこらシエル。露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしない。ありがたく頂きなさい」

「奇き妙みような植物ですが、咲さき誇ほこる花がほんとうに美しいんですよ。頭の花はな飾かざりにお使いください、愛らしい大だい賢けん者じや様にきっと似合います」

「……うむ。あ、あ、あ……ありがとう……」

　おお、受け取れた。偉えらいぞシエル。踊おどりだして鉢はちを落とさないようにな。

「ほらシエル。祝賀会を開いてくれた村の皆みなさんに一言、なにか言え。感謝の言葉を」

「う、うむ。私は歴史的天才☆だからな！　当然のことをしたまでだ、はっはっは！　今日は、記念すべきわが歴史的天才☆伝説の初日。はじめての傭よう兵へい稼か業ぎよう達成だ！」

　おおおお、ぱちぱちぱち、と村人たちが興奮して拍はく手しゆを送る。純じゆん朴ぼくな人たちだな。

　シエルにとっては、もしかしたら現実世界よりも住すみ心ごこ地ちがいい世界なのかも。

「シエル、おめでとう。でも傭よう兵へい稼か業ぎようじゃなくてクエストな。そろそろ覚えろ」

「もぉ～、レナはほんとに細かいなあ～。では正式に宣言しよう。『クエスト達成！』」

　おおおお、ぱちぱちぱち。

　満面の笑えみでシエルに拍はく手しゆと祝福と声せい援えんを送る村人たちの姿は──しかし、その瞬しゆん間かんに俺とシエルの視界から忽こつ然ぜんと消えていた。




　俺とシエルは──現実世界のあのマンションの一室に、瞬しゆん時じに戻もどっていたのだった。
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「どういうことだ、レナ？　なぜ唐とう突とつに戻もどってしまったのだ？　こんどこそ美う味まい異世界料理が食べられそうだったのに～！　祝賀会会場に、緑色じゃないフルーツがいっぱいあったぞ!?　林りん檎ごみたいなフルーツとか～！　食べた～い！　お腹なか空いた～！」

「……最後のほうは、まるきりシエルが睡すい眠みん中ちゆうに見ていそうなご都合展開だったぞ。全ては、シュメールの合わせ鏡が俺たちに見せた幻げん覚かくだったのかもしれないな……」

　そうだよなあ。異世界なんて、この世せ知ち辛がらい現実に存在するはずがなかったんだ。

　現地語が英語そっくりだとか、古代語がエジプトのヒエログリフに似ていてしかも本家よりも文法が簡単だとか、やっぱりあそこはフィクションの異世界そのものだよな。

　ただし、人間の精神に強きよう烈れつに干かん渉しようする不思議な鏡が存在することだけは認めよう。

　シエルが異世界転生を描えがくための「経験」をたっぷり積めたのだから、結果オーライだ。

　一応俺は、スマホを開いて「夢仮説」を確かく認にんしてみた──異世界では宿屋に一晩泊とまったが、実際には合わせ鏡に挟はさまってから数秒ないし数分しか経過していないはずだ。

「あれ？　日付が一日進んでいる。妙みようだな。丸一日寝ねていたのか？」

「レナ、なにを言っている。あの異世界は夢ではないぞ、現実だ。これが、動く証しよう拠こだ」

「うわっ？　ザラセミラの鉢はちを突つき出だしてくるなーっ、びっくりした！　シエルお前、異世界から謎なぞの食肉植物を持ち込むんじゃない！」

　シエルが、食肉植物の鉢はちを俺の目の前に突つき出だしてきた。筒つつ状じようの葉っぱが「餌えさをください」と言いたげにくねくね踊おどっている。確かに『動く証しよう拠こ』だ。飼い主に似て落ち着きがないな。

　じゃあ、あの異世界は──夢じゃなかったのか!?

「待てよ？　こらこら、検けん疫えきはどうなった!?　もしもこいつが危険な未知のウィルスを持っていたら、人類の危機だぞ!?」

「レナ。心苦しいが、それを言いだしたらわれわれは一生、マンションの部屋から出られなくなる。だからもう、異世界ウィルスの件は考えないことにしよう」

　極度の感かん染せん恐きよう怖ふ症しようなのに、それでいいのかお前は。明らかに取とり越こし苦ぐ労ろうだったし、俺は構わんが。むしろ「世界の人類を救うためだ。一生、二人でこのマンションにひきこもって年老いて死んでいこう」などと迫せまられるほうが困る。

「ほら。ウ●コ恐きよう怖ふ症しようのお嬢じよう様さまだって、実際にウ●コを触さわってしまったら、もうウ●コなんてどうでもよくなりましたわ～触さわっても死ななければ平気ですわ～ってなるだろう？」

「お年とし頃ごろの女の子が、ウ●コなんて言葉を使っちゃいけませんよ？」

「あの異世界は、この現実世界と奇き妙みようなほどに親和性が高い。あの石せき碑ひが操あやつっていた野ネズミの類いを持ち込まない限り、ウィルス問題はないものと考えていいだろう。念のため、この食肉植物はマンションから持ち出し禁止にしておくが」

「……そうしよう。結局、あの異世界の正体はなんだったんだ？」

「様々な仮説が考えられる。手がかりはやはり、不自然なまでの現実世界との親和性の高さだ。とりわけ言語の類るい似じ性せい。古代言語までが類るい似じしているなんて、偶ぐう然ぜんのはずがない」

　シエルはリビングルームのホワイトボードの前に立って、水性マジックで「書き書き」と超ちようスピードでなにかを書き込みはじめた。

「仮説その一、超ちよう未来説。異世界が遥はるか未来の地球だという説だ。一万年の間、人類と魔ま族ぞくは戦っていたと言われているが、洪こう水ずいなどがあって２０００年より以前の歴史記録は失われたとタコ組長が言っていただろう？　失われた一万年とは、そう、私たちが今生きているこの世界だ。だから言語や文化が類るい似じしている。異世界の文明レベルが中世まで後退した理由は、今の文明が一度滅めつ亡ぼうしたからだ。科学の代わりに魔ま術じゆつが再び発達した。土つち蜘ぐ蛛もとか蝦夷えみしとか熊くま襲そとかは、現行人類が新たな地球環かん境きように適応した亜あ種しゆと推定できる」

　そもそも異世界は異世界なんだし、実在することが明らかになった時点で別にどうでもよくね？　って、待てよ。「その一」だと？　いくつあるんだよ。

「仮説その二、超ちよう過去説。異世界が、遥はるか過去の地球だという仮説だ。異世界がなんらかの原因で一度滅ほろびた後、文明を再興した人類が現代社会を築いたという逆パターンだ。前世紀に魔ま軍ぐんと人類軍の大戦争が起きて滅めつ亡ぼう寸前まで行っただろう？　その後結局、異世界文明は滅めつ亡ぼうし、その原因となった魔ま術じゆつが切り捨てられ、人類は科学を発展させるルートを選び直したのだ」

「魔ま族ぞくとかオークとかエルフはどこに行ったんだよ？」

「文明再生の過程で、新しい世界に適応できなかった土つち蜘ぐ蛛もたちは北ほく欧おう神話やケルト神話や古事記日本書紀に痕こん跡せきを残しつつ、静かに滅ほろびていったのだろう。ムー業界では『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』などの古代インド神話には古代に発生した核かく戦せん争そうが描えがかれていると言われているが、実は魔ま術じゆつ戦争だったのだ！　この仮説を採用すれば、謎なぞに包まれたシュメール文明のルーツを『異世界文明の生き残り』だと推定できるぞ」

　ムー業界ってなんだよ。

「仮説その三。私たちが生きている現実世界からどこかの時点で分ぶん岐きした、並へい行こう宇宙世界説。アメコミ映画でよくあるやつだな。シュメール文明時代の途と中ちゆうで両者が分ぶん岐きしたと仮定すれば、二つの世界に共通点が多いことも説明できる。他にも、宇宙11次元説やホログラフィック宇宙理論や人間原理などから、さらに異なる仮設も──」

「シエル。なんでもいいから、マンガを描かこうぜ。既すでに一日経過してるんだぞ」

「やれやれ、まったく社しや畜ちくはこれだから。わかったわかった描かいてやろう。異世界を直接見聞取材してきた今の私なら、簡単だ──」

　シエルは「自信アリ」とばかりにひよこダンスをぴよぴよと踊おどりながら、タブレットに描かき込こみを開始してくれた。まずは世界観のイラストラフ作成、続いてキャラクターのラフ作成、そしてプロット構築だ。恐おそろしく筆が速いな。

「ふふふ。この目で見てきたので、リアルに描かけそうだ。見たままを描かけばいいからな」

「おお。いいぞ、背景はばっちりだな。完かん璧ぺきな記き憶おく力りよくだ、凄すごいぞシエル」

「ははは、そう褒ほめるなレナ。さて、異世界のキャラクターを描かくとするか……」

　だが──シエルの快かい進しん撃げきは、背景画のイメージラフを描かき込こんでいた時点までだった。

　たちまちシエルは行いき詰づまり、頭を抱かかえて「うあああああ」と悶もだえはじめた。

「ダメだダメだダメだ。プロットも思おもい浮うかばないが、それ以前にキャラクターラフを描かけない！　取材不足だった！」

「ええっ？」

　異世界食堂ではオークのウェイターやダークエルフの奴ど隷れい商人に魔ま術じゆつ師しの女の子。ギルドでは元冒ぼう険けん者しやのギルド長。村では村人たちや司祭たち。大勢の異世界の人々とたっぷり交流したはずだが？　どうしてキャラクターラフを描かけないんだよ？

「レナ、今すぐ異世界にもう一度行くぞ。創作意欲が燃えているうちに取材続行だ！」

「ちょっと待て。まさかお前、向こうで褒ほめられすぎて異世界中毒になりかけてないか？　ネトゲ廃はい人じんみたいになってないか？」

「断じて違ちがう、取材が必要だから行くのだ。戻もどり方かたはわかった。クエストを達成した後『クエスト達成』という呪じゆ文もんを詠えい唱しようすればいい。マスクとアルコールで完全防備してコンビニに行くよりも安全で簡単だろう？　ほら、合わせ鏡の間に身体からだを挟はさみ込こむぞ」

「こらこら！　俺はまだ行くと同意していないぞ？　行くとしても、こんどはきちんと取材計画を立てよう。少しは考えてから行動しようぜ」

「……そうか。帰き還かんする方法はもうわかってるし、私一人で行ってもいいのだが……」

「あ、いや、俺も行きます……一人で行かせたらまた奴ど隷れいにされるだろ、シエルは？」

　くそっ。誰だれよりも騙だまされやすいシエルを一人で異世界に遠足に行かせられるほど、俺は豪ごう胆たんでも冷れい淡たんでもないんだ。食事問題も会話困難問題もあるし、断れないじゃないか。

　ほんとうに手のかかる猫ねこを飼っている気分だ。猫ねこって飼い主を自分の奴ど隷れいだと思っているらしいが、あの俗ぞく説せつはほんとうなのだろうか？

「むふー。やはりわれわれは眠ねむれる運命の奴ど隷れいらしいなゴゴゴゴ。それでは行くぞレナ！　二度目の異世界転移だ！」
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　……また、異世界に来てしまった。

　今回はなぜかカナの町に直接転移できたので、バルコニーから眺ながめる星空が綺き麗れいだったあの宿屋に入り、同じ部屋を再び借りた。シエルは同じ部屋に泊とまりたがるのだ。

「やった～。緑色じゃないフルーツだあ～。ぱくぱく。あまあま」

　部屋に着くなり、おやつの時間かよ。完全に常連客化しつつあるな。

　とにかく仕事再開だ。「ちょっとだけ図書館に」と愚ぐ図ずるシエルをテーブルの前に座らせて、ペンを取らせる。異世界の絵え描かき作業は、当然ながらアナログだ。

「さあ異世界に来たぞ？　いったいなにが足りないんだシエル？」

「うむ。まず古代石せき碑ひの封ふう印いんだけでは、エピソード的に弱い。第一話から第三話にかけての摑つかみには、もっと読者を引きつけるインパクトがあるエピソードが欲ほしいぞ」

「それは一理あるが、ストーリーは自分で考えればいいだろう？」

「実際にクエストを受注して達成する経験を積むほうが、ずっとマンガにリアリティが出る」

　うーん。「ほんとうにやったことをマンガにする」手法を異世界で続けていくと、最終的に魔ま王おうと対決させられそうで心配だが……三ヶ月で編集長の無茶な要求に応えるには、一番効率的なやり方かもしれない。

　古代遺い跡せきの呪じゆ文もん解読エピソードは前作「れきじょっ！」と微び妙みように設定が似ているし、確かにファーストエピソードには鮮せん烈れつなアクションと外け連れん味みある設定が欲ほしいところだ。

「だが最大の問題は、異世界人のキャララフを上う手まく描かけないということだ、レナ」

「そうか。怒おこらないから、とりあえず描かいてみろ。それを見て対策を考えよう」

「わかった。見ても怒おこるなよ？　書き書き」

　できたー！　とシエルが提出してきた異世界人のキャラクターラフは……。

　どれもこれも幽ゆう霊れいのようにぼんやりした輪りん郭かくで、しかも顔がのっぺらぼうだった。

「……どれがオークでどれが人間でどれがダークエルフなのか、さっぱりわからん……」

　服装で見分けがつくのは、魔ま術じゆつ師しの娘むすめくらいだ。でも、その魔ま術じゆつ師しキャラも顔がない。

　へのへのもへじでいいから顔を描かけよ、怖こわいだろ。夜中に見たら鳥とり肌はだものだよ。

「いいかレナ、これが土つち蜘ぐ蛛も。姿勢が悪いだろう？　これが異世界人間。耳が丸いだろう？　これがバルカン人。耳が尖とがっていて、バルカン式挨あい拶さつをしている」

「ダークエルフはそんな挨あい拶さつはしないよ。どのキャラも憶おく測そくだけで描かいてるな、これ。なにより顔がないのがまずい。ホラーマンガだぞ、これじゃ」

「うみゅ～。みんながどんな姿だったか、どうしても思いだせなくて」

「さんざん会って喋しやべっただろう？」

「私は異世界では普ふ段だんよりも緊きん張ちようするから、ずっと目を伏ふせて、誰だれとも視線を合わせないどころか視界にすらほとんど入れなかった。会話中も常にレナに喋しやべらせていた。だから、相手の姿をろくに見ていない！」

　胸を張って威い張ばって言うようなことか。

「未知の要素だらけの異世界では、シエルの人見知り傾けい向こうがより先せん鋭えい化かされるんだな。まあ、情状酌しやく量りようの余地はある」

「おお～レナは優やさしいなあ～。では、新作は新感覚ののっぺらぼうマンガということで許してくれるな？」

「俺が許しても、編集長が許すか馬鹿ッ！」

「むむむ」

「なにがむむむだ。そもそも取材中に俺に頼たよりすぎだ。シエルが人と目を合わせるのが苦手なのは知っているが、せめて会話は自分でやらなきゃダメだろ？　未知の異世界だからこそ、相手ときちんと向き合わないと取材経験にならないぞ？」

「うむ、そうだな。でもまあ、現実世界でも私の行動パターンは基本的に同じだがな」

「……そういえば前の担当者とは、どうやってコミュニケーションを取っていたんだ？」

「前任の編集者の顔はちゃんと見たことがないから覚えてない。三さん人にん称しようで呼ばないから名前も忘れた。時々来る差し入れは、ウィルス感かん染せんの危険があるから全部突つき返かえした」

　あの編集長から詰つめられた上に作家は奇き行こうの連続。そりゃ失しつ踪そうするよ。俺がシエルに代わって「悪気はないんです」と詫わびないと。ほんとうに、こいつに悪気はないんだ。ただコミュニケーションが極きよく端たんに苦手なだけで……これで悪気があったらとんでもないな。

「人の顔を見ないお前が、むしろどうやってマンガを描かいているんだ？　キャラの感情の動きをどう表現している？　相手の顔を見なければ、相手の心も読めないだろう？」

「……他人の心は、私にとっては謎なぞに満ちたブラックボックスだ。だから、他の作品の心理描びよう写しやシーンを参考にしてトレースする。もちろん構図や台詞せりふはオリジナルのものに変へん更こうするが。私には理解不能だが、人類の精神には『共感性』という能力があるそうだ。私が『共感性』の表現を模も倣ほうしても、それは『共感性』を持たない独りぼっちの私にとっては空っぽのニセモノだが、『共感性』を持つ読者にとってはほんものに見えているはずだ」

　……シエル。

「私のマンガは、夜空に光る過去の星の輝かがやきを、あたかも今現在の瞬しゆん間かんの輝かがやきの如ごとく描えがいているようなものだ。現在の星の光は、愚おろかな私には決して見ることができない。それでも、見えているかのように演じることはできる──」

　そんなふうに、自分には他人と共感する能力がないみたいな言い方はするなよ。

　シエルにもあるはずだろう？　俺とお前の間に、共感する瞬しゆん間かんが一度もなかったはずがない。昨夜、一いつ緒しよにドラゴン暗黒星雲を眺ながめていた時だって……。

「……お前のマンガは、蘊うん蓄ちくは凄すごいがドラマパートが弱い、恋れん愛あいパートがないと言われていたが、理由がわかったよ」

「んにゃっ？　れれれれ恋れん愛あい？　んん、そんなもの拙せつ者しやのマンガには不要ですぞ!?」

「こらシエル。口調、口調。オタク口調は禁止だろ」

「了りよう解かい。オタク口調は禁止」

　一時期、シエルがアニメの影えい響きようでオタクキャラ口調になってしまい面めん倒どうだったことがあった。

　シエルは基本的に自分自身の喋しやべり方かたというものがわからないので、すぐに人の口調をコピーしてしまう。コピー以外に喋しやべる方法がないのだ。マンガで覚えたオノマトペを多発するのも、そのためだ。

　ちなみに今のシエルの口調は、昔の俺の口調をコピーしたものだ。俺が少々中二病を煩わずらっていた時期の……まさに「過去の光」だな。過去の暗黒星雲と言ったほうがいいか。

「あ～。『れきじょっ！』は歴史資料がいっぱいで楽ちんだったのに、異世界は未知の領域ばかりでハードルが高すぎるぅ～」

「そういえばこの世界の人物画には、写実性もマンガ風味もないな。『見て模写する』のも難しいのか」

　これは、ギルド長の部屋に飾かざられたいろいろな絵画を見た俺の感想である。

「そうそう。画風が中世ヨーロッパ風にゃのだ～。ルネサンス期以前のヘタウマ絵だ」

「ともかくシエル。俺がついているから。異世界の人たちの顔と名前を意識して覚えながら、自分で会話しような。相手の目を直接見るのは無理でも、ぼんやりと顔全体を視界に入れるくらいならできるよな？」

「仕方ないな、善処する」

　シエルがパニックを起こさないように俺がサポートしながら、ヒキが強そうな新クエストを請うけて、そのクエストを解決しつつシエルを異世界の住民たちと直接交流させる。

　これを全部同時並へい行こうで、できるのだろうか？

　いやあ。マンガ編集者の仕事って、こんなにも大変だったんだな……？

「そうだシエル。今ここで俺の顔を見ながら描かこう。慣れた俺相手で練習しておこう」

　シエルにはハードルの高いチャレンジだ。担当の俺が人ひと身み御ご供くうにならなければ。

「ふにゃあっ？　れれれレナの顔をちょちょちょ直接見る？　そんなの眩まぶしすぎる！　できるわけがない！　できるわけがない！　できるわけが」

　なんで手をぐるぐる振ふり回まわすんだよ。パニックを起こすほどのことか？

「反復言語禁止な。無理に見つめなくてもいいぞ、さすがに俺の顔くらい覚えてるだろう？　のっぺらぼうだったら俺は泣くぞ？」

　せめて、へのへのもへじで頼たのむよ。お前の好きなマンガのキャラの顔をトレースしてもいいぞ。モロにジオジオ風だったら吹ふきだしてしまうかもしれんが。

「うう～。わ、わかった……わわわ私がお前に視線を向けても、視線を合わせてくる攻こう撃げきはするなよレナ？」

　視線を合わせるのは、攻こう撃げきじゃないからな？

「……あううう～。ちらっ、ちらっ」

　あ、あれ？　上うわ目め遣づかいに俺の顔をちらちら覗のぞき込こんでくるシエルが、なぜか妙みようにかわいい。今までよりも、ひよこ感が増している。あ、視線が合ってしまった。赤くなるなよ。

　ど、どうした俺。こいつは俺の従妹いとこだぞ。シエルだぞ。動どう揺ようするんじゃない……！

「……で、できたぞレナ。ど、ど、どうぞ。見ても『似てない』と怒おこるなよ？」

「怒おこらない怒おこらない。目と鼻と口さえ描かいてくれていれば──って、誰だれコレ!?」

「……レナに決まってるだろう」

　さすがに上う手まい。でも俺ってこんなに──イケメンだっけ!?　マジで誰だれなんだ、このスーツとネクタイが似合う爽さわやかな美青年は？　俺が鏡で毎日見ている俺と全然違ちがうぞ。

「い、いつも私をスタンドのように寄より添そって見守ってくれる、笑え顔がおのレナだ」

　シエルが見ている俺の笑え顔がおは──俺自身が知らない俺だった。

　そして、この絵を「ど、ど、どうぞ」と恥はずかしそうに俺に提出してきた桜さくら小こう路じシエルが、厄やつ介かいな従妹いとこが、この瞬しゆん間かん、俺の目には酷ひどく眩まぶしく見えていた。
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　異世界の夜空には、眩まぶしいほど強く輝かがやく無数の星がある。異世界にも、星座の概がい念ねんがあるのだろうか？　シエルと俺が命名した「暗黒ドラゴン星雲」は、やはり異世界でも暗黒ドラゴン星雲と呼ばれているのだろうか？

　今、俺とシエルは、ギルドを出立して二時間ほど移動し、町の郊こう外がいにあるサーカス団のテントのような仮設建物の入口に到とう着ちやくしたところだ。

　仮設テント周辺の駐ちゆう車しや場じようとおぼしきスペースには、高級そうな馬車が続々と集まってくる。そう、今こ宵よいこのテントで開かい催さいされるイベントは──。

「レナ。私はギルドでこのクエストを一目見て、直感した。第一話を飾かざるエピソードにふさわしいクエストは、これしかないと！　クエスト『奴ど隷れい商人から少女たちを解放せよ』！」

　美しい異世界の星空とはおよそ似つかわしくない「奴ど隷れいオークション」だ。

　現代だったら洒落しやれにならない邪じや悪あくなイベントだが、どこか牧歌的なのは、奴ど隷れいを目当てに馬車に乗って集まってくる客の多くがゴブリンだったりオークだったりするからだろうか？　その分、現実感がない。ちなみに首輪を塡はめられて売りに出される奴ど隷れいの比率は、男女半々。種族も、人間に限らず実に雑多だ。

「食堂に私を騙だまそうとした奴ど隷れい商人がいただろう？　あいつが仕切っているオークションに違ちがいない。冒ぼう険けん者しやパーティらしく、奴ど隷れいたちを解放して華はな々ばなしく連れん載さいを飾かざろう」

「確かに奴ど隷れい商人がいたな。異世界×奴ど隷れいの組み合わせは、異世界転生の風物詩だ」

「嫌いやな風物詩だな。文明社会が育ててきた人権意識はどこに消えてしまったのだ？」

「まあ、異世界だしな」

「アクションシーンに必要な武具は、ちゃんとタコ組長から借りてきたか？」

「仕し込こみ剣けんをレンタル済みだ。日ひ傘がさにも杖つえにも変形するが、実は剣けんという優すぐれものだ」

「私は、タコ組長から奴ど隷れいの首輪を借りてきた。重いけどかわいいゾ～この首輪。どうだ？　レナのかわいいペットに見えないか？」

　まずい。実際、首輪を塡はめたシエルがかわいく見える。俺はどうしてしまったんだ……。

「どこから見ても、借金苦でいたいけな乙おと女めを奴ど隷れいとして売り飛ばしに来た社しや畜ちくサラリーマンと、そんなヒモ男のために自らを犠ぎ牲せいにすると決めたけなげな彼女。完かん璧ぺきな変装だ」

「飼かい猫ねこに首輪をつけて散歩に来た、社しや畜ちく生活にくたびれた男に見えるんじゃないか？」

「どっちでも同じだ。いいからこのまま会場に入り込むぞ。機会を捉とらえて内部から反乱の火の手を起こすために」

　数百人は集まってきそうだが、戦力は二人だけ（実質俺一人）。だいじょうぶか？

　開かい催さい準備は着々と進んでいる。あと一時間もすればオークション開始だろう。

　しかし、受付入口で係員に接せつ触しよくする直前に、想定外のトラブルが発生した。

　強ごう引いんに列に割り込んできた、いかにも成なり金きん風ふうの大おお柄がらなゴブリンが、「順番をお守りください」と注意して後方待機を命じた係員に大声でどぎつい言葉を浴びせたのだ。

「金ならいくらでも出す！　今夜は人間の娘むすめの上玉を揃そろえてあるだろうな？　念願の奴ど隷れいハーレムをついに手に入れる時が来たぜ！　ワシの子種を幼い人間の娘むすめに授さずけまくってやろう！　グヘヘヘ……ハーレムだ、ハーレム……全ゴブリン男子の夢が今、現実に！」

　うわっ、ゲスい笑え顔がお!?　ゴブリン種族の皆みなさんも迷めい惑わくだろう、こういう奴やつがいると。

「……びくっ!?」

「うん？　どうした、シエル？」

「……は、は、は、ハーレムだとぅぅぅぅ!?　うわ、うわ、うわああああ!?」

　ええっ？　シエルが突とつ然ぜんパニック発ほつ作さを起こした!?

　全身がぷるぷると痙けい攣れんし、過呼吸状態に陥おちいっている。

　大変だ！　とりあえず強くハグして、落ち着かせないと。

「れれれレナ。じじじ実は私は、極度のハーレム恐きよう怖ふ症しようなのだ！　オークションで買われた奴ど隷れいはハーレムに強制移い送そうされるのか？　怖こわい！　はあ、はあ、はあ。息が、息ができない。首が絞しまって、くるちい～」

「今、首輪を外すから落ち着け。だいじょうぶ、だいじょうぶ。俺はここにいるよ」

「……もっと強く。強く抱だっこしてくれ、レナ」

　危機的状じよう況きように陥おちいる寸前に、どうにかシエルを落ち着かせることができた。会場に入るのはもう少し後にしよう。シエルの精神状態によっては、今夜は撤てつ退たいしたほうがいいかもだ。

「ううう。まだ身体からだの震ふるえが止まらないにょだ～」

「そもそも、どうしてハーレム恐きよう怖ふ症しようなんだよ？　現代のどこでそんな恐きよう怖ふ症しようを患わずらうんだ」

　シエルはつくづく、どこまでも異世界転生に向いていないな。異世界を歩けばハーレムに当たるんだぞ？

「うう～。私はマンガやアニメに出てくるハーレムが、怖こわくてたまらないにょだ。それが今、現実として目の前にあると意識したら、急に怖こわくなった」

「恐きよう怖ふ要素、あるか？　ホラー映画は好き好んで見るくせに、独特の感性だな」

「一対一の恋れん愛あい関係なら、妄もう想そうと知識で補完すればなんとか関係を把は握あくできる。だが、それでも相手がなにを考えているのか気になりだすと、とても辛つらい。だって相手の心が読めない私には正解がわからないから、凄すごく不安になって……パニックを起こしてその場から逃にげたくなって……思わず関係をリセットしてしまう。相手の気持ちも考えずにな……」

　シエルが、恋れん愛あい？　まさか。誰だれが相手だ？　あれ、どうして俺が慌あわててるんだ？

「レナ？　ま、マンガの話だぞ、あくまでも？」

　ああ、マンガの話か。恋れん愛あいマンガを読むだけでそんなに精神をすり減らすなんて、シエルは繊せん細さいすぎて大変だな。

「ましてや三人以上が絡からみ合あう錯さく綜そうした恋れん愛あい関係は、私には把は握あく不可能だ。あまりにも難解すぎる。ああハーレムが怖こわい。ハーレムという邪じや悪あくな文化を考えた奴やつは死んでほしい！」

「フェミ的に？」

「は？　なんだそれは、チワワの眷けん属ぞく？」

「全然違ちがう」

「いいかレナ。ハーレムとはな、閉へい塞そくした空間に人間がいっぱいいて、誰だれがなにを考えてるかがきちんと明かされないままに、異性を求める欲と打算に塗まみれた面々の悪意と嫉しつ妬とと騙だまし合あいと探さぐり合あいが無限に続く。そんな地じ獄ごくみたいなサスペンスフル世界なのだぞ？　噓うそが苦手な私には、恐きよう怖ふ劇場でしかない」

　敢あえてそういう極きよく端たんな表現をすれば、そうなのかもしれないが……そのドキドキハラハラを読者は楽しむわけでな。

「ハーレムは、他人に簡単に騙だまされまくる私にとっては恐おそろしい地じ獄ごくなのだ。人じん狼ろうゲームと同等に苦手で怖こわいにょだ。ハーレムのことを考えただけで緊きん張ちようして胃痛がするぅ～」

「ああ、人じん狼ろうな。そういう意味で苦手なのか……理解した」

　シエルは、人じん狼ろうゲームがまったくできない。噓うそがつけないし噓うそを見み抜ぬけないから。それどころか開始早々、もはや黙だまっていられん私が人じん狼ろうだ！　と自分の正体をいきなりバラす。プレイヤーたちに疑われると、私が噓うそをつくような人間に見えるのかと怒おこる。で、まあ、だいたいの場合は「困ったちゃん」扱あつかいされて強制退場になり、俺が代役を務める。

「ハーレムマンガではないが『かぐや様』なんて、キャラクター全員言ってることと考えてることが違ちがうから、私にとっては１ページ読むだけでこの世の地じ獄ごくを味わえるのだぞ？」

「『かぐや様』が『ブレイキング・バット』に見えてしまうのは、なかなか大変だな」

　ちなみに「ブレイキング・バット」とは、怒ど濤とうの麻ま薬やくサスペンスと強きよう烈れつなバイオレンスとドロドロの人間関係てんこ盛りの海外ドラマ。観みているだけで心しん拍ぱく数すうが爆ばく上あがりする。

　つくづく、よくマンガ家になれたもんだ。ザザエさんみたいに世界観が常に安定しているジャンルならだいじょうぶなんだろうな。サスペンステイストが強いジオジオも、スタンド勝負で勝った奴やつが勝ちという明確なルールがあるし、ザザエさん頭もいるしな。

　あと、ゾンビものやホラーも、ハラハラはさせられるがだいたいお約束が決まっている。

　まあシエルはホラー映画好きとはいえ、怖こわがりだからほんとうにハラハラさせられる場面はきゅーっと目を瞑つぶったり早送りしたり消音したりするわけだが。映画館ではアイマスクとヘッドホンで自分を防衛することも。

　最初の劇場版「リンク」なんて、呪のろいのビデオテープの映像とラストの貞さだ子こ登場シーンを一いつ切さい見ていないからな。あれは「リンク」を見たと言えるのだろうか？

「……でも、恋れん愛あいはゲームじゃないだろうレナ？　愛する人に対して、噓うそや駆かけ引ひきを使うだなんて……そんなの人間のやることじゃないぞ!?」

「みんな普ふ通つうにそうしてるからな？」

「それでも人間か!?」

　シエルは我わが儘ままだしお子さまだし実に手のかかる奴やつだが、純じゆん粋すいすぎる。

「愛情に噓うそも駆かけ引ひきも打算もないはずだ。ほんとうの愛には、理由すらないはずだ」

　シエルは、心から本気でそう信じている。こいつは噓うそがつけないからな。

　だから、やっぱり放っておけなくなる。いくら人に騙だまされても、人間が時には自分を騙だます存在だという現実を理解できない。

　いや、そうじゃないな。だってシエルは、恐おそろしく頭がいい。誰だれよりも利口だ。

　理り屈くつで理解はできても、心がそんな理り不ふ尽じんな現実を受け入れたくないのだろう。

　俺と会わなかった三年間、東京で一人暮らしをしていたシエルが無事でいられたのは、上京してすぐにマンガ連れん載さいが決まって即そく仕事部屋に缶かん詰づめとなり、さらに感かん染せん症しようの流行で丸二年部屋にこもっていたことが大きいのかもしれない。

　これからは、シエルから離はなれないようにしないと……とにかく心配すぎる。

「……時々、私は一人きりで異星人の星に流されてしまったような気分になる。私の世界には私しかいない。私以外の誰だれも、私の心の内側に入れることができない。私自身も、外の世界に出られない。死ぬまで独りぼっちで生きるしかない。そんな気がして」

　それは誤解だよ。今だって、すぐ側に俺がいるだろう。寂さびしくなるから、やめろよ。

「それに、レナ──生しよう涯がい、ほんとうに愛する人はただ一人であるべきだ」

　だから私はハーレムが苦手だ、とシエルは唇くちびるを尖とがらせながら呟つぶやいていた。

　相変わらず視線は明後日あさつての方向を向いている。だが、他ならぬ俺に語りかけてくれていることが俺にはわかった。長い付き合いだからな。

　あれ？　俺の心臓の鼓こ動どうが……おかしいな。俺までパニック発ほつ作さに感かん染せんしたのか？

　ともあれ──シエルは落ち着いた。俺のほうがなぜかメンタルが乱れている。なんでだ。

「さ、さ、さあ。クエスト挑ちよう戦せんを再開するぞレナ。とととととりあえず受付を済ませてかかかか会場に入り込まないと、ももももうオークションがはじまってしまいそうだ」

　あ、ダメだ。シエルのやる気はまんまんだが、身体からだがまた緊きん張ちようで震ふるえだした。

「シエル、危険すぎる。確かにヒキは強いがこのクエストはやめよう。お前がハーレムパニックを起こさないクエストだってあるよ。ホラー系クエストなんてどうだ？」

「ダメだ。私たちに与あたえられた〆切りまで、あと三ヶ月しかない。よく見ろレナ、私が来ている勝負Ｔシャツを！　この言葉こそ、今こ宵よいの私の決意表明だ！　バアアアアン！」

　俺は戦略的撤てつ退たいを進言したが、シエル、これをスルー。

　今夜の勝負Ｔシャツに印刷された歴史的☆名言は──。

「『虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず』。虎とらの穴に突とつ撃げきするような危険を冒おかさなければ、虎とらを狩かるが如ごとき大功は得られないという実に勇ゆう敢かんな言葉だ。漢文調の名言は素す晴ばらしいな！」

「捨すて猫ねこみたいにぷるぷる震ふるえているお前が、虎とらを狩かれるのか？　戦せん闘とう力りよくはひよこだし」

「私には優ゆう秀しゆうなスタンドがいるから問題ない。ところでこの『虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず』という名言は、どの歴史書に記された言葉だと思う？」

「漢文調だから戦国日本？　いや日本には虎とらはいないな。ということは古代中国か。わかった『三さん国ごく志し』だな！　『三さん顧この礼れい』とか『破は竹ちくの勢いきおい』とか、『三さん国ごく志し』由来の名言は多い」

　ＥＩＫＯゲーム「三さん国ごく志し」を通して、さんざんシエルに教え込まれたからな。

「ブッブー。惜おしいハズレー。残念でしたー♪　正解は『後ご漢かん書じよ』だ。『三さん国ごく志し』時代より一代古い後ご漢かん王朝時代の名言で、班はん超ちよう将軍が、異民族の匈きよう奴ど軍ぐんに僅わずかな手勢で無む謀ぼうな奇き襲しゆうをかける際に、部下たちを奮い立たせるべく唱えた演説が出典元だ。はっ？　そうか、匈きよう奴ど……匈きよう奴ど……漢民族の永遠の宿敵にして略りやく奪だつを繰くり返かえす遊牧民族の匈きよう奴どは、まるでゴブリンだな！　ところで班はん超ちよう将軍にはまだまだ面おも白しろい逸いつ話わが山ほどあってだな──」

「シエル、ストップ。いいからクエスト攻こう略りやくを開始するぞ。受付に行く、首輪をつけろ」

「ちっ。了りよう解かい」

　危あやうく古代中国の後ご漢かん王朝戦記を長々と聞かされるところだった。

　突とつ然ぜんパニックを起こしたシエルを俺が抱だきしめている姿を、受付の係員や観客、警備員たちに目もく撃げきされていたことが偶ぐう然ぜん功を奏したらしい。

　誰だれもが、金に困った俺が愛する恋こい人びとを借金の形かたに奴ど隷れいとして売り飛ばしに来て、互たがいに別れを悲しんでいたと誤解していた。

　まあ、奴ど隷れいオークション会場ではよくある光景なのだろう。

　俺とシエルはまったく怪あやしまれずに、首しゆ尾びよく受付を通過できそう、だったのだが──。

「おや。以前、トロールの食堂でお会いしましたね、あなた方？　旅をしていたはずでは？　もう路銀が尽つきましたか？　まさかギルドに加入してクエストを請うけ、冒ぼう険けん者しやパーティとしてここに来たんじゃないでしょうな？」

　まずい！

　最初の食堂でシエルを騙だました奴ど隷れい商人だ。やはり、こいつが主しゆ催さい者しやだったのか。

　さんざん喋しやべったから、完全に顔を覚えられている！　俺たちの目的がバレてしまう！

「レナ。誰だれだっけ、このおっさん？　初対面だぞ？」

「だからお前は、人の顔を見ないから忘れるんだー！」

「ほっほっほ。忘れられてしまいましたか。まあよろしい、結局奴ど隷れいとして売られに来たのですね？　直接会場をご案内しますよ。さあ、人間のお嬢じようさん。入場のサインを。これは前回と違ちがって良心的な契けい約やく書しよですよ。買い手がつかなければ即そく時じ、解放致いたします。なにしろあなたのパートナーの殿との方がたはおっかないのでねえ」

「わかった。いよいよ潜せん入にゆう捜そう査さ開始だレナ。書き書き」

「こらこら、お前はまた文面を読まずに迂う闊かつにサインを……」

　主しゆ催さい者しやの前で「潜せん入にゆう捜そう査さ開始」とか言うな。噓うそをつけとは言わないが、せめて黙だまっていろ。だいじょうぶなのか？　小声だったし、バレてないよな？

「お嬢じようさんは相変わらず、視線を逸そらしますなあ。風変わりなお方だ。一いつ瞬しゆんでよいので、私のほうを見ていただけませんか。瞳ひとみの色によって売値が変わってきますので」

「うん？　瞳ひとみの色？　何色が高値なのだ？」

　不意を突つかれたシエルがちらり、と奴ど隷れい商人の顔方向に視線を向けた──。

　瞬しゆん間かん、奴ど隷れい商人は小さな隠かくし杖つえを素す早ばやく自分の顔の正面に掲かかげると、シエルの目に黒い光を浴びせていた。まさか、無む詠えい唱しよう魔ま術じゆつ!?

「引っかかりましたね、はっはっは。わが対女性専用黒くろ魔ま術じゆつ『服従魔ま術じゆつ』を喰くらいましたね！　これであなたはもう、私の命令に逆らえない！」

「……みぎゃっ？　……イエッサー。スベテ、ゴシュジンサマノオオセノママニ」

　ええ、噓うそだろう？

　しまった！　またしても、一いつ瞬しゆんでシエルが罠わなに落ちてしまった!?

　俺は二度もシエルに付いていながら、二度までもシエルを奴ど隷れい堕おちに……なんてことだ。

　この商人は契けい約やく書しよで奴ど隷れいを縛しばるだけだと思い込んでいたのが間ま違ちがいだった。対女性専用服従魔ま術じゆつ……奴ど隷れい商人が凄すごく得意そうな魔ま術じゆつだ……！　初対面の食堂ではまだ奥の手てを隠かくしていたのか。シエルにこんな魔ま術じゆつに関する異世界知識があるはずない（見ても忘れる）から、俺がしっかり注意していないといけなかったのに。

「よくも！　シエルを返せ、服従魔ま術じゆつを解け！」

「はっはっは。パートナーのお兄さん、あなたは会場には入れません。警備員たち、この男を摘つまみ出だしなさい！　死にたくなければ無む駄だに抵てい抗こうしないことですね。それでは参りましょうか、わが奴ど隷れいシエルさん」

「……サー、イエッサー……オオセノママニ……」
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　ダメだ、シエルが奴ど隷れい商人に付いていってゲートを潜くぐってしまった。

　行ってしまう。シエルが、奴ど隷れいとして売うり払はらわれてしまう！

　どけ！　警備員ども、邪じや魔まをするな！　くそっ。人数が多すぎる、俺一人じゃどうにもできない。それでも、俺はシエルを──！

「ふもおおおお？　なんだあの人間の娘むすめは、このあたりじゃ見かけない部族だ。頭が足りなさそうだが、異常にかわいい!?　買うぞ飼うぞ豚ぶた小ご屋やで飼育するぞ、絶対に豚ぶた小ご屋やに這はいつくばらせて涸かれ果はてるまでワシの子種を孕はらませ続けてやるわあああ！　うおおお！」

　ちょ。さっきの成なり金きんゴブリン野や郎ろうが、シエルに発情してやがる？

　なにが頭が足りないだ、なにが豚ぶた小ご屋やで飼育だ、冗じよう談だんじゃないぞふざけんなテメエ!?

　シエルを……シエルを家か畜ちく扱あつかいするんじゃねえ！

　異世界とはいえ荒あら事ごとは避さけるつもりだったが、こいつだけは……！

　今の今まで保ほ父ふ星ぼし流りゆう剣けん術じゆつを実戦で使うつもりはまったくなかったが、いきなり俺は制せい御ぎよ不能の激情にかられ、日ひ頃ごろの理性は完全に蒸発していた。

　俺は、警備員たちを振ふりあげた仕し込こみ剣けんで脅おどしながらゴブリンへと迫せまり、問答無用で仕し込こみ剣けんを鞘さやから抜ぬき放はなとうと──。

「ま、待ってください」

　そんな俺の袖そでを、誰だれかが不意に引っ張った。

「この場で戦うのは無む謀ぼうです。私が協力しますから、まだ剣けんは抜ぬかないでください」

「あっ？　きみは……!?　あの時の？」

「は、はい。以前食堂でお会いした魔ま術じゆつ師しです。一いつ緒しよにシエルちゃんを救出しましょう」

　俺は意外な場所であの奴ど隷れい商人の娘むすめさん──魔ま術じゆつ師しの少女と再会を果たしたのだった。




☆




　俺は魔ま術じゆつ師しの娘むすめさんに、関係者だけが通ることができる会場の裏口に案内された。

　まず彼女は、俺を排はい除じよしようとしていた警備員たちを「この方は私の友人です。乱暴は許しません」と一いつ喝かつして沈ちん黙もくさせ、俺の安全を確保した上で、人気のない裏口に誘ゆう導どうしてくれた。

　コスチュームはマジカルラブリーだが、物静かで上品な娘むすめさんだな。清せい楚そで高貴なお嬢じよう様さまオーラで輝かがやいている。

　警備員たちも、毅き然ぜんとした彼女には逆らえなかった。連中にとっては、ボスの娘むすめだからな。

「助けてくれてありがとう。きみは、シエルに服従魔ま術じゆつをかけた奴ど隷れい商人の……」

「はい。二度までもお父さんがシエルちゃんとあなたにご迷めい惑わくをかけて、ほんとうに申し訳ありません。私は新米魔ま術じゆつ師しの『スモール』と申します。ふつつか者ですが、裏口から会場に潜せん入にゆうしてシエルちゃんを救出しましょう。私なら顔パスで入れますから」

　成なり金きん趣しゆ味みで見るからに怪あやしい父親とは、外見も性格もほんとうに正反対の娘むすめさんだな。

　ただ、シエルがここにいたら「スモールという名前なのに、胸だけはラージサイズだな」などと失礼なことをうっかり口走りそうな気がする。

「あれ？　妙みようですね？　今、一いつ瞬しゆん、野や獣じゆうの眼光を感じました」

「き、気のせいだよ。シエルが心配で気持ちが荒あらぶっていてね、すまない」

　危ない危ない。いつの間にか脳内で「シエルがどんなふうに口を滑すべらせるかシミュレーション」を妄もう想そうする癖くせが……病気じゃないのか、これ。

「それは当然ですよね。私も食堂ではじめてシエルちゃんと出会ってから、また会える日を心待ちにしていたんです」

　あの、エルフとバルカン人の区別ができないシエルに？　なんでだ？

「シエルちゃんがとっても無む邪じや気きでかわいいからです！」

　初対面だとそういう印象を持つ者もいるが、二、三日一いつ緒しよにいると夢から覚めるよ？

「今夜、気になってお父さんが開かい催さいするオークションに来てみたら、シエルちゃんとあなたが勇ゆう敢かんにも奴ど隷れい解放クエストの打ち合わせをしている姿を偶ぐう然ぜん見てしまいました。これはきっとトカ・ウレマ星座の運命のお導きだと思い、シエルちゃんを救うためにお父さんに逆らう悪い子になろうと決意したんです。怖こわいですけれど、頑がん張ばります！」

「星座……？」

　トカ・ウレマってなんだ？

　この異世界の星座体系は、当然だが俺たちの世界とは違ちがうらしい。

「趣しゆ味みは読書と天体観測です。星座のことならなんでも聞いてくださいね？　魔ま術じゆつ学園では、ヒーラー兼けんタンクとして仲間を防ぼう御ぎよ・回復する魔ま術じゆつを主に修得してきました。攻こう撃げき魔ま術じゆつは苦手ですが、お二人のお役に立てると思います。よ、よろしくお願いします」

「俺は剣けんしか扱あつかえないから助かるよ。でも、お父さんに逆らって奴ど隷れいオークションをブチ壊こわすクエストに参加してだいじょうぶなのか？　親子関係が断絶するかもだよ？」

「……覚かく悟ごの上です。私は名門の子女が通う高額な高等魔ま術じゆつ学園で教育を受けてきましたし、成績も体育以外は学園トップでした。でも……学園ではお友達は一人もできなかったんです」

「なぜだ。こんなに優ゆう雅がで優やさしくて親切なきみが？」

「そ、そんなふうに褒ほめられると恥はずかしいです……その……学園に入学して知ったんです。お父さんが手を出している奴ど隷れい商売は、この世界から廃はい絶ぜつするべき悪い仕事だと。私自身も幼い頃ころから奴ど隷れいさんたちがかわいそうで、お父さんの奴ど隷れい商売はよくないと感じてはいたんですが、お父さんに『わが家はこうでもしないと稼かせげない。全てはお前に高等教育を受けさせて上級のレディに育てるためだ』って言いくるめられていたんです」

　そうか。かなりの親バカだな、あのダークエルフの奴ど隷れい商人は。

「でも学園で私は学びました。人間やエルフを家か畜ちくのように売買する奴ど隷れい商売は、あってはならないのだと。学園で私にお友達ができなかったのは、私が『奴ど隷れい商人二世』だったからなんです。在学中にわが家はダークエルフに降格されましたし。お金を積んで退学は免まぬがれましたが、お父さんはそれほど悪いことをしていますから仕方なかったんです」

「だからお父さんを止めたいんだね。わかった、俺もシエルを救いたい。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

「あ、ありがとうざいます！」

　こんな清せい楚そな娘むすめさんが、どうしてあのシエルをそこまで気に入ったのかは異世界の謎なぞだが、動機はよくわかった。とても切実だ。スモールは正義感の強い子なんだな。自分の父親に反はん抗こうしてでも正義を貫つらぬこうとは、シエル風に言えば黄金の精神だ。

「夜空を見てください。この世界の星空はこんなにも美しいのに……それなのに……」

　しかも正義の精神を抱いだいていながら、あくまでも清せい楚そで控ひかえ目め、そして星に夢中のロマンティスト。ますますシエルとは水と油のような気がしてきた。

　と、俺はシエルとは好対照なスモール独特のお嬢じよう様さまオーラを前に「異世界のお嬢じよう様さまはほんとうにお嬢じよう様さまだな」と思わず感動していたのだが。

「……シエルは成なり金きんのゴブリンに目を付けられている。このままじゃシエルはあいつに競せり落おとされて、ハーレム牧場で飼われてしまう。急ごう」

　この俺の言葉が、決して踏ふんではならない地じ雷らいだったらしい。

　突とつ如じよとして、あのおしとやかなスモールの表情が一変した。怒いかりのあまり唇くちびるが青く変色し、瞳ひとみはバイオレンス・ジャック（意訳・ケダモノ）のように燃えていた。

　ヒエッ、真の野や獣じゆうの眼光!?

「ししししシエルちゃんをハーレム牧場で飼う……飼う……飼うですって？　ややややっぱり、ととと殿との方がたはみんな下げ劣れつで不潔な豚ぶたです魂たましいゴブリンです！　奴やつらははらわたから穢けがれきっていますです！　地上から永久に滅ほろび去さるべき邪じや悪あくな生き物です！　ああ天空の神よ。あなたはハーレムを欲ほしがる男という不ふ浄じような生き物を、どうして生みだされたのですか!?」

　あの？　あなた、ほんとうにスモールさん？

「ちょ。こっちに杖つえを突つきつけないでくれ！　落ち着いて、落ち着いて！」

「己おのれの醜みにくい欲望を満たすために、純真なシエルちゃんをこともあろうにハーレム牧場で飼おうだなんて、絶対に絶対に絶対に許せません！　魔ま界かいへ落ちやがれ豚ぶた野や郎ろうです!!」

　スモール？　「ゴゴゴゴゴゴ」って擬ぎ音おんが背後から聞こえてくるんだけれど？　違ちがう、これは擬ぎ音おんじゃない。スモールの身体からだから膨ぼう大だいな魔ま力りよくが溢あふれだして振しん動どう音おんを発している！
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「お嬢じよう様さまキャラはどこへ消えたんですかあ～!?」

「醜しゆう悪あくな豚ぶた野や郎ろうが相手なら、攻こう撃げきだってできないこともありませんから！　呪じゆ文もん詠えい唱しよう──」

　俺は死を覚かく悟ごした。瞬しゆん間かん、走そう馬ま灯とうのように俺の記き憶おくが迸ほとばしって再生されはじめた。ああ、これが脳の「最終防衛機能」か。ほとんどシエルに困らされている記き憶おくばかりだな……でも、時々心が温かくなる瞬しゆん間かんだってあった。勇気を振ふり絞しぼってはじめてピクルスを口に入れて「……美お味いしい……！」と微ほほ笑えんだシエルの顔が、俺が生しよう涯がいの最後に脳内で見た……。

　待て、まだ生きることを諦あきらめるな！　俺がここで倒たおれたらシエルはどうなる!?

「俺はゴブリンじゃない、シエルのバディだよ。詠えい唱しようしないでくれ頼たのむ！」

「……はっ？　ご、ごめんなさい！　思わず私、かっとなって……ハーレムという穢けがれた言葉を聞くと、その……混乱して我を忘れちゃうんです……ごめんなさい、ごめんなさい」

　杖つえを引っ込めてくれた。あ、危なかった……スモールは攻こう撃げき魔ま術じゆつは苦手だと言っていたけれど、あれだけの魔ま力りよくを「魔ま界かいへ落ちやがれ豚ぶた野や郎ろう」の精神でゼロ距きよ離りから浴びせられたら、俺はきっと消し炭だ。

「お、男全員魂たましいゴブリンは言い過ぎだよ？　極論っていうかさ？　善も悪も、同じ人間の魂たましいの中にあるんだからね？　ゴブリンにもいい人はいるはずだし。お父さんの商売の反動で潔けつ癖ぺき症しようになったんだねスモールは。は、は、は……」

「も、申し訳ありません。私、極度の男性恐きよう怖ふ症しようなんです。でも……もしもあなたがシエルちゃんに邪じや悪あくな欲望を抱いだいているならば、その時はあなたも成敗させて頂きます」

「き、杞き憂ゆうだよ？」

　異世界に来るようになってからは、杞き憂ゆうとも言いきれなくなってきたが。なぜか、あいつが妙みようにかわいく見えてどぎまぎすることが増えたような……スモールには内ない緒しよだ。

「ああそうだ、まだ自己紹しよう介かいしていなかったな。俺は、シエルのバディのレナだ。あいつとは昔からの幼なじみで、いとこ同士なんだ。犯罪歴はないよ？」

「ええっ？　れ、レナ!?　ああ、なんてことでしょう？　私ってば早とちりを!?　重ね重ねのご無礼、申し訳ありません！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　こんどはスモールが狼ろう狽ばいして謝りはじめた。

　異世界でも、俺の名前ってそんなにヘンなのか？

　現代世界では、女みたいな名前だと因いん縁ねんをつけられたりからかわれたりした経験が無数にあるが、相手を殴なぐったらカミーユ・ビダンルート入りだから耐たえられた。

　でも、女の子に必死で謝られた経験ははじめてだ。もしかして、異世界を震しん撼かんさせた伝説の巨きよ凶きようと同じ名前？　まさか魔ま王おう専用の禁断の名前じゃないだろうな？　現代世界と微び妙みようにリンクしてるというか、そういう偶ぐう然ぜんが普ふ通つうに有り得るからな、この異世界は。

「ああ、レナさんはもともとは女性だったんですね！　魔ま術じゆつで男に変身した『変性男子』さんなんですね。ゴブリン扱あつかいして、ほんとうに失礼しました。許してください！　レナとは、由ゆい緒しよ正しい人間貴族のお嬢じよう様さまだけが名乗りを許される名前ですものね」

「え、そうなのか？　町でも村でも、名を名乗ってもそんなことを言われた覚えがないな」

「はい。名門の魔ま術じゆつ学園で歴史の高等教育を受けると、教わるんですよ？」

　もしかして上級子女だけが知っている秘密の貴族情報というやつか。俺は男なんだが。保ほ父ふ星ぼし流りゆう剣けん術じゆつ道場の掟おきてで、後こう継けい者しやは代々女性名を付けられるというだけなんだ。

　早めにスモールの誤解を解いたほうがよさそうだ……って、いきなりスモールが俺をハグしてきた。

「ああ。レナさんが女性で、安心しました～！　これからハグし放題ですねっ！」

　完全に俺を女だと思い込んでいる。スモールは男性恐きよう怖ふ症しようなのに、まずいんじゃないのかこの状じよう況きようは。

「あなたが魔ま術じゆつで全身性せい転てん換かんした気持ち、わかります！　女の子だけのパーティはゴブリンに狙ねらわれますからね！　特にシエルちゃんはかわいいですから！　シエルちゃんをゴブリン野や郎ろうどもの性奴ど隷れいにされたくないですもんね。殿との方がたの腕わん力りよくがあればシエルちゃんを守れますし！　バディのための自己犠ぎ牲せいの精神、素す敵てきです！」

　全てが誤解ですスモールさん。困ったな、どんどん真相を打ち明けづらくなってきた。

「ご決断に至るまでには、きっと辛つらい過去があったんでしょうね……あの……女性の胸を捨てるのは怖こわくなかったですか？」

「胸を捨てる？」

「だって、魂たましいゴブリンの糞くそ野や郎ろうどもに胸をちらちら見られるのって怖こわいです。私も部分整形魔ま術じゆつで胸を小さくしたいのですが、失敗が怖こわくてできないんです。部分整形魔ま術じゆつは難易度が高いですからね」

　全身より部分を改造する魔ま術じゆつのほうが難易度が上なのか……。

「かと言って、殿との方がたの身体からだそのものが大の苦手なので、変性男子になる勇気はないんです。うう……レナさんに比べれば私はまだまだ未熟ですね。こんなダメな私でも、強力な精神系魔ま術じゆつを使うお父さんに勝てるでしょうか？」

　ああ、いや、その……困ったなどうしよう。

　だが今は、シエルを助けるための仲間がどうしても欲ほしい。もう間もなくオークションが開かい催さいされる。一刻を争う事態なんだ。あの奴ど隷れい商人も娘むすめには甘いようだし。

「勝てる。ほんの少しの勇気と、そしてシエルを思う気持ちがあれば勝てるさ。一いつ緒しよにシエルを救おう。きみの力が必要なんだ、スモール」

「はいっ！　頑がん張ばってシエルちゃんを救いましょうね！」

　握あく手しゆに追いハグ。相手が女の子だと思い込んだスモールのスキンシップは過か剰じよう。学園で友達ができなかった反動かもしれない。

　完全に女の子を騙だましてるけど、いいのだろうか。「そうだ俺は女だ」と肯こう定ていしなければ一応噓うそをついたことにはならないが……男性恐きよう怖ふ症しようのスモールがいずれ俺の正体を知ったら、パニックを起こして大暴走し、俺を消し炭にするのでは？

　だが全てはシエルを救うためだ。その時は甘んじて魂たましいゴブリンとして討うたれればいいさ。

　いや、やっぱり討うたれたくはないな……どうすればいいんだ……。

「そろそろ時間ですね。さあ、行きましょうレナさん。シエルちゃんを救出しますよ」




☆




　オークション会場の正式な入場口では、係員による厳重なチェックが実じつ施しされ、魔ま術じゆつに用いる杖つえや武具の持ち込みは厳禁。杖つえを使わないタイプの上級魔ま術じゆつ師しやカラテカンフーマスターでなければ、会場内で暴れるのは難しい。俺は仕し込こみ剣けんを用意していたが、無事通れたかどうか。

　だが主しゆ催さい者しやの娘むすめのスモールは、関係者だけが通れる秘密の裏口を顔パスで通過できる。

　しかも都合がいいことに。

「スモール様に身体チェックなど致いたしませんよ、さあさあどうぞお通りください」

「……嫌いやがるスモール様に触ふれたと旦だん那なにバレたら、解かい雇こだからな」

「なんと。ご友人を連れて来られるとは珍めずらしいですな。いや、めでたい」

「フードを頭から被かぶって顔を隠かくすとはいかにも怪あやしいお方だが、スモール様の貴重なご友人に粗そ相そうを働いたら旦だん那なに𠮟しかられて解かい雇こだからな」

「会場へご案内します！」

　スモール×奴ど隷れい商人の娘むすめ×男性恐きよう怖ふ症しよう×友達がいない＝フリーパスで会場に潜せん入にゆうＯＫ。

　既すでに会場内は満員だった。

　ステージ上では、あの奴ど隷れい商人が服従魔ま術じゆつをかけられたシエルたちオークションに出品される奴ど隷れいたちを引き連れて「皆みなさん、紳しん士しの裏オークションにようこそお越こしくださいました！　若くて元気な労働奴ど隷れいから、美しくて従順な性奴ど隷れいまでよりどりみどりですぞ」と司会を務め、会場を盛り上げている。

　シエルは……奴ど隷れい商人の背後に突つっ立たってぼーっとしている。

「ううう。シエルちゃんが首輪を塡はめられてお父さんに引き回されています。許せません！　レナさん、手て筈はず通りに反乱を開始しましょう」

「わかった！」

「私は小さな炎ほのおしか出せませんが、ボヤ騒さわぎ程度なら起こせます。ウロヤタ・ブレガヤチ・オヘ・イカマ！」

　会場の端はしに陣じん取どったスモールが杖つえを掲かかげて呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。テントのあちこちに、火災が発生した。移動式テントとはいえ耐たい火か性せいに問題ありだな。軽量さを優先したのか、それとも警備の厳重さに安心していたのか。奴ど隷れいを買い求めに来る「紳しん士し」たちは、会場での振ふる舞まいだけは実に紳しん士し的てきだったのかもしれん。出禁にはなりたくないだろうからな。

「うわあああ！　大変だああああ！　火事だアアアア！　強風でテントが全ぜん焼しようするぞおおお！」

「大変ですううう、火災発生ですううう！　今すぐ命を守る行動をお願いします！」

　俺はギルド長からレンタルしていた盾たてをドラ代わりにジャーンジャーンと叩たたいて、「火事だと!?」と慌あわてる客たちを一気に追い込んだ。せっかく盾たてを借りたのに、でかすぎて会場に持ち込めないと気づいて隠かくしておいたのだが、意外な役に立ったな。

「これは教会の罠わなだ！　奴やつらは奴ど隷れいオークションを一いつ掃そうするべく立ち上がった！　この場で全員を魔ま族ぞくに認にん定ていして焼き殺すつもりだ！」

「「「なんだってえ？　うわあああ、逃にげろおおおおお！」」」

　異世界であれ現代世界であれ、こういう時はこの手の悪質なデマが有効だ。俺の叫さけびを聞いた客たちはパニックを起こして出口に殺さつ到とう。後ろ暗いことをしている連中だからな。

　あとで教会の皆みなさんに𠮟しかられたら、その時は社しや畜ちくらしく土下座で切きり抜ぬければいい。

　だが、主しゆ催さい者しやの奴ど隷れい商人はやはり商しよう魂こんたくましい男。

「皆みなさん、デマに惑まどわされないように。この程度のボヤ騒さわぎ、問題ございません！　警備員たち、ステージ上の奴ど隷れいを死守するように。貴重な商品ですからね！　それと会場に反逆者が紛まぎれ込こんでいます、捜さがし出だしなさい！」

　徹てつ底てい抗こう戦せんの構えだ。どんどん客が退出する中、俺とスモールは殺さつ到とうしてきた警備員たちにすぐに発見されてしまった。

「ご覧ください社長。お嬢じようさんです。お嬢じようさんが、人間の男と二人で暴れています」

「わ、わが娘むすめがなぜ？　隣となりにはバディの男だと？　娘むすめよ、その男に誑たぶらかされたのか？」

「お父さん。シエルちゃんたちを解放してもらいます。もうこれ以上、悪事を重ねないでください……」

「それはできない。私は貧びん乏ぼうだったが奴ど隷れい商売で稼かせぐことで、お前に最高の教育を与あたえられた。次は、お前を名門貴族の正妻にして、裕ゆう福ふくで幸福な生活を与あたえねば──」

「そんなもの幸福でもなんでもありません！　大勢の奴ど隷れいさんの不幸を代だい償しように手に入れる幸福なんて要いりません……それに私は、学校ではずっと独りぼっちでした！　お父さんが悪い商売人だったからです！」

　頑がん張ばっているな、スモール。所作はおしとやかだけれど、芯しんが強い子なんだな。

「……む、娘むすめえええええっ!?　者ども、あの男を引ひっ捕とらえて半殺しにしてお縄にしなさい！　ただし娘むすめには手を出さないように！　娘むすめを傷つけた奴やつは解かい雇この上、訴そ訟しようですからね！　退職金も払はらいませんよ！」

「「「サー、イエッサー！」」」

　警備員たちへの指示がやけに（金銭面で）細かいのは、さすが商売人。

　まずいな。予想より警備員の数が多いぞ。

　大勢いる男奴ど隷れいを動かさないのは、「服従魔ま法ほう」が対女性限定だからか？　それにしては若くて健康な男奴ど隷れいたちも、反乱を起こす好機なのにおとなしく無む抵てい抗こうだな。みんな、立ったままうつむいて陰いん々いん滅めつ々めつとしている……どういうことだ？

「レナさん、包囲されてしまいました。シールドを全方位展開します！　ウロヤタ・ブレガヤチ・オヘ・イカマ！」

「ありがとうスモール。シールドの一部だけを開けておいてくれ。一人ずつ飛び込んで来た警備員を、仕し込こみ剣けんで殴なぐって気絶させる」

「鞘さやから抜ぬかないんですか？　レナさんは、優やさしい人ですね」

「俺はシエルを奴ど隷れいとして売り飛ばそうとしている連中には優やさしくないよ。ただ、剣けんが重いほうが俺には扱あつかいやすいんだ」

　保ほ父ふ星ぼし流りゆうの大たい剣けんに比べれば、この剣けんは鞘さやつきでも軽すぎるくらいだ。

　父の道場で俺が修しゆ行ぎようした動作は「岩に刺ささった大たい剣けんを抜ぬく」、これだけだった。

　故ゆえに実戦でも、俺は居い合あい技わざしか使えない。地面に先せん端たんを刺さした剣けんを引ひき抜ぬいて、一気に最上段へと飛ひ翔しようさせる逆ぎやく袈け裟さ斬ぎり。この動作しか知らない。シエルいわく「賽さいの河原かわらの小石積み」を何万回やらされたか。

　実戦で使えるのか、こんな奇き妙みような剣けん術じゆつが？

　実戦自体、今日が生まれてはじめてなのだが──。

「なんだ、この男？　見たことのない異様な剣けんの構え方だ!?」

「通常、剣けんは上段か中段に構えるもの。地面に刺さした剣けんを腕わん力りよくで引き上げて斬きるとは？」

「なんという非常識な。異形の剣けんだ。不ふ吉きつな」

「ぐぎゃっ!?」

「は、速い！　剣けん筋すじが見えない！　しかも凄すさまじい衝しよう撃げき!?」

「迂う闊かつに斬きりこむと、即そくカウンターを取られてやられるぞ!?」

　ふえええええ。レナさん強いです凄すごいです通用しているなんてものじゃありません剣けん聖せいです！　なんですかその剣けん術じゆつは？　異国の剣けんですか!?　とスモールが興奮して騒さわいでいる。

「フッ。保ほ父ふ星ぼし流りゆう剣けん術じゆつの秘ひ太た刀ち『無む明みよう逆さか流ながれ』さ」

　シエルが剣けん術じゆつマンガから勝手に頂いて命名したんだけどな。本来、この動作に名前はない。なにしろこの動作しか修しゆ行ぎようしないから。でもまあ、確かに似ている。違ちがいは、保ほ父ふ星ぼし流りゆうでは剣けんを抜ぬく動作に片かた腕うでしか用いないことくらいか。最悪に非効率的だな……。

　幸運なことに、異世界でもこのマイナー剣けん術じゆつは知られていないようだ。しかも、剣けんが軽いから修しゆ行ぎよう時じよりも圧あつ倒とう的てきな速度が出せる。初見相手なら通用する！

「一人ずつシールド内に突とつ入にゆうするな！　シールドを破は壊かいしろ！」

「はあ、はあ、ふう。魔ま術じゆつは体内の魔ま力りよくを消費します。シールドを全面展開し続けたので、魔ま力りよくが尽つきてきましたレナさん……」

「わかったスモール。以後シールドは、互たがいの身体からだを相手の攻こう撃げきからガードすべき箇か所しよにだけ展開してくれればいい。俺の剣けんが通じることもわかったし、戦せん闘とうにも慣れてきた──シエルを解放するまで戦い続ける体力には、自信がある」

「は、はいっ！　頑がん張ばってください！」

　社しや畜ちくとして72時間無む睡すい眠みん耐たい久きゆうワーキングを達成したこの俺の気力体力を舐なめるな、異世界！　しかもなあ、残業代は出なかったんだぞ！

「……全体シールドが解除されたが……」

「かえって戦いづらくなった!?　自在に走り回りながら逆さか振ふりの剣けんを繰くりだし続ける!?」

「なんだあの男、化け物か!?」

　俺の剣けん術じゆつ動作は、文字通りの大おお振ぶりだ。当然隙すきができるが、スモールが極小のシールドを上う手まく展開して俺の背中を守ってくれる。実に正確なサポート、ほんとうに助かる。

　そして、正面に捉とらえた警備員は俺が即そく、一いち撃げきで倒たおす。

「「「手も足も出ない……！　魔ま術じゆつ師しを呼んでこないと無理だああああ！」」」

　十数人を俺に倒たおされた時点で、警備員たちは顔面蒼そう白はくになって壊かい乱らんした。

　魔ま術じゆつ師しを雇やとわなかったのは失敗だったな、奴ど隷れい商人。シエルまであと一歩だ！

「あっ、あそこにシエルちゃんをハーレム牧場で飼うと宣言していたゴブリン野や郎ろうがいますよ!?　成敗しましょうレナさん！　攻こう撃げき魔ま術じゆつは苦手ですが、ハーレム豚ぶた野や郎ろうだけは怒いかりの業ごう火かで焼けます私。ウロヤタ・ブレガヤチ……」

　あの野や郎ろう、まだ会場で粘ねばっていたのか。

「スモール、消し炭にしちゃダメだよ？　俺がやる」

「は、はい。思う存分、お願いします！」

「ぶひいいいっ、あの愛らしい人間の娘むすめに見とれて逃にげ遅おくれてしまったあ!?　命だけはお助け！　後生！　お慈じ悲ひ！」

　俺は、邪じや悪あく極きわまる「鬼おにの形相」を作って咆ほう吼こうした。

「許すかバカッ！　俺は、テメエのような野や郎ろうを狩かって地じ獄ごくに送る『奴ど隷れい狩かり狩かり』だあ！」

「ぶひいいいいいいっ!?　ふぎゃあああああああ!?」

　ガンッ！　ドゴッ！　バコッ！　一いち撃げきで失神させないように手を、足を、脇わき腹ばらを、鞘さや入いりの剣けんで叩たたき続ける。少々残ざん酷こくだが、シエルを家か畜ちくにしようとしていたこのゴブリンに恐きよう怖ふ心しんを抱いだかせるためには、敢あえて気絶させない程度に痛めつけておかないとな。

　俺が最初にこのゴブリンに切れて襲おそおうとした時に、スモールが止めてくれてよかった。

　もしも一時の怒いかりにあかせて鞘さやから剣けんを抜ぬいていたら、大だい惨さん事じだったな。

「いいか、二度とシエルに変な気を起こすんじゃねえ！　あいつは俺の大事なバディだ！　次に奴ど隷れいオークション会場で会ったら、その時は問答無用で剣けんを鞘さやから抜ぬくぞ！」

「ひえええええ、すみませんでしたあ！　辺境に引ひっ越こします！　奴ど隷れいハーレムは諦あきらめます！　自分はただ、身も心もゴブリンと蔑さげすまれて女の子にモテなかった青春を埋うめ合あわせしたかっただけで……明日からは出会い相談所で彼女を探しますから許して！　お慈じ悲ひ！」

　本気で反省しているのかしていないのか、現代世界人の俺にはよくわからんな。

「……だ、そうだ。どうするスモール」

「そうですね。反省はしているようです。悪所で再会したら即そく座ざに焼きましょう」

「よし、行け。彼女に感謝しろ。一度だけ見み逃のがしてやる。二度目はないぞ」

「あああありがとうございます！　怖こわいよぉ～ママァ～ウーウウウ～、アイドンワナダ～イ！」

　ゴブリンは、泣きながら会場を後にした。

　これだけ脅おどせば、もうシエルには近づかないだろう。

　あとは──ステージ上でシエルたち奴ど隷れいを従えている奴ど隷れい商人ただ一人だ。

　シエルはまだ、奴ど隷れい商人の背後でぼんやりと立たち尽つくしている。あと少し、あと一歩だ。焦あせるな俺。シエルのことになると、どうも俺は理性のリミッターが解除されるらしい。

「警備員は全員逃にげたぞ。シエルたちを解放しろ。奴ど隷れいたちにかけた服従魔ま術じゆつを解け！」

「フッ。商しよう売ばい敵がたきや教会の司祭たちに何度も因いん縁ねんをつけられた私が、なぜこの業界で生き残れたと思っているのですか？　はいそうですか、と私がおとなしく従うとでも？」

「レナさん！　お父さんの精神系魔ま術じゆつは強力です。注意してください」

　俺は男だから効かないはず……対女性服従魔ま術じゆつ以外にも強い術を持っているのか？

「お父さんが殿との方がたに対して駆く使しする黒くろ魔ま術じゆつは、相手を呪のろって死ぬまで鬱うつにするという悪質な魔ま術じゆつなんです。身体からだを男性化しているレナさんには効きます」

「嫌いやな魔ま術じゆつだな!?　しかも、女の子に使う服従魔ま術じゆつと比べて地味すぎる!?」

「お父さんは殿との方がたを操あやつることには興味がなかったので、修得した魔ま術じゆつにも男女格差が……」

「隙すきあり！　こちらを見なさい！」

　瞬しゆん間かん、奴ど隷れい商人が隠かくし杖つえを正面に掲かかげて、黒い光を俺へと放っててきた。

　これはシエルが喰くらった攻こう撃げきパターンだ？　速い！　無む詠えい唱しよう！　避さけられない！

「レナくんとやら、さあ思う存分鬱うつになりなさい！　あなたの人生はこれで、お・し・ま・い・デス！」

「シールド・オン！　きゃっ？　ダメです貫かん通つうされました!?　ごめんなさい!?」

「なにいっ、シールド貫かん通つうだと？　うわっ!?」

　急激に、視界が暗くなってきた。

　身体からだが。身体からだが重い。ダメだ、立っていられない。体育座りをしよう……。

　俺は……どうしてこんな場所にいるんだろう？

「もう、終わりだ……そうだよ。たった一度、ＳＮＳでレスが返ってこなかったからって……俺は三年間も、自分からシエルに再さい連れん絡らくしなかった卑ひ劣れつな臆おく病びよう者ものだ」

　シエルがコミュニケーションを苦手にしていることを、誰だれよりも知っていたのに。

「感かん染せん症しよう禍かでシエルが外出できなくなって困っていても、取材ができなくて連れん載さいを終しゆう了りようしていても。それどころか俺は、シエルがマンガ家になっていたことすら知らなくて……俺のどこがシエルのバディなんだ。俺は、シエルに向き合う勇気のないダメ人間だ……」

　どうして再会する勇気を俺は出せなかったんだろう。感かん染せん症しよう？　大学？　単位？　就職？　ブラック企き業ぎよう？　社しや畜ちく？　違ちがうね。全部言い訳だ。

　そうだ、俺は──シエルと一いつ緒しよにいると、心が締しめ付つけられて苦しくなるんだ。

　だって俺にとってシエルは、目の前で眩まぶしく輝かがやいているのに決して手が届かない、過去の星の光のようなものだから……シエルの閉ざされた心は決して、俺を彼女の世界には入れてくれない。俺は、それがとても辛つらくて悲しくて。

「れ、レナさん？　しっかりしてください!?　お父さん、解除してください！」

「……スモール。これは魔ま術じゆつのせいじゃない。俺は真実に向き合っただけだ。俺にシエルは救えない。そんな資格、俺にはないんだ……」

「レナさんは、シエルさんを救うためにここまで頑がん張ばって戦ってきたじゃないですか。どうかもう一度、勇気を奮い起こしてください……うう。酷ひどい魔ま術じゆつです、こんなの……」

　これは男を鬱うつにする魔ま術じゆつですが、鬱うつになる原因は当人自身の心の問題なのですよ、原因がなければ効きませんと奴ど隷れい商人が高笑いする。そうだよな、その通りだ。

「娘むすめよ。そんな甲か斐い性しよう無し男に誑たぶらかされていないで、さあ父の元に戻もどりなさい。今なら許しますよ？　あなたがその男と手を切れば、彼の鬱うつ状態を解除してあげます。彼が二度と私と娘むすめの前に姿を現さないという契けい約やく書しよに捺なつ印いんすれば、ですが」

「う、うう……ぐすっ……シエルちゃんは目の前にいるのに。私は、どうすれば……」

　万ばん事じ休す、俺たちは奴ど隷れい商人に敗れた。シエルは結局奴ど隷れいとして売られる運命に──。

　だが、そうはならなかった。

　ガンッ！

　ずっと無表情だったシエルが、相変わらず無表情なまま自分の首輪を外すと、いきなり背後から奴ど隷れい商人の頭を首輪で殴なぐって転てん倒とうさせたのだった。

「こらお前。レナにヘンな魔ま術じゆつをかけるな、こんなのレナじゃないぞ。元に戻もどせ！」

「ぐぎゃああっ!?　ふ、服従魔ま術じゆつを自力で解いただと!?　ば、バカな。有り得ない……」

　奴ど隷れい商人は、倒たおれた。不意打ちとはいえ、筋力も体重もないシエルに倒たおされるなんて。

　もしや物理戦せん闘とう力りよくはスライム以下だったのか、この男。

　おまけに、追い打ち攻こう撃げきまで喰くらってる。なぜか怒おこっているシエルに頭を踏ふんづけられている。俺も、お前に頭を踏ふまれるべき臆おく病びよう男おとこだがな……踏ふめ、俺を踏ふんでくれシエル。

「勝ったなガハハ！　奴ど隷れいオークションはこれにて終しゆう了りよう！　ぶいぶい！」

「きゃあああ、シエルちゃん凄すごいです！　どうやってお父さんの服従魔ま術じゆつを解除したんですか？　術者が解除しない限り不可能なはずですよ？」

「誰だれだお前」

「ふえええ。奴ど隷れい商人の娘むすめです、スモールですう！　食堂で会いましたよ!?」

「そうだったか？　ああ、かわいい魔ま法ほう使つかいさんかあ！　顔をはじめて（ちらっと）見た」

「……シエル、さあ俺を踏ふんでくれ。俺を罰ばつして罵ののしって唾つばを吐はきかけてくれ」

「おい奴ど隷れい商人。さっさとレナにかけた魔ま術じゆつを解除しろ。キモい」

「……もっとキモいと罵ののしってくれ」

「解除しろ」

「……しょ、承知しました……か、彼と奴ど隷れいたちにかけた全魔ま術じゆつを、解除します……」

　あれ、治った。俺は今まで、なにをしていたんだっけ？　うーん思いだしたくない。

　ステージ上の奴ど隷れいたちも全員、正気に返っていた。男奴ど隷れいたちは鬱うつにされて気力を奪うばわれていたのだな。スモールが「もうだいじょうぶです」とアフターフォローを開始。

　しかしシエルは、なぜ服従魔ま術じゆつを解除できたんだ？　男を鬱うつにする魔ま術じゆつの百倍は労力をかけて修得した、高レベルの精神操作系魔ま術じゆつだったろうに。

「実はなレナ、最初から私にはあの魔ま術じゆつは効いていなかったのだ」

「えっ？　どういうことだ？」

「私が人と視線を合わせられないのは知っているだろう？　視線が奴ど隷れい商人の顔からズレていたから、杖つえの光は私の目に直ちよく撃げきしなかった」

「でも、効いていたじゃないか」

「私には反復言語癖ぐせがあるだろう？　思わず『イエッサー』と奴ど隷れいっぽい返事をしてしまった。だが、全然効いていないとすぐに気づいた。あとは、流れで適当にそれっぽく振ふる舞まっていた」

「えっ、じゃあほんとうに潜せん入にゆう捜そう査さだったのか!?　お前、噓うそをつくのが苦手だろう？」

「クエストだからな。それに……奴ど隷れい商人があんなに自信満々だったのに、実は効いてないと後から言いだすのもなんだか申し訳なくて気まずくてな……私は空気が読めないので、言いだすタイミングがなかなか摑つかめなくて」

「お前を売り飛ばそうとしていた奴ど隷れい商人に気を遣つかってどうすんだよ。奴ど隷れいごっこを続けて、いったいどうするつもりだったんだ。お前、会場のステージにまで上がってたんだぞ」

「別になにも考えてなかった。だって、必ずレナが助けに来てくれると信じていたからな」

「ふ、不意にそういうことを言うなァ!?」

　思わず声が裏返ってしまった。シエルはよく言えば天てん真しん爛らん漫まんだから、突とつ然ぜんこういうことを言う。噓うそをつけない性格だからな……それ故ゆえに時折、俺にクリティカルが入る。

「謎なぞが解けましたね！　シエルちゃんは、精神系魔ま術じゆつが全て無効な特異体質なんですよ。この世界では、全魔ま術じゆつの約半分、高度魔ま術じゆつの多くが精神系なので、それらが一いつ切さい無効なシエルちゃんはとてつもなく強いです！」

　スモールが「きゃあ、きゃあ」と喜んでいるが、そんなご都合が有り得るのか？　俺の保ほ父ふ星ぼし流りゆう剣けん術じゆつが異世界で無む双そうできたことといい……。

「あれ？　なんか強いな俺ら？」

「やれやれ。異世界に来たらチートとか、安易な設定だなまったく」

「お前もだろ」

　あ、いや違ちがう。シエルとの付き合いが長い俺は、トホホな真実に気づいてしまった。

（シエルは、他人と視線を合わせないから精神系魔ま術じゆつが効かないんだ……）

　俺は、杖つえが発する光を直視したから術に落ちた。だがシエルは杖つえを直視しなかった。

　奴ど隷れい商人が、杖つえを自分の顔の正面に掲かかげたからだ。普ふ通つうの人間は、不意に呼びかけられると思わず相手の目を見てしまう。少なくとも相手の顔を。だからこそ杖つえを顔の正面に掲かかげるポーズが、精神系魔ま術じゆつの基本フォームなのだろう。

　だがシエルは、相手の目どころか顔も見られないから、絶対に効かない。

　仮に杖つえの位置が術者の顔から離はなれていたら効くだろうか？　それもない。シエルは、会話中は常に相手を見ずに明後日あさつての方向を見ている。必ず視線が対象からズレているから効かない。

　まあ……シエルが「精神系魔ま術じゆつ無効」なのは確かだ。

　この真実については、知らん顔をしておこう。スモールがとても喜んでいるし、シエルも「そうか私は精神系魔ま術じゆつ完全無効のチート体質なのか最強だな！　ぶいぶい！」とご満まん悦えつだし。




　奴ど隷れいオークションが中止になった後。

　奴ど隷れいたちが全員解放されて閑かん散さんとしたステージで、スモールは俺に「頑がん張ばれ」と応おう援えんされながら勇気を振ふり絞しぼり、父親と一対一で対たい峙じした。シエルは……奴ど隷れいたちが捨てていった首輪を弄いじっている。気に入った首輪をマンションに持ち帰るつもりだな。

「お父さん、今まで育てて頂きありがとうございました。ですが、私の教育費や生活費は奴ど隷れい商売で稼かせいだ汚きたないお金です。お父さんが奴ど隷れい商売から手を引くまでは、一いつ緒しよにはいられません」

「娘むすめよ。今回入にゆう荷かした奴ど隷れいたちにかけた魔ま術じゆつは解除したし、奴ど隷れい契けい約やく書しよも燃やした。だから、どうか父の元に戻もどってきてくれないか？　私にとっては、お前だけが……」

「すみません、今はできません。私は、私自身の力だけで生きて稼かせいでいける一人前の魔ま術じゆつ師しになりたいんです。お父さんに二度と悪事を働かせないためにも」

「くっ。私が貧びん乏ぼうで受けられなかった最高の高等教育を施ほどこしたばかりに、娘むすめがグレてしまったあああ～？　レナくん、どうか娘むすめをよろしく頼たのむ。よろしく頼たのむ。奴ど隷れいにして売り飛ばしたり牧場で飼って孕はらませ雌めす奴ど隷れいにしたりしないでください、お願いしまぁす！」

「そんな邪じや悪あくなことはしませんから、ご安心を。責任を持ってお預かりしますから」

　そもそもやらないが、仮にそんな真ま似ねをしたら俺がシエルになにを言われるか。

　いやそれ以前に、暴走したスモールに俺は消し炭にされる。

　俺はスモールの前では、あくまでも女の子が魔ま術じゆつで男に変身した「変性男子」だからな。

　……どうしようこの設定。明らかに持て余している。どこでカムアウトすればいい？

「それじゃあお二人のパーティに入れてくださるんですね、レナさん。嬉うれしいです！」

「ソロ活動は厳しいし、スモールのシールドはとても助かるんだ。シエルもいいよな？」

「今、私は戦利品の首輪の選定で忙いそがしい。好きにしろレナ。よきに計らえ」

　まったくこいつはフリーダムだな。今は首輪よりスモールを優先してくれないかな。

　奴ど隷れい商人は「ああ。娘むすめが心配だ、心配だああ」と打ちひしがれながら、去っていった。

「……しばしのお別れです。いつかお父さんも、真まエルフに戻もどってくれると信じています」

　やだ～これかわいい～！　と首輪を塡はめて喜んでいたシエルが、急に突つっ込こんできた。

「真ま人にん間げんだろ？」

「真まエルフですよ？」

「そうか、まあいい。ハーレム野や郎ろうたちをおしおきしてスッキリしたなレナ！」

　そういえば、シエルが異世界を苦手に感じる理由のひとつが「ハーレム苦手」だった。

　異世界だろうが現代だろうが苦手なのだが、異世界とハーレムは双ふた子ご惑わく星せいだからな。

　よし。シエルの異世界苦手要素がひとつ解消された上、クエストも達成された。

「シエルちゃん、これからパーティ仲間としてよろしくお願いします。その……シエルちゃんとお友達になりたいな……なんて思ってるんですけれど、い、いいでしょうか？」

「ああ、いいぞ」

「即そく答とうですか？　ありがとうございます！　嬉うれしいです！」

　オウム返しで相手のノリに同調するからな、シエルは。あまり喜ばないほうが……。

「正式に友達になるのなら、儀ぎ式しきが必要だな。挨あい拶さつをしよう。長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを！」

　だからバルカン式挨あい拶さつ、やめろ。

「ちょ、ちょうじゅとはんえいを……こ、こうですか？」

「違ちがうそうじゃない。薬指と小指をくっつけつつ、人差し指と中指をくっつけ、その間に大きな隙すき間まを作る。カニのハサミみたいな形にするのだ」

「む、難しいです。指が上う手まく曲がらないです」

「バルカン人ならできる！」

「……ダークエルフです……」

　面めん倒どう臭くさい友達を作ってしまったスモールの前ぜん途とは多難そうだった。

「待てよ？　シエルに友達ができたのは、もしかしてはじめてなんじゃないか？　うっ……よかったなシエル……俺は感無量だよ」

　そうだ。シエルの母親と、従兄いとこの俺以外に、シエルと親しくしていた人間の記き憶おくが俺にはない。教室では常に問題児として浮ういていたし、東京でマンガ家になってからは〆切り缶かん詰づめと感かん染せん恐きよう怖ふ症しようでずっとひきこもりだし、先代の担当編集者は顔も名前も覚えなかったし。

　そんなシエルに、同年代の友達が……異世界よ、ありがとう。感謝します。

「レナがもらい泣きしてどうするのだ。お前は私の親か？」

「似たようなものだろうが。飼い主とでも言ってほしいのか？」

「あうう。バルカン式挨あい拶さつ、できないです。代わりにハグしましょうシエルちゃん！」

　スモール？　それは、接せつ触しよく恐きよう怖ふ症しようのシエルにはＮＧ行こう為いだ！

「みぎゃあああああああ!?　だだだ抱だきつかれたああ!?　レナ、レナ、助けろ～！」
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「ええっ？　わ、私……ごめんなさいごめんなさい。いきなり馴なれ馴なれしかったですか？　シエルちゃんに早さつ速そく嫌きらわれてしまいました……うう」

「だいじょうぶ、嫌きらわれたわけじゃないよスモール。シエルは接せつ触しよくされるのが苦手なんだ。こいつはそういう種族なので、気にしないでくれ」

「そ、そうなんですね！　今後は気をつけますね、シエルちゃん。驚おどろかせてごめんなさい」

「種族言うな」

「あれ？　でも、レナさんとは割と触ふれていますよね？　今も後ろからハグを」

「ただの慣れだよ。付き合いが長いしな。最初の頃ころは、手を握にぎっただけでギャン泣きされたぞ」

「ふふ。女の子同士なのに？　シエルちゃんは照れ屋さんなんですね。かわいいです」

　ゲッ。持て余している俺の変性男子設定がここで？　まずいぞ消し炭にされる！

「は？　レナが女？　スモールはなにを言って……もごもご……」

「凄すごいですレナさん。背後からシエルちゃんをハグしたまま、口を手で塞ふさぐだなんて。私もいつか、シエルちゃんとこんなスキンシップがしてみたいです。ふふっ」

　スモールは親友同士のいちゃいちゃスキンシップだと思い込んでいるが、

（みぎゃっ？　なにをする～？　ブルータス、お前もか～）

（スモールは男性恐きよう怖ふ症しようなんだ。俺はまだ死にたくないすまない。俺が生まれつき男だということは当面内ない緒しよにしてくれ）

（いきなりお友達に隠かくし事ごとを？　そんなの辛つらすぎるう～）

　内実は、俺の命を守るための緊きん急きゆう接せつ触しよく行動だった。許してくれシエル、そしてスモール。

　シエルは噓うその次に隠かくし事ごとが苦手だ。隠かくし事ごとに多大なストレスを感じる性格だし、いつかは必ずぽろっと口を滑すべらせる。そう長くは隠かくし通とおせないだろう。

　俺はいったいいつ、スモールに真実を打ち明ければいいんだ!?




☆




　スモールのお父さんは「娘むすめに認めてもらうために、これからは隣となり町まちでクリーンな新規事業をはじめますよ」と手持ちの奴ど隷れいを一いつ斉せい解放して去って行った。

　奴ど隷れいオークションの開かい催さい阻そ止しと、出品されていた全奴ど隷れいの解放は、俺とシエルとスモールの新米パーティに莫ばく大だいな報ほう奨しよう金きんをもたらしてくれた。家族を取とり戻もどしたい奴ど隷れいの親族のみならず、教会や政府筋からも多額の報ほう奨しよう金きんが提供されていたからだ。大勢の親族たちから「どうもありがとうございます」と特別ボーナスまで頂いた。特に、父親の奴ど隷れい商売に抵てい抗こうしたスモールは感謝されすぎて「わわわ私はそのっあのっ」と慌あわてて隠かくれてしまった。

　自らも表ひよう彰しようされてしまったギルド長は「あんた方はやれるパーティだと信じていたぜ。ほれ、大おお幅はばにレベルアップだ。新しいバッジをやろう！　有名パーティにふさわしい新しい武具と防具とコスチュームもプレゼントだ！」と大おお盤ばん振ぶる舞まい。

　まるで救世主扱あつかいだ。とんとん拍びよう子しに異世界で出世──しかし、好こう事じ魔ま多おおし。

　クエスト達成記念パーティ会場に詰つめかけてきた教会の司祭たちから案の定、

「シエル殿どのは、あのダークエルフの強力な服従魔ま術じゆつを打ち破ったとか！　これは奇き跡せきです。あなたはほんとうに、魔ま王おうを倒たおすと予言されていた大だい賢けん者じや様かもしれませんぞ」

「どうか、長らく我ら人類を脅おびやかしてきた魔ま族ぞくを統すべる魔ま王おうを倒たおしてください」

「魔ま王おうこそは、奴ど隷れい市場を陰かげで支配している巨きよ悪あくなのです！」

「北の大地に聳そびえる魔ま王おう城じようには、恐おそるべき魔ま王おう、魔ま族ぞく四し天てん王のう、大量の魔ま族ぞく兵士たちが常に駐ちゆう屯とんしていて臨戦態勢。魔ま王おうは非戦を口にしていますが、それは狡こう猾かつな罠わななのです」

「今まで魔ま王おうとの和平条約締てい結けつを目的に魔ま王おう城じように向かった使者は、誰だれも戻もどってこないのです」

「あなた方最強パーティが魔ま王おう城じようを奇き襲しゆうすれば、魔ま王おうを倒たおせるかもしれません」

「倒たおせずとも、魔ま王おう城じように潜せん入にゆうできれば魔ま王おうの暗あん躍やくは止まります。魔ま王おうは慎しん重ちような男ですから」

　魔ま王おう城じよう潜せん入にゆうクエストを受注してくれ、いやいっそ魔ま王おうを討とう伐ばつしてくれ、という無茶なリクエストが殺さつ到とうした。

　言うまでもなく難易度が高すぎるので、俺は社しや畜ちくスマイルを浮うかべてやんわりと遠えん慮りよしたが、シエルが「やるっ！　魔ま王おう城じように潜せん入にゆうするだけなんてケチなことは言うな。魔ま王おうに直接会うクエストも受けるー！　大だい賢けん者じやの私にマカセロ～！」とホイホイ受じゆ諾だくしようとしたので、慌あわてて首根っこを摑つかんで引きずってパーティ会場を後にした。

　やはり、シエルからは一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなせない。町の常宿に居い座すわっていたら、毎日シエルに達成不可能クエストを振ふってくる輩やからが押しかけてくるぞ……どうするか。




　というわけで俺たちは、町の郊こう外がいに新居を購こう入にゆうした。

　三人とも旅人だから荷物は少ない。引ひっ越こしてすぐに広いリビングルームに三人で集合し、テーブルを囲んで祝しゆく杯はい（炭酸水）をあげることに。

「というわけで、新居を構えたぞー！　今日からはここがシエルパーティの本ほん拠きよ地ちだ！　レナ、今後はこの屋や敷しきを合流ポイントにしよう」

　シエルの推理では、異世界に転移する際の転移ポイントの位置は、一度訪おとずれた場所から選べるらしい。一度目は山の中だったが、二度目は町に直接転移できたのがその根こん拠きよだという。「山を下りるのが面めん倒どうだから、無意識が直接町に出ることを選せん択たくしたのだ」という薄うすめの根こん拠きよだが、ともあれ異世界に屋や敷しきを持つのはいいことだ。郊こう外がいの田園地帯だから格安だったしな。

　ＳＮＳやインターネットのない異世界だし、住所を秘密にしておけば司祭たちもとうぶんは押しかけてこないだろう。

「おめでとうございますシエルちゃん。私も部屋を頂けるだなんて、嬉うれしいです嬉うれしいです」

「スモールに部屋を貸す条件はひとつ。長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを！　早くバルカン式挨あい拶さつを覚えろ」

「うう。指の曲げ方が難しいんですよね……」

「気合いだー！　スモールはバルカン人なんだから、骨の構造的に絶対に可能なはずだ」

　シエル、あんまりスモールを困らせるんじゃあない。スモールの女の子への挨あい拶さつは基本的にハグだ。それが困るので、非ひ接せつ触しよく型がた挨あい拶さつの修得をせかしてるのだろうけれど。

「ふう……この部屋は見晴らしがよくて素す敵てきですが、日当たりが良すぎて私には少し暑いです。ちょっと着き替がえますね」

　ぶはっ。

　俺は口にしていた炭酸水を思わず吹ふいていた。突とつ然ぜんスモールが上着を脱ぬぎはじめたからだ。ら、ら、ら、ラージ……いやセクハラは慎つつしめ会社を解かい雇こされる落ち着け俺。こんな時は喪も数すうを数えるんだ。喪も数すうは孤こ独どくな男を癒いやしてくれる孤こ高こうの数字。1,1,1,1,1,1……。

「こらこらスモール、名前に似合わず胸だけはラージだな。レナが目のやり場に困っているから、自分の部屋で着き替がえろ」

「はい？　どうしてですかシエルちゃん？　このお屋や敷しきには、女の子しかいませんよ？」

「違ちがう、こいつはおと……うぐ、うぐぐぐ……れれれレナは、とってもシャイなのだ」

　危ない。シエルが早くも「我が慢まんの限界」と言いたげに苦しそうにしている。よく踏ふみとどまったな、偉えらいぞ。

「ふえっ？　そ、それは失礼しました！　私、ルームメイトができたのもはじめてなので……親しいお友達に不意に下着姿を見せるのは失礼なんですね。すみませんすみません。それじゃあ、部屋で薄うす着ぎに着き替がえてきますね？」

　スモールが「すぐ戻もどりますから」とリビングを離はなれた。素す直なおな子だな……早く真実をカムアウトしたいが、ちょっとタイミングが難しい。引ひっ越こし初日に「俺、実は男なんだ」と打ち明けたら、まるで計画詐さ欺ぎみたいだしな。シエルとの友情も速効で破は綻たんしそうだ。

　シエルを救出するためだったとはいえ、隠かくし事ごとなんてするもんじゃないな。

「……レナ。お前にも、男の本能があったんだな」

　うん？　シエルが抱だき枕まくらに抱だきついて足をばたばた振ふりながら、妙みような言葉を口走ってる。

「あ、当たり前だろ？　俺は石仏じゃないぞ。スタンドでもないからな？　突とつ然ぜん若い女性が服を脱ぬぎはじめたら動どう揺ようするに決まってるだろう」

「そうか。私にはそんな素そ振ぶりを見せたことなかったから、もしかしてレナは女の子に興味がないのではという仮説を立ててみたりもしたが、考えすぎだったな」

　し、シエル？　お前がそういうことを考えたり感じたりしていたことのほうが、俺には驚おどろきだよ。だってシエルは18歳になっても出会った頃ころと変わらない純真な心のままで、大人の人間が持つ心の汚きたない部分には無む縁えんで、異性にも興味なんかなくて……あれ？　もしかして、俺が勝手にそう思い込んでいただけなのか？　シエルだって俺と同じ人間なのに。少しばかり変わっているだけで、18歳の普ふ通つうの女の子なのに……。

　いや待て！　シエルは俺の従妹いとこだ。俺は今までずっとシエルの兄代わりだった。母親を失ったシエルにとって、心を許せる家族はもう俺だけで……繊せん細さいで傷つきやすいシエルには「絶対に安全な家族」が必要なんだ。だから、ここで俺が返すべき最適解はこれだ。

「しししシエル。おおおお前は従妹いとこだろ？　俺にとっては妹みたいなもんだ、うん！」

「……そうか。そうだな……」

　ええっ？　なんだ、この微び妙みような空気は？　どんよりと重くなった。謎なぞのプレッシャーをシエルから感じる。そうかこれがニュータイプの圧か、などと茶化せそうな気配もない。

「お待たせしました、楽な部屋着に着き替がえてきました。外出用の上着って、胸むな元もとがきつくて暑いんですよねー。あ、あれ？　喧けん嘩かでもされたんですか、お二人とも？」

　ちょうどいいところにスモールが戻もどって来きてくれた。

「あっスモール。やっぱり隠かくしておくのは不公正だな。実は、レナはおと……」

　ちょ。さっき思いとどまってくれたのに、なぜだシエル!?　俺を消し炭にさせようと!?

「はい？　シエルちゃん？　レナさんが、なにか？」

「……あ。いや、なんでもない……教えたら、恋こいに発展するかも………いやだ……」

　なにかボソボソと呟つぶやいているが、シエルが顔を枕まくらに埋うめてしまったので聞き取れなかった。どうしてしまったんだろうシエルは。スモールと同居することに緊きん張ちようしているのかな。

「シエルちゃん？　レナさん？　そうです、同居初日記念にホームパーティを開きましょう！　子供の頃ころからの夢だったんです！　首輪と鉄球を塡はめられ魔ま術じゆつに操あやつられている大勢の奴ど隷れいさんたちに傅かしずかれない、そんな平和なホームパーティが」

　嫌いやなホームパーティだな。そりゃスモールも男性恐きよう怖ふ症しよう＆ハーレム嫌ぎらいになるよ。

「いいなスモール。早さつ速そく俺の料理の腕うでを披ひ露ろうしたいところだが、越こしてきたばかりであいにく食材がない」

「今日は特別にデリバリーを頼たのんでしまいましょう。無む駄だ遣づかいはいけませんが、今日だけですよ今日だけ。デリバリーサービスしてくれる町の食堂に伝でん書しよ鳩ばとを飛ばして、お店の料理全品を届けてもらいましょう。各国の珍めずらしい郷土料理を提供してくれるお勧すすめ店てんがありまして」

「ぜ、全品？　まさかスモールって、大食いキャラ……」

「シエルちゃんのお口に合う料理を総当たりで探してみるんですよ、レナさん。予算がある今のうちにシエルちゃんのごちそうを発見しちゃいましょう、ふふっ」

　シエルが「がばっ」と身体からだを起こした。「ごちそう」という言葉に激しく反応している。

「私の好物が見つかるかもしれないだと!?　お腹なかぺこぺこでもう死にそうだったのだ！」

　シエルは異世界を再訪して以来、ハンバーガーが食べたい～と泣きながら「甘い水」とフルーツで最低限の栄養補給を続けてきたからな。それで元気がなかったのかな？

「はい。きっと見つかりますよ、シエルちゃん」




　そのスモールの言葉は、一時間後には現実のものとなった。

「うわああああ？　マンガ肉だあああああ～!?　これ、全部私の！」

　テーブルに並べられた、満まん漢かん全ぜん席せきの豪ごう華かなデリバリー料理の数々。

　その中に「マンガ肉」そっくりの、骨付き肉のバーベキュー料理があった。

「美お味いしい美お味いしい。はむはむはむはむ」

　こらこらシエル。がっつくな。中身がなんとかサソリだったらどうするんだよと一いつ瞬しゆん心配したが、そうか、骨付きだからそれは有り得ないな。素材が一いち目もく瞭りよう然ぜんだから、シエルも安心して食べられる。しかも好物の肉だ。シエル的にはビーフが食材の最さい高こう峰ほうだが、餓うえれば羊も豚ぶたも鶏とりもイケる。ラム肉も好物だ。うん？　それじゃあ刺さし身みや寿す司しはなぜダメなんだ？　アニキサスがどうのこうのとよく言っているから、寄生虫恐きよう怖ふ症しようなのか？

「これはドワーフが好む鉱山料理で、猟りようで仕留めた野生の獣けものを荒あらっぽくざく切りにしてバーベキューにした一品です。保存食版もありますよ？　よかったですねシエルちゃん」

「うむ！　これで飢うえ死じにの危機は免まぬがれた！　ありがとうスモール！」

「は、は、はいっ。こ、こ、こちらこそ!?」

　ドワーフのジビエ料理か。鉱山から遠く離はなれた町や村で見かけなかったはずだ。

　スモールの異世界ご当地知識は、ほんとうに助かる。

「うー、お腹なかいっぱいだー。よし、仲間が三人揃そろったから『桃とう園えんの誓ちかい』をやろう。一度やってみたかったのだー！」

　食欲を満たした途と端たん、シエルが早さつ速そくまたヘンなことを言いだした。

「さあスモールとレナも一いつ緒しよに私の台詞せりふを復唱して乾かん杯ぱいしてくれ！　『我ら天に誓ちかう！　生まれた日は違ちがえども、死すべき時は同じ日同じ時を願わん！』くうう、痺しびれるぅ～」

「は、はあ。わかりました。ウマレタトキハチガエドモ～。レナさん、なんですかこれ？」

「すまん、シエルに付き合ってやってくれ。きっと幼い頃ころからの夢だったんだ」

　異世界に「三さん国ごく志し」はないので、説明は不可能だな。そうか。シエルの隣となりにはいつも俺しかいなかった。母親は「桃とう園えんの誓ちかい」をプロデュースする役やく柄がらだし。三人揃そろったから、念願の「桃とう園えんの誓ちかい」ごっこがやっと可能になったわけだ。よかったな、シエル──。




　ホームパーティが終わり、新居初日の夜を迎むかえた。あまりにも大量の料理を注文してしまったので、俺は死ぬ思いで残飯を出すまいと一人で膨ぼう大だいな量を平らげる羽目に……うっ。もう動けない……寝ねるにはまだ早いし、庭の大木のもとに吊つるされているハンモックチェアで休むか。

　夜空は晴れていて、目ま映ばゆい星の輝かがやきが相変わらず美しい。鈴すず虫むしのような虫の音も聞こえてきて、実にいい夜だ。異世界の鈴すず虫むしは嚙かみついてきたり爆ばく発はつしたりしないだろうな？

　半分うつらうつらしながら、ハンモックチェアに横たわって揺ゆれていると──。

　庭に面した縁えん側がわから、シエルとスモールの会話が漏もれ聞きこえてきた。

　中世ヨーロッパ風の屋や敷しきなのに縁えん側がわがあるのは妙みようだが、デザインは洋風だ。

「シエルちゃん。シエルちゃんの故郷の村ではどんな星座が見えましたか？　この町の夜空には、星座がたくさんあるんですよ」

「フッ。スモール、星などは過去の光……既すでに本体は消しよう滅めつしているかもしれないぞ」

「そうですね。私たちにとっては過去の光だからこそ、昔の人間やエルフたちは、過去の伝説や神話になぞらえて夜空に星座を見つけたんだと思います」

「ほう。そういう考え方もあるな」

「ほらシエルちゃん。あれが、３５００年前に活かつ躍やくしたと伝わる古代の『英えい雄ゆう王おう』トカ・ウレマ王の星座です」

「十と勝かち馬うま王おうか。馬ば頭とう星座には見えんぞ」

「トカ・ウレマ王ですよ？　王は世界最古の神話『トカ・ウレマ・サガ』の主人公で、魔ま族ぞくと人間族を両親に持つ智ち勇ゆう兼けん備びの英えい雄ゆうです。魔ま術じゆつの奥おう義ぎを究きわめ、世界に厄やく災さいを為なす巨きよ大だいドラゴンを退治し、世界に平和と繁はん栄えいをもたらした理想の王だったと語られています」

「そんな古い歴史が残ってたのか？　２０００年より以前の歴史は記録されていないはずだが」

「はい。残念ながら王の没ぼつ後ごに破局的な大だい洪こう水ずいが起きて、王が築いた壮そう大だいな神しん殿でんも、王が実在した証あかしとなる歴史的資料も全て失われてしまいました。でも、幸いにも王の星座の神話が口く伝でんされていましたから、王の物語は忘れ去られなかったんです──大だい洪こう水ずいが大地を洗い流してしまっても、星空は決して押し流されたりしませんからね」

「なるほど合理的な話だ。そうか、この世界にも神話があるのだな。しかも星座と紐ひも付づけられて人々に伝わっている……私の世界と同じだな。実に興味深い」

「教会の司祭さんたちは『ただのおとぎ話だ、偉い大だいな王が魔ま族ぞくと人間の間に生まれるはずがない』と王の実在を否定しますけれど、市し井せいのエルフや人間たちはみんな信じています」

　スモールは歴オタではないが、星座マニアだったな。シエルとはいい友達になれそうだ。まさか異世界で、シエルと気が合って趣しゆ味みも合う女の子に出会えるとは。俺は黙だまって二人の会話を聞きながらハンモックチェアで休んでいよう。割り込むのは野や暮ぼだ。

「ただ、天空に見える星の位置は時間とともにどんどん移動するので、１００年も経たてばずいぶん見た目が変わっちゃいます。図書館で調べたんですが──今、私たちが見ているトカ・ウレマ王の星座は、２０００年前の星座と比べるとかなり形が崩くずれちゃってるんですよ。ほら、こっちが今の星座。こっちが２０００年前の星座です。かつては端たん正せいな八頭身だったのに、今は頭が巨きよ大だい化かして三頭身です。なんだか怪かい物ぶつ化かしてますよね」

　スモールは、地面の土に杖つえで星座を描かいているらしい。

「たった２０００年で星がそんなに移動するのか？　速いな。距きよ離りが近いのだろうか？　私の世界では恒こう星せいの固有運動速度はとても遅おそい。数万年、数十万年経たたないと星座の形はそれほど変化しない。たとえば、北ほく斗と七しち星せいの柄ひ杓しやく部分が上下反転するまでには20万年かかる」

　シエルも地面に北ほく斗と七しち星せいを描かいているようだ。微ほほ笑えましい。親目線で感激してしまう。

「北ほく斗と七しち星せいって初耳です。ふふ。シエルちゃんって、ほとんど別世界の人みたいですね。ほんとうに、世界は広いですね──」

「ほんとうだなスモール。ところでこの世界では、星と魔ま術じゆつにはなにか関係があるのか？」

「いえ。白しろ魔ま術じゆつも黒くろ魔ま術じゆつも、魔ま術じゆつ師し自身の体内の魔ま力りよくを用いるんですよ。残念ながら星とは関わりがないです。あったら素す敵てきだなとは思いますけれど」

「そうか。星座に神話を見ていた文化があるなら、星と魔ま術じゆつも繫つながっていると思ったのだが」

「シエルちゃんも実はロマンティストなんですね。くすっ」

「うん、待てよ？　あの村にあった古代石せき碑ひには、古代文字だけでなく、私にも解読できなかった絵が描かかれていた。絵の中央には立派な身なりの人物が。あの人物像は、十二頭身という奇き妙みような容姿だった……３５００年前の王の星座の形は伝わっているかスモール？」

「ええと……たとえ星座関連でも、学者が２０００年以前の過去を遡さかのぼって調べようとすると『予言者誕生以前の暗黒時代を調べる必要はない』と教会が難色を示しますし、研究予算もろくにつかないので、わからないですね」

「やはりそうか！　専門家に考えさせないから謎なぞが解けなかったのだ。ならば私が最初の発見者だな！　エウレカ～！」

　ドオオオン！　突とつ然ぜんの爆ばく発はつ音おん！　異世界鈴すず虫むしはやはり爆ばく発はつするのか!?

　シエルは？　スモールは？　二人とも、無事か？

「ヘウレカー！」

　あ。違ちがう。鈴すず虫むしが爆ばく発はつしたんじゃない。シエルが閃ひらめくと同時に、シエルの妄もう想そうスタンドのアルキメデスが出現したのだ。いちいち心臓に悪いからスタンドの視覚効果をオフにしてくれないかなシエル。

　なぜシエルの妄もう想そうのアルキメデスを具象化するんだ、この異世界は？

　シエルが閃ひらめいた瞬しゆん間かんの高こう揚ようした精神状態が、異世界では魔ま力りよくに変へん換かんされるのだろうか？

　そもそも、いつからシエルはアルキメデスを幻げん視しするようになったんだ？　昔のシエルは史し蹟せきを訪問してもそんなもの見えてなかったぞ？

「ふえええ。この顔の濃こい殿との方がたは誰だれですか？　シエルちゃんの守護精せい霊れいですか？」

「スタンドだ。ありがとう、おかげで閃ひらめいたぞスモール！　古代石せき碑ひの謎なぞが解けた！」

「ええっ？　誰だれも解けなかったあの石せき碑ひの謎なぞを!?　凄すごいです凄すごいですシエルちゃん！　高難易度の守護精せい霊れい召しよう喚かん魔ま術じゆつを使えるだけでも凄すごいのに、正しよう真しん正しよう銘めいの天才です！」

「ちっちっちっ。歴史的天才☆と呼べ」

「はい、歴史的天才☆です！　そ、それで、古代石せき碑ひの正体とは!?　気になります！」

　俺も気になる──いい意味でも、悪い意味でも。シエルがほんとうにあの石せき碑ひの謎なぞを解明したら「やはり彼女こそ予言されていた大だい賢けん者じやだ！」と教会に持ち上げられて、いよいよ魔ま王おう討とう伐ばつに出立させられる。もちろん解明できたらシエルの自信になるし、喜ばしいことなのだが。ああっ、余計な予言と達成不可能クエストさえなければ！

　思わず俺はハンモックチェアから下りて、シエルたちのもとに駆かけ寄よっていた。




☆




　俺とスモールは、突とつ然ぜん脳が発火してアルキメデスを侍はべらせたシエルの「推理」を聞くことになった。

　だから、どうしてアルキメデスが出てくるんだよ。気になって集中できん。

「私の閃ひらめきが正しければ、この世界では、星の光に魔ま力りよくがある」

「星の光に魔ま力りよく……ですか？」

「そうだスモール。太古に星の光が放った魔ま力りよくが、例の出自不明の古代石せき碑ひに封ふうじられている。あの石せき碑ひは、今では失われた古代の『星系魔ま術じゆつ』を稼か働どうさせ続ける装置だ。星の光の魔ま力りよくこそが、悪あく霊りようと呼ばれる石せき碑ひの力の正体だ」

「せ、星系魔ま術じゆつですか？　白しろ魔ま術じゆつとも黒くろ魔ま術じゆつとも違ちがいますね。聞いたことがありません」

「なあシエル。どういう理り屈くつでその結論を導き出したんだ？」

「そう急ぐなワトソンくん。スモールから教わったが、この世界では星の座標位置が高速で変化する。僅わずか２０００年で、トカ・ウレマ王の星座の形は大きく崩くずれた。この変化量からこの世界の恒こう星せい固有運動を脳内で計算した結果、王が生きていたと推定される時代、誰だれも知らない３５００年前のトカ・ウレマ王の星座の形がほぼ判明した。今からわが脳内ＡＲで復元して、夜空に投とう影えいしてみせよう──！」

　お前の脳内ＡＲはお前にしか見えないぞ？　といつもの癖くせで突つっ込こみたくなったが、その言葉を俺は慌あわてて吞のみ込こんだ。

　夜空に、シエルが想像した「３５００年前の王の星座」が浮うかびあがって見えたからだ。俺の目にもスモールの目にも、はっきりと見えた。明めい瞭りようすぎて現実と区別がつかない。

「現在の王の星座と比べるため、青い光に変へん換かんしておいた。２０００年前の王の星座も、黄色い光で夜空に投とう影えいしてみよう。この通り、三つの星座はどれも同じ星々だが、年代によって大きく座標位置が異なる」

「きゃああ。凄すごいです、凄すごいですシエルちゃん!?　過去の星座を天空に映し出すなんて、素す敵てきな魔ま術じゆつです……」

「投とう影えいってお前、プロジェクションマッピングじゃないんだから。いつこんな魔ま術じゆつを覚えた？」

「アルキメデス同様、私が閃ひらめいた時に見えるＡＲ世界の映像が、なぜかこの異世界では他の人の目にも可視化されるだけだ。もしかしたらスタンド以外の映像でも同じことが起こるんじゃないかと思ったが、大当たりだったな！　ぶいぶい！」

「ヘウレカー！」

「あっ。話がややこしくなるので、アルキメデスさんはお静かにしていてください」

「……ヘウレカ……」

　つまり、シエルの脳が発火した時に爆ばく発はつ的てきに溢あふれだした妄もう想そうエネルギーが、魔ま力りよくによって自動的に可視化されるのか。どうしてシエルだけ？　特異体質か？　凄すごいね異世界。

　あれ？

　シエルがＡＲ映像で復元した３５００年前の王の星座、どこかで見たことがあるような？

「なあシエル。あの村の古代石せき碑ひに描えがかれていた人物像と、頭身が似ているな。あれは十二頭身くらいあった。まるでキャプテン翼つばさみたいだったぞ」

「それだレナ。古代石せき碑ひの人物像と、３５００年前の王の星座のプロポーションはいずれも十二頭身。そしていずれも頭に独特の形状の冠かんむりを被かぶっている。あの石せき碑ひに描えがかれた人物はトカ・ウレマ王だ！　３５００年が経過して大きく星の座標位置が変動した結果、人物画のモデルが誰だれなのか解読不能になってしまったのだ」

「ふえええ。な、なるほど～!?」

　その計算、ほんとうに正しいのか？　専門家でもないのに一いつ瞬しゆんで解を導き出しただろう？　この世界の天文学者たちが長年研究してもわからなかったのに。

「レナ。かつてガリレオ・ガリレイは『地球は太陽の周りを回っている』というコペルニクスの地動説をうっかり実証したために、『聖書と異なる思想を発信する異い端たん者しや』として宗教裁判にかけられただろう？　大昔の予言者の言葉を信しん奉ぽうするこの世界の教団も、ローマカトリックほどではないにしても似たような体質らしい。だから、この世界では科学がさほど発展していないのだろうな。まあ魔ま術じゆつがあるから科学は不要という面もあるが」

「が、ガリレオさんってどなたですか？　古いにしえの星系魔ま術じゆつ師しさんでしょうか？」

「似たようなものだスモール」

　そうだな。そしてシエルは、そんな社会常識や通念に一いつ切さい忖そん度たくしないからな。願望が生む幻げん想そうを見るのではなく、ただひたすら「事実」を追い求める。

「スモールのおかげで気づいた。現在の王の星座は三頭身。２０００年前の王の星座は八頭身。そして王が生きていた３５００年前の王の星座は、あの古代石せき碑ひと同じ十二頭身だと。両者は同一人物。よって古代石せき碑ひの制作年代も３５００年前と推定される。王が生きていた時代だ」

「でも、外見が似ているだけの別人かもしれないぞ？　古代人はみんな大おお谷たに翔しよう平へいみたいな羨うらやましい体形だったのかもしれん」

「いい指し摘てきだレナ。ふっふっふ。思いだせ、古代石せき碑ひには詠えい唱しよう呪じゆ文もんが刻まれていただろう？　総当たり詠えい唱しようで正しい発音は当てられたが、内容は解読できなかったあの古代文字。あれは、トカ・ウレマ星座について解説している文章だ。すなわち、トカ・ウレマ王の神話が石せき碑ひに刻まれていたのだよ！」

「な、なんだってー。いや、ちょっと待て。いつシエルはあの文章を解読したんだ!?」

「そもそもあの古代文字は、古代エジプトのヒエログリフとほぼ文法が同じで、単語の意味がわからなかっただけだ。今こ宵よいスモールから聞いた王の神話にちりばめられた、重要なキーワード──『王』『人間』『魔ま族ぞく』『ドラゴン』『英えい雄ゆう』に相当する単語を該がい当とう候補単語に正確に振ふり分わけると、そっくりそのままトカ・ウレマ王の神話そのものとして読める」

　その「該がい当とう候補単語」の組み合わせパターンって、どうせまたコンピューターで計算しないと正解に辿たどり着つけない膨ぼう大だいな量だろ？　シエルが歴オタ魂だましいを炸さく裂れつさせた時だけは、シエルの頭脳はスパコンを超ちよう越えつしたなにかになるからな。

　３５００年前の星座の座標計算も、手動でやっていたら一生かかっても終わらない複雑なものなのかもしれない。だから、この世界の学者たちが今まで辿たどり着つけなかったのだろう。

「凄すごいですシエルちゃん？　暗算でそんな時代まで一いつ瞬しゆんで遡さかのぼって星の座標を計算するなんて、誰だれにもできないですよ!?　古代文字の組み合わせパターンだって無限にあるのに？」

「スモール。いい格言を教えてやろう。真実は、いつもひとつ！　ゴゴゴゴゴ」

「かっこいいです。シエルちゃん、その決めポーズかっこいいです」

　ここが異世界だからって、サンデーとジャンプを同時にパクるんじゃありません。

　シエルはどうにも、オリジナルの台詞せりふ回まわしやポージングを考える方面の才能は弱いんだよな。

　これでいいのか、マンガ家として？

「結論。３５００年前に何者かが星の魔ま力りよくを、王の肖しよう像ぞう画がを描かいた石せき碑ひに封ふうじ込こめた。時空を越こえて星の魔ま力りよくを発動させ続けるために。石せき碑ひは実際に３５００年間稼か働どうし続け、しかも王の神話を読み上げると停止する安全装置まで搭とう載さいしている高性能なものだった。以上だ」

「待てシエル。最大の謎なぞが残っているぞ。誰だれが王の石せき碑ひを作って各地に設置したんだ？」

「うーん、誰だれでしょうねレナさん？」

「ふむ。王自身が作らせたのかもな。アレクサンドロス大王は、征せい服ふくした都市に次々と自分の名を付けただろう？　王の自己顕けん示じ欲よくがちょっぴり漏もれたのではないか」

「その王は私は知りませんが、古代石せき碑ひは厄やく災さいや悪あく霊りようを呼ぶ不ふ吉きつなものですよ？　世界に平和をもたらした英えい雄ゆう王おうが、そんなものを各地に設置させるでしょうか？」

「スモール、当時は違ちがう役割を持っていた可能性もあるだろう？」

「はっ？　そうかもしれませんね!?　星系魔ま術じゆつすら忘れ去られた技術ですから、設置目的も謎なぞになってしまっただけで、本来は悪あく霊りようを呼ぶ石せき碑ひではなかったのかもですね？　シエルちゃんって、ほんとうに──天才ですね!?」

「歴史的天才☆だ」

「はい、歴史的天才☆です！」

　それから。天空にＡＲのプラネタリウムを張はり巡めぐらせることができるという事実に気づいたシエルは、スモールからこの異世界に存在する様々な星座と神話について教わり、それらの星座の２０００年前や３５００年前の姿を星空に投とう影えいしてみせた。

　その夜。トカ・ウレマ王の神話からスタートし、スモールが語ったたくさんの星座の位置、名めい称しよう、神話の内容を、シエルは全て暗記してしまった。そして。

「星空凄すごいぜ！　異世界歴１５０年の星座はどうなっているのか、見てみよう！」

　あらゆる年代の星空を、シエルは直接夜空に投とう影えいし、スモールに見せて解説した。

　夜空を見上げるスモールは、感激して鳥とり肌はだを立てっぱなしだ。

「ふえええ～。シエルちゃんは星の魔ま術じゆつ師しさんです！　ほんものの大だい賢けん者じや様なのでは？」

「いや、まだ私にもわからない星空の謎なぞはある。なぜか暗黒ドラゴン星雲についての過去資料がないので、あの暗黒星雲のかつての形状がシミュレートできない」

「はうっ？　暗黒ドラゴン星雲ってまさか、あ、あの黒いドラゴンの形をした不ふ吉きつな暗黒星雲ですか？　ああああれは天のきょきょきょ凶きよう兆ちようなので、だだだ誰だれも直視せずに名も付けずに『存在しないもの』として忌き避ひしてるんです。一定時間見つめるだけで呪のろわれるとも、特定の年ねん齢れいの子供の脳を狂くるわせるとも。シエルちゃんも気をつけてくださいね？」

「フッ。あれはただの暗黒星雲だ、スモール。中身はガスと宇う宙ちゆう塵じんだ。凶きよう兆ちようだの呪のろいだのは教会の与よ太た話ばなしだ」

「他の暗黒星雲はそうかもしれませんが、これは教団誕生以前からの古い言い伝えです。太古からの絶対的なタブーなんですよ？　あううう、怖こわいです怖こわいです」

「なんと。それほど古代からタブー視されてきたのか。２０００年以前の歴史を解明する手がかりになりそうだ！　教会が過去を暗黒時代と呼んで触ふれたがらない原因も、そのあたりにあるのかも……ますます興味が湧わいていた～！」

「湧わかさないでくださあい！」

　シエルに、異世界への興味を持たせる方法がやっとわかった。スモールが星座を介かいしてそうしたように、異世界の神話・歴史を丁てい寧ねいに語ってあげればいいのだ。

　俺はシエルに、異世界創作物の歴史をまず教えるべきだったのだ。

　いや。よく考えるとそんなもの、俺もよく知らんな……。

　俺はマンガ編集者として薄うすい、薄うすすぎる。

　旅行自体が大の苦手なのに、小学生の頃ころから日本はもちろん世界中の遺い跡せきや城じよう郭かくを現地取材し、「信のぶ長なが公こう戦記」の新作が出る度たびにＰＫを待たずバニラ状態のままひたすらやりこむ、ＰＫはもっとやりこむ。シエルの歴史ジャンルにかける集中力と情熱にはとてもかなわない。

　やっぱりシエルは天才で、俺は凡ぼん人じんなのだろう。

　シエルが、北ほく斗と七しち星せいの中でもひときわ目ま映ばゆく輝かがやき、ガリレオ・ガリレイが熱心に観察した２等星ミザールだとすれば、俺はミザールの薄うす暗ぐらい伴ばん星せいで北ほく斗と七しち星せいに入れてもらえない４等星アルコルくらいのレベル差がある。

　もう五年前か。シエル自身が俺たち二人を、眩まぶしい恒こう星せいミザールと光が弱い伴ばん星せいアルコルになぞらえていたな。もう少し手心というものを……と当時の俺は苦く笑しようしたものだ。

　伴ばん星せいアルコルとは、いわゆる死し兆ちよう星せいってやつだ。マンガ業界では「見えたら死ぬ」という設定で有名だが、地域によっては逆に「見えないと死ぬ」とも言われていた星だ。

　それくらい、お互たがいの星の光の輝かがやきには格差がある。

　俺にとってシエルは、目の前で眩まぶしく輝かがやいているのに決して手が届かない過去の星の光。




☆




　深夜。天空のＡＲプラネタリウムの下で、「長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを！」を連呼するバルカン式挨あい拶さつ訓練に、シエルが得意とする謎なぞの「ひよこ踊おどり」の修しゆ行ぎようと、さんざんシエルに付き合わされたスモールはすっかり遊あそび疲つかれたらしい。

　リビングルームに戻もどるなり、「ふいい～もうヘロヘロです～」と一声呻うめくと同時に、ソファーの上に倒たおれてそのまま熟じゆく睡すいしてしまった。

　一日でこれだからな。シエルのペースに巻き込まれ続けると、とても身体からだが持たないぞ。

　暖かい季節とはいえ、毛布をかけておいてあげないとな。

　シエルはまだ脳が興奮しているらしく、元気になにか書いている。もしやネームか!?

　あれ。違ちがった。俺にメモを手て渡わたしてきた。直接言えよ。スモールが起きないように気を遣つかっているのだろうか？　いやいや、そんな気配りができるシエルではない。できるようになってくれたら……いいな……。

　なになに……『クエストを終わらせたから、クエスト達成！　と私が声に出して呟つぶやけば即そく、マンションに帰き還かんできる』？

「なるほど。それじゃ朝が来たら、スモールにいったんお別れを告げて現代世界に戻もどるか」

　うん？　シエルが自分の首を、ふるふると横方向に激しく振ふっている。またメモ追加。

　なになに……『結論はひとつ。クエスト達成！　と宣言しなければ、ずっと異世界でのんびり暮らせる。もう嫌いやな現実世界で仕事せずに済むぞ！』

「って、おいっ!?　ちょっと待てシエル！」

　俺のほうが思わずスモールへの気配りを忘れて、素すっ頓とん狂きような大声を上げていた。起きる気配は……ないな。いろいろあったし、よほど疲つかれていたのだろう。

「んみゅ～。私はもう、帰りたくな～い～。感かん染せん対策で外出もできないしぃ」

「お前が感かん染せん恐きよう怖ふ症しようを拗こじらせているだけで、みんな普ふ通つうに外出してるからな？」

「やだ。〆切りの悪あく魔まに追われなくて楽だから、この世界で暮らす。友達ができて楽しいし。それに、歴オタ道楽……いや違ちがった、お仕事で食べていけるなんて夢みたいだ。気づいているかレナ？　全世界の古代石せき碑ひを回収していくだけで、半永久的に稼かせげるのだぞ？　大だい賢けん者じや様とちやほやされるし。こんなチートな人生、向こうでは決して味わえないぞ」

「シエル、お前なあ。異世界転生したがるニートの思考に完全に染まってるじゃないか……」

　ミイラ盗とりがミイラになるとは、まさにこのことだよ。

「はっ？　そうかこの怠たい惰だな感情が、異世界転生を求めてやまない感情か……やれやれ。異世界転生の読者も作者も、つくづくダメな連中だな」

「ダメなのはお前だよ」

　こらこら。手をぴよぴよと振ふり回まわすな。ちょっと怒おこっているポーズだな、これは。

「レナ、聞け。私はこの異世界の一万年の歴史を調査したい。過去２０００年分しか記録が残ってなくて、それ以前の８０００年は神話の領域だ。史実がどうだったか誰だれも知らないのだ。この膨ぼう大だいな失われた歴史を調査できるなんて一生モノの道楽……いや、立派な仕事だぞ!?」

　シエルは上う手まく本音を隠かくしきれないんだから、無理しなくていいぞ？

「お前はそれでいいとして、俺の人生はどうなるんだよ。毎日出社してタイムカードを押さなくちゃいけないんだぞ？」

「ふむ、言われてみればそんなものもあったな……参ったな……困こん惑わくしてしまうじゃないか」

「俺が一番困こん惑わくしてるよ」

「……では、私一人で冒ぼう険けんするか。い、今は、スモールもいるしな（ちらっちらっ）」

　な、なんだよ。無理して俺の顔を見ようとしなくていいぞ。お前が時々見せるそのレアな上うわ目め遣づかいって、なんだか妙みような破は壊かい力りよくがあって戸と惑まどうんだよ。

「それは無理だ。俺一人じゃあ、心配でとても帰れないよ」

「ほぉ。そんなにこのバルカン人の娘むすめさんが心配かい？　おぬしも好色な奴やつじゃのう～」

「俺が心配なのはお前だよ。あと、彼女はダークエルフな？」

　急に悪あく代だい官かん口調になるのやめろ。どういう感情のサインなんだ、それは。

「わ、私は異世界では大だい賢けん者じやだぞ。心配などする必要は……」

「お前が騙だまされて奴ど隷れいとして売られる未来が、俺には見える見える。もう二度も騙だまされているんだぞ？　しかも娘むすめのスモールを奪うばってパーティに入れた件で、奴ど隷れい商人にマークされている」

「……うう～。保護者みたいなこと言うなぁ……二度目は、魔ま術じゆつが効いてなかったからノーカンだぞ？」

「効いてないと言いだせなかったじゃないか。シエルは、心が素す直なおすぎるから他人の言葉に乗せられやすいんだ。もしも古代石せき碑ひの謎なぞを解読したと漏もらしたら、真の大だい賢けん者じやが現れたとおだてられて、必ず魔ま王おう退治を押しつけられる。そうなったら終わりだ。盛り上がったお前は、止めるスモールをスルーして暴走する。いつもそうだっただろう？」

「いつもっていつだ」

　たとえば、お母さんの葬そう儀ぎ場じようで「私はプロのマンガ家になる」と宣言して周囲を啞あ然ぜんとさせただろう？　いや、これは言わないほうがいいな。シエルが傷つく。

「シエル自身にとっては理り屈くつが通っていても、周囲がシエルの行動を常に理解してくれるとは限らない。些さ細さいなことをきっかけにスモールとの関係が壊こわれるかもしれないし、シエル自身が教会から異い端たん扱あつかいされる可能性もある」

「ふむ。つまりレナは、ワシが心配で心配でたまらないということじゃな！　うい奴やつめ、うい奴やつめ。ういういうい～」

　だから悪あく代だい官かんキャラはやめろ。シエルはいつもヘンだが、今夜は特にヘンだな……。

「仕方ないにゃあ～。ではいったん帰ってやる！　だが、私は定期的に異世界に通うぞ？」

「わかった。ただし、二つの世界での生活を両立させるためにルールを決めよう。クエストを達成したらその都度帰き還かんすること。あくまでも異世界転移は仕事の取材だ。異世界経験を積んでマンションに戻もどったら、ちゃんと仕事をする。そのルーチンを繰くり返かえし、三ヶ月で編集長の注文通り『第一話の原げん稿こうと第三話までのネーム』を完成させる。いいな？」

　複雑な二重生活をする以上は、ルーチンを決めておかないとな。シエルが混乱してパニックに陥おちいりかねないから。

「うう～。わかった。私とてマンガへの情熱は失っていないぞ。むしろ、永遠の謎なぞだった異世界をこの目で見て直接体験できて、過去最高に盛り上がっている！」

「そうか？　さっきダメ人間化してたよな？」

「私がイヤなのは〆切りの悪あく魔まの存在だけだ。あ～チェーンソーマソが〆切りの悪あく魔まを食べちゃった世界線に行きた～い」

「チェンソーマソな。世界に〆切りという概がい念ねんがなければ、シエルは永遠に原げん稿こうを上げないだろうが。きっと、その世界線ではお前はずっと『信のぶ長なが公こう戦記』をやってるだろう」

「ま、いいかぁ。異世界で見てきたことをそのまま描かけばいいしな。間に合う間に合う」

「こらこら手を抜ぬくな。そのまま描かいてもマンガにはならない。ちゃんとマンガとして再構築しろよ？」

「ああ、わかったわかった。でも　その都度スモールとレナと三人で冒ぼう険けんか……いずれ、レナの秘密をスモールに打ち明けないといけなくなる時が来るだろうな……」

「まあな。時機を見計らって詫わびを入れるよ。時間をかけてスモールとの信しん頼らい関係を築いていけば、きっとカムアウトできるさ」

　やっと「帰りたくないでござる」と愚ぐ図ずるシエルを説得できて、俺は安あん堵どしていた。

　だからだろうか。

「……そうだな。いつかそういう時が来ることくらい、私にだってわかっていた……」

　目を明後日あさつての方向に向けながら、シエルが寂さびしげにふと呟つぶやいたその言葉の意味を、俺は深く考察しなかった。シエルも今日は遊びすぎて疲つかれたのだろう、などと思っていた。

「うん？　どうしたシエル？」

「……なんでもない……」

　シエルとは目を合わせられないから、長年一いつ緒しよにいた俺でもシエルの微び妙みような感情を完かん璧ぺきに読み取るのは難しい。動かなくなると「動作のサイン」も見られないから、特に。

「うん？　らしくないな？　もう寝ねよう、すぐに朝が来るぞ」

　本来なら、抱だき枕まくらに顔を埋うめてしまったシエルの頭をそっと撫なでてから寝しん室しつに向かいたかった。だが、本人の許可なく触さわらないほうがいいだろう。シエルは接せつ触しよくされるのが苦手だから、家族のスキンシップであっても勝手に触ふれるのは御ご法はつ度とだ。俺がシエルに触ふれられる時は、シエルがパニックを起こした時だけだ。

　胸が、苦しくなった。

　俺にとって永遠にシエルは、目の前で眩まぶしく輝かがやいているのに決して手が届かない、過去の星の光──考えてはいけないはずなのに、また俺の心はそんなことを考えてしまっていた。
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　翌朝。「ちょうじゅと～はんえいを～。むにゃ……」とまだ寝ねぼけていたスモールに、「俺たちは地元で用事を済ませたら、またすぐに戻もどってくる。この屋や敷しきで合流しよう」と告げた俺は、案の定「やっぱりこっちで遊んでいたい」と騒さわぎだしたシエルを連れて現代世界のマンションへと帰き還かんした。二重生活はスケジュール管理がキモだからな。

　帰き還かんしたこちら側の世界も、朝だった。きっちり異世界で過ごした分の時間が経過している。二度目の転移では長期滞たい在ざいしてしまった。急がないと〆切りに間に合わないぞ。

　あっ、会社のタイムカード……しまった!?　有給消化で誤ご魔ま化かせるか!?　日数足りるか？

　ところがシエルは、早さつ速そく仕事机から離はなれて、夢中になって窓辺に張り付いている。

　猫ねこかよ。

　シエルの目線の先では──リビングルーム兼けん仕事部屋の窓まど際ぎわに飾かざられている、例の食肉植物ザラセミラが、紫むらさき色いろの美しい花を咲さかせていた。豪ごう快かいな植物本体に比べると、花は意外なまでにちんまりと小ぶりだ。

「ふふふ。お前は植物のくせに踊おどったりするヘンな奴やつなのに、花だけはかわいいな。まるで、私みたいだ」

　シエルも落ち着きがなくてすぐに踊おどるからな。毎日ハンバーガーばかり食べているのに、身体からだは小さいし。そして、稀まれに見せる笑え顔がおがとてもかわい……あ、いや。仕事だ仕事。

（あれ？　この紫むらさき色いろの花、どこかで見た覚えがある？　異世界の花なのに妙みようだな。どこで見たんだったか？　現代世界にこれと似たような花があるのか？）

　なにかが引っかかったが、〆切りに追われている俺は、それ以上深ふか掘ぼりできなかった。

　異世界取材は十分に行った。スモールという親しい友人もできた。「キャラクターが描かけない」なんて事態はもう起きない。シエル本人が異世界への移住を希望しはじめたくらいだし。

　いよいよシエルに本ほん腰ごしを入れさせて、新作マンガを描かかせなければならない。

　ここからは、時間との闘たたかいになるな──。

「ほらシエル、仕事の時間だぞ」

「ふい～。遊あそび疲つかれて、眠ねむい～」

「禁じ手だが、仕方ないな。朝からエナドリを飲んでシャキッと目を覚ませ」

「18歳の少女をエナドリ漬づけにしようとは、悪い編集者だなあレナは」

「『異世界を見たことがない』『異世界のキャラクターが描かけない』『ハーレムが苦手』というシエルが抱かかえる三つの問題は、全てクリアした。もう異世界転生を描かけるよな？」

　ここまでやって「私には無理だな、はっはっは」とか言われたら俺は泣くぞ。俺の有給、全ぜん滅めつしてるからな。マイナスに突とつ入にゆうしている可能性もある。

「うむ。視線は合わせられなかったが、スモールの顔の細部まで描かける。風景に続いてキャラクターも自在に描かき放題だ、レナ！　やっぱりマンガは最高だな！」

「やったじゃないか！　その子がスモールか？　かわいいじゃないか！」

　あのシエルが、異世界のキャラクターをこんなにも活いき活いきと描かけるようになるなんて。俺は感無量だよ……シュメールの合わせ鏡様、ありがとうございます。

「……まあな。スモールはかわいいからな。そのまま描かけばかわいくなるに決まってる。ふん」

　なんで不ふ機き嫌げんになるんだよ。「スモールってかわいくないよな」なんて言われたら「私の友人を愚ぐ弄ろうするなー」と激げき怒どするだろうに。シエルは猫ねこだな、ほんとに。

「ストーリーは、主人公の異世界転生から奴ど隷れいオークションを阻そ止しする派手なクエスト達成までできっちり三話かな。石せき碑ひエピソードは四話以後、世界観を深ふか掘ぼりする過程でやればいいだろう。三話分のネーム、いけそうか？」

「うむ。今の私は創作意欲が爆ばく発はつしている。三日三晩徹てつ夜やすれば、できる」

「やったじゃないか！　おめでとうシエル！　俺も徹てつ夜や作業に付き合うぞ、食事作りから飲み物の補給、ザラセミラへの餌えさやり、掃そう除じ洗せん濯たく、トーン貼はりまでなんでも言いつけてくれ」

「レナは昭和の遺い物か？　私のマンガは完全デジタル制作だ、トーンなんか貼はらんぞ。アナログ工程ゼロこそが、アシスタント抜ぬきで連れん載さいする秘ひ訣けつだ」

「……アシスタント作業を手伝えないのはもどかしいな。そうだシエル。俺の社用ノートパソコンで、せめてベタ塗ぬりだけでも」

「ヤメロ！　作画データを破は壊かいする気か？　あんな社しや畜ちく御ご用よう達たしの低スペックノートでは私のアプリは動かない。いいから私への餌えさやりと水やりを頼たのむ。あと、こまめなトイレ掃そう除じ」

「自分を猫ねこ扱あつかいしてどうするんだ」

「猫ねこも人間も同じどうぶつだろう？　ここからは全集中するぞ、レナ」

　こうして、シエルは戦った。〆切りという恐おそろしい悪あく魔まに果か敢かんに挑ちよう戦せんし、三日三晩完かん徹てつして三話分のネームを一気に切り終わる……はずだった。

　だが初日、二日目は異世界での感動を胸に全力で走りきったが、徹てつ夜や三日目ともなると、俺もシエルももう体力気力が限界を突とつ破ぱして、脳はヘロヘロ。身体からだはボロボロ。ザラセミラが巨きよ大だい化かして暴れる幻げん覚かくまで見えてくる有あり様さまに。お互たがいに、なにを聞いても意味もなく笑ったり怒おこったり。完全に、冬山遭そう難なん者しや状態になっていた……。

　こうなると作業効率が低下して、予定通りには終わらない。一日の休息を儲もうけるべきだったのだが、俺もシエルも寝ね不ぶ足そくで判断力が低下していて妙みようにハイになり、「まだいけるいけるぅ！」「目を瞑つぶるな寝ねたら死ぬぞ！」と、「撤てつ退たい」の二文字を完全に忘ぼう却きやく。

　そして──四日目の朝に、突とつ然ぜん破は綻たんがやってきた。

「みぎゃあああああ！　む～り～！　三話のネームの最後で詰つまったあああ～！」

　シエル猫ねこ、大暴れ。落ち着け、落ち着けシエル猫ねこ。いや、これは疲ひ弊へいした脳が見せている幻げん覚かく幻げん聴ちようかもしれん。現実のシエルはネームを完成させて机の上で安らかな眠ねむりに……。

「奴ど隷れい商人成敗で三話分の話はまとまったが、三話のヒキに出す魔ま王おうを描かけない～！　魔ま王おうを出さないと、ヒキが弱い！　絶対に出さないといけない～！　でも私は異世界の魔ま王おうに会ったことがないから描かけない～！」

「……これが現実……そのへんの異世界転生の魔ま王おうを参考にアレンジすればいいだろう？」

「無理だ、異世界転生をいくら見ても頭に入らない！　ラスボスの魔ま王おうという奴やつがさっぱりわからん！　魔ま王おうといわれても、第六天てん魔ま王おう・織お田だ信のぶ長ながしか思おもい浮うかばない～！　比ひ叡えい山ざん延えん暦りやく寺じの焼やき討うち！　伊い勢せ長なが島しまの信徒大逆殺！　浅あざ井い朝あさ倉くらの髑どく髏ろに金きん箔ぱくを塗ぬって酒の器うつわに！　自ら外交書状で『第六天てん魔ま王おう』と名乗る！　これほど魔ま王おうらしい魔ま王おうが他にいるわけがない！」

「……そんなことを言いだすのはお前だけだよ……」

　まさか最後の最後のヒキで詰つまるとは。見み抜ぬけなかった、この俺の目をもってしても。

「異世界の魔ま王おうは戦争をしないというが、具体的になにをしているのだ。ほんとうに奴ど隷れい商売の元もと締じめなんかで、強大な軍事国家の運営が成り立つのか？　略りやく奪だつコマンドばかり連打してたら、あっという間に財政破は綻たんするぞ。おかしいではないか」

「俺も知らん。だいたい魔ま王おうなんてものは、フワッとしているものなんだよ。指輪が欲ほしいから世界を征せい服ふくするとかそういうのでいいんだよ、そういうので。やられ役なんだから」

「なぜそんな雑な動機で、魔ま王おうなどという面めん倒どうな職業に就つくのだ？　織お田だ信のぶ長ながには、戦国時代を終わらせる『天てん下か布ふ武ぶ』という確固とした目的があったではないか。人間側が知らない事情がなにかあるはずだ。魔ま王おうの実情を知らなければ、描かけないぞ」

「待て待て待て。魔ま王おう関連クエストは請うけちゃダメだぞ、いいな？　魔ま王おう城じように潜せん入にゆうするだけでもダメだぞ、危なすぎる」

　ああもう。眠ねむすぎる、脳と肉体の限界だ。編集者が言ってはいけないことを口走った気がするが、もう自分がなにを言っているのかさえよくわからん。シエルのこだわり癖ぐせが、まさかこの大一番で「魔ま王おう」に……でも、三話でラスボスは出しておかないとな……。

「うあああああ。〆切りの悪あく魔まに殺されるううう。もう嫌いやだぁ～この世は苦く界がいだ～」

　俺もそう思うよ。社しや畜ちく人生は辛つらいよ。物価ばかり上がって賃金は上がらないし。いかん、メンタルが酒場でクダを巻いてるサラリーマンになってきた。徹てつ夜やって恐おそろしいな。

「でも……実際そうだよなあ。異世界のほうがシエル向きかもな。友達もできたしな」

「……うう。や、やっぱりレナもそう思うか？　レナは、その……スモールをどう思う？」

「スモール？　彼女は凄すごくいい子だよ。シエルに優やさしいし、性格がとてもかわいい」

　この世界では、シエルの友達になってくれる子は現れなかったからな。

　スモールは、ほんとうにいい子だよ。シエルと末永く親友でいてほしい。

「願わくば、ずっとスモールと一いつ緒しよにいられればな。ほんとうにそう思うよ」

　ずっと独りぼっちだったシエルが、先夜はあんなに楽しそうだった──。

「……そうかレナ。スモールに正体を隠かくしているのはやっぱり、そういうことなのか？」

「ん？　シエル？　そういうことって、どういう意味だ？」

「う、うるさい！　うるさいうるさいうるさい！　うわああああ！」

　シエルは、突とつ然ぜん激しいパニックに陥おちいっていた。滅めつ多たにこんな状態にはならないのに。

「し、シエル!?　どうしたんだ？　もしかして俺、なにか口を滑すべらせたか？　悪かった、眠ねむくて頭がぼんやりしていて……」

　シエルは確かに突とつ飛ぴな行動が多いが、普ふ段だんは高い知性で自身の自閉傾けい向こうを可能な限り抑おさえている。徹てつ夜や続きでそれができなくなったのだろうか？　だが、俺がなにを言ったせいでシエルがいきなり混乱したのかがわからない。三年前ＳＮＳが突とつ然ぜん途と絶だえた時も、そうだったのだろうか？　俺はやはり、送ってはならないメッセージを送っていたのだろうか？

「し、シエル、落ち着け。だいじょうぶだ、だいじょうぶ。ここは俺とお前しかいない、絶対に安全な場所だよ。シエルを傷つける人は誰だれもいない。だから……」

「さささ触さわるなハグするな！　ででで出て行け！　もうイヤだあああ！　うわあああん！」

　俺は、シエルのマンションから追い出されるように一時退たい避ひした。

　わからない。俺にはわからない。シエルの心が。シエルの感情が。シエルの考えていることが。理解したくても、常に見えない壁かべがある。決して乗のり越こえられない壁かべが。だから俺は、時々酷ひどく胸が苦しくなって……シエルも、俺と同じなのだろうか？　それとも……。

　俺もシエルも、睡すい眠みん不足で疲ひ弊へいしきっている。互たがいに混乱した状態で無理に会話を続けるよりも、シエルをしばらく一人にして落ち着かせたほうがいいだろう。

　一度眠ねむれば、落ち着いてくれるはずだ。シエルには、自分のパニック症しよう状じようを抑おさえられる高い知性と自制心がある。だいじょうぶだ──。

　シエルのマンションから出たのと、ほぼ同時だった。

　俺のスマホに、ＳＮＳメッセージが着信していた。

「今すぐ会社に出勤しろ」という、編集長からの緊きん急きゆう召しよう集しゆうメッセージだった。




　編集長に呼び出された俺は「事情は察するが無断欠勤が長すぎる」とまず一言𠮟しかられた。

　校こう了りよう直前の限界状じよう況きようなのだろう。数日眠ねむっていなさそうな編集長が酷ひどく苛いらついていることは、目の充じゆう血けつぶりと足の貧びん乏ぼう揺ゆすりの激しさでわかる。

　俺は、ひたすら頭を下げて詫わびた。

　だが、そこから先の編集長の言葉は、どうしても聞き流せなかった。

「保ほ父ふ星ぼし。お前は本来、最終選考で落ちるはずだった。くぅぱぁ丼どん先生の従兄いとこだと聞いたから強ごう引いんに入社させたんだぞ」

「……なんですって？」

　俺が入社試験を通過できた理由は──いや、俺のことはどうでもいい。許せない言葉を、編集長は言った。

「くぅぱぁ丼どん先生は、明らかに障害者かなにかだろう？　あの変人を、ちゃんと介かい護ごしろ。なんとしても〆切りに間に合わせろ。いいな」

　俺は──その言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、頭が真っ白になっていた。

　気がつけば編集長の胸むなぐらを摑つかんで、大声で怒ど鳴なっていた。

「障害者？　介かい護ご？　仮にもうちの編集部が仕事を発注している作家に対して、失礼じゃないですか!?　その言葉、今すぐ訂てい正せいしてください！」
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「おっ……お前、新入りが編集長に向かって……何様のつもりだ!?」

「黙だまれ！　会社での役職なんか関係ない！　シエルをそんなふうに言うな！」

　学校でシエルが虐いじめられていた時に、見境なく切れてしまったことが何度かあった。

　だが今の俺は会社員だぞ。編集長の部屋でいったいなにをしているんだ。

　俺は解かい雇こされてもいいが、シエルが干されてしまったらどうする？

　でも……でもさ。耐たえられないだろう。シエルは学校でも成績優ゆう秀しゆうだったのに、内ない申しん書しよには酷ひどいことばかり書かれていた。マンガ家としても、感かん染せん症しようの流行が起こるまでは成功していた。あいつは、必死で生きているのに。

　それなのに、編集長がシエルをそんなふうに見ているのか。内心で思っているだけならまだしも、仕事の場で口に出すのか。担当編集者で従兄いとこの俺の前で。もしも、繊せん細さいなシエルが編集長から直接こんな言葉を言われたらどうなる。それだけは絶対にダメだ。

「シエルは俺たちとは少し違ちがうけれど、あいつは天才なんだ！　マンガ家として仕事を発注しておきながら、今さら彼女を障害者だの介かい護ごだの言うな！　一人のマンガ家として正当に扱あつかえ！　シエルの前でその言葉を言ったら、俺は絶対にあんたを許さない！」

「お、おい？　待て保ほ父ふ星ぼし。俺もお前も、お互たがい徹てつ夜や続きで疲つかれているんだ。頭を冷やせ。人生を棒に振ふる気か!?」

「シエルに冷たい世界なんか、こっちからいつでも捨ててやるよ！　通報でも逮たい捕ほでも告こく訴そでも好きにしろ！　シエルは絶対に傷つけさせないからな！」

　俺よりも先に、編集長のほうが冷静になった。短気な編集長が引くほどに、俺は激しく切れていたのだろうか。

「失言だった。申し訳なかった」と、あの尊大な編集長が俺に詫わびてきた。

「保ほ父ふ星ぼし。お前、それほど彼女を……そうだったのか……わかった、今日のことはなかったことにする。〆切りまでに原げん稿こうとネームを取ってこい。俺の注文は、それだけだ」

　憑つきものが落ちたように、俺は我に返っていた。

「……こちらこそ、申し訳ありませんでした……！」




　そうか。

　俺は、バカだ。

　シエルの心がわからないから苦しかったんじゃない。

　俺は、俺自身の心がわかっていなかったんだ。

　俺は「絶対に安全な家族」というシエルの居場所であり続けたかった。そうであるべきだと自分に言い聞かせてきた。俺との関係が不安定なものに変化することを、環かん境きようの変化を苦手とするシエルは決して望まないだろうと。

　でも……シエルだって、成長していたんだ。年ねん齢れいを重ねるごとに。

（スモール？　彼女は凄すごくいい子だよ。シエルに優やさしいし、性格がとてもかわいい）

（願わくば、ずっとスモールと一いつ緒しよにいられればな）

　言葉を字義通りにしか解かい釈しやくできないシエルは、俺がスモールを異性として意識していると思い込んで「自分と彼女とで扱あつかいが違ちがう、不公平だ」と憤いきどおったのかもしれない。

　そんな感情をシエルが持っていることすら、俺は気づいていなかった。いや、気づかないふりをしていた。

　編集長に「介かい護ごしろ」と言われて、俺は切れた。でも実は俺自身が、ずっとシエルを幼い妹分として扱あつかってきた。シエルを年とし頃ごろの一人の異性として認にん識しきすることを、自分に禁じてきた。

　だから俺は……そんなふうにシエルを不公平に扱あつかい続けてきた俺自身に切れたんだ。




　懲ちよう戒かい解かい雇こされて当然の失態を犯おかした俺は、なぜか「今回だけだぞ新人」と許してくれた編集長に何度も謝ったあと、シエルのマンションに大急ぎで舞まい戻もどった。

　一秒でも早く、シエルに再会したかった。それなのに。

　マンションのどこにももう、シエルはいなかった。

『私はこの世界では孤こ独どくだが、異世界では大だい賢けん者じやだ。魔ま王おうに会ってくる。さようならレナ』

　そんな置き手紙を残して、一人で異世界へ行ってしまった後だった。

（シエルが、達成不可能クエストを請うけてしまう）

　異世界のほうがシエル向きかもな、なんて言葉を繊せん細さいなあいつに言うんじゃなかった。

　あの言葉自体に深い意味はなかったが、あいつは自分にかけられた言葉を字義通りに受け取るんだ。わかっていたはずなのに、不注意だった。

　やっぱりＳＮＳが途と絶だえた三年前にも、なにかをやらかしたんだ、俺は。

　あの時と同じだ。シエルは俺にシエル自身の心を、気持ちを伝えることなく、俺との関係をいきなりリセットしてしまった。

　──くぅぱぁ丼どん先生は、相手が三時間三十四分遅ち刻こくしたらエンカウントを一いつ切さい拒きよ絶ぜつする。

　相手との人間関係を強制リセットする──。

　そうだ。シエルには、ストレス負ふ荷かが限界を超こえると、状じよう況きようにどう対応していいのかわからなくなって人間関係を無言でリセットしてしまう癖くせがある。自分自身が混乱してパニックに陥おちいる前に、心に電源を供給するブレーカーを下ろしてしまう。そして、自分自身の心に起きたパニックを強制停止させる。そんな「作業」を、瞬しゆん時じにやってしまう。

　今、俺はシエルから二度目の強制リセットを喰くらっている。

　どうすればいい。魔ま王おう城じように向かうなんて自殺も同然じゃないか。シュメールの合わせ鏡は？　合わせ鏡が無傷なら、追いかけられる！　俺は夢中で室内を探し回った。

　そして──ザラセミラの花が偶ぐう然ぜん視界に入った瞬しゆん間かんに、不意に思いだしていた。

　俺が、いつどこで、この花とそっくりの花を見たのかを。




　五年前のその日は、俺の18歳の誕生日だった。俺は朝の通学路を歩きながら、「高校を卒業したら上京して東京の大学に通う」とシエルに打ち明けていた。

　シエルのもとを離はなれがたいという気持ちは強かった。だが、母親から「シエルちゃんに優やさしく寄より添そうあなたは素す敵てきよ。でももう子供じゃないのだから、自分の人生も大切にしなさい。あなたは頭が特別にいいわけじゃないし、特技もない。道場は閑かん古こ鳥どり。それなのに、東京の難関大学に推すい薦せんされるという幸運を得たのよ？　この国では、大学進学と最初の就職に失敗すればもうリカバリーは難しいの」と懇こん願がんされて、四年間だけ東京の大学に通うという苦く渋じゆうの選せん択たくをした。四年もシエルと離はなれ離ばなれになる。シエルが心配だった。だが、シエルにも優やさしい母親はいる。休きゆう暇かの度に地元に里帰りすればいい。四年耐たえれば、地元の大だい企き業ぎように就職して安定した人生を過ごすことができる。シエルを一人ぼっちにすることもない。

　俺は、自分に、そして「イヤだ。イヤだ。イヤだ！」とパニックを起こしたシエルにそう言い聞かせていた。

　そして──その日の夜の公園で、シエルは「喰くらえ！」と突とつ然ぜん小さな紫むらさき色いろの花の束を俺の顔面にぶつけてきた。

　あの花にそっくりなんだ。

　あれは、そうだ。

　ラベンダーの花だった。

　どうしてシエルは、ザラセミラを自分によく似ていると言っていたのだろう？

　俺とシエルが離はなれ離ばなれになることが決まったあの夜……ラベンダー。

　俺はスマホを握にぎりしめて「ラベンダー」を検けん索さくした。

　ラベンダーの花言葉は──




「あなたを待っています」




　俺がその花言葉を呟つぶやくと同時に。

　リビングルームの片かた隅すみに二枚重ねて収納されていたシュメールの合わせ鏡が、突とつ然ぜん激しく震しん動どうしながら目ま映ばゆい光を放っていた。

　いつの間にか挟はさみ込こまれていたのか？　異世界に転移するのか？　いや違ちがう。鏡面は一枚分しか露ろ出しゆつしていない。二枚目の鏡の鏡面は、一枚目の鏡のすぐ背後に隠かくれている。

　シュメールの鏡が放った光は、室内に現実と寸分変わらない立体映像を投とう影えいしていた。

　シエルが異世界でＡＲのプラネタリウムを天空に投とう影えいしたのと同じように。古代異世界の「星系魔ま術じゆつ」が発動したのだ。

　しかも今シュメールの鏡が投とう影えいしているものは「映像」だけではない。「音声」までが再生されている。

　これは、シエル自身の「記き憶おく」そのものだった。その場でシエルが実際には口にしていなかった「シエルの気持ち」までもが、シエルの「内心の声」として再生されている。

　シュメールの鏡の中に、何度も鏡を潜くぐったシエルの記き憶おくが「土地の歴史記き憶おく」のように残存していたのだろう。シエルの精神は奇き妙みようなほどに異世界の魔ま力りよくと相あい性しようが良くて、連動しているから。そしてそれは「光」として封ふうじられている。

　シュメールの合わせ鏡は、異世界で作られたものだったのかもしれない。




☆




　夜の公園。

　レナを待っている私は、自分ではまっすぐ立っているつもりなのだが、たぶん今も身体からだが左右に揺ゆれていると思う。ひよこが震ふるえているかのように。手に握にぎりしめているラベンダーの花束も一いつ緒しよに震ふるえている。中学校の制服を着たままでよかったのだろうか。補導されそうだ。

　朝、レナが東京の大学に通うために上京すると聞かされて驚おどろき、パニックを起こした私は、午後にはやっと落ち着きを取とり戻もどして『とりあえず誕生日を祝ってやるから来い』とＳＮＳでレナを呼び出した。

　待ち合わせ場所は、幼い頃ころからレナとよく遊んだ近所の公園。

　今朝は、レナに四年間地元からいなくなると言われて、とてつもなく混乱してしまった。

　私は幼い頃ころから、他人とは少し違ちがうらしい。病院で教えられるまで、普ふ通つうの人は会話中に相手と目を合わせるなんて考えたこともなかったし、人間が噓うそをつく生き物だという現実も、どうしても理解できない。

　なによりも私は環かん境きようが急変すると、どう対処していいのかわからなくなり、混乱してパニックを起こす。だから、日々決まったルーチンを消化する静かな暮らしこそが、私の脆ぜい弱じやくな心を安定させてくれる。

　私が突とつ然ぜんパニックを起こして我わが儘ままを言っても、レナはいつもそんな私を許容してくれる。

　そんな人は、私にとってはお母さんとレナだけだ。

　私が遅ち刻こくを嫌きらうことを知っているレナは、指定時間より早く来てくれた。

　それなのに私はレナが到とう着ちやくするなり、頭が沸ふつ騰とうしてどうしていいのかわからなくなり、「喰くらえ！」とラベンダー爆ばく弾だんをレナの顔面に突つっ込こんでいた。「お誕生日おめでとう、レナ」とどうして笑え顔がおで言えないのだろうか、私は。なぜ自分の感情を相手に伝えられないのだろうか。なぜレナと視線を合わせることすらできないのだろうか。自分で自分が忌いまわしくなる。

「し、シエル。いきなり凶きよう器き攻こう撃げきかよ？　まだ怒おこってるのか？」

「なにを言う。レナは実にばかだな。この花は私からの誕生日プレゼントだ。よ、喜べ」

「……誕生日プレゼントを顔面に突つっ込こんだらダメだぞ？　ああほら、花がぺちゃんこだ」

「そうなのか。おかしいな、どこにもそんなルールは書かれていなかったのに」

「暗あん黙もくの了りよう解かいってやつだよ。そんなルールをいちいち明文化していたらキリがない」

「人間として生きるって、大変だな」

「大変そうなのはシエルだよ」

「まあいい。四年も会えなくなるのだから、もうひとつオマケしてレナに追加でプレゼントを捧ささげてやろう」

「大学は休みが多いんだ、長期休きゆう暇かには戻もどるよ。ありがたいが、あんまりお小こ遣づかいを無む駄だ遣づかいするなよ？」

「タダだから問題ない。星空を見ろ、レナ」

「うん？　北ほく斗と七しち星せいが綺き麗れいだな、今夜は。普ふ段だんは見えない、七星の脇わきに薄うす暗ぐらく光る星までがはっきりと見える」

「それだ！　いいかレナ？　北ほく斗と七しち星せいのうち、六つの星が眩まぶしい２等星だ。その星の中でも、ひときわ美しく輝かがやくあのミザールという恒こう星せいが、私だ。別名おおぐま座ゼータ星。覚えておけ。東京の夜空にも輝かがやいているから、私に会いたくなったらミザールを探せばいい」

「……そうか。ありがとう」

「ただしミザールは86光年離はなれているから、86年前の私の姿だがな。あれ？　私はまだ生まれていないな。前世の私か……いやいや、私は前世など信じない。困ったな」

「もう覚えたよ。東京に行っても、毎晩探すよ」

「は？　星空は季節ごとに移り変わるし雨も降る、毎晩見られるわけがないだろう」

　違ちがう。私がレナに伝えたい言葉は、そうじゃなくて。

「まったく一言多いなシエルは。すっかり反はん抗こう期きだな」

「う、うるさい。ミザールがなぜ私の星かというとだな、ミザールの隣となりに薄うす暗ぐら～い伴ばん星せいの４等星が寄より添そっているからだ。あれはおおぐま座80番星、アルコルという星だ」

「ああ。今夜はかろうじて見えるな。空気が汚よごれている東京では、見えないかもな」

「あれがレナの星だ。目ま映ばゆい私の隣となりにひっそりとくっついている。ふふふ、実にレナと私らしいコンビ星だろう？　は、は、離はなれ離ばなれになっても、ええと、そ、その……とにかく私は北ほく斗と七しち星せいで、レナは死し兆ちよう星せい！　そういうことだ、覚えやすいだろう！」

「お前は北ほく斗と七しち星せいで、俺は死し兆ちよう星せいかよ!?　見えたら死ぬ星じゃなかったか、あれ？」

「問題ない。地方によっては、見えないと死ぬ星だという伝説もある」

「なるほど。シエルが、北ほく斗と七しち星せいの中でもひときわ目ま映ばゆく輝かがやく２等星ミザールだとすれば、俺はミザールの薄うす暗ぐらい伴ばん星せいで北ほく斗と七しち星せいに入れてもらえない４等星アルコルか。二人の知性にはそれくらいの差があるな、確かに」

　違ちがう。レナ、そうじゃなくて。

　今夜、一いつ緒しよに星空を眺ながめながら私がレナに伝えようと決めていた言葉は──。

（いつも歴史旅行に同行してくれてありがとう）

（レナが上京して離はなれ離ばなれになっても、またレナと一いつ緒しよにいたい）

　それなのにどうして、口から出てくる言葉がぜんぜん違ちがってしまうのだろう。

「……うう……と、とにかく、東京に行っても頑がん張ばれ。毎晩歯を磨みがいて顔を洗え。怠なまけずに風ふ呂ろにも入るのだぞ。ルーチンは大切にな。せ、生活環かん境きようが変わっても、毎日のルーチンさえ遵じゆん守しゆしていれば、ルーチンが精神を守ってくれる」

「ああ。行ってくるよシエル。シエルも来年は中三だ。勉強、頑がん張ばれよ」

「……あまり興味ないが、わかった」

　私にとって、自分自身のほんとうの気持ちを相手に伝えることは、ほんとうに気が遠くなるほど難しい。

　また、やってしまった。

　花を顔面にぶつけて、お前の星は死し兆ちよう星せいだなんて言ってレナを不快にさせて。ほんとうに伝えたい言葉を、私の気持ちを、レナに伝えられなかった。レナはもうすぐ東京に行ってしまうのに。それなのに。私は……私だけの世界に生きていて、この世界は高い壁かべに囲まれていて、どうしても私は外の世界に出られない。

　レナが東京へ引ひっ越こしてしまったら……私は……独りぼっちだ。




　レナが上京した後──お母さんが突とつ然ぜんの病で死んだ。

　運悪くレナは就職活動のために海外旅行中だったので、葬そう儀ぎに間に合わなかった。

　葬そう儀ぎ場じようで、私はお母さんの位い牌はいに向けて語りかけていた。私は生前のお母さんにも、自分の気持ちを素す直なおに伝えられた経験がほとんどなかった。お母さんは死ぬまでずっと私の将来を心配してくれていた。今言わなければ、もう二度と言えない。

「お母さん。私は上京してプロのマンガ家になる。だから安心して。ぶいぶい！」

　私は、お母さんの位い牌はいに向けてピースサインをしていた。お母さんを安心させたかったから。それに、位い牌はいには「目」がないから、素す直なおに気持ちを打ち明けられる。感情も表せる。

　でもそれは、人間の社会ではとても非常識な行こう為いだったらしい。

　一いつ斉せいに、私に向けられる周囲の冷たい視線。

　私はどこまでも空気が読めない。

　参列者たちの前で、私はお母さんに安心してほしくて「プロのマンガ家になる」と宣言していた。それは、許されない行為だったらしい。

　私を攻こう撃げきする言葉の数々が、降り注いできた。最初に「お前には人間の心がないのか」と顔を真っ赤にした親しん戚せきの叔お父じさんに怒ど鳴なられた。

　そこから先、みんなからなにを言われたのかは、怖こわすぎて覚えていない。

　激しいパニック発ほつ作さに襲おそわれた私は、がくがく震ふるえながらタクシーに飛び乗って葬そう儀ぎ場じようから逃とう走そうした。その足で新幹線に飛び乗って、東京で物件を探した──それきり、怖こわくて故郷には戻もどれなくなった。戻もどったら、葬そう儀ぎ場じようの記き憶おくがぶり返してパニックになってしまうから。

　もしも葬そう儀ぎ場じように、レナがいてくれたら。

　私がレナにどれほど守られていたのか、はじめて実感した。レナのような人がいてくれることを私は当たり前のように思っていたけれど、違ちがったのだ。

　上京して出版社の人間と関わるようになってからも、レナのような人には出会えなかった。




　故郷を捨てるかのように単身上京した私は、レナとＳＮＳで再び話し込むようになっていた。

　いつも無表情な私だが、スマホを握にぎりしめてレナとメッセージをやりとりしている時だけは、とても嬉うれしそうに笑っている。でも、レナと同じ東京に暮らしているのに、なぜか恥はずかしくて「会おう」となかなか言いだせなかった。

　だが、ある日──。

　町の路上でレナから「せっかくだから東京で会おうか」といきなりメッセージをもらって、「そうだな」というメッセージを返信した直後、私は突とつ然ぜんパニックを起こしていた。叫さけびながら、コンクリートの歩道の上に座り込んで頭を抱かかえていた。故郷の町なら誰だれかが駆かけ寄よってきてくれるはずなのに、東京では誰だれも私の顔すら見ようとしない。うずくまって泣いている私を無視して、黙だまって素す通どおりしていく。

　私はこの時に、握にぎりしめていたはずのスマホを紛ふん失しつしてしまった。

　自宅のパソコンを開き、ネット通つう販はんサイトで新しいスマホに買かい換かえた。

　この時──私は電話番号を変へん更こうして、衝しよう動どう的てきにレナとの関係を強制リセットしてしまった。

「……う……う……うう……」

　全てを捨てた私は、ＰＣモニタを凝ぎよう視ししながらぽろぽろと涙なみだをこぼしていた。

　どうしてだろう？　こんなにもレナに会いたいのに、会うのがとても怖こわい。東京まで自分を追いかけてきた面めん倒どうな奴やつだと思われていたら？　もしもレナに嫌きらわれたらと思うと。もうレナにとって私は必要のない存在になっているかもしれないと思うと。とてもとても怖こわい。息ができないほど怖こわい。お母さん、お母さん。もう私は一人で働いて生きていけるから。レナに頼たよらなくても生きられるから。だいじょうぶ。だいじょうぶだから……。

　私にとっていつもレナは、目の前で眩まぶしく輝かがやいているのに決して手が届かない、過去の星の光のようなものだった。一いつ緒しよにいても、時々寂さびしくなって胸が苦しくなる。私はそれがなによりも辛つらいから、スマホを無くしたことを言い訳にレナを手放したくなったのかもしれない。

　でも、ほんとうに手放してしまったら──もっともっと、苦しくて辛つらくなった。

　私は──誰だれよりも愚おろかだ。
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　シエル、お前の心は。お前がずっと感じていたそのもどかしい気持ちは。

　俺と、まるきり同じだよ……。

　俺が地元に戻もどらず、東京の企き業ぎように就職したほんとうの理由は……シエル、お前だ。

　いつか謎なぞの理由で連れん絡らくを絶ったシエルが機き嫌げんを直して、俺との関係が修復された時に、もしも俺が地元に戻もどって就職していたら、もう会えないから。

　それなのに俺から再さい連れん絡らくできなかった理由は……それもシエル、お前と同じだよ。

　シエルに拒きよ絶ぜつされることが、なによりも怖こわかったんだ。

　それが、ずっと俺が心に秘めていた俺の真実だ。

　シエルはもう異世界から戻もどるつもりがない。この世界そのものから自分を切きり離はなしてしまうつもりだ。置き手紙の不ふ穏おんな文面と鏡の記き憶おくから、俺はそう確信していた。

　シエルを魔ま王おうのもとから連つれ戻もどす。そして俺はこんどこそ伝える。お前は一人じゃないと。お前の心はちゃんと俺に伝わってると。そして、俺の心もきちんと伝える。

　だから──行くな。ミザールとアルコルのように、俺の側にいてくれ。




　異世界へ。カナの町へ。

　既すでに俺が自らを転移した時にはもう、新居にはシエルの姿はなくて。

　急いで馬車を拾って町の広場に飛び出すと、武具を手にした町の住民たち、そして重装甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎き士し団員たちが集合して「我らも戦争準備に取りかかる！」「大だい賢けん者じや様が魔ま王おう城じように向かわれたのだ、今こそ立ち上がらずにどうする！」と怪かい気き炎えんを上げていた──。

「れれれレナさん。ごめんなさいごめんなさい。私が近くの農家さんにお野菜を買いに出かけていた間に、シエルちゃんが『魔ま王おう城じように潜せん入にゆう』『魔ま王おうに会う』のＷクエストを受注して……たった一人で北の山へ行ってしまいました！」

「やっぱりそうかスモール。スモールのせいじゃないよ。シエルは一度やると決めてしまったら、周囲がまるで見えなくなる奴やつだからな。ギルド長？　ギルド長はこの場にいるか？」

「おう、いるぜ。魔ま王おうクエストを二つまとめて受けると言いだしたあのお嬢じようちゃんには、まったく驚おどろいちまったぜ。だがまさか、あんたたちパーティ仲間を置いて単独挑ちよう戦せんとは予想もしてなかったな。気づいていたら止めたんだがよ、済まねえな」

「それはいい、あいつの行動は予測困難だ。俺もＷクエストを請うける！　今すぐにだ！」

「おや？　あんた、お嬢じようちゃんのライバルになったのか？」

「違ちがう。俺はシエルのバディだ！」

　わわわ私も同行します！　とスモールが震ふるえながら杖つえを掲かかげてくれた。危険すぎるが、彼女の防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつがなければ、俺は魔ま王おう城じように辿たどり着つけないだろう。迷っている時間はもうない。

「……スモール。俺は普ふ段だんはタイムカードを押すことに夢中で編集長に頭を下げまくる社しや畜ちくのくせに、シエルのことになると我わが儘ままなんだ。シエルを傷つける奴やつ、シエルを侮ぶ辱じよくする奴やつを見ると、瞬しゆん時じに頭が沸ふつ騰とうして理性が吹ふっ飛とんで、バーサーカーになってしまう。だから、今の俺も正常な状態じゃない。聞き流してくれていい。同行してくれればほんとうにありがたいけれど、来てくれなくてもいい。スモールまで危険に巻き込むことになる」

「わ、私も、シエルちゃんのお友達ですからお気き遣づかいなく。私も行きますっ！」

「……俺は、今までずっとシエルのスタンドだった。無言で影かげ法ぼう師しのようにシエルに寄より添そって、シエルを苦しめるものからあいつを守ることが俺の使命だと思い込んでいた」

「あのー。すたんどって、なんですか？」

「ちょっとしたことで傷ついたり混乱したりするシエルには、『絶対に安全な家族』が必要なんだ。あいつが安心していられる居場所が。だから俺は『男の視線』であいつを見ちゃいけないと、ずっとそう思って自分の心を誤ご魔ま化かしてきた。でも、もう自分を誤ご魔ま化かしてシエルを子こ供ども扱あつかいするのはやめる。シエルの成長と変化を受け入れる時が来たんだ──」

　ああ、余計な言葉が止まらない。俺は完全に暴走しているようだ。いつもどこか醒さめている俺をこんなにも狂くるわせるものはいつだって、シエルだった。

「……ああ……そっかぁ……そうだったんですね……」

　うん、どうしたスモール？　なにか微び妙みような表情だな。もしかして呆あきれられている!?

「──とっても素す敵てきです！　レナさんのシエルちゃんへの思いはもはや愛ですね、愛！」

「あっ……いやっ、わざわざそんな重い言葉で言わなくてもっ!?」

　とにかく！　全面戦争開始なんて物ぶつ騒そうな事態は止めなければ！　魔ま王おう城じように移動中のシエルが魔ま王おうから「敵」認にん定ていされてしまう！

「みんな聞いてくれ！　シエルのバディの俺とスモールが今、魔ま王おうクエストを受注した！　俺たちが魔ま王おう城じように向かったシエルを連つれ戻もどすから、戦争をはじめるのは待ってくれ！」

「ですが冒ぼう険けん者しやレナ殿どの、町の誰だれもがシエル様を『予言されていた大だい賢けん者じや』と崇あがめて熱ねつ狂きようしています。私ども司祭にも、もう止められません」

　司祭が首を振ふった。もっと教会の教義を調べておけばよかったな。カトリックっぽいなにか、という程度の知識しかない。あとは、予言がいくつかあることくらいか。

「司祭、戦争がはじまったらシエルが最初に巻き込まれる。なにか止める方法は？」

「予言を信じる人々を止める力を持つものは、予言だけです。そう、例えばあなたが予言されていた『勇者』ならば──」

「それだ！　俺が勇者になれば、みんなを止められる。今すぐ大教会に入れてくれ！　岩から伝説の勇者の剣けんを引ひき抜ぬけば、勇者に認にん定ていされるんだろう!?」

　ああもう。今すぐ出立したいのに。なんでもやるから急げ！

「承知しました。大教会はすぐ向かいです、ご案内致いたします」

「おいおい。俺が三回挑ちよう戦せんして三回失敗した超ちよう難関クエストだぜ？　頓とん知ちでも使わねえと絶対に抜ぬけねえぜ。実は岩に融ゆう合ごうしているから絶対に抜ぬけないという噂うわさもあるんだ」

　ギルド長の陰いん謀ぼう論ろんが真実だったら、戦争が勃ぼつ発ぱつ。妄もう想そうでも、抜ぬけなければ戦争が勃ぼつ発ぱつ。シエルは旅の途と上じようで魔ま王おう軍ぐんに襲おそわれて死ぬ。だったら、抜ぬくしかないだろうが──！

「ふえええ。レナさん、あの誰だれも抜ぬけない剣けんを抜ぬけるんですか!?　勝算はありますか？」

「スモール、やるしかない！　シエルの命がかかっている！　腕うでがもげようが絶対に抜ぬく！」
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　大教会の敷しき地ち内ない。緑に包まれた聖なる森に、勇者の剣けんが突つき立たてられた「岩」はあった。

　想像していたよりも遥はるかに巨きよ大だいな岩だ。

　シエルと奈良を旅行した時に山中で見かけた磐いわ座くらによく似ている。あるいはヨーロッパ各地に点在する謎なぞの巨きよ石せき遺い跡せきにも。幸いなことに剣けんは岩の根元に突つき立たっているから、岩を登らずとも抜ぬける。足の踏ふん張ばりは利きく。

　ただ、剣けんのサイズが異常だった。斬ざん馬ば刀とうを遥はるかに超こえる長さを誇ほこり、俺が保ほ父ふ星ぼし流りゆうの修しゆ行ぎように用いていた大たい剣けんよりもずっと幅はば広ひろで太い。とても人間が振ふるえる剣けんには見えない。

　そして──保ほ父ふ星ぼしの大たい剣けん同様になぜか刃はがついていない。剣けんの色は銀ではなく漆しつ黒こく。

「これは、予言者オモネカが２０００年前に岩に刺さした聖遺物です。古代の希少な隕いん石せきから作られた、前史時代の大たい剣けんです」

「司祭。この剣けんには刃はがついていませんが？」

「刃はは役に立ちません。魔ま族ぞく、とりわけ魔ま王おうクラスともなると防ぼう御ぎよ力りよくが高いので、どんな刃はも通らないのです。さらに魔ま術じゆつ耐たい性せいも桁けた外はずれです。この古代の聖せい剣けんこそが、魔ま王おうに大ダメージを与あたえられる唯ゆい一いつの武具なのです。歴代の魔ま王おうはこの剣けんを抜ぬく勇者の出現を常に恐おそれていました」

「妙みようだな……魔ま王おうを倒たおせる唯ゆい一いつの武器を、なぜ予言者は岩に刺さして封ふう印いんしたんだ？」

「それは、今も教団内で議論が交かわされている難しい問題です。２０００年前には既すでにこの大たい剣けんを扱あつかえる者が絶えていたそうです。扱あつかえる者が再び現れるまで、貴重な剣けんを魔ま王おうに奪うばわれることを防いだのではないでしょうか？」

　俺にはその２０００年前の予言者が何者なのかわからない。だが今すぐにこの剣けんを抜ぬかなければ、シエルは助からない。戦争がはじまれば、単身で魔ま王おう城じように移動中のシエルは魔ま王おう軍ぐんに……。

「わかった。俺が抜ぬく。司祭、俺が成功するよう、祝福を」

「れ、レナさん？　無理ですこんな大たい剣けん、どんな怪かい力りきの持ち主でも抜ぬけません。なにか方法を考えましょう。経験者のギルド長さんも知ち恵えを貸してください、お願いします」

「おお、魔ま術じゆつ師しのお嬢じようちゃん。なにしろこれほどのデカブツだ。古来、ほとんどの挑ちよう戦せん者しやが両手で柄つかを握にぎって岩から抜ぬこうとしてきたが、剣けんはぴくりとも動かなかった。若い頃ころの俺の自じ慢まんの怪かい力りきも、まるで通用しなかったぜ」

　そうか。ギルド長は三度、挑ちよう戦せんしたのだったな。

「こりゃ力任せに抜ぬける代しろ物ものじゃねえと悟さとった俺は、一心に剣けん術じゆつの修練に打ち込んで、十年かけて剣けん技ぎを極きわめた。だが、腕わん力りよくと技術を兼かね備そなえ、満を持して挑ちよう戦せんした二度目もまた無残な失敗さ」

「十年修しゆ行ぎようしても、手応え無し？　やっぱり無理じゃないですか～!?　ふええええ～？」

「そこで俺は知ち恵えを絞しぼって考えた。この剣けんの柄つかの形状をよく見な？　こいつは片かた手て剣けんの柄つかだぜ。両手で握にぎるから失敗するんじゃねえか、実は片かた手てなら抜ぬけるんじゃねえか？　そうだ間ま違ちがいない、と俺は確信したね」

「そ、それで、片かた手て抜ぬきの修しゆ行ぎようを積んで三度目の挑ちよう戦せんを？」

「ああ。だがこの剣けんは異様な重量を誇ほこるし、重心もアンバランスだ。三度目は片かた手て抜ぬきの剣けん技ぎを極きわめて挑ちよう戦せんしたが、やっぱり失敗したのさ。過去に俺と同じ結論に到とう達たつして片かた手て抜ぬきを敢かん行こうした奴やつも何人かいたそうだが、全員肩かたを痛めて剣けん士しを引退しちまった。そもそもこんな途と方ほうもない大たい剣けんを片手で引ひっこ抜ぬこうなんて、人間の肉体の限界を超こえてるんだよ。幼い頃ころからの長期間にわたる特とく殊しゆな鍛たん錬れんが必要だろうなあ……とはいえ、どんな鍛たん錬れんを積めばいいのかもわからねえから、こいつを抜ぬく弟で子しの育成に成功した剣けん士しもいねえ」

　待てよ？　この状じよう況きよう、この条件……保ほ父ふ星ぼし流りゆうの修しゆ行ぎように似ているよな、やっぱり？

　この異世界には、地じ擦ずり青せい眼がんのような下段から切り上げる剣けん術じゆつスタイルが存在しない。もしかしたら広い世界のどこかにはあるかもしれないが、ギルド長のようなベテランの元冒ぼう険けん者しやにすら知られていない。「ない」と言ってしまってもいいだろう。

　そして──シエルが「賽さいの河原かわらで小石を積むような修しゆ行ぎよう」と見事に表現していた、あの意味不明の反復動作練習──岩から大たい剣けんを片手で引ひき抜ぬく動作を、俺は幼い頃ころから何万回も繰くり返かえしてきた。「いくら調べても剣けん術じゆつとしてのルーツが判明しない。地方の土ど俗ぞく宗教の儀ぎ式しきが、元の意味を忘れられて剣けん術じゆつに変化したのだろう。ああもう。全然わからないから黒歴史にする～！」と、あのシエルですら保ほ父ふ星ぼし流りゆうの謎なぞを解明できなかった。

　全ては偶ぐう然ぜんなのだろう。奇き跡せき的てきな確率で起きたなにかの間ま違ちがいだ。

　だが──俺にとっては、これは生しよう涯がい最高の天てん佑ゆうだ。

「スモール。ギルド長。これは確かに片かた手て剣けんだ。抜ぬこうとして強ごう引いんに引っ張るから抜ぬけないんだ。岩に刺ささっていることは意識せず、剣けんを下段から上段へと、最速で斬きり上あげるんだ。全身を脱だつ力りよくして、剣けんを握にぎる掌てのひらに集中する。そして一呼吸で突つき上あげる。空を飛ぶ鳥を斬きるつもりで」

　俺は──保ほ父ふ星ぼし流りゆうに伝わるたったひとつの「型」を、用いた。完全な脱だつ力りよく状態から、一いつ瞬しゆんで剣けんを握にぎる腕うでに「力」を集中し、爆ばく発はつさせる。片側の肩かたの筋肉が、瞬しゆん間かん、岩のように盛り上がる。この瞬しゆん間かんに、重力などは存在しないと信じる。剣けんを抜ぬくのではなく、電光石火の速度で蒼そう天てんへと斬きり上あげる──！

　みりっ、という異音が俺の肩かたから響ひびいてきた。肩かたが壊こわれるのか。かつて片かた手て抜ぬきに挑ちよう戦せんしてきた剣けん士したちのように。だが構わない。俺のあの謎なぞの「賽さいの河原かわらでの小石積み」は、シエルを救いだすための苦行だった。肩かたのひとつやふたつ、くれてやる。

　そして。

　２０００年間岩に刺ささったまま動かなかった大だい剣けんの剣けん先せんは──青空へと掲かかげられていた。

「司祭、広場で『勇者が出現した』と宣言を。みんなを止めてくれ。俺が魔ま王おう城じようへ行く！」
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　大たい剣けんを背中に背負った俺は、即そく座ざに道案内役兼けん防ぼう御ぎよ担当のスモールとともにカナの町を出立し、北の山の山道を登った。

　暖かい季節だったことが幸いした。冬になると猛もう烈れつな吹雪ふぶきの雪山になるという。だが、今なら越こえられる──問題は、シエルの足でも山を越こえられてしまうということだったが。シエルは腕うで立たて伏ふせも鉄棒の前転もできないが、山登りは意外と得意だ。山やま城じろだの磐いわ座くらだの謎なぞの巨きよ岩がんだのを調査するためにさんざん登ってきたからだ。

「どこまで進んでもシエルに合流できない。魔ま王おう城じようまであとどのくらいだ、スモール？」

「はあはあ、ふうふう。この峠とうげを下りるとすぐに魔ま王おう城じようです。この山自体が、魔ま王おう城じようの南側の防ぼう壁へきになっているんです」

「まるで小お田だ原わら城じようだな。すまない、急ぐぞ！」

「は、はいっ！　あーっ!?　れれレナさん、前方に魔ま族ぞくです！　魔ま王おう軍ぐんの警備兵たちです！　山道を封ふう鎖さしていますよ。見つかっちゃいました！」

「人間とエルフの二人組を発見！」

「警備隊、職務執しつ行こう！　魔ま王おう城じようには断じて入れるな！」

「わわわ。攻せめてきました～!?」

　多いな、百人はいるぞ。山道は一本道で、他に迂う回かい路ろはない。突とつ破ぱする。できるか？

　シエルは。シエルはどこへ行ってしまったんだ？　まさかもう魔ま王おう城じようの内部に？

「オーク。トロール。ゴブリン。あとは分類不能の雑多な魔ま物ものたちだな。カナの町で働いているオークやトロールと、魔ま王おう城じようで暮らしている魔ま族ぞくとは、どう違ちがうんだ？」

「同じですよ。魔ま王おうに税金を納めて『ク・アナン王国』に所属すれば魔ま族ぞく。人間が統治する『ミラト最終王国』に住んでいるオークやトロールも魔ま族ぞくですが、彼らは魔ま族ぞくではなく異種族と呼ばれ、エルフやドワーフのような人系種族と同等の待たい遇ぐうを受けられます。前世紀の戦争以来、人間もエルフも数が足りませんから、魔ま族ぞくも最近では好こう待たい遇ぐうなんです」

「なるほど？　とにかく突つっ切きるから、スモールはシールド展開を頼たのむ。背中は任せた」

「はいっ！　お任せください！　シエルちゃんを救いだしましょう！」

　保ほ父ふ星ぼし流りゆう剣けん術じゆつ唯ゆい一いつの型。下段から大たい剣けんを振ふり上あげる、シエルが名付けた「無む明みよう逆さか流ながれ」。

　こんな重量級の大たい剣けんを実戦で扱あつかえるのか少し不安だったが、奇き妙みようなまでに俺の腕うでに剣けんが馴な染じんだ。重心の位置も普ふ通つうの剣けんとは違ちがっておかしなバランスなのだが、保ほ父ふ星ぼし流りゆうの剣けんとまるで同じなのだ。こんなにも偶ぐう然ぜんが続くものだろうか？

　さすがに、奴ど隷れい商人の警備員たちと戦った時よりは歯ごたえがあった。数も多いし、魔ま族ぞくはどの個体も強い。しかし、初見の俺の奇き妙みような剣けん筋すじを誰だれも躱かわせない。当たる。一いち撃げき必ひつ殺さつの居い合あい抜ぬきが、次々と魔ま族ぞくたちにヒットする。

「ふええ？　レナさんが無む双そうしています!?　どうしてそんなに強いんですか～？」

「偶ぐう然ぜんだ。シエルには言うなよ。俺の流派と異世界を妄もう想そうで繫つながれたら面めん倒どう臭くさい。それにこの剣けんは峰みね打うちしかできないから気楽でいい。殺してしまう危険がないからな」

「で、でもその剣けんは重いですから、そんな凄すさまじい速度で殴なぐられたら死んじゃうのでは？」

「魔ま族ぞくはやたら頑がん丈じようだから問題ないさ。打だ撲ぼく程度のダメージは受けるだろうが、死なないよ」

「あわわ……レナさんってほんとうに、シエルさんが絡からむとバーサーカーと化すんですね!?　み、皆みなさん、レナさんは伝説の勇者なんですよ～？　勇者の剣けんを握にぎっているんですよ～？　怪け我がしますから、どうか通してください～お願いします！」

　ほとんどの連中は剣けんや斧おので殴なぐりかかってくるが、弓矢や物理系魔ま術じゆつを使って背後から遠えん隔かく攻こう撃げきを飛ばしてくる厄やつ介かいな相手もいる。

　無防備な俺の背後を器用にシールドで守りながら、思わず叫さけんでいたスモールのその言葉が、「戦いだあ～！」と興奮していた魔ま族ぞくたちを一いつ斉せいに震ふるえあがらせた。

「「「うわあああ、ほんとうだああああ!?　あの剣けんは、大教会に２０００年眠ねむっていた勇者の剣けんだあああ!?　ヒラ魔ま族ぞくの俺たちじゃ勝てない！　賃金に見合わなさすぎる！」」」

　よほど魔ま族ぞくは勇者の剣けんを恐おそれているのだろう。突とつ然ぜん、士気を喪そう失しつして敗走を開始した。

　俺一人だったら、シエルを返せ通せとひたすら戦い続けて、圧あつ倒とう的てきな数を前にいずれ倒たおれていただろう。スモールさまさまだ。

「撤てつ退たいしていきますね！　やりましたレナさん！」

「魔ま術じゆつ使つかいが少なかったし、使い手も石を飛ばしたり火を放ったりの物理系魔ま術じゆつばかりで助かったよ。勇者の剣けんを持っていても、精神系魔ま術じゆつはどうにもならない」

「魔ま族ぞくは、強い個体ほど精神系魔ま術じゆつ持もちが多いんです。魔ま王おうは精神系魔ま術じゆつの達人で、とてつもなく強いそうですよ。噂うわさでは一ひと睨にらみだけで相手を粉ふん砕さいするとか……」

　なんだよそれ、精神系の魔ま術じゆつで物理的に粉ふん砕さいってどういうこと!?　強すぎるだろ!?

　スモールの怖こわい情報を聞いて、いよいよシエルが心配になった。頼たのむ。シエルが魔ま王おうに遭そう遇ぐうする前に、シエルに追いつかせてくれ。頼たのむ……！

「よし、辿たどり着ついた！　城門前に吊つり橋ばしがかかっている。あの橋を渡わたりきれば門だ！　このまま魔ま王おう城じよう内ないに突とつ入にゆうする！　自分を最優先して守るんだぞ、スモール」

「は、はいっ！　シールドを展開します。ウロヤタ・ブレガヤチ・オヘ・イカマ！」

　おっ？　門が開いた？　これは城内から新手が繰くりだしてくるパターンだ。まずいな。

「「「「そこまでだ！　伝説の勇者よ。魔ま王おうは、人間とエルフがアポ無しで魔ま王おう城じように入ることを禁じている。どうしても入るというのなら、我ら魔ま族ぞく四し天てん王のうを倒たおしていけ！」」」」

　凄すさまじい圧力だ。四人が四人とも魔ま力りよくの塊かたまり。シエルは？　シエルはどこにいるんだ？

「れれれレナさん!?　一人一人が魔ま王おうに匹ひつ敵てきする強さを誇ほこる四し天てん王のうが、一度に四人も……しかもそれぞれが数百人の家臣団を指揮しています。ど、ど、ど、どうすれば」

「……俺はシエルを見つけるまで止まらない。スモールは撤てつ退たいしてくれ。ここまでほんとうにありがとう。感謝するよ」

「撤てつ退たいなんて、シエルちゃんとレナさんを置いてそんなことできませんよぅ!?　ああでも、どう考えても戦力差が……どうすれば……爆ばく発はつ系けい魔ま術じゆつを修得しておけばよかったです」

「魔ま族ぞく四し天てん王のう、お前らの自己紹しよう介かいは不要だ。俺の名前は保ほ父ふ星ぼしレナ。城に小こ柄がらな人間の女の子が来ているだろう？」

　確かに来ているな、と四し天てん王のうたちが笑った。もう城内に入ってしまったのか？　どうしてシエルだけは通過させた？　捉とらえて人ひと質じちとして利用するつもりか、それとも？

「……どうあっても彼女を無傷で返してもらう。もしも彼女の身になにかあれば、お前たちを全員──」

「レナさん？　髪かみの毛けが逆立って……あ、あああ。もう、レナさんを止めることは」

　俺はここで人間をやめてもいい。シエルを救いだすためなら、俺は──。

　しかしこの時。城内から、唐とう突とつに鐘かねの音が鳴なり響ひびいた。

　その鐘かねの音を聞いた魔ま族ぞく四し天てん王のうたちの全身から、突とつ然ぜん殺気が消え去っていた。

「あれ、もう定時か。それじゃあ帰宅するか」

　えっ？　なんだよ定時って？　自じ称しよう勇者が城門まで来ているんだぞ？

「あの……私たちがこんなことを伺うかがうのはおかしい気がしますが……帰っちゃうんですか？」

「ああ、そうだ。魔ま王おうと小こ娘むすめは、城内の中央庭園にいる」

「門は開いておくから好きにしろ。ではさらばだ」

　え？　え？

「……ほんとうに帰ってしまった……なんなんだ、あいつら？」

「レナさんの勝ちですよ！　四し天てん王のうはレナさんの覚かく悟ごに怖おじ気けづいて撤てつ退たいしたんです！」

　そうか？　そんな気配はみじんもなかったが？

「魔ま王おう城じよう潜せん入にゆうクエスト達成ですね！　吊つり橋ばしを渡わたって、魔ま王おうのもとにいるシエルちゃんを連つれ戻もどしましょう！」

　そうだった。今は四し天てん王のうのことはどうでもいい。シエルを助け出さなければ。
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　魔ま族ぞく四し天てん王のうと警備隊員たちがそれぞれの持ち場から一いつ斉せいに姿を消した魔ま王おう城じように、俺とスモールはついに潜せん入にゆうした。

「警備隊員がいない。全員自宅に帰ったのか？　これはチャンスだ、中央庭園へ急ごう！」

「魔ま王おうの視線に注意してください、レナさん！」

　魔ま王おう城じようという禍まが々まがしい名前とは裏腹に、城内は中央庭園を中心として放射状に通りが広がる見事な都市設計を施ほどこされていた。しかも明らかに恐おそろしく古い。いわゆる「古代都市」だ。カナの町の大教会よりも遥はるかに歴史的な価値が高そうだ。

　道中、建物のあちこちに奇き妙みような年代物のレリーフを見かけた。文字は彫ほられておらず、見慣れない神々やモンスターの肖しよう像ぞうを岩に彫ほり込こんであるだけのシンプルなものだが、デザインが独特で、ゴシック風でもあり古代エジプト的でもある。シエルが見たら大喜びしそうだが、今は建築物どころではない。まっすぐに中央庭園へと駆かけ抜ぬけていた。

「シエル、無事か!?」

　しかし──これほどの大だい冒ぼう険けんを繰くり広ひろげてやっと再会できたシエルは。

　仰ぎよう々ぎようしい鎧よろいを着込んだ厳いかめしい魔ま王おうと二人して、庭園に据すえられたテーブルで、ティーカップに入れたお茶を、

「意外と美お味いしい～」

　と飲みながらダベっていた。
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「あれっ？　人間とエルフが無断で城内に？　しかも大だい賢けん者じやの次は勇者？　まったく困りましたね。今日は厄やく日びですか？」

　魔ま王おうは恐おそろしい形相の爬は虫ちゆう類るい系けい魔ま族ぞくなのに、意外と紳しん士し的てきな喋しやべり方かた!?　しかも声が……ピカチウだと？　顔と声がまるで合ってない！

「おお。よく入ってこられたな、レナ。私は大だい賢けん者じや様だからフリーパスだったが」

「シエルお前、なにをやってるんだよ？　その顔が爬は虫ちゆう類るい系けいでガタイがでかい魔ま族ぞくが、魔ま王おうなんだろう？　危ないから離はなれろ！」

「爬は虫ちゆう類るい系けいとは酷ひどいことを仰おつしやる。確かに私は魔ま王おうですが、魔ま族ぞくきってのイケメンですよ」

　いや。シエルが無事だったのは嬉うれしいんだけどさ。

　ほんとうにお前はなにをしているんだ、いったい？　この状じよう況きようを理解できているのか？

「なにをしているって、新作の取材に決まっているだろう。第三話のネームを完成させるために必要な魔ま王おうへの取材だ。ラスボスの魅み力りよくこそ作品のキモなのだぞ？」

「……取材……!?」

「そうだ。魔ま王おうに、歴代魔ま王おうの世界征せい服ふくの目的や、現げん役えき魔ま王おうとしての今後の抱ほう負ふ、さらには魔ま族ぞくの歴史をインタビュー中なのだ。そうそう。この魔ま王おう、本名はアンド氏だそうだ。黄金造りの名めい刺しを貰もらったぞ。これで第三話のネームはばっちりだな！　ぶいぶい！」

　全身の力が急激に抜ぬけていくのがわかった。あの……俺の冒ぼう険けんは？　シエルの危機は？

　そもそも、シエルは俺との関係を強制リセットしたのでは？

「シエル。お前、現実世界を捨てたんじゃなかったのか？」

「は？　なんのことだレナ？　どうしてそんな誤解を？」

「俺が『異世界のほうがお前向きかも、友達もできたしな』と口走った時に、お前は戸と惑まどっていただろう？」

「そうだな。スモールと友達になれて、嬉うれしくて戸と惑まどっている」

　きゃああ嬉うれしいです！　とスモールがはしゃぐ。俺の言葉に傷ついたんじゃなかったのか。

「『スモール？　彼女は凄すごくいい子だよ。シエルに優やさしいし、性格がとてもかわいい』『願わくば、ずっとスモールと一いつ緒しよにいられればな』と俺が言った時、お前はいきなり切れてパニックを起こしただろう？」

「……あー。あの時は確かに、胸がモヤモヤしてパニックになった。私はかわいくないのか？　スモールだけ『かわいい』扱あつかいは依え怙こ贔ひい屓きだ！　と腹が立ってな」

　そんな……小学生レベルの焼やき餅もちだったのか？

「それだけ？　俺の言葉に傷ついて、魔ま王おう城じように突とつ撃げきするなんて無茶をしたんじゃ？」

「やれやれ、レナは繊せん細さいだな。ほんとうに面めん倒どう臭くさい奴やつだ」

「怒おこるぞ」

　ダメだ、目め眩まいが。立ちくらみが。スモールが「しっかりしてください！」と俺を支えてくれなければ、今までの疲ひ労ろうがどっと溢あふれてきた俺はそのままぶっ倒たおれていただろう。

「シエル。でもお前は、置き手紙に『さようなら』って書き残したじゃないか」

「お出かけするから、定型句の挨あい拶さつを書いただけだ」

「永遠の別れの言葉じゃなかったのか？」

「は？　永遠の別れの言葉は『永遠にさようなら』だろう。レナは実にばかだな」

「ほんとうに怒おこるぞ」

　……疲つかれた……俺は勝手に誤解を積み重ねて、一人で盛り上がっていたのか……なんてことだ、俺こそが奇き行こう種しゆだったのか。出社したら、編集長に焼き土下座して辞職しよう。

「いやいや。待て。どうも誤ご魔ま化かされている気がする。『私はこの世界では孤こ独どくだが、異世界では大だい賢けん者じやだ』なんて言葉を置き手紙に書き残されたら、誰だれだってお前を心配するよ」

「なぜだ？　それはただの事実だろう？」

「違ちがう、事実じゃない！　聞いてくれシエル。お前は俺の……」

「な、なんだレナ？　ちょっと怖こわいぞ？」

　あんなにもシエルに伝えたい言葉があったはずなのに。全てが俺の誤解による空回りだったと知ったせいか、言葉が声にならない。シエルは、いつものシエルのままだった。こんなに混乱した精神状態でこれ以上喋しやべっても、恥はじの上うわ塗ぬり……黒歴史……。

「……レナさん、勇気を出しましょう」

　俺の耳元に、そっとスモールが囁ささやいてきた。シエルには聞こえないように。

「シエルちゃんは無愛想なことばかり言っていますけれど、自分の気持ちがよくわかっていないだけなんですよ。足をぴよぴよと細かく振ふっているでしょう？　レナさんが心配して駆かけつけてきてくれたから、シエルちゃんはほんとうは嬉うれしいんですよ」

「あ、そうか。シエルの感情が動作に出ることを、もう覚えたのかスモールは」

「ふふ。それはもう、友達ですから」

　それじゃやっぱり、シュメールの合わせ鏡に映ったシエルの記き憶おくがシエルの本心なのか？

「え？　え？　それじゃあ、俺はどうすれば？」

「ふふ。レナさんが今なすべきことは、シエルちゃんへの告白です！」

「え？」

「『好きだ』と言えばいいんです。それが、シエルちゃんがレナさんにほんとうに言ってもらいたい言葉です」

　あれ？　スモールは俺を女だと思っているはず……そうか、スモール的には別におかしなことじゃないのか。って、いやいやいや。そうじゃなくて！　スモールも大だい冒ぼう険けんで興奮して妙みようなスイッチが入っているのでは!?　「恋れん愛あい応おう援えん症しよう候こう群ぐん」的な!?

「むー。またスモールと二人でいちゃいちゃしてる。レナ、お前はいったいなにをしに来たんだ。もうカエレ」

　ゴゴゴゴゴ……と異音が鳴なり響ひびきはじめた。

　明らかに苛いらついているシエルの背後から聞こえてくる。

　スモールに続いて、シエルまで魔ま力りよくを放出するように？　異世界に適応してきている!?

　ゴゴゴゴと異音を響ひびかせるシエルに困こん惑わくした魔ま王おうが、ピカチウ声で訴うつたえてきた。

「あの～。いったいなんなんですか、この人？　お願いですから引き取ってください。『私は伝説の大だい賢けん者じや様だ、もてなせ～』と魔ま王おう城じように無断で押しかけてくるなり、織お田だ信のぶ長ながとかいう知らない人の話をえんえんと続けるんですよ？　星座を空に投とう影えいする魔ま術じゆつを使って、うちの住民を大混乱させますし。おかげでみんな家にひきこもってしまいました。魔ま族ぞくは星座に全然興味ないんですよ。だって夜空って、暗黒ドラゴン星雲がこっちを睨にらんでいて怖こわいじゃないですか」

　魔ま王おうはシエルと優ゆう雅がにお茶していたんじゃなくて、あの魔ま界かいティーは京都人の「ぶぶ漬づけ」に相当するもの。「飲み終えたら帰ってくれ」という暗あん黙もくのサインだったのだ。無論、現代世界ですら空気を読まないシエルが、そんな異世界のサインを察知して帰るわけもなく──。

「この人、ほんとうに厄やつ介かいなんです。精神系魔ま術じゆつを使ってお引き取り願おうとしても、精神系魔ま術じゆつが全部無効なんですよ。そんなチートな人間、有り得ますか？　私の必ひつ殺さつ技わざ、視線で相手を粉ふん砕さいする『ソドラの目』さえ効かないですし。背後には顔が濃こい怖こわい守護精せい霊れいがいるし」

　そりゃシエルは人と目を合わせないから精神系魔ま術じゆつは効かない……って、ちょっと待て。

「お前、シエルを粉ふん砕さいしようとしたのかっ？　勇者の剣けんを喰くらわせて討うち取とるぞ!!」

「レナさん。落ち着いて落ち着いて。魔ま王おうさんを叩たたき割わっちゃダメですよ戦争になります」

「ヒエッ？　討うたないでください！　魔ま王おうを倒たおせる大だい賢けん者じや様を粉ふん砕さいなんて、そんな恐おそろしいことしませんよ！　なんとしても帰ってほしかったので、私の術が効くかどうかちょっと試ためしてみただけです！　もちろん全然効きませんでしたからご安心を！」

「シエルに傷ひとつでも付けたら、俺は勇者の剣けんでお前を」

「討うたないでください！　その剣けん、凄すごい魔ま力りよくがこもってるんですよ？　誰だれにも破は壊かいできない古代の最強武具なんです！　うちのお抱かかえ魔ま術じゆつ長ちようによれば、大だい賢けん者じや様に危害を加えたりしたらとても悪いことが起きるそうで、一いつ切さい手て荒あらな真ま似ねはしていません……というか、とても悪いことが既すでに起きてます！　今や城内は、野戦病院と化していますよ！」

　担たん架かに載せられて通りを運ばれていく大勢の魔ま族ぞく兵へいたちの姿が、庭園からも見えた。

　さっき俺が戦った警備隊員たちだ。峰みね打うちなのに。思ったより威い力りよくがあるんだな、勇者の剣けん。

　スモールが「か、壊かい滅めつ状態ですね……ちょっとヒーリングのお手伝いをしてきますね？」と慌あわてて走っていった。うう、迷めい惑わくばかりかけてすまないスモール。

「まだ大だい賢けん者じや様に危害を加えてもいないのに、酷ひどすぎます。彼らはただ、『人間とエルフをアポ無しで城に入れてはいけない』という私の業務命令に従って職務を執しつ行こうしただけなんですよ。『訪問者を殺してはならない』という業務規定まで定めてあったのに、勇者の剣けんで容よう赦しやなく滅めつ多た打うちだなんて」

「……すいません……」

　この魔ま王おう、もしかして愚ぐ痴ちが多いタイプなのか。シエルに告白する雰ふん囲い気きではなくなってしまった。ああもう。俺の心も鏡に記き憶おくさせたい。それをシエルが見ればコミュニケーションが成立するはずだ。

　って、完全にトラえもんの道具に頼たよるのび太の思考方法じゃないかこれ。

　ダメだ。自力で頑がん張ばらなければ。

　しかし、もしも繊せん細さいなシエルが大混乱して俺との関係を完全にリセットしてしまったら？

　３年前に「東京で会おう」と言われただけで一度リセットしてしまったんだぞシエルは。

　でも……シエルは俺がいなくなったから、取材中に架か空くうのバディ・アルキメデスの幻げん像ぞうを「見る」ようになったのでは？　「二体目のスタンド」って言ってたよな……やっぱり、独りぼっちは寂さびしかったんだろうな。とりわけ、旅先では。

　もしもシエルがほんとうに望んでいるのなら、これからも俺はシエルの伴ばん星せいとして──。

　あああああ。いったいどうすればいいんだ俺は!?

「どうしてタコ踊おどりを踊おどっているのだレナ。落ち着きのない奴やつだな」

「お前にだけは言われたくない！」

「いいから魔ま王おうインタビューを再開するぞ。さて魔ま王おう、どこまで話した？」

「あなたが一方的に織お田だ信のぶ長ながの話と星座の蘊うん蓄ちくをえんえんと喋しやべり続つづけていただけですよ！」

「そうだったか？　それではインタビューに移ろう。ここからはレナがサポートしてくれるから安心しろ。私の話が明後日あさつての方向に逸それたら、レナがすぐに止めてくれる」

「はあ。インタビューが終わったら帰ってくださいね？　もうあまり時間がないんですよ」

　あまり時間がないって、なんのことだ。どうも悪い予感がする。

「うむ、わかった。レナ、インタビュアー役を頼たのむぞ。質問事じ項こうはメモってある、読め」










☆




「魔ま王おうさんは、もとは魔ま王おう軍ぐん所属のしがない一兵卒だったと伺うかがいます。どのようにして魔ま界かいのトップ・魔ま王おうに成り上がったのでしょう？」

「いやー。先代の魔ま王おうは史上稀まれな戦争好きだったんですけどね、彼を生かしておいたら世界が滅ほろびると危き惧ぐした家臣に暗殺されましてね。それで穏おん健けん派はの私がうっかり次代の魔ま王おうに推すい戴たいされてしまったのですが、魔ま王おう職しよくなんて割に合わないですヨ！　即そく位い後ごは『魔ま王おうは勇者と大だい賢けん者じやに倒たおされる』という予言が怖こわくて、ずっと城にひきこもっているんです」

「苦労しておられるんですね。魔ま王おう城じようでは日ひ頃ごろ、なにをされているんでしょうか？」

「八割方公務ですね。家臣たちから目を離はなすとすぐにサボるし汚お職しよくに手を染めるし税金をチョロまかすしで、全然楽できませんよ。自由時間は趣しゆ味みの資産管理。毎日、蔵くらに貯ためた黄金の数をチェックしています。ちゃんと黄金一枚一枚に私の名前を書いてましてね」

　見上げた守しゆ銭せん奴どだ、徳とく川がわ家いえ康やすが同じことをやっていたなとシエル。戦国ネタ禁止！

「人間界は、常に魔ま王おう軍ぐんの侵しん攻こうを恐おそれています。世界征せい服ふくについてどうお考えですか？」

「世界征せい服ふくですって？　フハッ、そんな幼よう稚ちな……今は経済の時代ですヨ！　白しろ魔ま術じゆつと黒くろ魔ま術じゆつが先せん鋭えい化かした現代では、戦争などお互たがいの国力とマンパワーを消しよう耗もうするばかりの破は滅めつ行こう為いです。事実、前世紀は滅めつ亡ぼう寸前までいきましたからね」

「らしいですね」

「ええ、おかげで未いまだに世界の人口は回復していません。以来、わが国はずっと労働力不足ですよ。賃金を上げろだの有給をよこせだのと調子に乗った労働者どもが小うるさくて……今の時代、戦争にメリットなどありますか？　なにもないですヨ！　だって、私の収入と資産が減ってしまいます！　戦争ダメ、絶対！」

「レナ。今の魔ま王おうは戦争を嫌きらうという噂うわさはほんとうらしいな」

　なにか腑ふに落ちないが、まあ戦争を嫌きらっているのは確かだ。

「そんなあなたが魔ま族ぞくの国家を統治するにあたって、譲ゆずれない理念はありますか？」

「はい。国家運営にとって絶対に必要なもの。それは、低賃金で働く従順な労働者──社しや畜ちくです！　私の夢は、社しや畜ちくどもを酷こく使しして一生使っても使い切れない資産を貯ためることです！　そのために魔ま王おうなんて危ない職業に就ついたんですからね。これからも銭ぜにを稼かせぎますよ、どれほど国内で貧ひん富ぷの差が拡大しようとも！　はっはっは！」

　魔ま王おうが調子に乗ってくるとともに、違い和わ感かんの正体がだんだんわかってきたような……。

「……しかし四し天てん王のうどもめ。あいつら、結けつ託たくしてサービス残業を拒きよ否ひして定時退社とか、あれじゃ労働組合じゃないか。ヒラ魔ま族ぞくどもも労働意欲が足りない。勇者と大だい賢けん者じやが城に乗り込んできたのに、仕事したふりだけで戦死者ゼロとは何事？　全員、今月はマイナス査定してやるから覚えておけ……ブツブツ」

　四し天てん王のうが定時退社した理由は、魔ま王おうが残業代を支し払はらわないからだったのか。

「なあシエル。どうもこの魔ま王おう、どこかで会ったことがあるような気がするんだが」

「うむ。現代世界の会社経営者によくいるタイプだな。こいつは『資本主義の悪あく魔ま』だ」

「ああ、悪であることは間ま違ちがいないな」

「ああっ勇者様、討うたないでください！　その剣けんはやめて！」

「こらこらレナ。斬きったらインタビュー取材できなくなるではないか」

「……そうだったな。人間側に『先代魔ま王おうとは違ちがう、戦争する気は一いつ切さいない』と直接伝えて、和平を結ぶというお考えは？　市場を人間界に広げられれば収益も上がるはずですよ」

「でも私、イケメンなんですが人相が悪くて……姿を見せたら人間に怖こわがられます」

「うむ。声はピカチウみたいでかわいいのにな」

　魔ま術じゆつで顔を弄いじればいいのに。魔ま族ぞく規準ではイケメンだから変えたくないのか？

「人間界では過か剰じような銭ぜに儲もうけは悪徳ですしね。そもそも私は教会に『十分の一税』を死んでも払はらいたくないのです！」

「十分の一税？」

「レナ。十分の一税とは、中世ヨーロッパのカトリック教会が信者から徴ちよう収しゆうしていた税だ。名前まで同じとはな。まあ島しま津づ家けなんて八はち公こう二に民みんとか七しち公こう三さん民みんだが」

「人間と交易するには、教会の洗礼を受けねばなりません。受ければ私は課税対象者です。独立している限りは課税されませんから、濡ぬれ手てに粟あわなんですよ。わが国は司法立法行政、全て私が仕切っていますのでね。脱だつ税ぜいも中なか抜ぬきも収しゆう賄わいも自由自在です、はっはっは！」

　この魔ま王おう、世せ俗ぞく的てきすぎるだろ。外見と必ひつ殺さつ技わざ以外、異世界要素がなにもないぞ？

「実は私の年収は、帳ちよう簿ぼ上じようはマイナスなんですヨ。所得税も住民税も払はらってません！」

「……やっぱり基本的には悪だな、こいつ。しがないサラリーマンとして決して許せん」

「ああ悪だ、レナ。マンガ家は原げん稿こう料りようも印税も勝手に天引きされるのに、酷ひどいな」

「すみませんでした調子に乗っちゃいました討うたないでください！　これからは納税しますからお許しを！　つ、次の話題に移りましょう！　大だい賢けん者じや様は、魔ま族ぞくの歴史を調査されておられるとか？」

　とうとう魔ま王おうがインタビューを自分で仕切りだした。

「うむ！　人間が記録している歴史は過去２０００年まで。しかし魔ま族ぞくなら教会誕生以前の歴史も記録しているかもしれない。歴史書を見せろ」

「……こちらが３０００年前に編へん纂さんされた魔ま族ぞく最古の歴史書『スターレス』です。門外不出の貴重な書ですよ。持ち出し禁止ですからね？　今ではもう誰だれも読めないのですが、代々の歴史官が内容を丸暗記して口く伝でんしていますので問題ありません。なんでも聞いてください」

「一度読めば全部覚えるから問題ない。またしても古代文字か。石せき碑ひのやつよりずっと難しいぞ……文法が複雑だ。でもまあ基本はヒエログリフだ。なんとか読めそうだな」

「ええっ読めるんですかっ!?　大だい賢けん者じや様さすがです!?　何者なんですこの人？」

　桜さくら小こう路じシエルだとしか言いようがないな……。

「ふむ。歴史書の冒ぼう頭とうに、人間に伝わる神話よりずっと古いトカ・ウレマ王の伝説が書かれている。やはり十二頭身だ。３５００年前の正確な王の姿が、魔ま界かいには伝わっていたのだな」

「ええ、それはもう。魔ま界かい最古の英えい雄ゆう神話ですからね。歴史書の冒ぼう頭とうは英えい雄ゆう王おうで決まりですよ！　どうです英えい雄ゆう王おうの肖しよう像ぞう画がは？　私ほどではありませんがイケメンでしょう？」

　時間が押しているのでどんどん解説します！　と魔ま王おうが早口で歴史書の内容解説をはじめた。

「智ち勇ゆうを兼けん備びしたトカ・ウレマ英えい雄ゆう王おうは、半はん人じん半はん魔まの王でした。王は古代魔ま術じゆつを極きわめて、世界を滅ほろぼす恐おそろしいドラゴンを魔ま術じゆつの力で調ちよう伏ぶくし、世界の覇は者しやとなったのです。王は聖地に壮そう大だいな魔ま術じゆつ神しん殿でんを築き、世界中に己おのれを讃たたえる記き念ねん碑ひを建て、人じん魔まをあまねく支配しました」

「ふむ。やはり世界各地に配置された古代石せき碑ひは、英えい雄ゆう王おうが築かせたものだったのか。私の推理は正しかったな、ぶいぶい！　どうだ歴史の謎なぞ解ときは楽しいだろうレナ？」

「ああ。スモールから教わった星座に伝わる神話とはかなり違ちがう話のようだが……」

「まだ続きがありましてね。英えい雄ゆう王おうは、魔ま術じゆつ神しん殿でんの秘密を無断で解明しようとした人間たちを『もっとも知ち恵えある者』と呼び、神しん殿でんへの立ち入りを禁じたのです。これは褒ほめ言こと葉ばではなく、人間の知ち恵えと果てしない好こう奇き心しんは罪だという警告です。人間たちは聖地から遠く離はなれた土地に移住させられました。彼らはドラゴンを使し役えきする英えい雄ゆう王おうを恐おそれて従いましたが、人じん魔まの関係はこれ以後決定的に悪化したのです。魔ま族ぞくは聖地での居住を許され、人間は禁じられて追放。遺い恨こんが発生したんでしょうね」

「ほう。まるで聖書の『楽園追放』だな。興味深いぞ魔ま王おう」

　人間の世界の英えい雄ゆう王おう神話にはない要素がずいぶん多いな。ドラゴンを使し役えきして人じん魔まを支配していたとは。もしかして英えい雄ゆう王おうって暴君？

「この歴史書に肖しよう像ぞう画がが載のっている神は英えい雄ゆう王おうだけだが、他にも多くの神話が収録されている。どれも長い。ほぼ原典のままだろうな。これは貴重だ！　むふー！」

「あのう大だい賢けん者じや様、ご満足いただけましたか？　そろそろお引き取り願えます？」

「ダメだ。第一部の神話パートは読み終えたが、第二部の歴史パートをまだ読んでいない」

「私が口述しますからそれでお許しを！　英えい雄ゆう王おうの死後、３０００年前に古代文明を一いつ掃そうする大だい洪こう水ずいが起きて、世界は混乱の時代に陥おちいりました。人と魔まが、神しん殿でんが建てられた聖地を奪うばい合あう長い戦争がはじまったのです。最終的に聖地は、始祖魔ま王おうク・リトルが建国した魔ま族ぞくの王国の首都に定められました。現在の『魔ま王おう城じよう』です」

「えっ？　それじゃこの城って……英えい雄ゆう王おうが築いた魔ま術じゆつ神しん殿でんだったのか？」

「そうですよ？　町並が整然としていて実に美しいでしょう？　英えい雄ゆう王おうの叡えい智ちは建築技術にも及およんでいましてね。世界を水で覆おおい尽つくした大だい洪こう水ずいも神しん殿でんは押し流せませんでした」

　そうだったのか。道理で年代物の建築物だと思った。

「難なん攻こう不ふ落らくの聖地を確保した魔ま族ぞくは、勝利を確信しました。ところが２０００年前に、人間の予言者オモネカがヒイロ教会を設立し、『大だい賢けん者じやと勇者』の終末予言を流は行やらせて魔ま族ぞくを恐おそれさせ、現在のミラト最終王国のルーツとなる人間の帝てい国こくを樹立させたのです。この年が、人間側では紀元０年にあたります。ギルド制度による冒ぼう険けん者しやの管理もはじまりました。それからはもうずっと、人じん魔まの攻こう防ぼうは一進一退でしてね。まったく余計なことを」

「じゃあ『大だい賢けん者じやと勇者』の予言は、もしかしてハッタリだったのか？」

「いや、実際に今日あんたらが来たでしょ？　以後２０００年、戦争を好む魔ま王おうの代には『勇者が出てくる前に殺やれ』精神で戦争に突とつ入にゆう。戦争を忌き避ひする魔ま王おうの代になると、和平を結ぶための使節団や『魔ま王おう城じように潜せん入にゆう』クエストを請うけたパーティが何度もこの城に来ました。ですが」

　なぜ和平を結ばなかったのだ？　とシエルが歴史書を凝ぎよう視ししながら魔ま王おうに尋たずねた。

「古いにしえの時代に城内に設置された『罠わな』が、城を訪おとずれた人間たちを勝手に仕留めてしまうのです」

　城に仕し掛かけられた「罠わな」ってなんだ？　俺もシエルもスモールもそんなものには出会っていない。運がよかったのか？

「『罠わな』を騙だまし討うちや暗殺に悪用する魔ま王おうもいましたしね。人じん魔まの相そう互ご不信は年々深まり、魔ま術じゆつ学園を設立して魔ま術じゆつ師しの数を増やした人間側から攻せめて来る戦争も激増。人じん魔まは互たがいの魔ま術じゆつを強化し続け、戦争は大規模化しました。それでも和平を結べぬまま現在に至ります」

「では、この城にある『罠わな』が全ての元げん凶きようなのだな。それはトカ・ウレマ英えい雄ゆう王おうが人間を神しん殿でんから排はい除じよするために設置した古代の魔ま術じゆつ装置だろう。さらなる調査が必要だな」

「はい。城内に仕し掛かけられた古代魔ま術じゆつの『罠わな』は、英えい雄ゆう王おうが築いたと言われていますね。魔ま系けい列れつの種族──オーク、ゴブリン、トロール、旧世代魔ま族ぞくには無反応で、城内に入った人間、エルフ、ドワーフなどの人系列の種族にのみ反応します。執しつ行こう猶ゆう予よ時間を過ぎると自動的に起動するんです。だから人間は定められた時間以上は魔ま王おう城じように滞たい在ざいできないんですよ」

「おいおい。時間がないってそういうことだったのか魔ま王おう!?　どうしてそんな危険な情報を隠かくしていたんだ？」

「いやまあ、運良く勇者と大だい賢けん者じやを『罠わな』が仕留めてくれれば私が命拾いできるかなって。でも、私はあなたたちに『時間がないから早く帰ってください』とは言い続けてましたよ？　言ってましたよね？　あ、剣けんはやめて、討うたないでください！」

「油断も隙すきもない奴やつだ。それじゃ俺たちは、あとどれくらい城にいられるんだ!?」

「魔ま界かい時間で８と１／３パーセクです」

「レナ、私たちの世界の時間に換かん算さんすれば三時間三十四分だ」

「呪のろいの数字だな……その英えい雄ゆう王おうの『罠わな』は魔ま族ぞくにも止められないのか？」

「はい。大だい洪こう水ずいで古代文明の叡えい智ちが失われたため、今の我らにはもう扱あつかえないのです。それどころか、どこに罠わなの本体があるのかも不明なんですよ」

「では城そのものを解体すればいいのでは？　罠わなだけ除去してまた復元すればいいだろう」

「大だい賢けん者じや様。『罠わな』の力はとても強く、我ら魔ま族ぞくをもってしても城を破は壊かいできません。大だい洪こう水ずい後に増築した新しい建物部分しか取とり壊こわせないのです」

　古代文明を滅ほろぼした大だい洪こう水ずいにもびくともしなかった建物だからな。古代石せき碑ひや勇者の剣けん同様に、城内の「罠わな」に魔ま力りよくが籠こめられているのだろう。恐おそらく桁けた違ちがいの魔ま力りよくが。

「ですから人間やエルフの安全のために、城にアポ無し突とつ撃げきしてきた方々には警備隊員を差し向けて追い返すしかないんです」

「……そういうことだったのか……」

「敵対行こう為いにしか見えんぞ。丁てい重ちようにもてなしてお帰り願えばいいだろう。私にしたみたいに」

「私ら、信用ゼロなのでかえって怪あやしまれます。腕わん力りよくで追い返すほうが早いんです。あ、大だい賢けん者じや様は別ですヨ？　抵てい抗こうしたら酷ひどい目に遭あわされますので泣く泣くご入城頂きました。勝手に空に星座を展開するの、ほんとにやめてもらえます？　子供たちが泣いているんですよ？」

「『罠わな』の攻こう撃げきが及およばない城外で会えばいいんじゃないか？」

「勇者様。こっちから人間側の領地に乗り込んだら、怖こわがられて即そく開戦です。なにしろ戦争好きの先代魔ま王おうが文字通り滅め茶ちや苦く茶ちややりましたから、こればかりは仕方ないですね」

　だが、戦争を嫌きらう今の魔ま王おうが現げん役えきのうちに人じん魔ま和平を成立させないと、魔ま王おうが代だい替がわりしたらまた魔ま族ぞくが前のめりになって戦争を再開するかもしれない。人間側も戦意が高いしな。

「正直、人じん魔まの関係は完全に詰つんでいます。私ってば、戦場では塹ざん壕ごうにこもって毎日小こ銭ぜにの数を数えていたラブリー魔ま族ぞくだったのに、こんな貧びん乏ぼうくじを引かされたんですよ？　資産くらい貯ため込こんでもいいじゃないですかあ！」

「少しずつ好感度を回復していくしかないな。とりあえず悪評高い奴ど隷れい商売をやめてみては？　あんたが奴ど隷れい商売の元もと締じめなんだろう？」

「は？　奴ど隷れい商売？　ぷっ。そんな時じ代だい遅おくれなシノギ、効率が悪いのでやってないですよ」

「シノギ？」

「あ、いえ、ビジネスでした。うちは労働者に対価は払はらいますし、あらゆる住民に基本的魔ま族ぞく権けんを保障してますからね。福ふく利り厚こう生せいも整っています。奴ど隷れいなんて時じ代だい遅おくれの存在は、私の国には一人もいませんヨ！」

　もしかして俺の会社よりも待たい遇ぐうよくね？

「いやなに、労働者は生かさず殺さずですよハッハッハ。実際には雀すずめの涙なみだ程度の権利を与あたえてやって、奴ど隷れいを労働者と言いい換かえただけですよ。奴やつらは単純だからコロッと騙だまされる」

　魔ま王おうはピカチウボイスで邪じや悪あくな言葉を吐はくが、割と根は善人……のようでやっぱり悪人だろこいつ。

「やはり資本主義の悪あく魔ま、いや魔ま王おうだな。討うっておくか、シエル」

「歴史パートの解説も済んだし、いいんじゃないか？」

「やめてくださいお願いですから討うたないでください！　人じん魔ま和平に尽つくしますから命だけはお助け！　無条件で忌いみ嫌きらわれる魔ま王おう職しよくの私にどうしろというんですかあ？」

　まあ、先代魔ま王おうみたいな戦争好きの純じゆん粋すい悪あくではないしなあ。ブラック経営者ではあるが。

「魔ま王おうよ、元気を出せ。正義と悪が実は相対的な関係だったという展開は、マンガではよくあることだ」

「大だい賢けん者じや様？　マンガってなんです？」

「だが、ラスボスが純じゆん粋すい悪あくキャラを貫つらぬいてくれたほうが展開が盛り上がる。いっそ、もっと明確な悪事に手を染めてみては？　そう、たとえば世界征せい服ふくとか──ふっふっふ」

「イヤです世界征せい服ふくすると言った瞬しゆん間かんにあなた方に討うたれます！　誘ゆう導どう尋じん問もんはやめて！」

「こらこらシエル、魔ま王おうをけしかけてどうするんだよ。それじゃ俺たちが人じん魔ま和平の架かけ橋はしになるよ。これでも教会に顔が利きくんだ」

「あなた勇者じゃないですか。私を討うつのが仕事では？」

「俺はたまたま剣けんを岩から抜ぬけただけさ。ただの誤解だよ。だが、虚きよ名めいであっても利用はできるだろう？」

「……ほんとうに私を討うたないので？　信じていいのですか？　私は、勇者と大だい賢けん者じやに討うたれる未来に怯おびえずに生きていけると？　予言の運命を変えられると？」

「うむ。魔ま王おうよ、眠ねむれる奴ど隷れいであっても運命はきっと自由意志で変えられる。諦あきらめたらそこで試合終しゆう了りようですよ、エル・プサイ・コングルウ……ゴゴゴゴゴ」

「おおっ大だい賢けん者じや様！　意味不明ですが力強いお言葉と決めポーズ！　感激しました！」

「全部他人のマンガの台詞せりふの継つぎ接はぎじゃないか」

　次の瞬しゆん間かん。

　ボーン、ボーン、と城内の長ちよう塔とうの鐘かねが鳴らされていた。

　その鐘かねの音を聴きいた魔ま王おうが「ああっ？」と悲鳴を上げた。

「大だい賢けん者じや様、勇者様！　すみませんでした、今日からサマータイムの試験運用期間でした！　間もなく外部侵しん入にゆう者しやの滞たい在ざい可能時間が切れます！　あああ。働き方改革をやってる感を出すために、余計な小細工をしたばっかりに……」

　なんだよそれ!?

　だがシエルは、魔ま族ぞくの歴史書に齧かじり付ついて動かない。全神経を集中させて、難解な古代文字で書かれた歴史書を恐おそろしい速度で読み続けている。

「まずいぞシエル、時間がない。歴史書の暗記はまた次の機会にしよう」

「そうですよ大だい賢けん者じや様。いつでも来てくだされば、歴史書をお貸ししますから」

「やだ。もう少し読みたい。英えい雄ゆう王おうが城内に仕し掛かけた『罠わな』の解除方法発見は、私にとって最高の道楽……違ちがった、異世界の人じん魔ま二大勢力の和平に必要な仕事なのだぞ」

　お前は噓うそが下手なんだからさぁ!?　道楽に命を賭かけるんじゃあない！

「ひいいいい!?　シエルちゃん。レナさん。私、突とつ然ぜん湧わいてきた大量の悪あく霊りように襲おそわれて……！　なんなんですか、これ？　お二人はご無事ですか!?」

　えっ、スモール!?　背後に無数の悪あく霊りようが追いすがってきているぞ!?

　まさか、もう「罠わな」が発動したのか!?

「うひゃああ？　レナぁぁぁ、お化けだあああ!?　あわ、あわ、あわわわわ」

「悪あく霊りようが可視化されている。村の石せき碑ひより殺意が高いな……よしよし落ち着けシエル」

　まずいな。無数の悪あく霊りようが続々と湧わいてきている。

「ごめんなさい、悪あく霊りようを引き連れて来ちゃいました！　ウロヤタ・ブレガヤチ・オヘ・イカマ！　庭園にシールドを展開して時間を稼かせぎます。シエルちゃん、急いで退たい避ひしましょう！」

「大だい賢けん者じや様!?　人間やエルフが悪あく霊りように張り付かれると、徐じよ々じよに生気を奪うばわれて死んでしまいます！　ここ、私の城内ですよ？　断固として戦うとか抵てい抗こうするとか反はん撃げきするとか、被ひ害がいが拡大するからほんとうにやめてくださいよ？　お願いですから帰ってくれます？」

「うにゅにゅ、もう少しで閃ひらめきそうなのに～。『罠わな』の本体装置が、城内のどこかにあるはずなのだ。あの村の古代石せき碑ひや、シュメールの鏡みたいな奴やつが。どこにあるのだ？」

「シエル。そういえばシュメールの合わせ鏡に、お前の記き憶おくが残留していたぞ。鏡を何度も潜くぐっているうちに、お前の記き憶おくが移ったようだ……」

　あっ!?　こんな時にうっかり地じ雷らいを踏ふんでしまった！　驚おどろいたシエルがいよいよ挙動不ふ審しんに。ロボットのようなぎこちない動きで、頭をぶんぶんと振ふりはじめた。

「ふにゃあああっ？　れれれレナ？　わわわ私の記き憶おくを覗のぞくな、族ぞく滅めつ！」

「『俗ぞく物ぶつ』な？」

「レナ、わわわ私のななななにを見た？　正直に言え！」

「……秘密だ」

「言え！」

「い、イヤだ」

　言えない。絶対に言えない。こんな時にわれながら迂う闊かつな発言だった。

「お、お二人とも喧けん嘩かしている場合ではありませんよ？　レナさん、城内に奇き妙みような像を彫ほった年代物のレリーフがありましたよね？　あれって城の『罠わな』となにか関係あるのでは？」

「んみゅ？　レリーフだと？　そんなもの、あったか？」

　スモール、でかした！　シエルの意識が「罠わな」の謎なぞ解ときに戻もどった！

「シエル。お前の大好物じゃないか、見てなかったのか？」

「ああ。城に入ってから、ずっと空ばかり見ながら歩いてたからな。空に古代の星座を投とう影えいするのに夢中でな。桶おけ狭はざ間まの合戦も投とう影えいしてみたぞ。あれは大だい迫はく力りよくだった……」

「ですから、子供が泣いているんですよ!?　空で遊ぶのはやめて！」

　路上に電信柱がなくてよかったな。ちゃんと前を向いて歩きなさい。

「城内のあちこちに、お前が好きそうな古代のレリーフがいっぱいあるぞ？　ゴシック調と古代エジプト風味が混じったみたいな珍めずらしい代しろ物ものだ」

「おおおお、そんな貴重な遺い跡せきが城内に？　見たい！　今すぐ案内しろ魔ま王おう！」

「案内しますから命だけはお助け！　見たらすぐ帰ってくださいよ？　まったくもう、レリーフなんてただの飾かざりですよ。人間の余計な知的好こう奇き心しんはほんとうに意味不明です。どうして常識や社会通念を平然と無視して、どうでもいいことに執しゆう着ちやくして調べたがる奇き矯きような人間が時々出てくるんですかね？　英えい雄ゆう王おうの時代からほんと、人間は変わりませんね」

　そういう人間は、人間社会でもごくごく一部の変わり者だけだから。

　シエルのような存在は、変人、奇き人じん、社会不適応、発達障害、様々なレッテルを貼はられて人間社会でも疎うとまれる。だが、他の者が見向きもしない分野に好こう奇き心しんを抱いだいて、異常な集中力とともに未知の領域に突つき進すすんでいく変わった人間が稀まれに出てくるからこそ、人類文明は停てい滞たいすることなく進化してきたのだろう──この異世界では、教会がそういう人間の危険な好こう奇き心しんを封ふうじる役目を果たしてきたようだが、シエルには関係ない。

　襲おそい来る悪あく霊りようを「しっ、しっ」と「ソドラの目」で睨にらんで祓はらいながら、魔ま王おうは渋しぶ々しぶツアーガイド役を務めた。視線の魔ま術じゆつって、実体がない悪あく霊りようにも効くのか？　強くね？

「いえいえ、悪あく霊りようは消し飛ばせませんからね。散らしてもまた湧わいてきますからキリがないんです。私の目をもってしても、そう長くは皆みなさんを守れませんよ？　ちなみに『罠わな』発動時の私の護衛成功率は、驚異の０％です」

　ゼロなのかよ!?

「全然ダメじゃないですか～。ふええええ、もう終わりですぅ」

「だって城内に人間がいる限り無限に湧わいてくるんですよ、無茶言わないでくれます？　そういえばこのツアーガイドのお仕事って、賃金を頂けるので？」

「……勇者の剣けんで殴なぐるぞ」

「討うたないでください！　せめてチップだけでも！」

「そもそも王なんだから、警備員たちに仕事させればいいだろう」

「コストカットのために私が残業手当の支し払はらいを拒きよ否ひして以来、四し天てん王のうと家臣たちは事実上のストライキ中でして。業務時間外は働いてくれません。それでも私は残業手当など死んでも払はらいませんよ！　我こそは魔ま王おう！　屈くつするものか、労働者たちの不当な圧力に！」

「残業代を払はらえよ……国庫から黄金をちょろまかして貯ため込こむな。護衛成功率０％って明らかにコストカットしすぎだろ。国が滅ほろびても知らんぞ？」

　庭園から移動したばかりに、あちこちの「罠わな」に感知されたらしい。悪あく霊りようの数がどんどん増えてきた。これじゃあ保もたない。

　かと言って、こんなにも大量の悪あく霊りようたちを祓はらいながら城を脱だつ出しゆつするのも今さら不可能だ。

「シエル、あっという間に絶体絶命だぞ？　解決方法は見つかりそうか!?」

「ふむ。元の『罠わな』本体をどうにかしないとダメらしいな。私に任せろ、レナ」

　お化け出た！　とパニクってた時と、歴史の謎なぞを解こうと集中している時では別人だな。

「大だい賢けん者じや様、到とう着ちやくしましたよ。城内で一番目立つレリーフが、こちらの国定公園名物『三連レリーフ』です。三人の乙おと女めが三枚並びのレリーフに彫ほり込こまれている変わり種で、魔ま王おう城じようでの待ち合わせスポットとして愛用されているんですよ。見物はお早めに」

「……これは……古代エジプト風の沈しずみ彫ぼり技法か？　だが彫ほり込こみ具合がとても深く、立体感が強い。見たことのない様式のレリーフだ!?　魔ま王おう、この三人のモデルは誰だれだ？」

「さあ、知りませんよ。大だい洪こう水ずい以前の古代からこれらのレリーフは城内に飾かざられていたんです。道標みたいなもので、深い意味なんてないでしょ？」

「そんなわけがあるか。絶対にモデルがいる。あっ？　そうだ、これは……閃ひらめいた～！」

　エウレカ～！　と叫さけびながら、シエルがぐるぐると手を振ふり回まわした。これは、シエルの脳が発火して「解」に一足飛びに到とう達たつした時の台詞せりふとポーズだ！

「あれ？　アルキメデスのスタンドが出てこないな？」

「フッ。今の私の隣となりには、レナがいるだろう？　わが最強のスタンドが」

「俺は人間だからな？」

「レナ。空を恐おそれて星座に興味を持たない魔ま族ぞくたちはただの『飾かざり』と思っているが、これら城内に多数存在するレリーフは、様々な星座の神話を彫ほったものだ」

「星座の神話!?」

「そうだ。英えい雄ゆう王おうの神話もそうだが、スモールが教えてくれた星座の神話は古代には既すでに存在していた。この三枚は、それぞれ異なる神話に登場する神を描えがいている。歴史書には英えい雄ゆう王おう以外の神の肖しよう像ぞう画がが収録されていない。レリーフには神話の文章が彫ほられていない。空の星座も大きく変形した。それでモデルがわからなくなったのだ。城の『罠わな』は、村の石せき碑ひと同じ星系魔ま術じゆつ。レリーフが『罠わな』の本体で、レリーフに封ふう印いんされた星の光を『悪あく霊りよう』の姿に変へん換かんして呼び出しているのだ。悪あく霊りようの姿が可視化されるのは、村の石せき碑ひよりもずっと強力だからだ」

「はっはっは。なにを根こん拠きよに、そんなこと仰おつしやる……それってあなたの妄もう想そうですよね？」

「それでは証明してやろう、魔ま王おう」

　シエルが自らの指を「スカッ」と鳴らして、瞬しゆん時じに天空にＡＲ星座を投とう影えいしてみせた。

「パチン」と指の音を響ひびかせたいんだな。でも不器用なシエルには指鳴らしができないのだ。口笛も吹ふけないな、そういえば。バルカン式挨あい拶さつは得意なんだけどな。

「ですから空に星座を出すのはやめてください！　怖こわいです！」

「もう猶ゆう予よがない。超ちよう高速で天空の時間を巻まき戻もどしてみよう。レリーフが制作された年代を特定する──ここだ、この年代だ！　英えい雄ゆう王おうの時代、３５００年前の三つの星座とレリーフの像がぴったり同じ形だ。このレリーフの三人は、それぞれの星座に紐ひも付づけられている古代の神だ。愛の女め神がみ、美の女め神がみ、創造の女め神がみだな」

「このレリーフが、魔ま族ぞく神話でも人気を誇ほこる三美神!?　なるほど、これが『もっとも知ち恵えある者』。さすがです大だい賢けん者じや様！　偉えらい！　かしこい！　いよっ天才！　だから早く帰って！」

「歴史的天才☆だ、魔ま王おう」

「はいはい、あなた様は歴史的天才☆です！　だから、空に星座を出すのだけはやめて！　空が怖こわくて弱体化した私の『ソドラの目』のクールタイムがどんどん伸のびてます！」

　死活問題じゃないか。魔ま王おうはほんとうに大だい賢けん者じや（というかシエル）と相あい性しようが悪いらしい。

「ふえ～シエルちゃんはほんとうに凄すごいです！　でも、私のシールドの耐たい久きゆう力りよくももう限界です！　『罠わな』を止めないと！　あうっ。シールドの一部が破損!?　悪あく霊りようが入ってきました!?」

「『ソドラの目』！　これじゃキリがありません。大だい賢けん者じや様、そろそろ限界です」

「……問題ないスモール、魔ま王おう。『罠わな』を停止する呪じゆ文もんなら、もう手に入れている」

　シエルは得意げに、片手を自分の小さな顔にぺたりと張り付けてみせた。ジオジオっぽい決めポーズのつもりだろうが、顔がすっぽり覆おおわれて食肉植物に捕ほ食しよくされているようにしか見えんぞ。バルカン式挨あい拶さつだけは上う手まいのは、奇き跡せきかなにかだろうか。

「３５００年前に英えい雄ゆう王おうが築いた古代星系魔ま術じゆつの『罠わな』の全体像がほぼわかった。王は村々の石せき碑ひを『己おのれを讃たたえる記き念ねん碑ひ』と称しようして築いたが、あれは実は神しん殿でんへの人間の侵しん入にゆう接近を防ぐ広大な外部結界だ。異民族の侵しん入にゆうを防ぐハドリアヌスの長城や、万ばん里りの長ちよう城じようみたいなものだな」

「歴史蘊うん蓄ちくは後回しでいいから、解決策を頼たのむシエル！」

「そう焦あせるなワトソンくん。外部結界だけでは不十分だと考えた英えい雄ゆう王おうは、人間を断固として神しん殿でんに潜せん入にゆうさせないために、神しん殿でん内ないにさらに強力な『罠わな』を築いた。それが内部結界だ」

「えらく執しつ拗ようだな……人間が神しん殿でんの構造を暴こうとしたくらいで、そこまでするか？」

「外部結界は既すでに崩ほう壊かいし、今は単体で勝手に作動しているだけだ。だが内部結界は、見ての通り今も城内で英えい雄ゆう王おうがプログラムした通りに動いている」

「わかった！　完かん璧ぺきな推理だ！　頼たのむから結論を言ってくれ！」

「村の石せき碑ひを止めた時と同じだよワトソンくん。城内のレリーフに対応する星座の神話を片かたっ端ぱしから詠えい唱しようすれば、『罠わな』は全て止まり悪あく霊りようは消える。魔ま族ぞくの歴史書に記述された神話を詠えい唱しようすれば止められるのだよ。原典に忠実だからな」

　えっレリーフって城内に12個あるんですよ？　私、あなたに弱体化されたあげく魔ま術じゆつの使いすぎでボロボロなんですけれどと魔ま王おうがたじろいだが、シエルは「レリーフに向かって直接詠えい唱しようしなければ効かないぞ」と譲ゆずらない。

「『罠わな』を停止して和平条約を結べば、人間界でのビッグビジネスが可能になる。向こうにも守しゆ銭せん奴ど、いや、魔ま界かい市場への新規参入を望んでいるだろう商人は大勢いる。スモールのお父さんとかな。十分の一税は信しん仰こう上じようの理由でも持ち出して拒きよ否ひすればいい。勇者の俺が仲ちゆう介かいする」

　俺は、これ以上の防戦と移動を渋しぶる魔ま王おうにそう囁ささやいた。

「人間界でのビッグビジネス!?　承知しました！　私は銭ぜにのためなら死んでも構いませんよ！　大だい賢けん者じや様、全レリーフの設置場所をくまなくご案内致いたします！　禁断の『ソドラの目』最終連射モード、解除！　オラオラ道を空けろや悪あく霊りようども！　うおおおおおっ！」

「うむ。まずはこの三美神の神話を詠えい唱しようしてレリーフ三枚停止だ──やはり有効だな。これで悪あく霊りようの数が減ったはずだスモール」

「はい。かなり減りましたシエルちゃん！　これならなんとか移動できそうです！」

「残りあと９枚だな。魔ま王おう、次のレリーフにさくっと案内しろ。よきに計らえ」

「まったくもう魔ま王おう使づかいの荒あらいお人ですね！　銭ぜに！　ビジネス！　シノギ！　誰だれにも邪じや魔まはさせません、我こそは魔ま王おうなり！　魔ま王おうの黄金への道を空けよ古代の悪あく霊りようどもがあああ！」

　銭ぜにが儲もうかると知った魔ま王おうの強さは、桁けた外はずれだ。もしかして今までは、銭ぜににならないから手を抜ぬいていたのか？

　スモールのシールドと魔ま王おうの「ソドラの目」の合あわせ技わざで悪あく霊りようの大群をどうにか捌さばきつつ、俺たちはレリーフからレリーフへと移動を続けた。シエルが「歩あるき疲つかれた。休もう」と言いだした時には思わず切れそうになったが、シエルをなだめすかして作業を続行。

　そしてついに──。

「やりました皆みなさん！　最後のレリーフが停止しましたよ！　これで人間界でのビッグビジネスが実現するんですね！」

「おめでとうございますシエルちゃん！　これで人じん魔ま和平への道が開けましたね！」

　城内最さい奥おう部ぶの「王との謁えつ見けんの間」。英えい雄ゆう王おうが座っていたとされる年代物の玉座。その背もたれ部分に飾かざられていた12枚目のレリーフをシエルが停止させた瞬しゆん間かんに、執しつ拗ように俺たちを追っていた残りの悪あく霊りようが全て消しよう滅めつしたのだった──英えい雄ゆう王おうの「罠わな」は、完全停止した。

「んみゅ～、さすがにヘロヘロなのだ～。もう歩けない～。こんどこそ休むぞレナ」

「俺ももう、足が言うことを聞かない……背中の勇者の剣けんが重すぎる……休きゆう憩けいしよう」

「あ、祝賀会は開きませんからね？　うちの家臣団は時間外労働を拒きよ否ひしていますから」

　ともかく、終わった。スモールが残された魔ま力りよくを振ふり絞しぼって「元気が出ますよ」とシエルと俺にヒーリングを施ほどこしてくれている。シールドを展開し続けていたスモールが一番疲つかれているだろうに、ほんとうにいい子だな。

「ありがとうスモール。もう夜も近いし、騎き士し団だんが魔ま王おう城じようへの進軍をはじめる前に町に戻もどるか……あ、あれ？　勇者の剣けんが……激しく震ふるえはじめて……？」

「えっ？　剣けんが光ってますよレナさん？　なにが起きているんでしょう？」

「『罠わな』は全部止めたはずなのだ。おい魔ま王おう、まだレリーフが残っているんじゃないのか」

「もう全部案内しましたよ!?　えっ。なんで。どうして勇者の剣けんが英えい雄ゆう王おうの玉座に反応してるんです？　私、なにかとても嫌いやな予感がするのですが」

　おおおおっ!?

　お、俺の身体からだが勝手に剣けんに操あやつられている……どうして俺は剣けんを構えているんだ!?

　気がつけば俺は大たい剣けんを一直線に足あし下もとへと振ふり下おろして、玉座を貫つらぬいていた。

「あーっ貴重な英えい雄ゆう王おうの玉座がーっ？　なんてことするんですか、あなた!?　オークションに出品すればベラボーな値段で売れる貴重な歴史遺産なんですよ？」

「あ、いや、身体からだが勝手に。うん？　玉座の下になにかあるぞ？　この手応えは、剣けん先せんがなにかを深々と貫つらぬいた感かん触しよく……こ、これは、まさか」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ。

　またシエルのジオジオ擬ぎ音おんか？　いや違ちがう。玉座の真下に埋うまっていた「なにか」が、勇者の剣けんに貫つらぬかれて「起動」した音だ！

「「「「ギャー、出た────っ!?」」」」

　玉座が粉々に砕くだけ散ちり、「それ」が唐とう突とつに地中から露ろ出しゆつした。

　見上げるほどに巨きよ大だいな古代石せき碑ひだった。12枚のレリーフと同じ手法で製作された「像」が刻み込まれている。それは、巨きよ大だいなドラゴンの像だった。右目の部分には勇者の剣けんが突つき立たっている──そして巨きよ大だいドラゴンの両の目は、形容しがたい異様な輝かがやきを放っていた。

　怖こわい。怖こわすぎる。見ているだけで精神を破は壊かいされそうな暗黒のオーラだ……！

「あのう、大だい賢けん者じや様？　私、このおぞましい姿に見覚えがあるんですが？　これって人じん魔まがずっと恐おそれていた『世界を滅ほろぼす暗黒ドラゴン』の石像では!?」

「魔ま王おうさん。もしかして、古代の英えい雄ゆう王おうが使し役えきしたドラゴンの像ではないでしょうか？」

「ああ、絶対それですよスモールさん！　まさか……空に浮うかんでいる恐きよう怖ふの暗黒ドラゴン星雲と関係あったりします？」

　シエルは「こんな展開、納なつ得とくいかない～」と足をぴよぴよ振ふって踊おどりだした。

「城に配置された『罠わな』が全部停止すると起動する、隠かくし魔ま術じゆつ装置だと？　なんだこれは、ずるいぞ！　私の推理が肝かん心じんの真犯人を見落としていたみたいで最悪の気分だ！」

「『ラスボスの背後に真のラスボス』は異世界あるあるなんだよ、シエル」

「レナ、そんな達観したことを言ってる場合か!?　私は今とても落ち込んでいる！　どうして勇者の剣けんがこの石像に反応したのだ？　それは魔ま王おうを倒たおす剣けんではなかったのか？」

「し、シエルちゃん。勇者の剣けんは、実は武器ではなくこの石せき碑ひの『起動キー』なのかも」

　スモールの言葉を聞いて、腑ふに落ちた。勇者の剣けんに刃はがついていないのは、こいつがもともと戦せん闘とう用ようの剣けんではなく、英えい雄ゆう王おうが造らせたドラゴン石せき碑ひの起動キーだからだ。

　まさか……と震ふるえながら、俺たちは謁えつ見けんの間の吹ふき抜ぬけ天てん井じようの向こうに広がる空を、恐おそる恐おそる見上げていた。

　天空では、最悪の事態が起きていた。

　まだ日が沈しずんでいないはずなのに、空は無数の目ま映ばゆい星々に覆おおわれていて、そして。

　夜空に浮うかびあがった暗黒ドラゴン星雲が、「目」を見開いて輝かがやきながら猛もうスピードでこの星へ向けて接近を開始していた──。

「あああ暗黒ドラゴン星雲が迫せまって来ている!?」

「ふっ。暗黒星雲が吸収している星々の光は、遠い過去の光だ。狼狽うろたえるなレナ」

「どう見てもあれは過去じゃないぞシエル。あの星雲には時差がないんじゃないか？」

「は？　光速超ごえ？　光年の概がい念ねんが壊こわれる戯たわ言ごとを言うな。アインシュタインを全否定か？」

《よくも我を遠き宇宙へと封ふう印いんしてくれたな、トカ・ウレマよ。今度こそ復ふく讐しゆうを果たす。醜みにくき星に繁はん殖しよくした生命のすべてに、死を。すべてを暗黒の無の世界へと帰す時が来たのだ──》

　中二病時代の俺が吐はいているような台詞せりふだが、誰だれの声だこれは？

　脳内に直接響ひびいてくる。シエルやスモール、魔ま王おうにも同じ声が聞こえているようだ。

　まさか、暗黒ドラゴン星雲の「声」なのか？

《我は、貴様ら生命どもが穢けがした星を浄じよう化かするために大地に生まれし、純じゆん粋すいな破は壊かい神しん。ドラゴンの王たる我が「星雲」になったのは、トカ・ウレマが生意気にも星系魔ま術じゆつを駆く使しして我を星から追放し、宇宙の闇やみに封ふう印いんした故ゆえ。今、うぬらはその封ふう印いんを解除したのだ》

「なんだとぉ？　地上のドラゴンが宇宙に封ふう印いんされていたただと～!?　マンガか～っ!?」

　シエル、ここは異世界だからな。

「そもそも、星を浄じよう化かする純じゆん粋すいな破は壊かい神しんとはいったい何様だ。お前は中二病時代のレナか！」

　シエル、ここは異世界だから……やめてくれ俺に響ひびく。

《トカ・ウレマの星系魔ま術じゆつにも限界はあった。我はすぐに貴様らの星を滅ほろぼせる近きん距きよ離りにいる。ただちに星へと戻もどり、今度こそ貴様らを絶ぜつ滅めつさせてやろう》

「ひいい、暗黒ドラゴンが目覚めてしまいました！　魔ま族ぞくの言い伝えでは、暗黒ドラゴンは大地のすぐ近くに潜ひそんでいると言われていましたが、ほんとうだったんですね!?　これだから空は怖こわいんですよ！」

「そんなに近くに暗黒星雲が!?　れれれレナ。暗黒星雲がこの星に衝しよう突とつしたら、異世界が滅め茶ちや苦く茶ちやになるぞ!?　うわあああ？　うわあああ？」

　あっ、今が危機的な状じよう況きようだと理解してしまったシエルがパニックを起こした。

「落ち着けシエル。暗黒ドラゴン星雲を止める方法を考えてくれ。異世界を救ってくれ」

「そそそそんなこと言われても、うわあああ？　うわああああ？」

「……私たちはわざわざ汗あせ水みず垂らして英えい雄ゆう王おうの『罠わな』を停止して、ドラゴンの石せき碑ひを起動させ、世界を滅ほろぼす暗黒ドラゴンを召しよう喚かんしたんですね……最悪じゃないですか!?　私のめくるめくビッグビジネスチャンスはいったいどこに？」

《トカ・ウレマに長らく封ふう印いんされていた積年の恨うらみを晴らしてくれるわ。穢けがれきった星に七つの厄やく災さいを起こしてやる！　まずは第一の厄やく災さい・大だい洪こう水ずい！》

「ふえええ。レナさん、外を見てください。川かわ津つ波なみです。城内に大量の水が！」

　どうしてうちの城にピンポイントに厄やく災さいが!?　よそでやってください！　と魔ま王おうが泣きを入れた。そりゃ暗黒ドラゴンを宇宙空間に封ふう印いんしていた石せき碑ひがある神しん殿でんだからな……。

「スモール。暗黒ドラゴンは、この星の重力や魔ま力りよくを自在に乱せるらしい。だから英えい雄ゆう王おうは暗黒ドラゴンをこの星から追放して宇宙空間に封ふうじたんだ。両者の距きよ離りが縮まれば、桁けた違ちがいの大だい洪こう水ずいが起こるはずだ」

「だ、大だい洪こう水ずいですか？」

「ああ。３０００年前に古代文明を崩ほう壊かいさせた大だい洪こう水ずい。あれは、誰だれかが暗黒ドラゴンを召しよう喚かんして発生させたんじゃないだろうか？」

「ぎりぎり星系魔ま術じゆつが忘れられていなかった時代だったとすれば、有り得ますね。いえむしろ、大だい洪こう水ずいで星系魔ま術じゆつの知識が失われたのでしょうね。辻つじ褄つまは合いますよね、シエルちゃん？」

「んにゅうう。誰だれかが誤作動させたのか……王が死んで結界の管理が不十分になったのか……聖地を追放された人間の反乱か……もしかすると単なる好こう奇き心しんで起動したのかもしれない。いずれにせよ、暗黒ドラゴンの接近を途と中ちゆうで止められたので全ぜん滅めつだけは免まぬがれたのだろう。うっく、うっく。怖こわい怖こわい怖こわい……」

《その通りだ、小こ娘むすめ。前回、我を目覚めさせた者は、第一の厄やく災さいを目まの当あたりにして恐おそれをなし、我を再さい封ふう印いんした。故ゆえに、此こ度たびは三倍の速度で星に到とう達たつする。うぬらが我を再度封ふう印いんする手段を発見する前にな！》

「みぎゃああああっ？　レナ、レナ。息が。息ができない……酸素が……酸素が」

「星の大気は消し飛ばされていない。大だい丈じよう夫ぶだ、落ち着けシエル」

　俺は暗黒ドラゴンの言葉に混乱するシエルを落ち着かせるために後ろからハグして、「深呼吸。深呼吸」と囁ささやいた。きっとこの異世界を破局から救える者は、シエルだけだ。

「ふう、はあ。心臓が爆ばく発はつして死ぬかと思ったぞ。おかげで落ち着いた、ありがとうレナ」

「お前に素す直なおに感謝されている時点で、どれだけ今が絶望的な状じよう況きようかがよくわかるよ……」

「どういう意味だ？　諸君。英えい雄ゆう王おうが神しん殿でんの構造の謎なぞを解明しようとした人間を追放し、神しん殿でんの内外に結界を築いた動機がわかったぞ。石せき碑ひを起動して暗黒ドラゴンを召しよう喚かんする危険がある存在は『もっとも知ち恵えある者』、すなわち人間だからだ。人間の好こう奇き心しんは猫ねこも殺すからな！」

「内部結界を停止した者は、シエルだろ？」

「そうだな。私こそが大だい賢けん者じや、『もっとも知ち恵えある者』だ。英えい雄ゆう王おうの予見は正しかったな」

「お前が大だい賢けん者じやなのはわかったから。今はドラゴンを止める方法を見つけてくれ、頼たのむ」

「なんだその言い草は。レナだって起動スイッチの剣けんを石せき碑ひに刺さしたではないか」

　醜みにくい責任のなすりつけ合いですね、これが人間の大だい賢けん者じやと勇者のパーティのほんとうの姿ですか、と魔ま王おうに蔑さげすまれてしまった。くっ、俺としたことが人間失格な気分だ。

「つまりお二人の共同作業なんですね！　ついに大だい賢けん者じやと勇者が魔ま王おうを倒たおす時が訪おとずれたんです、２０００年越ごしの予言成じよう就じゆですね！　おめでとうございますシエルちゃん、レナさん！」

「あのう……スモールさん？　私が倒たおれるだけじゃなくて、世界ことごとく滅ほろぶんですが？」

「ふえええ。せめて前向きな表現で言わせてください。私ももう限界なんです～！」

　ダメだ、スモールの目がぐるぐる回っている。このパーティ唯ゆい一いつの良心的存在が……！

「しかし英えい雄ゆう王おうめ。魔ま術じゆつで暗黒ドラゴンを支配して自分の武器にするなんてタチの悪い奴やつだな。普ふ通つうの神経なら、絶対に召しよう喚かんできないよう永久に封ふう印いんするはずだ」

「いえいえ。これこそ人も魔まも逆らえない完かん璧ぺきな支配！　まさに大だい魔ま王おうですよ！　ああ、ストライキもサボタージュも決して起こらない夢の社しや畜ちく王国が古代に実在したんですね！　私は英えい雄ゆう王おうを、理想の国家運営者として崇すう拝はいしてしまいますよ！」

「まだそんな寝ね言ごとを言っているのか。討うつぞ」

「すみませんでした討うたないでください！」

《黙だまれ！　トカ・ウレマめが。よくも我を、人じん魔ま間かんの戦争を抑よく止しするための道具にしおって──神を使し役えきした報むくいを受けるがよい！》

　予言者が、古代を「暗黒時代」として封ふう印いんした理由もわかった気がする。

「恐おそらく予言者は魔ま王おう城じようと剣けんの秘密に到とう達たつした。だが、どちらも破は壊かいできない。だから剣けんを大教会に封ふうじ、剣けんを抜ぬいて魔ま王おうを討うつ勇者の予言を広め、両者を遠ざけて暗黒ドラゴンの召しよう喚かんを防止したんだ。知ち恵えをよき方向に駆く使ししたんだな」

「ぶーぶー。詐さ欺ぎだぞ、それは。真相を人々に伝えればよかったではないか。私たちだって真相を知っていれば、ドラゴン石せき碑ひを起動したりしなかった」

　噓うそを嫌きらうシエルらしい意見だな。

「邪じや心しんを抱いだいた者が暗黒ドラゴンを悪用したら最悪、世界は滅ほろぼされる。噓うそも方便なんだよ」

「はっはっは！　確かに戦争好きの先代魔ま王おうなら躊ちゆう躇ちよなく使ってましたね。敗色濃のう厚こうになった時点で、迷わずこの世界を巻まき添ぞえにしたでしょうねドカーンと！」

　ドカーン！！！！！

「うわあああ、うわあああ？　なにかが爆ばく発はつしたああああ？　耳が、耳が……」

「し、シエル!?　だいじょうぶか？　ヘッドホンをつけろ！」

「今のは私のせいじゃないですよっ!?　何事ですかっ？　ああ家臣団のストが痛すぎる！」

《第二の厄やく災さい、火山の噴ふん火かだ──トカ・ウレマが築きし忌いまわしき魔ま術じゆつ神しん殿でんよ、いの一番に滅ほろぶがよい》

「たたた大変です、北の山が噴ふん火かしました！　暗黒ドラゴンに反応して地下で大規模な地ち殻かく変動が起きているんです！　すぐに火か砕さい流りゆう、土石流、粉ふん塵じんが襲おそってきます！　シールド・オン！」

「ちょっとスモールさん、北の山とはなんです。うちの城から見れば南山ですよ？」

　大だい洪こう水ずいの発生。火山の噴ふん火か。となれば当然、大だい地じ震しんも襲おそってくる。

　そう気づいた瞬しゆん間かん、直下型が来た。

《……第三の厄やく災さい、大だい地じ震しん……》

　火山が噴ふん火かした直後に、体感Ｍマグニチユード8から９クラスの超ちよう巨きよ大だい地じ震しんが、突とつ然ぜん魔ま王おう城じようを襲おそった。

「暗黒ドラゴン様あああ！　お願いですからうちの城をピンポイントで攻こう撃げきしないでくださああああい！　私は巻き込まれただけの被ひ害がい者しやなんですううう！」

　魔ま王おうは全力で、天空に迫せまり来くる暗黒ドラゴンに土下座している。封ふう印いんされていた間は「暗黒星雲」だったドラゴンが、徐じよ々じよに実体を持った「竜りゆう」の姿になりつつある。どうやらこの星に接近するにつれて、本来の肉体と力を取とり戻もどしてきているらしい。

「うわああああああ、地じ震しんだあ？　レナ、レナ、レナ、助け……ひぐっ……！」

　シエルは環かん境きようの変化に敏びん感かんだから、突とつ然ぜんの天災にとても弱い。中でも地じ震しんが一番の苦手だ。三さん半はん規き管かんを激しく揺ゆらされる物理的なダメージもシエルにとっては拷ごう問もんだし、自分が生きている世界が実は一いつ瞬しゆんの地じ震しんで崩ほう壊かいしてしまう脆ぜい弱じやくな世界だという現実を突つきつけられると、恐きよう怖ふ心しんに取とり憑つかれて耐たえられなくなってしまう。

「シエル。だいじょうぶだ。だいじょうぶ。俺はここにいる。決して離はなれないから」

「うえっ。うえっ。ぐすっ……怖こわい……怖こわい怖こわい怖こわい……！　レナ、強くハグして……もっと強く。もっと」

「落ち着け。落ち着け。だいじょうぶだ──」

　そう。英えい雄ゆう王おうが築いたこの城は大だい洪こう水ずいをも乗り切った。この建物にいれば、暗黒ドラゴンが破局的な接近を果たして最後の瞬しゆん間かんが訪おとずれるまでは、きっと安全だ──最後の瞬しゆん間かんが来るまでは──シエル……。

「ええっ？　破は壊かいできないはずの城にダメージが入ってますよ？　あちこちに亀き裂れつが……」

「スモールさん。私たちが英えい雄ゆう王おうの『罠わな』を全部止めて、城の魔ま力りよくを弱めたからかもしれませんね。泣なきっ面つらに蜂はちですね」

　噓うそだろ？　勘かん弁べんしてくれよ!?

《やがて第四の厄やく災さい・疫えき病びようが発生し、魔ま術じゆつ神しん殿でんにいる貴様らは全員息絶える。貴様らが汚けがした星とともに滅ほろびるがよい。生命とは、宇宙を満たす暗黒と無と平へい穏おんを乱す忌いまわしき存在。我は忌いまわしき生命を浄じよう化かし、宇宙に暗黒と無と平へい穏おんを取とり戻もどすために生まれた神なのだ》

「……無と平へい穏おん……いっさいの変化が起こらない、永遠に苦痛のない暗黒の世界……んにゅ～、それもいいかも……いつ地じ震しんや戦争でおうちが壊こわれてしまうかわからない今の世界よりは……ウィルスに怯おびえておうちに引きこもり続ける人生よりは……」

　し、シエル？　暗黒ドラゴンの言葉に流されてる？　脳に直接語りかけられているからか？

「はっ？　いや、よくない！　レナもスモールも死んでしまうではないか～！　あああ、でも、怖こわい怖こわい怖こわい……ぐすっ……地じ震しん怖こわい地じ震しん怖こわい地じ震しん怖こわい……疫えき病びようやだやだやだやだ……！」

　ええい、最後の瞬しゆん間かんなんか待っている場合じゃない！　シエルは死なせない。俺がドラゴンを止める！　バランスを取れば、かろうじて歩くことも可能だ……！

「考えろ。考えろ俺。そもそも石せき碑ひに剣けんを刺さしたから起動したんだ。石せき碑ひから剣けんを抜ぬけば、ドラゴンが止まるかもしれない！　シエル、少しだけ離はなれるが我が慢まんしてくれ。できるな？」

「ぐすっ……うん」

「おおっ勇者様！　頑がん張ばって、私の蔵くらに溜ため込こんである黄金の資産を死守してください！　黄金は熱に強いんです。この星さえ崩ほう壊かいしなければ、文明が崩ほう壊かいしようとも私の資産は安全ですよ！　謝礼は銀貨三枚でどうでしょうか？」

「うるせえよ！」

《小こ僧ぞう、無意味な真ま似ねを。魔ま術じゆつ師しでもない貴様には、なにもできぬ》

「暗黒ドラゴン、お前もうるせえ！」

　俺は激げき震しんに耐たえながら、石せき碑ひに突つき立たった剣けんを抜ぬいた。俺にはこれといった才能がないが、剣けんを抜ぬく技量だけは天下一品だ。

　だが。

「……くそっダメだ！　抜ぬいたのに、暗黒ドラゴンが止まらない！」

　案の定、俺の読みは外れた。だが織り込み済みだ、俺はシエルのような天才じゃないからな。それでも最後の最後まで「解」を追い求めてやる。絶対に諦あきらめない。

　待てよ？　もしかして、ドラゴンを止める「停止キー」は別に存在するのでは？

《復ふく讐しゆうの時は成れり！　我は間もなく大たい気き圏けんに突とつ入にゆうする。七つの厄やく災さいすべてが全土で発生し、星の自然環かん境きようは破は壊かいされ、地上の生命は絶ぜつ滅めつする。さらに我は此こ度たび、星の中ちゆう核かく部ぶに大異変を起こして星自体を崩ほう壊かいさせる。二度とトカ・ウレマのような不ふ遜そんな者が現れぬようにな》

「そんなあ？　私の資産は？　この星が砕くだけたら黄金も四散するじゃないですかあ～？」

「……暗黒星雲の宇う宙ちゆう塵じんは隕いん石せきよりも危険なのだ。２億５０００万年前のＰ─Ｔ境界で地球史上最大の生物大量絶ぜつ滅めつが起きた原因は、暗黒星雲と太陽系が衝しよう突とつした際に地球を覆おおった大量の宇う宙ちゆう塵じんによる地球寒冷化だという仮説があり、データも得られている。もしも暗黒ドラゴン星雲と衝しよう突とつすれば、Ｐ─Ｔ境界生物大量絶ぜつ滅めつどころの被ひ害がいでは済まない……」

「うう。レナさん、シエルちゃんをハグして声をかけてあげてください。現実に打ちひしがれて、心を閉ざしてしまっています……このまま永遠のお別れなんてダメです……」

「……そうだな。わかった、スモール」

　俺は早口で独り言を呟つぶやきながらぴよぴよと震ふるえているシエルのもとに駆かけ戻もどって、もう一度背後からハグした。シエルを絶対に死なせたくない。諦あきらめずに考え続けた。なにか僅わずかでも可能性が残っていないか、必死で頭を回転させ続けた。ああ、シエルと異世界で過ごした記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように……死を目前に、脳の「最終防衛機能」が発動している。この記き憶おくの中に「解」への鍵かぎがあるはずだ。見つけろ。探せ。膨ぼう大だいな記き憶おくを見落とさずに直視しろ……！




『んにゅ～。レナなら抜ぬけそうな気がするが、じゃあ別のクエストにするか。《世界を滅ほろぼす暗黒ドラゴンを召しよう喚かんして、退治する》。これなら簡単だな』

『待て待て。そんな危険なモノ、そもそも召しよう喚かんしちゃダメだからな』

『ふふふ。レナは怖こわがりさんだなー。古今東西の神話に頻ひん出しゆつするドラゴンの正体はな、ただの大だい蛇じやか大トカゲだ。私は虫も殺せないかよわい乙おと女めだから無理だが、レナなら退治できる』

『異世界のドラゴンは違ちがうからな？　ドラゴンはマジでドラゴンだからな？』

『お、お嬢じようちゃん。暗黒ドラゴンはタブー中のタブーで、魔ま王おうですら触ふれない禁きん忌きだぜ？　召しよう喚かん方法はわからねえが、もしも召しよう喚かんしたらこの世界は一日も保もたずに滅めつ亡ぼうしちまう。頼たのむからやめてくれねえか？』




「……そうだ。カナの町のギルドには『暗黒ドラゴン退治クエスト』があった。ギルドと教会は同時期に生まれた。予言者が設定したクエストかもしれない。暗黒ドラゴンは止められる！　３０００年前の大だい洪こう水ずい時じに、誰だれかの手で一度召しよう喚かんされたドラゴンは再び止められた。ドラゴン自身がそう言った。止める方法は必ずある！　あるぞシエル！」

　シエルの身体からだの震ふるえが、ぴたりと止まった。俺の声が通じたかのように。シエルは虚こ空くうの一点を凝ぎよう視ししながら、頭のヘッドホンを外した。

　シエル。お前……まだ地じ震しんが続いているのに……火山が噴ふん火かし続けているのに……。

「レナさん？　シエルちゃんが戻もどってきました。集中モードに入っています！」

「──『エウレカ』モードだ、スモール。レナの推論は正しい。暗黒ドラゴンはまだ止められるぞ」

「シエル、閃ひらめいたのか!?　耳は平気なのか？　動どう悸きは？　呼吸はだいじょうぶか？」

「やれやれ。平気なわけがないだろう。レナが泣きわめいて哀あわれで見ていられないから、仕方なく閃ひらめいてやっただけだぞ？」

「泣きわめいていたのはお前だろうが」

「そうだったか？　世界各地に設置された外部結界の停止呪じゆ文もんは、細かい逸いつ話わをざっくり省略してシンプルに英えい雄ゆう王おう自身を讃たたえるファスト神話だ。外部結界は少ない魔ま力りよくで十分だしな。だから２０００年以前の歴史を喪そう失しつした人間世界には、ファスト神話だけが残った」

　歴史蘊うん蓄ちく講義からはじめる時間はもうないからな!?　どこまでもシエルらしいな……。

「焦あせるなレナ。結論を言うぞ。トカ・ウレマ英えい雄ゆう王おう神話の原典は、この魔ま族ぞくの歴史書に書き残された３０００年前の神話そのものだ。レリーフへの呪じゆ文もん詠えい唱しよう効果から鑑かんがみても、かなり正確に伝わっているはずだ。だから暗黒ドラゴンを停止させるには、原典に忠実な魔ま界かい版ばん英えい雄ゆう王おう神話を詠えい唱しようすればいい」

「村の石せき碑ひや城のレリーフと同じ止め方か。ドラゴンと英えい雄ゆう王おうとでは神話が異なるのでは？」

「問題ない。魔ま界かいに伝わる英えい雄ゆう王おう神話の原典は、同時に暗黒ドラゴンの神話でもある。Ｗ主人公という奴やつだな。それに英えい雄ゆう王おうは実に用心深い。だから、魔ま術じゆつを緊きん急きゆう停止する安全装置が絶対にこのドラゴン石せき碑ひにも搭とう載さいされている」

「しかしこいつは村の石せき碑ひや城のレリーフよりもセキュリティが硬かたい。物理的な停止キーも必要だろう。停止キーはどこにあるんだ？」

「暗黒ドラゴンが手がかりをくれたではないか。３０００年前の大だい洪こう水ずいの時には、こいつを起動させた張本人が想像以上の惨さん劇げきを目まの当あたりにして、慌あわてて止めた。その時点から停止キーを探す旅に出ても、既すでに大だい洪こう水ずいが発生しているから、もう間に合わない。暗黒ドラゴンを召しよう喚かんしたら世界は一日も保もたないと、タコ組長も言っていたしな。つまり停止キーの在あり処かは……」

《小こ娘むすめ、やめよ!?　我は、悪徳と苦痛と死の恐きよう怖ふに支配された生命に、無という安らぎを与あたえる救世主なのだぞ!?　その星に生命が繁はん殖しよくする限り、死と病と戦争と憎ぞう悪おは決して消えることがなく永遠に続くのだぞ!?　小こ娘むすめ、お前自身も変転し続けて決して安定することのない世界を生きることに、他者の心が理解できない謎なぞと誤解だらけの世界に生まれ落ちたことに、どれだけ苦しんできたことか……！》

「……そうだな暗黒ドラゴン。生きるということは、私のような人間にとってはとても辛つらいことだ。でも、悪いことばかりじゃない。楽しいこともある。幸福もある。友達もいるし、レナもいるし──なにより、私は歴史的天才☆だからな！　大だい賢けん者じやの私が消しよう滅めつしたらそれは宇宙の損失だ！　だから、お前が封ふう印いんされろー！」

　シエルは目をきゅっと瞑つぶり、長い長い呪じゆ文もんを──魔ま界かい版ばん英えい雄ゆう王おう神話を正確に詠えい唱しようした。

　魔ま王おうが「まさか一読しただけで全文暗記しているのですか？　誰だれも読めない古代文字を？」とシエルの異能ぶりに驚おどろいたが、俺は魔ま王おうが銭ぜに金かね以外のことに本気で驚おどろいたことに驚おどろくよ。

《こ、小こ娘むすめ!?　やめよ！　我を封ふう印いんするでない！》

「無と平へい穏おんの世界も魅み力りよく的てきだが、私はレナたちと一いつ緒しよに生きたいからな。詠えい唱しよう、終しゆう了りよう──」

《ふ、ふ、封ふうじられてしまう！　神を封ふう印いんする不ふ遜そんの者めがあああ！　おおおおおお!?》

「聞け暗黒ドラゴンよ、これからはトカ・ウレマ英えい雄ゆう王おうに代わり、私がお前の主君だ～！　純じゆん粋すいな破は壊かい神しんとして生まれたものを、放置してはおけんからな。使つかい魔まにしてきりきり酷こく使ししてくれる、がははー。私のために無給で働くがいい」

《や、やめろこの魔ま女じよめが！　トカ・ウレマより酷ひどい！　貴様に慈じ悲ひの心はないのか!?》

「使つかい魔まって奴ど隷れいみたいなものだろう？　そういうの苦手じゃなかったのか、シエル？」

「そ、そうですよシエルちゃん。なんだかドラゴンさんがかわいそうですよ」

「こいつを放置していたらレナやスモールを消し飛ばそうとするのだから、当然の処置だ」

「あああ暗黒ドラゴンを無給で酷こく使ししようとは、なんというブラック大だい賢けん者じや！　もはや魔ま女じよ！　歴代のどの魔ま王おうよりも悪あく辣らつにして豪ごう胆たん！　私、尊敬してしまいます！」

　シエルの勝利宣言とともに、石せき碑ひに彫ほり込こまれたドラゴンの両目の光が消えた。

　ドラゴン石せき碑ひに長い亀き裂れつが入り、裂さけ目めから真っ白い長ちよう剣けんが俺たちの前に姿を現していた。

　それは、柄つかに魔ま族ぞくの姿を描えがいた精密なレリーフ装そう飾しよくが施ほどこされている、古代の魔ま剣けんだった。

「やっぱりここに隠かくされてたな。ドラゴン石せき碑ひを起動させた者だけが、呪じゆ文もん詠えい唱しようによって停止キーを手に入れられる。翻ほん心しんしたら即そく座ざに引き返せるように。確かに英えい雄ゆう王おうは暗黒ドラゴンを魔ま術じゆつで縛しばって宇宙に封ふうじ、世界を支配したが、それは暗黒ドラゴンによる世界の破は壊かいを防ぐためであり、不仲な人じん魔まをともに統すべて戦争を抑よく止しするための政策でもあった。ドラゴンの力で世界を滅ほろぼす者を輩はい出しゆつするつもりはなかったのだ。レナ、これが停止キーだ。ドラゴンのもう片方の目に刺させ！」

「わかった！」

　俺が白い魔ま剣けんをドラゴン石せき碑ひの目の部分に突つき立たてると同時に。

「暗黒ドラゴンよ。今後はこの大だい賢けん者じやシエル様が使し役えきしてやるから、呼び出されるまで宇宙で寝ねていろ～。勝ったなガハハ！　ぶいぶい！」

《……これほどの厄やく災さいを浴びながら我を恐おそれぬのか、この小こ娘むすめめが……さんざん泣いて怯おびえておったくせに……ぬかった……！　覚えておれ……う、うおおおおおお……！》

　天空に迫せまっていた暗黒ドラゴン星雲もまた「目」の輝かがやきを失い、そして元の位置へと急激に戻もどっていく。この星に到とう達たつする直前に、からくも封ふう印いんされたのだ。

「シエルちゃん！　魔ま王おうさん！　暗黒ドラゴン星雲が遠ざかっていきます！　す……救われたんですね、世界は……ふわあああ……」

　天を覆おおっていた星空は、夕焼け空に。

　あれほど激しかった火山の噴ふん火かも、長く大きな地じ震しんも、噓うそのように停止。

　川から溢あふれて城内に押し寄せていた水も、ゆっくり退いていった。

「ふふ。シエルちゃんとレナさんは救世主ですね。今いま頃ごろカナの町も大おお騒さわぎですよ」

「うにゅう、自作自演の騒そう動どうだったがな。こういう場合、真相は内ない緒しよにしておいたほうがいいのだろうか？　私が暗黒ドラゴンをいつでも召しよう喚かんできるなんて知られたら、きっと魔ま女じよ扱あつかいされる。それなのに私は、噓うそや隠かくし事ごとは苦手で……お尻しりがむずむずする」

「暗黒ドラゴンの声を聞いたのは当事者の俺たちだけだろう。それに、暗黒ドラゴンが攻こう撃げきしたのはこの城だけで、山向こうの町の被ひ害がいは大きくない。俺がサラリーマンらしく適当に言いつくろうよ。任せておけ。噓うそはつかないから安心していいぞシエル」

「うむ！　そうかレナ。噓うそをつかないなら、問題ないな！」

「それにしても英えい雄ゆうの剣けんが解除キーで、この白い魔ま剣けんが停止キーか。対ついの剣けんだったのか……」

　魔ま王おうが揉もみ手でで近寄ってきた。魔ま剣けんを欲ほしがっているのだな。ありありとわかる。

「勇者様、大だい賢けん者じや様、私の資産を守ってくださってありがとうございました！　その魔ま剣けんの所有権は当然魔ま王おう城じようの主の私ですので、早さつ速そくオークションで売り飛ばします。さあ、ご返へん却きやくを」

「ダメだ。これを売り飛ばすなんて論外だろう。石せき碑ひ内ないにも戻もどさない。誰だれかに悪用されたら困るから、魔ま剣けんは俺たちが預かっておく。暗黒ドラゴンを止めた報ほう酬しゆうだ」

「そんなご無体な？　勝手に起動しておいて？　あ、待って、討うたないでください！」

「おおーレナ。すっかり二刀流剣けん士しになったな。中二病が再発したかのようだぞ。スモール？　今は常識人ぶっているが、実はレナは中学生の頃ころにな」

「ええ？　なんですか、なんですか？」

「こらシエル。俺の黒歴史を暴あばくのはやめろ、恥はずかしい」

　こうして俺たちのクエストは終わった、はずだった。

　だが──これで終わりではなかった。

　……ゴゴゴゴゴゴ……。

「また『ゴゴゴゴゴ』か。シエルでもないしスモールでもない。火山でも地じ震しんでもない。じゃあ、なんの音だこれは？　もういい加減にしてくれよ!?」

「……もう疲つかれ果はてましたが、大変ですレナさん……壁かべが次々と崩ほう落らくしてます……あ、見み張はり塔とうがぽっきり折れました……城全体が崩くずれはじめていますね……」

　レリーフの「罠わな」を完全停止されたために魔ま力りよくを弱めていた城が、大だい地じ震しんから喰くらったダメージに耐たえきれなくなったらしい。スモールも、メンタルを削けずられてやさぐれてきた。

　魔ま王おう城じようの崩ほう壊かいがはじまった。後世に増築された建物だけでなく、英えい雄ゆう王おうが築いた基き礎その「神しん殿でん」部分までもが大だい崩ほう壊かいしていく。

「ひえええええ？　魔ま王おう城じようが崩ほう壊かいですってええええ!?　聖地が、神しん殿でんがああああ!?　わが国最大最強の観光名所があああ？　これは悪夢だあああ！」

　この建物には、歴史的な遺産が多数ある。それらを外に持ち出すまでは避ひ難なんしなさそうだな魔ま王おうは。「魔ま族ぞくは頑がん丈じようですから、瓦が礫れきに埋うもれても全然平気ですよ……」と投げやり気味にスモールが教えてくれた。す、スモールさん？　だいじょうぶですか？　もうメンタルが限界らしいな。

　よし、決めた。俺たちの家に帰ろう。

「ギャー!?　れれれれレナ、英えい雄ゆう王おうの神しん殿でんは壊こわれないのではなかったのか？　助たすけろー！　あ、ダメ、腰こしが抜ぬけて立てない……うっく、うっく」

「泣くなシエル！　家に帰るまでが遠足だぞ？　ほら、手を出せ！　絶対に放すなよ？」

「……うん」

「そうですね！　帰りましょうシエルちゃん！　私がシールドを展開して落ちてくる瓦が礫れきを弾はじきますから、急いで門へ。城門と山道を繫つなぐ吊つり橋ばしが陥かん落らくする前に、橋を駆かけ抜ぬけますよ？」

　俺は愚ぐ図ずるシエルの手を握にぎりしめて引っ張りながら、崩ほう壊かいしていく魔ま王おう城じよう内ないを走った。

　吊つり橋ばしを渡わたりきれば、そこは北の山。カナの町へと戻もどる道が待っている。

　シエルは手を繫つないでから一分を過ぎても、いつものように「もう無理！　触さわるな触さわるな」と言いださない。

　最後の最後。三人で駆かけている足あし下もとがどんどん崩くずれていく中、俺とシエルは堅かたく手を握にぎりあいながら並んで吊つり橋ばしの上を疾しつ走そうしていた。

　いつもは無表情なシエルが、こういうアクシデントが起こると必ずパニックに陥おちいるシエルが、なぜか走りながら「あははっ！　まるでジブリアニメみたいだな、レナ！」と晴れやかに笑っていた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったけれど──。

　シエルと、視線が合った気がする。

　シエル。今、お前、俺の目を見ながら笑ったのか？

　写真越ごしでもビデオカメラ越ごしでもなく、目の前にいるほんもののシエルとまっすぐに視線を合わせることができた。俺の人生ではじめてのことだった。
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　割わり箸ばし事件から一ヶ月ほど後。小学校の運動会で、シエルがまた騒そう動どうを起こした。

　運動会のラストを締しめる「フォークダンス」を拒きよ否ひしたのだ。

　男子と手を繫つないで踊おどることが、人との接せつ触しよくを苦手にするシエルにはどうしてもできなかった。急きゆう遽きよ、俺がシエルのフォローをすることになった。ハンバーガーを差し入れて以来、シエルは俺に懐なついて、うちの道場に押しかけてきて剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようを見学するようにまでなっていたから。

　俺が相手をすれば、慣れてくれているからだいじょうぶだろう。

　俺はそう軽く考えていた。だが、現実はそんなに甘くなかった。確定診しん断だんこそ下りなかったが、シエルが背負っているものはやはり「少し変わっている」程度のものじゃない。そんな厳しい事実を実感させられることになった。

「やだ。やだ。触さわるな。触さわるな！　うえええええん！」

「シエル。俺だよ。レナだ。だいじょうぶ、怖こわくないから。曲が終わるまでの間だから……」

「やだああああ！」

　シエルはフォークダンスが終わるまで俺と手を繫つなぐことを拒きよ否ひして、蹲うずくまったままずっと泣なき止やまなかった。

　シエルの周囲の生徒や教師たち、生徒の家族たちがシエルに向ける視線が、俺の胸を貫つらぬいて傷つけた。まるで、俺自身が蔑さげすまれ憎にくまれているかのような……これが毎日学校でシエルが浴び続けている視線なのか。ずっとシエルを、彼女を理解してくれない彼らの視線から、悪意から守りたい。俺はそう思った。

　でも……どれほど俺がシエルを守りたくても。シエルが俺に懐なついてくれても。

　こんなにも近くに寄より添そっていても。

　どうしても二人の間には越こえられない壁かべがある。シエルの世界には、俺すら入ることができない。強ごう引いんに壁かべを越こえようとすれば、シエルは怯おびえて泣いてしまう。俺はシエルを傷つけたりはしないのに。それなのに。俺の気持ちを、シエルに伝えることはできないのだろうか。もしかして、シエルと心を通い合わせることは永遠に不可能なのだろうか。

　だとすれば、それはなによりも酷ひどく悲しい。

　フォークダンスの時間が、終わりを告げた時。

　俺は──シエルと手を繫つなぐことを諦あきらめて、ずっとシエルの前に差し出していた自分の手を引っ込めていた。これ以上俺自身の心が傷つくことに耐たえられなくなったのだ。

　あと少し耐たえていれば。あと少し待っていれば。シエルが、俺の手を取ってくれたかもしれないのに。

　ＳＮＳが一度途と切ぎれただけなのにシエルに再さい連れん絡らくする勇気を出せなかったのも、今思えばこの運動会で俺が諦あきらめて手を引っ込めてしまったことが発ほつ端たんだったのかもしれない。
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　でも、今は──。

「ゴ──────ル！　橋を渡わたりきった────！　ぶいぶい！」

「た、助かりましたねシエルちゃん……間かん一いつ髪ぱつでした……はあ、はあ。ふう、ふう」

「シエル、後ろを振ふり返かえるな。たった今まで俺たちが走っていた吊つり橋ばしが完全崩ほう落らくしてるぞ……見るなよ見るなよ。おしっこ漏もれる！　と泣きだすなよ」

「黄よ泉みの国下り系統の神話では、帰り道の途と中ちゆうで振ふり返かえるとろくなことがない。元嫁よめがゾンビになって襲おそってきたりするからな。だからお化けが怖こわい私は決して振ふり返かえらない、心配するな」

　シエルは俺と手を握にぎりあいながら、魔ま王おう城じようから山道へ繫つながる吊つり橋ばしを走りきっていた。

　俺たちは、崩ほう壊かいしていく魔ま王おう城じようからの脱だつ出しゆつに成功したのだ。

「あー。手汗あせでベトベトだ。アルコールで手を消毒しないと、恐おそろしい感かん染せん症しようにかかってしまうな。しゅっ、しゅっ」

「俺を！　ウィルス扱あつかい！　するな！　まったくお前は桜さくら小こう路じシエルだな！」

「そうだ、私は桜さくら小こう路じシエルだ。なにをわかりきったことを言っている」

　シエルは走るフォームが不自然でぎこちないので、速度が恐おそろしく遅おそい。何度も「もうダメだ死ぬ」と絶望したが、スモールのシールドが俺とシエルを最後まで守ってくれた。スモールにはいくら感謝してもしたりないな。ああ、それなのに俺は今でもスモールを騙だましたままで……うっ、良心の呵か責しやくが……。

「ところでレナの実家の保ほ父ふ星ぼし流りゆうは、やっぱりこの異世界の古代剣けん術じゆつじゃないのか？　ご先祖は、シュメールの合わせ鏡のような魔ま術じゆつ装置を使って異世界から渡わたってきたのでは？」

「やっぱりそう言いだしたか……ただの偶ぐう然ぜんだよ。お前のほうこそ異世界に適応しすぎだろ。アルキメデスを出したりＡＲプラネタリウムを投とう影えいしたり……」

「運命のお二人ですね！　眩まぶしいです。青春です。麗うるわしい関係です。私も機会があれば、お二人の故郷を訪問してみたいです。その……この世界とは異なる別の世界なんですよね？　どんな世界なんでしょう？」

「ほらレナ。喋しやべりすぎだ。スモールにわれわれが別世界人だとバレてしまったではないか」

「お前が異世界がどうのこうのと言いだしたんじゃないか」

　まあいいか。スモールはもう俺たちのパーティの欠かせない一員で親友だ。隠かくし事ごとなんて必要ないな……ああっごめんスモール、俺は変性男子じゃないんだ！　いつカムアウトすればいいんだ!?　もしかして、どんどん時機を逸いつしている!?　一生言えなくなるルート？

「……うぐぐ、もはや我が慢まんできん！　スモール、残念だが実はレナは変性男子ではない」

　えっ？　シエル？　ちょっと待て、おい。

　隠かくし事ごとが苦手なお前の性格はわかっているが、待て。頼たのむ。待て待て待て。

「レナは、生まれた瞬しゆん間かんから男なのだ！　なのだー！　なのだー！（山やま彦びこ）」

「今それを言うかーっ？」

　やっと危機だらけの魔ま王おう城じようから生せい還かんしたのに、俺はここで消し炭になるのかあああ!?

「はい、知ってますシエルちゃん。とっくに気づいてましたよ？」

「えっ？　スモールさん？　ど、どうして？　いつ気づいて……？」

「レナさんが町の広場で剣けんを抜ぬくクエストを請うける時に、ご自分で仰おつしやいましたから」

　自分で？　俺が？　そんなこと言った？

「──ちょっとしたことで傷ついたり混乱したりするシエルには、『絶対に安全な家族』が必要なんだ。あいつが安心していられる居場所が。だから俺は『男の視線』であいつを見ちゃいけないと、ずっとそう思って自分の心を誤ご魔ま化かしてきた。でも、もう自分を誤ご魔ま化かしてシエルを子こ供ども扱あつかいするのはやめる。シエルの成長と変化を受け入れる時が来たんだ──って。とても素す敵てきな言葉でした。私、きっと生しよう涯がいレナさんの言葉を忘れません」

「噓うそだあああああっ!?　ちょ。シエルの前でそんな。違ちがう。忘れてくれ。あの時の俺はどうかしていたんだあああ！」

　お、お前、これほどの生いき恥はじを晒さらしてよく切腹せずにいられるな……とシエルに同情されてしまった。生しよう涯がい痛つう恨こんの屈くつ辱じよくだ。一生擦こすられるぞ、これ。くっ、誰だれか俺を殺せ！

「け、消し炭にしないのか？　いや、俺を消し炭にしてくれませんかスモールさん？」

「そんなことしませんよ。だってレナさんは、シエルちゃんの大切な人ですから」

　外そと堀ぼりを埋うめられるとは、こういうことか。ダメだ。もう誤ご魔ま化かせん……。

「大坂冬の陣じんだな」とシエルがよくわからん歴史ネタに絡からめているが、頭に入らない。

「殿との方がたが全員悪人というわけじゃないんですね！　私も、お二人と一いつ緒しよに楽しい時間を過ごして、お父さんへの反発心で偏かたよっちゃった考え方が改まりました！　お二人は、最高に最高に最高にお似合いのバディです！」

　スモールは１００％混じりけ無しの善意で、すぐ側にいるのにずっとすれ違ちがい続けてきた俺とシエルの距きよ離りを縮めるために頑がん張ばって二人の背中を押してくれているのだ。だから、照てれ隠かくしで切腹とか失神とかしている場合じゃない……の、だが……。

「でもレナさん、不用意に他の女の子をかわいいって言っちゃダメですよ？　シエルちゃんに凄すご～すごーく嫉しつ妬とされますからね？」

　なんだよ、その青春まっただ中みたいな爽さわやかな言葉は？　スモールお嬢じよう様さま、ダメ押しはやめてください！　今すぐ誰だれか俺を殺してくれ。恥はずかしいなんてものじゃないぞ。俺はもう、シエルと目を合わせられない……もしもシエルに迷めい惑わくがられていたら。「キモっ」とか思われてたら。あああ。シエルの今の気持ちを想像するだけで怖こわい。この場から全力で逃とう走そうしたい。一人になりたい。

　いや、シエルはもともと俺と目を合わせないのだが。今も「うみゅみゅ、うみゅう～」と謎なぞのオノマトペを発しながら頭を抱かかえている。穢けがれなきスモールのド直球の言葉が恥はずかしすぎてパニックに陥おちいったらしい。そして今、シエルをフォローする立場の俺までが同じ状態に。

　……そうか。シエルは生まれてから今までずっと、こんな不安な気持ちで人と接してきたのか。相手によって不安度に濃のう淡たんはあるだろうけれど、シエルにとってはあらゆる人間が、感情も考えも読めない不可解な存在だから……シエルの世界は……俺には辛つらすぎる。

　ヘッドホンを頭に被かぶって、本を開いて、外部の情報を遮しや断だんしなければ、シエルはとてもじゃないが心が保もたないんだ。感かん染せん症しよう対策を理由に二年間部屋にこもっていたのも、きっと……。

　だから──俺はもう、シエルから逃にげない。

「……スモール。俺はシエルにとって、いつまでも『絶対に安全な家族』でありたいんだ。たとえこの先、二人の関係性が変化していくとしても。できるだろうか？」

「はい。レナさんならできますよ！」

「そ、そうか。ありがとう……と、ところで……盛せい大だいに城が壊こわれたけど、魔ま王おうたちはだいじょうぶかな？」

「はい、魔ま族ぞくは頑がん丈じようですから。瓦が礫れきの下した敷じきになっても怪け我がなんてしませんよ？」

　ちゅどーん。

「え？　今、魔ま王おう城じよう跡あとから凄すごい爆ばく発はつ音おんがしたぞ？　巨きよ大だいな黒こく煙えんが上がっている……ほんとうにだいじょうぶかな!?」

「さ、最悪の場合はネクロマンサーが蘇そ生せいしますよ。だ、だいじょうぶですよ？」

「それはもうゾンビじゃないのか？」

　これは後で魔ま王おうから愚ぐ痴ちられた余談だが、魔ま族ぞくたちは身体からだが頑がん丈じようなので魔ま王おう城じようが全ぜん壊かいしても無事だった。

　だが、魔ま王おうが蔵くらに貯ため込こんでいた黄金の資産は全て消えてしまった。

　コストカットの悪あく魔まだった魔ま王おうだが、自分の蔵くらだけは国内最強の爆ばく発はつ系けい魔ま術じゆつの使い手を配備して朝も昼も夜も守らせていたそうだ。だがその魔ま術じゆつ師しが、暗黒ドラゴン星雲の接近を見て錯さく乱らん状態に陥おちいり（オーバーワークによる寝ね不ぶ足そくもよくなかったのだろう）、爆ばく発はつ系けい魔ま術じゆつを暴発させ、広大な蔵くらを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とばしてしまった。俺たちが目もく撃げきした爆ばく発はつと黒こく煙えんはこれだ。

　この大だい爆ばく発はつによって恐おそるべき高温が発生し、通常の火災程度では溶とけない黄金を一本残らず融ゆう解かいしてしまい、折おり悪あしく襲おそってきた川かわ津つ波なみが溶とけた黄金の全てを吞のみ込こみ持ち去ってしまったのだという。

『私は経済的に破は滅めつしました！　勇者と大だい賢けん者じやの予言は成じよう就じゆしましたよ！　この損失は人間界との交易で必ず取り返しますからね！』

　それが、魔ま王おうが俺たちに送ってきた愚ぐ痴ちメールに追つい伸しんとして添そえられた文章だ。




☆




　カナの町の広場に到とう着ちやくした俺たち三人は、「難なん攻こう不ふ落らくの魔ま王おう城じようを破は壊かいしてくださり、ありがとうございます！」「魔ま王おうは捨すて鉢ばちになって世界を滅ほろぼす暗黒ドラゴンを召しよう喚かんしましたが、その暗黒ドラゴンをも封ふう印いんしたのですね！」「凄すごいです。勇者様と大だい賢けん者じや様は無敵だ！」「二人を守まもり抜ぬいたエルフのお嬢じようちゃんも、素す晴ばらしい魔ま術じゆつ師しだ！　『鉄てつ壁ぺきのエルフ』だ！」「お三方は最強のパーティです。戦争をするまでもなかったですね！」と町の人々から熱ねつ狂きよう的てきに迎むかえられた。騎き士し団だんも武装を解き、町民たちと一いつ緒しよに祝賀会を開いている。

　実はシエルは二本の剣けんを手に入れて暗黒ドラゴンを自分の使つかい魔まにしてしまったのだが、そのことは秘密にしておこう。どう考えても、バレたら厄やつ介かいなことになる。

「いよう。お手て柄がらだったな、さすが俺が見込んだパーティだ！」

「おお、タコ組長。いっぱいクエストを片付けてきたから、新しいバッジをよこせ！」

「ああ。倉庫から取り出してきたぜ。こいつは２０００年間支給されたことのない、レベル９９９のバッジだ！　達成不可能クエストを達成したパーティメンバーだけに与あたえられる、通つう称しようカンストバッジ。三人とも持っていけ！」

「レベル９９９？　やったあああああ！　ところでレベルってなんだっけ、レナ」

「知らずに喜んでるのかよ？　いっぱい見ただろ異世界転生!?」




　俺たちは郊こう外がいの屋や敷しきに戻もどり、三人だけで打ち上げパーティを開かい催さいした。町の祝賀会に長々と参加すると、シエルがいつ口を滑すべらせるかわからないからな。

「うわあああ～！　マンガ肉！　緑色じゃないフルーツ！　私の大好物がいっぱい！　美お味いしい美お味いしい。もぐもぐもぐもぐ」

「そろそろ野菜も食べなさい。俺が原形を留とどめないレベルまでみじん切りにしてやるから」

「ふふ。私も子供の頃ころはマンドラゴラが苦くてダメでしたね」

　ほんとうは、数日ほど屋や敷しきでゆっくり過ごしたいところだ。

　だがもう、編集長に指定された〆切り日が近い。俺とシエルは今夜屋や敷しきで眠ねむったあと、明日の朝にはいったん元の世界に帰き還かんしなければならない。それでもギリギリだ。

「スモール。直近の仕事を片付けたら、すぐに戻もどってくるよ。それまでこの屋や敷しきと二本の剣けんをスモールが管理してくれれば助かる」

「はい、任せてくださいレナさん！　シエルちゃん、また会いましょうね？　出立は明朝ですけれど、忘れないうちに指切りの約束をしておきましょうか？」

「うむ。そうか、異世界でも指切りするのだな……はっ？　まさかほんとうに互たがいの小指を切断する儀ぎ式しきだったりするのか？　異世界……ドラゴン……龍りゆう……龍りゆうが如ごとく……みぎゃあああ？」

「た、ただの指切りごっこですよ？　ほんとに切らないですから～」

　異世界は極ごく道どうの世界じゃないからな？

「はい、指切り終しゆう了りようです。必ず戻もどって来きてくださいね？」

「……バルカン式挨あい拶さつのほうがいいのに……挨あい拶さつは全て非ひ接せつ触しよく型がたに統一するべきだ」

「ふえええ。エルフの指はあんなふうに曲がらないんですう～」

　うん？　シエルが俺と母親以外の人間と物理的に接せつ触しよくした姿を、俺ははじめて見たような。

「シエル。お前、変わったな？　スモールと接せつ触しよくしてもギャン泣きしなかった」

「ああ。スモールは犬いぬ猫ねこみたいなものだからセーフだ」

「がーん？　お友達なのに酷ひどいですっ!?」

「泣くなスモール。シエルに同じ生物だと認にん識しきされているだけでも素す晴ばらしく名めい誉よなことなんだよ？　俺なんか足かけ十年もこいつに付き合ってるのに、未いまだにスタンド扱あつかいだ」

「はあ。ですから、すたんどとは？」

　言葉で説明するのが難しいので、俺たちの世界に招待した時に現物を見てもらおう。

「うーん、レナはスタンドから亜あ人じんにランクアップしたかな？」

「十年かけてやっと亜あ人じんかよ。審しん査さが厳しすぎるだろ。お前はいったい何者なんだよ」

「私か？　私は『真しん人じん』だ」

「真しん人じん？」

「古代中国をはじめて統一するという偉い業ぎようを達成した秦しんの始し皇こう帝ていは、金目当てのニセ方ほう士しに騙だまされて、自分だけが人間を超ちよう越えつした不老不死の『真しん人じん』になる資格を持っていると信じこまされてしまった。ニセ方ほう士しいわく、始し皇こう帝ていが真しん人じんになる方法はただひとつ──それは、自らの姿を人々の前から隠かくしてしまうことだった。完かん璧ぺきなひきこもりになれと勧すすめられたのだな。それからの始し皇こう帝ていは宮きゆう殿でん内ないでも人に姿を見られないように、誰だれもいない道ばかりを選んで通るようになった。当然、自分一人きりの世界にこもってしまった始し皇こう帝ていはどんどん孤こ独どくになった。そして、最後は誰だれにも看み取とられることなく死んでしまったというわけだ。天下を統一していながら、哀あわれなことだな」

　シエル、それって。

「……私は……生まれた時から秦しんの始し皇こう帝ていのように、ずっと世界に独りぼっちだ。私はいったい、誰だれに騙だまされたのだろうな」

　シエル。

　それは、違ちがう。絶対に違ちがう。

　お前は、誤解しているだけだ。

「シエルの目にはそう見えていても、シエルの世界には俺もスモールもいるよ。シエルにとってはたまたま死角になっていて見えていないだけで、俺たちはいつもちゃんとシエルの隣となりにいるから。シエルは、孤こ独どくな真しん人じんなんかじゃないよ」

「……～～～!?」

　慌あわててシエルがそっぽを向いた。いや、シエルはもともと明後日あさつての方向を見ているのだけれど、思いっきり首を捻ひねって俺から完全に顔を逸そらしてしまった。

　おかげで、シエルの表情が死角になっていて見えない。

「わ、私はそろそろ寝ねますね？　故郷に戻もどる前に、二人きりで異世界の星空をたくさん瞼まぶたに焼き付けてくださいね!?」

　スモールが、俺たちを気き遣づかって寝しん室しつに。彼女はほんとうにいい子だ。異世界に興味を抱いだけなかったシエルが変われたのも、俺が一歩前へ進む勇気を得られたのも、スモールのおかげだ──二人をスモールに引き会わせてくれた異世界に、俺はもっと感謝しないと。




　異世界の眩まぶしい星空には、スモールが教えてくれた無数の星座がきらめいている。

　あの暗黒ドラゴン星雲も、元の位置に戻もどっている。

「……レナ、18歳の誕生日の夜を覚えているか？」

「ああ。覚えているよ。星空のミザールとアルコルを見せてくれた夜だろう？」

「あの夜には話せなかったが、実はあの二つの星の話には続きがあった。学者間で意見は分かれているが、私はミザールとアルコルはほんものの『連れん星せい』だと信じている」

「連れん星せい？」

「そうだ。連れん星せいはお互たがいに星の重力で結びついていて、決して離はなれられない運命の星だ。しかもミザールとアルコルは４光年という、とてもとても近い距きよ離りにある。ちょうど、レナが東京の大学に通う期間と同じだろう？」

「そうか、きっかり４光年か」

「……アルコルは薄うす暗ぐらい４等星だ。だから人によっては見えなくても、私の目にはいつだって見えている。ミザールにそっと寄より添そって優やさしく支えてくれている、大好きな星だから。だ、だから私とレナは、ミザールとアルコルなのだ……」

「そうか……」

　それがあの夜、シエルがほんとうに俺に伝えたかった言葉だったのか。

「み、ミザールのほうが２等星で眩まぶしくて賢かしこくて『歴史的天才』で、アルコルがミザールを補佐する『☆』なのは、生まれながらの仕様だから諦あきらめろよ？　星にはそれぞれ、定められたスペックというものが……」

「アルコルまで２等星じゃ眩まぶしすぎて、知覚過か敏びんなミザールが困るだろ？　これくらいがちょうどいい具合なんだよ。ミザールとアルコルは、いいコンビだな」

「そ、そ、そうだな……」

「シエル。俺も、夜空に眩まぶしく輝かがやいているミザールが大好きだ。ずっと、こうして見つめていたい」

「……う、うう～……は、は、は、恥はずかしくて、し、し、し、死にそう……」

　そうだな。俺とシエルは、お互たがいに目と目で見つめあうことは難しくても、こうして二人で一いつ緒しよに同じ星を見つめることができる。二人で星について語りながら、お互たがいの想おもいを伝えあうことができる。

　思えば、簡単なことだった。異世界に来て、夜空を一いつ緒しよに見上げて、やっと気づけた。

　俺とシエルは、いつだって同じ世界に生きていて、お互たがいの気持ちを共有することができるのだと。差し出した手はちゃんと届くのだと。俺たち二人を隔へだてる「壁かべ」なんて、ほんとうはどこにも存在しないのだと。

「──ところでシエル、４光年分の移動って新幹線で何年かかるんだ？」

「レナがそこに突つっ込こむのか!?」
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「できたー！　どうだ、宣言通り間に合わせたぞレナ！　レナの首は守った！」

　朝のマンション。机の上で朝日を浴びながらザラセミラが踊おどるリビングルーム兼けん仕事場。

　シエルは〆切り当日の朝、ついにネームを完成させた。お互たがいに何日徹てつ夜やしたのか、もう記き憶おくにない。算数ができない……。

「……どうして土ど壇たん場ばで大量に描かき直なおしたんだよ……三話のラストに魔ま王おうをキャラ見せして完成のはずだったろう？　魔ま王おう城じようの崩ほう壊かいと脱だつ出しゆつエピソードなんて、予定になかったじゃないか」

「だって、せっかくの取材結果を盛り込みたかったから」

　異世界から帰き還かんしたシエルは「間に合う、間に合う。私にマカセロー！」とネームの大おお幅はば改かい稿こうを強行。本来なら三話まで続く奴ど隷れいオークションのエピソードを二話で終わらせ、三話を魔ま王おう城じよう潜せん入にゆうエピソードとして丸ごと描かき直なおしたのだ。突とつ貫かん工事だった……。

「スモールがモデルの、魔ま女じよっ子バルカン人の出番がずいぶん増えてるな……エルフな？」

「こらこらレナ。勝手にマンガ家の原げん稿こうを修正するなー！」

「バルカン人を無断でマンガに出したら怒おこられるだろ。エルフな」

「スモールはダークエルフじゃなかったか？」

「あ、そうだったっけ」

　あははっ、異世界に疎うとい奴やつめー、とシエルがはじけるように笑った。あれ。屈くつ託たくなく笑うシエルの横顔が、滅め茶ちや苦く茶ちやかわいい……深刻な寝ね不ぶ足そくだな。そうに違ちがいない。

「ネットで渡わたせば済むんだが、編集長も多た忙ぼうだからな。メッセージを見落とされたあげく『貴様は〆切りを破った』と因いん縁ねんをつけられたくないから、編集長にデータとプリントアウトした原げん稿こうを直接手て渡わたししよう。今すぐ編集部に行くぞ」

「ええ～。やだ～。編集長、でっかくて呂りよ布ふみたいで怖こわい～。緊きん張ちようして喋しやべれないのだ」

「異世界食堂の時みたく、俺が喋しやべるから。ほらほら着き替がえろ。急ぐぞ」

「……ふにゃ～。何なん徹てつしたと思ってるのだレナ。ちょっと洗面所で支し度たくしてくる。出社するなら、Ｎ95マスクを着用しなくてはな」

「わかった。急げよ？」




　しかし、タクシーで出版社に押しかけてきた俺とシエルから原げん稿こうを手て渡わたされた編集長は、なおもＯＫを出してくれなかった。き、厳しい……！

「リアルな異世界観、緻ち密みつで個性的な異世界の風景、生きた多種族キャラクター。バトルシーンもアクションシーンも迫はく力りよくがあってグッドだー。だがしかし、まだヒキが弱い！」

　これ以上リアルに描かけるわけがあるか、異世界に行ってから言え、とシエルが小声で呟つぶやいている。絶対に編集長に聞こえないように、俺の背中に小さな身体からだを完全に隠かくしながら。編集長が怖こわいならそういうことを言うなよ、まったくもう。俺だって滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわいんだぞ。

「魔ま王おうの登場を前まえ倒だおししたので、第三話のラストに魔ま王おうが登場してヒキという予定を土ど壇たん場ばで変へん更こうしたのは確かですが……」

　実際その分、ヒキのインパクトが弱まって「これにて完結！」感が強くなっている。

「保ほ父ふ星ぼし。長期連れん載さいを目指すなら、三話のラストに主人公とヒロインのキスシーンを入れろ。いいな。異世界に恋れん愛あい要素はつきものだ。ハーレムを潰つぶして回る話なら、なおさらだ」

「……はい？」

　ふにゃっ？　とシエルが鳴き声を上げた。

「キスシーンだ。これから怒ど濤とうのラブコメ展開がはじまると読者に予感させて、新しいヒキにしろ」

「えっ？　あっ？　あのっ？　でも、その、今日が〆切りですよね？」

「俺も鬼おにじゃあない。深い慈じ悲ひの心をもって、〆切りを明日の朝まで伸のばしてやる。いいか、これは特例中の特例だぞ？」

　たった一日？　また徹てつ夜やの突とつ貫かん作業をやらされるのか？　一晩のうちにシエルにキスシーンを描かかせろなんて無理難題だ。シエルは、ラブシーンに興味がないんだ。

「なにも無理にキスシーンを入れなくてもいいでしょう？　この話はあくまでもバディもので、主人公とヒロインの間に恋れん愛あい感情は……」

「保ほ父ふ星ぼし、お前はなにを言っているんだ？　このネームなあ。三話のラストで、主人公とヒロインが手を繫つなぎながら崩くずれ落おちていく吊つり橋ばしを走って渡わたりきっているよな？　見ろ、このヒロインの幸せそうな笑え顔がおを。文字通りこれだけの吊つり橋ばし効果を得て、若い男女の間でフラグが立たないなんて有り得ないだろう。読んでいて不自然だ。なんというかこう、モヤッと来る。もどかしいんだよ。最後の最後に、ほんとうに読者が見たい有るべきシーンがないんだよ。なにか反論あるか？」

　正論だった。そして、俺は前回のやらかしを見み逃のがしてもらうという大きな借りを編集長に作ってしまっている。

　もはや、俺に許された返答は一いち択たくのみ。

「……アリマセンネ……承知しました。三話のラストにキスシーンを書き足させます」

「ぐげっ？　私を編集長に売り飛ばすのかレナ？　ブルータスよ、お前もか～!?」




☆




　マンションへの帰宅がてら、俺とシエルは川沿いの遊歩道を散歩していた。

　お互たがいに「……どうしよう……」と途と方ほうにくれながら。

　出版社を出てから、ずっとお互たがいの手を握にぎりしめていることにすら気づかなかった。

「キスシーンなんて描かいたこともないぞ。いっそ、ネームから恋れん愛あいフラグが立ちそうな要素を丁てい寧ねいに消したほうが……ダメだな。もうそんな時間はないし、私のマンガを噓うそ塗まみれにするみたいでやりたくない。最後の最後に、本来有るべきシーンがない……編集長の言う通りかもな。うにゅう～」

「そ、そうだなシエル。他のマンガのキスシーンを参考にすればなんとかなるんじゃないか？　キスシーンなんて世の中にいくらでも溢あふれているし、パクリにはならないよ」

「うぐぐ。これだけ私自身の異世界取材体験に基もとづいて描かきあげたのに、最後の最後が既き存そんマンガのコピペなんて絶対にイヤだ～！」

　そりゃまあ、文字通りお互たがいに命いのち懸がけの冒ぼう険けんをしてきたわけで、シエルの気持ちはわかるよ。わかるけれど、執しつ行こう猶ゆう予よは一日しかないんだから。

「レナ？　マンガやアニメでよくキスシーンを見るが、そもそもキスにはどういう意味があるのだ？　別に赤ちゃんができるわけでもないし。あんな野や蛮ばんな行こう為いはウィルス細さい菌きん感かん染せんの危機にお互たがいを晒さらす、ミクロ圏けんのバンジージャンプでしかない」

「シエルにとってはそうだろうけど……胸が、ど、ドキドキしたりするんだよ」

「そうなのか。感かん染せん症しようへの恐きよう怖ふは誰だれだってあるのだな、安心した」

「違ちがうそうじゃない」

　やっぱりシエルにキスシーンは無理だろ。今さらながら、絶望感がひしひしと。

「……う、ううう……そ、そもそも、レナはキスの経験があるのか～!?」

　シエル？　急に大声で叫さけぶなよびっくりした！　ここ、遊歩道だぞ？

「お、俺か？　ないよ？」

「なーんだ！　大学まで卒業していながら、ないのか。プッ。恋れん愛あいできない男女が増えているという統計はほんとうだったのだな。あはははっ」

「ほっといてくれ」

　大学時代、俺は誰だれかに恋こいをする機会がなかった。新型感かん染せん症しようの流行で俺の大学生活は半分潰つぶれたようなものだったし、そもそも俺の心はいつだって……。

「シエル。いっそキスの歴史を調べたらどうだ？　歴史ネタに変へん換かんすれば頭に入るだろう？」

「ふむ。いくら調べても私には理解不能だと思うぞ？　たとえば日本では平安時代には既すでに『口吸い』というキス文化が存在したのだが、もう字じ面づらからして不衛生そうで、天てん然ねん痘とうが大流行したのも当然だとしか思えなかった。ぶる、ぶる」

「なんだよ。もう調べてたのかよ!?　そうかー。シエルは、ムッツリだったのかー」

「べべべ別にキスの歴史を調べたのではない！　平安時代の日本で猛もう威いを振ふるった天てん然ねん痘とうの歴史について調べていたら、たまたま目に入っただけだ！」

「はいはい。そういうことにしておこう」

「うぐぐ。ああもうダメだ！　いくら頭の中で想像しても歴史知識を拾っても、さっぱりわからな～い！」

　もしかして、作劇のために結構調べてたのかな……だとすればもう、打つ手がないぞ。

「こんな時は、そうだ。体験取材だ！　異世界だって、取材したら描かけたからな！」

　し、シエル？　体験取材って、お前？

　やめろ。そのへんを歩いている知らない男とキスするとか、冗じよう談だんでもやめてくれ!?

「よし決めた。キスシーンを描かくために、私自身がキスしてみる。このままではレナが解かい雇こされてしまうからな！　ありがたく思え！」

　えっ？　シエルが外出中にマスクを外した？　本気なのか？

「やめろって！　ダメだダメだダメだシエル！」

「改かい稿こう時間が惜おしい。今ここで試ためしてみよう。ほら私の正面に立て、レナ。レナは背が高いから、私が爪つま先さき立だちしても届かない。腰こしをかがめて、私と視線の位置を同じにしろ。ほ、ほら。は、早く」

「えっ、俺？　俺と……するつもりなのか？」

「当たり前ではないか。好きでもない男とキスなんかできるか。他に誰だれかいるか？」

「いや、まあ……そうだな」

　遊歩道の半ばで立ち止まり、シエルと同じ位置まで視線を下げた俺の頭は、真っ白になっていた。シエルは相変わらず、俺と視線を合わせられずにぴよぴよと震ふるえていたが──。

　様々な記き憶おくや感情が溢あふれてきて、考えがまとまらない。いや、なにかを考えている余よ裕ゆうすらなかった。今までシエルにはいつも振ふり回まわされてばかりだったが──。

　だいじょうぶです、シエルちゃんとの関係性が変わってもレナさんはずっとシエルちゃんの「絶対に安全な家族」です、とスモールが俺の耳元で囁ささやいてくれたような気がして、そして。

「……すーはー、すーはー。このキスをすればどうなるものか。案ずるなかれ。案ずればキスは無し──レナ、迷わずするぞ！　すればわかるさ、ダーッ！」

　あのなあシエル。こんな時にお前はなにを言って……ゴンッッッ！

「いてえええっ!?　頭ず突つきやめろ！　鼻が。鼻がやられたあああ！　鼻血があああ!?」

「ふむ。目を瞑つぶって突とつ進しんしたから、大おお幅はばに目測を誤ったらしい」

　目を瞑つぶっているのに目測って矛む盾じゆんしてね？

「シエル。今のは殺人タックルだろ！　キスってのは突とつ進しんするものじゃないんだぞ？」

「……そうだな。唇くちびる同士が触ふれてないし、体験取材は失敗だな。まあいい、この悲劇を第三話のオチにしようか？」

「いや、俺とシエルの唇くちびると唇くちびるはちゃんと触ふれたぞ。キスは成功している。だからシエル、真面目にキスシーンを描かけ。ギャグに走るな。最高のキスシーンを、今のお前なら描かけるから」

「はひふへほっ？　ふっ……ふふふ、触ふれてないっ！　触ふれてないってば！」

　シエルの癖くせになっている「両手グルグル」が飛び出した。狼狽うろたえているな。

「いーや触ふれたね。ほら、よく見ろ。お前のルージュが、俺の唇くちびるにくっついてる。マスクの裏うら面めんにもルージュが付着しているはずだ。ほら、やっぱり」

「……ふっ……ふにゃああああっ!?　あ、あ、あ、あわ、あわわわわ……」

[image: ]

「今日のシエルは、うっすらとメイクしてたんだな。いつも化け粧しよう水すいや日焼け止めをぺたぺた塗ぬるだけでノーメイクなのに、珍めずらしいな。おかげで、シエルとキスした証しよう拠こをゲットできた」

「うああああああっ？　ちちち違ちがうっ！　違ちがうのだレナ！　ててて徹てつ夜や続きで唇くちびるが渇かわいてたから、おおおおお出かけ前にりりりりリップクリームを塗ぬっただけだ！　断じてメイクじゃない！　私をにわかに色気づいた糞くそガキみたいに言うなー！」

「いいやこの色はルージュだね。それにシエルは糞くそガキじゃないよ。お年とし頃ごろのかわいい女の子だよ。俺にとっては」

　俺は、シエルとキスしたことで浮うかれていたのだろう。ちょっとだけ調子に乗りすぎたらしい。ダメなんだよ。こういうふうに繊せん細さいなシエルをからかっちゃダメなんだ。感情が爆ばく発はつして混乱してしまうのだから。シエルの耳が、そして頰ほおが、顔全体が、一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。シエル自身が鏡を見たら「この変色忍にん者じやぶりはタコだな。タコ人間だ」と評するくらいに。

「……う……う……うああああああ～!?　そ、そうだ！　きききキスの意味について、すすすスモールの意見も聞かなくては！　ちょっと異世界に行ってくる！　さらばだレナ！」

　あっ、逃にげた!?

　足、速っ？　シエルってこんなに速く走れたのか!?

「ちょっと待て!?　異世界に行くのはネームを修正してからだ！　俺を置き去りにするな、シエル！　もう二度と！」

「……だだだって、ははは恥はずかしい……恥はずかしくて、もうレナと顔を合わせられない……！」

　俺は、逃にげるシエルを全力で追いかけて、そしてぴよぴよと震ふるえているシエルの掌てのひらをもう一度握にぎりしめていた。シエルが、立ち止まってくれた。もう、手放さない。

「今シエルが感じている、その感情だよ。それは、俺が今抱いだいている感情と同じものだ。それだよ、それを描かけばいいんだよ」

「……レナも？　レナもこんな気持ちなのか？　辛つらくないか？　胸が苦しくないか？　泣きたくならないのか？」

「なっているよ。それでいいんだよ。溢あふれてくる感情を、一いつ緒しよに共有していけばいいんだ。一人なら辛つらくても、二人なら辛つらくない。この感情は『辛つらい』とは違ちがうものだから──これは『幸せ』って呼ぶんだ」

「……幸せ……ヘンだな。こんなにも胸が爆ばく発はつしそうに苦しいのに……それなのに、私は今、とても嬉うれしい。なぜだ？　人間の感情は実に不合理だな、レナ……」

「そうだな。でも、それが人間なんだ。だから、俺とシエルが離はなれ離ばなれにならなければいけない理由なんて、ないんだよ」

「……うん。わかった。それじゃあ、もう一度……」

　こんどは高速殺人タックルではなく、俺のほうからゆっくりとシエルに──シエルが傷つかないように、ゆっくりと。

　俺たちは、取材の続きを再開していた。








あとがき　桜さくら小こう路じシエルの取とり扱あつかい説明書












　桜さくら小こう路じシエルはかよわい生き物です。

　以下の通り、様々な特とく徴ちようがありますが、本人にはまったく悪気はありません。忍にん耐たい強づよくつきあってあげてください。

　生まれつき、他人と関心や感情を共有することが苦手です。治りません。

　声に抑よく揚ようがありません。無理に感情を表現しようとすると、こんどは胡う散さん臭くさく芝しば居いがかってしまいます。

　相手の目を見て喋しやべることができません。会話中は、常によそ見をしています。

　会話中に、自分が喋しやべりたいことをひたすら喋しやべり続つづけることがあります。いったんこうなると、自力では会話を止めることができません。止めるサインを決めておきましょう。

　空気が読めず、皮肉や冗じよう談だんが通じません。相手の言葉はすべて字義通りに捕とらえます。

　知らない人に話しかけたり、自分から友達を作ることが苦手です。親しい関係を維い持じしたり、関係を深めていったりすることも苦手です。

　他人と距きよ離りをとろうとしますが、いざ親しくなるとこんどは距きよ離り感かんがバグってやたら馴なれ馴なれしくなります。混乱すると、人間関係リセット癖ぐせを発動します。

　噓うそがつけない性格で、感情よりも理り屈くつと事実を優先するので、ド直球な発言をぽろっと漏もらして周囲（特に目上の人間）を「失礼だ」と怒おこらせます。敬語が使えません。人間が噓うそをつく生き物だということを理解できないので、地球人がみんなバルカン人のミスター・スポックのような論理的な生物だったらいいのにと思っています。他人と身体接せつ触しよくするのが苦手なので、ミスター・スポックの「バルカン式挨あい拶さつ」が好きです。

　人の顔や名前を覚えるのが苦手で、自分のマンガの主人公の名前を間ま違ちがえたまま出版したことがあります。マンガ家にあるまじき弱点ですが、当人は気にしていません。

　運動が苦手です。鉄棒の逆上がりどころか、前回りもできません。

　同じ行動パターンを繰くり返かえします。隙すきあらばひよこ踊おどりを踊おどります。

　まっすぐ立っているのが苦手で、身体からだをぴよぴよと揺ゆらします。

　生活ルーチンを厳守することにこだわり、ルーチンが乱れるとパニックに陥おちいります。

　聴ちよう覚かくが過か敏びんで、普ふ段だんはヘッドホンで遮しや音おんしています。Netflixのドラマ「ウ・ヨンウ弁護士は天てん才さい肌はだ」の真ま似ねをしているわけではありません。

　新規曲の開かい拓たくが苦手で、常に同じ曲ばかりを反復して聴きいています。

　My Bloody ValentineのLovelessが好きですが、これは中学時代に中二病をこじらせていた保ほ父ふ星ぼしレナの影えい響きようです。シエルの口調も、当時のレナの口調が移ったものです。

　味覚も過か敏びんで、生理的に食べられないものが多いです。いわゆる偏へん食しよくとは少し違ちがいます。苦手なものを無理矢理に食べさせると吐はきますから、無む理り強じいはやめましょう。

　ジャンクフード舌ですが、舌がネチョッとなるコーラと、塩しお辛からいフライドポテトは苦手です。ハンバーガーが好きなのは、食材がそのままの形で入っているからです。苦手な食材を除よけられるので安心です。

　マンガ家としては、大好きな歴史・神話・古代遺い跡せきジャンル限定で天才的な能力を発揮しますが、うっかり油断すると歴史ゲームに過集中して時間を吸われることが多いです。

　他のジャンルに対しては無関心または苦手で、異世界ジャンルはまったく理解できません。

　これは、「異世界を自分の目で見たことがない」からです。異世界を直接見せてあげれば、ちゃんと描かけます。

　変化を恐おそれるので、感かん染せん恐きよう怖ふ症しよう及および地じ震しん恐きよう怖ふ症しようです。ウィルス史と地じ震しん史しに精通しています。

　ちなみにペンネームの「くぅぱぁ丼どん」の由来は、アメリカのシットコム「ビッグバン★セオリー」のシェルドン・クーパー博士から採用しています。自分に生き写しのように似ているのでお気に入りだそうです。「シエル＝シェル」と「くぅぱぁ丼どん＝クーパー・ドン」を足すと、「シェルドン・クーパー」になります。

　愛する相手は生しよう涯がいに一人きりであるべきだと信じています。




　シエルの紹しよう介かいは、以上です。本作中ではシエルの扱あつかい方かたを熟知しているレナがいつも隣となりにいてくれるので、なんとかなっているシエルですが、レナが不在の時は常にトラブルばかり起こしている困ったちゃんでした（レナがいる時も困ったちゃんですが、活いき活いきしています）。

　なお、失しつ踪そうした前任の担当編集者は、シエルに困って失しつ踪そうしたのではなくて、実はプライベートの問題が理由です。本筋とは関係がないので書かれませんでした。たぶん、別の出版社にしれっと入り込んでます。この業界では割とあることです。

　ストーリーは「異世界モノが描かけないマンガ家が、異世界モノを描かかされて苦く心しん惨さん憺たんする」というシンプルなものですが、若い頃ころに読んだ「涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ」を自分風にアレンジして書いてみた面もあります。西宮にしのみや北きた高こうに通っていた友達に、ハルヒの聖地をあちこち巡じゆん礼れいさせられたこともあったなーと思いだしながら書いていました。聖地巡じゆん礼れいいいよね聖地巡じゆん礼れい。

　長らく歴史モノの聖地巡じゆん礼れいができなかったのは、いやー厳しかったです。なにもネタが浮うかばないよ！　そんな作者の血の叫さけびがこの小説には呪じゆ詛そのように詰つめ込こまれています。はい。

　最後になりましたが、イラストで作品を彩いろどってくださったRosuuri先生をはじめ、本作の制作に携たずさわってくださった方々、そして、本書を手に取ってくださった読者のみなさま、本当にありがとうございました。





































天てん才さい少しょう女じょ、桜さくら小こう路じシエルは異い世せ界かいが描えがけない








春日かすがみかげ





電撃文庫





2023年4月7日　発行





ver.001





©Mikage Kasuga 2023





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『天才少女、桜小路シエルは異世界が描けない』

2023年4月10日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/i-208.jpg





item/image/i-169.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg
2

BEERALL
BOFFH R

N
2

. H
o #Ho
B
w_mn
B






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-321.jpg
(Of eumng (b ek v —C e

[ 1 Ka—e— SRR —~—o | (i)
[P AXK RSN R BELERIRELEE DS, | (®)






item/image/allcover-001.jpg
pia
AHBHF

TN, BRBHEENSE TAZFRSHETET,
TAF 4 PEUT RO ORI IITOIT SADYRHR
HTEY. FLE/ MBNEVRERE/ ZRITE
RRBICIRE N, ALY F LR ST DBEDNE—
ThDS, BHUETHISIS5LBIBYTILO
EFWBOOO0OTY. oS5 rARBRLBE
IEY— REFADBRERBE UL TEIFERE
<y,

A5 : Rosuuri
FHA : AFTERGLOW

BEMXFIVAR. BHMOIch, LSRR
BNGEY TIGEIERT TV HRIC, BEVDBEEADDT Vv,
BIECHOT. BRR. BNUEMSLEN. ALBEEDESNE.
TABHBICHB DBV TIVEBLRETREROVTIC. DIy
Y3VHREEND, WRAIC [RERT 7 V5 I—] OFMELHY
BDTETERINEZALBIE | EHICHIIEVES SV TIVIE,
WEBADUT . BLAFNCTARRA. REFALEHIND.
[Z31! RURBHBIEVES, BE. RNERD IO ! |
WREAZBSULBICD, TLIEREICESICD, ZASRERE
BHLTEDD, 510, YTIUSRERMCTED HLT—
KADLERNRES, RICUTRERY Y HERMTEDSDD ?






item/image/i-139.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
HAREE,
YINORR.

BRRFT AR, \ EF ORI
3122 bYTBER, 1
PRELOLBEAND

AXTLyIR,

TY+Ye






item/image/m-005.jpg
mmlum‘/_._

Eﬁ.#@ﬁi&ﬁﬁbfhiotﬁ

11 me genius gir,

] ciel sakurakouii

] can't draw

7| enother world

______ T T T T T T

T T T T T T T T (ISR L e B i e e [T T[T T

]





item/image/m-004.jpg
e

ﬂlu,{ LB EE A~ ANTN UHOEN0 S D0 424 1






item/image/m-006.jpg
Lo by by by b by s by v v b s by by v by by by by b by v by s by o |

WO i

(1)
‘o’
The genlus girl,
Ciel Sakurakouji

can't draw

another world

B B L B o B B B B B B





item/image/m-001.jpg
;!
1 R
1| 2
1 v
1 7
1o
1 %
E -
i

(1)
1 ‘0°
] The genlus girl,

1| ciel sakurakouii
] can't draw

another world






item/image/m-003.jpg
#S um,/_._).s Eﬁ_#.ﬁBLTLio N

] The genlus girl,

| ciel sakurakouii
] can't draw

7| enother world

______ T L B R B B T T T T T T T T





item/image/m-002.jpg
R

WMHEHSNSTHURE SR

P AT AR

T

] The genlus girl,
| ciel sakurakouii
can't draw

another world






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ　保父星レナの災難



		第一話　桜小路シエルとの再会



		第二話　桜小路シエルが異世界転移してしまった件



		第三話　桜小路シエルが奴隷オークションに出品されてしまった件



		第四話　桜小路シエルが異世界の魔王と対決してしまった件



		エピローグ　連星



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/i-024.jpg





item/image/i-146.jpg





item/image/titlepage.jpg





item/image/fan-letter.jpg
AR 3DTR A, TR B T3,

T V¥ —HTH

T 102-8177 HEARTAH
B MR i 4
[HH&PITHEE] 12
[Rosuuri %64 ] £

]
i
i

215 2-13-3

P2 —MCTEEVWEEWA DRI SEAMET 10:&iRIC
BEEAh—F*yb+T7h1000A% ] Z2TLEVM!

—RTA—REFURLKDT7 I AL,
AEZFHD/ (R T—RZAALTTEELEE LY,

& E', https://kdq.jp/dbn/

. OLBEDRKRIIBRDREEEOTRASE TUVELEETS,

|ik @7 r—hTLEVNMCZ BV BRI BB ROMRFITEEV12, BB TY,
@7 r—hTLEV NI BBRICKY F G RIEFRABDERINBZEDBYET .

O AMCFTEATHENR. B X—RERICHDZBERIIPEROTRIBICAVET .

@—EBXIEL TULVRLVEENHIET .

OHFELIT DS 3 REEDH DT RER/ THLEEL TEZ,

5
&
7
M
o7
|
b
=
Z
#
7]
<
=
&
Ly
1

AEFEETALTY,

ORI T 4728y T EAED AN BASE LI — BRI EE A





item/image/kuchie-001.jpg
a”t&’ll\ﬂ%“/\‘)v?
GEE T
R

%E&Z’hﬁ iust. Rosuuri

&





item/image/i-313.jpg





item/image/i-238.jpg





item/image/kuchie-008.jpg
[ T B> DSMAHR DI <o —

Contents

(B 11 > BSEMHRRBEB IOV OMOME s 0100,

(B Il &> FBSEIHRXRBER—ANTN L HIT0 21 OO 48 ~~o

(& B > BOEMHARMERESEHARKOW O M0 LI o

RIS

The genius girl
Ciel Sakurakouji can't draw
another world






item/image/kuchie-006-007.jpg





item/image/i-071.jpg





